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情報「熱帯林の成長データ集録」の発刊にあたって

私ども国際緑化推進センターでは、我か国の国際森林・林業協力を総合的に支援するため、協力

を担う人材の養成・確保、技術情報の収集・整備・提供、NGO 等の民間協力活動の支援、国際緑

化の普及啓発、熱帯ての植林などの活動を行っております。

そして、情報活動の一つとして熱帯地域なとでの森林造成に必要な情報について、これを「熱帯

林情報」として発刊し、熱帯地域等て協力活動に従事する方々の参考に供しております。

今回、「熱帯林の成長テータ集録」と題して、熱帯地域での森林の成長と収穫に関するデータ集

を発刊することになりました。

本書に掲載されたデータは、当センターが林野庁補助事業として行っている「カーボン・シン

ク oプロジェクト推進調査事業」の実施に当たり、熱帯林の収穫予測のために森林総合研究所の西

川匡英林業経営部長か中心となって集めて頂いた資料に、同部長を始め森林総合研究所の関係者達

がこれまてに収集していたデータも加えさせて頂いたもので、現在、我か国が集め得るかぎりの

データが集録されております。

地球環境の悪化が世界的に憂慮される中で、地球環境への熱帯林の果たす役割の重要性は益 増々

しております。とくに、地球温暖化に対する長期の炭素固定方策として熱帯地域での積極的な植林

か住目される中で、熱帯林の成長に関するデータはなくてはならない資料だと思われます。

この度、西川匡英部長をはじめ関係の方 の々ご努力で、最新の熱帯林の成長データが整理出来ま

したことは、今後の我か国の熱帯林問題への取組に大いに役立つことと信じております。

ここに、貴重な資料を収集り整理下さった森林総合研究所 西川匡英林業経営部長、高橋文敏資

源計画科長、同研究所北侮道支所 白石則彦天然林管理研究室長並びに秋田営林局鷹巣営林署岩野
目森林事務所 増田義昭森林官の皆様に心から感謝申し上げるとともに、この情報「熱帯林の成長

データ集録」が、今後、我が国の多くの協力関係者に活用され、我が国の国際森林・林業協力の推

進に大きく貢献することを願っております。
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鮒国際緑化推進センター

理事長 秋 山 智 英



熱帯林の成長データ集録

西川匡英、高橋文敏、白石則彦、増田義昭

* 森林総合研究所林業経営部
** 森林総合研究所北海道支所経営部
*** 秋田営林局鷹巣営林署

1. はじめに

熱帯地域の森林の成長と収穫に関する情報は、先進国のものに比べるとまだ充分整備されていな

くてその収集には困難をともな う。早生樹種については、 D.Pandrey が Growtha nd yield of

p lantatlon specles in the tropics(FAO I983) において、熱帯林の成長と収穫をまとめている

程度である。しかし、地球温暖化にともなう対応策として長期間炭素を固定する方法のひとつとし

て熱帯林を保全するとともに、積極的に植林していくことが近年注目されている。このため熱帯の

早生樹種だけでなく、天然林についてもその成長特性を充分把握していく必要がある。

当初コンピュータによる文献検索を主体とした収集を考え、CAB,AGRICORA、AGRISなどで樹種別

地域別に検索を試みたが、論文を主体としたものが多く、必ずしも有効な方法でないことがわかっ

た。そこで前記の Pandreyのものを中心にして、多面的な方法で収集することにし、次のように個

別に文献に当たることにした。

文献検索 (CAB,AGRICORA,AGRIS)

FA0( 国連食糧農業機関)文献
森林総合研究所図書室、森林総合研究所海外研究情報室 (ODC による熱帯林情報収集)
海外専門家への依頼 (マレーシア、タイ、インドネシア、パプア oニューギニア、 FAO など)

単行本
その他

成長と収穫 (Growth and Y1eld) に関しては、収穫表、成長モデルの形が一般的であるが、地位

指数曲線、直径分布で表されたものもあり、天然林では定期平均成長量のみで表している場合が多

い。これらの関係については項を設けて解説した。

集められた文献については、一定の様式 (樹種、国、地域、データ採取地の立地環境、成長 ・

収穫に関する表、図、式など、出典) で個表を作り整理することにした。本書はこの個表を印刷

したものであるが、とくにデータ採取地の立地環境、成長・収穫に関する表、図式などは必要最

小限にとどめているため、利用の際は出典に示した原文を参照することをお勧めする。また前記

D.Pandreyの報告書では文中に多数の引用文献があり、これらの引用文献を含めて出典として示す

ことにした。なお今回は計測的な成長量を中心としたデータの収集であったが、バイオマス的な資

料については、別途収集の機会を設けて行いたいと考えている。

なお樹種の学名については元森林総合研究所東北支所長の緒方健博士に校閲をお願いした。また

筑波大学の松下 香、桧山千春嬢には個表の整理をお手伝いいただいた。ここに記して謝意を表す

る次第である。また、 2-1 、 2-2 を白石、 2-3 を西川、目次、索引を高橋、天然林人工林の

個表作成を西川、高橋、白石、増田が担当した。



2. 本資料を利用する人のために

2-1 収穫表の概要

収穫表とは、ある樹種の森林に対して同一の取り扱いを施した場合の森林の統計量の標準的な値

を、林齢の一定間隔ごとに表示した表てある。森林の統計量としては、平均胸高直径、平均樹高、

単位面積当りの立木本数および胸高断面積合計、材積 (総成長量)、成長量などかある。人工造林

樹種では、年齢ごとに間伐される林木 (副林木または間伐木)と残存する林木 (主林木または残存
木) とに分けて、それぞれの標準的な統計量を記していることも多い。

森林ては近接した林地に同一樹種か生育している場合を比較しても、土壌や地形、水分状態など

の違いによって成長か大きく異なることかある。収穫表ては、地位 (site)という立地の生産力の違

いによって、同一樹種に対しても成長の異なる複数の表が作られるのが普通である。

森林の地位は、 1、韮、m 等のように等級区分することもあるが、地位指数によって数値で表現

されることも多い。最も普通の地位指数は、基準となる林齢 (基準林齢) を定めて、その林齢にお

ける優勢木または主林木の平均樹高の値そのものを指数とするものである。例えば日本においては

スギやヒノキの基準林齢は伐期を勘案して40年が慣用とされており、その林齢で到達する平均樹高

が地位指数である。熱帯地方では早生樹種が造林されることも多いため、基準林齢は10年とか20年

など非常に若齢のことが多い。

平均樹高が地位指数の表現に利用されるのは、樹高成長が林地固有の生産力をよく表わし、かつ

森林の人為的取り扱いにほとんど依存しないと考えられているからである。これに対し、林齢の明

確でない森林タイプの地位の判別には、 1年当りの材積成長量がしばしば用いられる。

地位の判別目的はかりでなく、林齢に伴う材積の成長量の変化は森林の成長を扱う場合にきわめ

て重要である。材積成長量は、平均化する期間の取り方によって、次のように大別される。

平均成長量 Mean Annual lncrement(MAI)

連年成長量 Current Annual lncrement(CAI)

定期平均成長量 Periodlc Annual lncrement(PAI)

平均成長量は材積を林齢で割った 1年当り平均の成長量で、全生育期間を均した成長量の平均値と
考えられる。連年成長量はある林齢の前後 1年間の成長量であり、 2年以上の期間について成長量

の年平均を取ったものは定期平均成長量と呼ばれている。林齢の変化に伴う平均成長量と連年成長
量、総成長量の関係は下図に示されている。天然林のように林齢 (t) が明確でない森林の成長量

は、連年 (または定期平均)成長量が比較される場合が多く、それはまた地位の判別にも利用され
ている。
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図 2 -1 平均成長量と連年成長量、総成長量の関係

成長量が最大となる林齢 (w) において、その値は連年成長量と一致する。総成長量、平均成

、連年成長量のいずれかがわかれば他の 2者は計算可能である。

- 2 収穫表のタイプ分類

ここでは熱帯地方を中心に、さまざまな国や地域からさまざまな樹種についての成長量の資料を

く収集した。その中には収穫表と呼ぶにふさわしい体裁を備えた森林成長の資料もあるが、収穫

の要素 (材積、直径、樹高、本数等) の一部分しか整っていなかったり、あるいは天然林で林齢

ぐ明確でないため林齢ごとの統計量という形式で表示されていない資料もある。

収集された成長資料にどのような種類の情報が載っているかを示すことは有益であり、そのため

は資料をタイプによって分類しておく必要がある。そこでここでは基本的な要素の整った正常な

穫表の体裁を基本とし、それ以外の資料のタイプを以下のように分類した。
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① 収穫表タイプ (林齢に対して材積はじめ各種統計量か示されている)
1. 完全な形の収穫表

2. 不完全な形の収穫表 (成長量の資料は完備しているが、それ以外の立木本数、平均

胸高直径、平均樹高等の情報か不完全なもの)

② 地位指数曲線タイプ (直接に成長量に結びつかないか、その基礎となりうる統計量が林齢に

対する変化として示されている)

1. 樹高 ~ 林齢

2. その他 (胸高直径、胸高断面積等)~ 林齢

③ 連年 (または定期)成長量のみのタイプ (生育期間の一部についての成長量の資料)

1. 天然林等の CA1,PA1

2 その他

④ その他のタイプ

1 直径階に対する直径成長量
2. 直径分布の変化

3. その他

2- 3 収穫表に用いられる主な用語一覧 (英 o和)

今回収集された収穫表には専門的な用語がかなり用いられている。ここではこれらの用語をまと

め、日本語と解説を付し利用に供することにした。

英 語 日 本 語 解 説
aVerage d1ameter 平均直径 普通胸高直径の平均を指す。表ではAV.dlam.

や汀と略記することがある。

age 林齢、樹齢 森林や樹木の年齢
aCC皿1・ VO1(yleld) 累積収穫量 現材積にそれまでの間伐収穫量を累積した合

計の収穫量
annualpercent mortallty 枯損率 mortallty rateに同じ

annualmortality percent 枯損率 mortallty rateに同じ

annual ingrowth percent 進階率 進階木の本数または材積の全林に対する割合
bark yleld 樹皮量 樹皮量は、重量、面積、束などの単位で表す。

base age 基準林齢 地位指数を定める基準となる林齢
basal area 胸高断面積 地上1.2 または 1.3mの高さの木の幹の断面

の面積
basal areagrowth 胸高断面積成長量 胸高断面積合計の年間成長量
d.b.h.(dlam e te r a t

breast helght)

胸高直径 地上1.2 または 1.3m の高さの木の幹の直径



英 語 日 本 語 解 説
dlameter class 直径階 一定の直径の範囲をまとめた (括約した)階

級。わが国では 2 cm 括約、スイスでは、 4

cm 括約、フランス、 ドイツでは 5 cm 括約

が行われる。

dlameter dlstrlbutlon 直径分布 森林内の木の直径 (通常胸高直径)の頻度分
布

diameter growth 直径成長 (量) 胸高直径の定期成長 (量)
d.o.b. 皮付き直径 樹皮付きの直径
bole 幹材、樹幹 stemに同じ。樹木の幹部

clrcumference(g1rth) 円周 樹木の円周を用いて直径の大きさを表す。
cohort ゴーホー ト ある特定の期間に出生した人口を表すが、動

物一般では生命表作成を特定時期に出生した
グループについて行ったときなどに用いられ

る。

couPe クーペ 伐採の区画単位
codomnanttrees 準優勢木 樹冠の一般的なレベルには達しており、上方

から充分の光を受けているが、側面からはほ

とんど受けていない樹木をさす。

CF1(contlnuousforest

lnventory)

森林継続調査法 観測点またはプロットをシステマティックに

配置し、定期的に森林資源内容を観測する森
林資源調査法。近年生態的な情報や環境情報
をも測定する多目的な資源調査法が採用され
る傾向にある。

Converslonfactor 変換率 薪など層積から実積へ換算する場合の割合。

針葉樹、広葉樹によってまた、径級の大きさ

によって異なる。

cropstanding volume 立木蓄積 standlng tree, または stumpage volume とも

いう。森林内の立木の材積

crop diameter 樹木直径 tree diameter に同 じ

crop height 樹高 tree helght に同 じ

culm 茎 節のある茎

cumulative thlnmngs 累積間伐木量 間伐木の本数または材積を加算したもの
de ll。Court,S quot ヱents リオクールの公比 異齢林の直径分布は逆J字型をなすが、隣接

する直径階の本数比 (qで表す)を等比級数
の公比として用いれば、一番大きな直径階の

本 数 を n とす る と、 n,nq,nq2, … … … の

ように表される。
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英 語 日 本 語 解 説
DBH 胸高直径 dlameter atbreast height の略で、胸高の

部位 (普通 1.2 または 1.3m) の樹木の直径

を指す。

dlameter growth

Projectlon table

直径成長予測ー表 「直径階毎の成長の推移を示したもので、

stand table に同 じ

domlnant he1ght 優勢木樹高
主林木樹高

優勢木または主林木の樹高

dry bark 乾燥樹皮量 樹皮を乾燥処理をしたもの
dry welght 乾 (燥)重 (量) 生物体重の計測て含水量の影響を除外したい

時に用いる。普通 1050Cで乾燥し、重量が安

定した時を持って乾重とみなす。

dummy varlables ダミー変数 重回帰式の説明変量に用いられるもので、分

類尺度の数量的な表現である。例えば、機械

が A 、 B 2台ある場合、説明変数 x=1,

(機械 A がある時) 、×=0,( 機械 Bがあ

る時) というように、A,B を分類するため

に任意の二つの実数を用いる。 1、 0が簡単

であるためよく用いられる。

form factor 形数、幹形形数 樹幹のある位置における直径に等しい直径を
底面とし、その樹高に等しい高さをもつ仮想

的な円柱の体積とその幹材積との比を形数と
い う。

fresh welght 生重 (量) 乾燥処理を行わない生木の状態の重量
girth (class) 胴回り、樹幹周囲 樹木の直径で大きさを表す代わりに、周囲で

表したもので、熱帯地域では、よくこの単位

が用いられる。 (例えば、半島マレーシアの

利用材積表)。

green bark 樹皮生重 生木の状態の樹皮
gross volume 粗成長量 森林の全林木より生産された全材積
growth 成長 (速度) 広義の成長全般を表わす。

growth rate 成長率 ある一定の時期からの樹木の成長を示し、普

通 l cm 当たりの年輪数等で表すが、樹木ま

たは林分の材積、価値、あるいはその他の成

長量で表すこともある。

growth predlctlontable 収穫予側表 収穫表に同じ
heavily thlnnedstands 強度の間伐を

行った林分

被圧木、介在木、一部の準優勢木を除く間伐
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英 語 日 本 語 解 説
height class 樹高級 (階) 樹高をいくつかの階級に分けたもの。高さ階

級
high forest 高林、喬林、

高木林
熱帯では、サバンナ林、低林に対比して高木

よりなるうっべい林をいう。

lncrement 成長 (量) 「増分」に相当する概念

lngrowth 進階成長量 測定されるように定められた最小直径階以下
の木が成長して最小直径以上に達した木を進
階木といい、その本数、または材積の量を進

階成長量という。

lnner bark 皮内 樹皮を除いた場合を表わす (樹皮なしの直径
など) 。

mProvement fell Ing

(cutt1ng)

整理伐、除伐

保育伐
価値のある樹木を育成するため、価値のない

樹木を除去することであるが、とくに混交異

齢林において行う。

lnside bark 皮内 lnner barkに同 じ

LAI 葉面積指数 leaf area index単位土地面積上にある全葉

面積。普通記号 Fで表す。

LAR 比面積 葉面積比 (SLA:speclflc leaf area) に同

じ。葉面積 (c話)を葉乾重 (g) で割ったも

の。葉の厚さに関係しており、同一樹種では

上層の葉ほどSLAは小さい。

liberatlon thlnnlng 上木伐採 幼齢木の成長を促すため上木または老齢木を
伐採する。

linear regresslon

welghted by theinverse

ofvariance

重みつき線形回帰 分散の逆数を重みとした線形回帰

logistic function ロジステック関数 Verhulst(1838)が提案し、Pearlらに再発見

された動物 e人間の増殖の数学的なモデル。

個体の成長曲線も群落の現存量の増加曲線も
ロジスティック曲線で近似される場合が多い。

LWR 葉重比 leaf welght ratlo 。葉重を全植物体重で割

った値

low thinnlng 弱度の間伐 被圧木のみの間伐

main CrOP 主林木、主伐木 間伐されず残される木。主として英国で用い

られる。

maln stand 主林木、主伐木 間伐されず残される木。主として英国で用い

られる。
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英 語 日 本 語 解 説
mean diameter 平均 (胸高)直径 地上 1.2 または 1.3m の高さの直径の平均値

mean dlameter by basal

areamethod

平均断面積木 一定面積内のすべての林木の胸高断面積合計
を林木本数で割ったものを平均断面積とい
う。平均断面積木の直径は、常に算術平均直

径より大きい。

mean helght 平均樹高 森林全体の木の高さの平均
lnedlumthlnnlng 中庸度の間伐 すべての被圧木と介在木の一部を間伐する。

merchantable volume 利用 (可能)材積 市場に適したサイズや品質の樹木または林分
の材積

modified Malayslan

unlformsystem

修正マレーシア

ユニフォーム

システム

マ レーシア ・ユニフォームシステムは予備

伐、下種伐を省略した、均等に (樹群単位で

はない)択伐する前更作業すなわち傘伐作業
の一種である。

mortality rate 枯損 (死)率 火災、病虫害、風害等で枯損し、利用できな

かった木の本数または材積の全林木に対する

割合を表す。

NAR 純同化率 葉の光合成速度を示す。

No.of stems 立木本数 単位面積に生立している木の本数

number of stems(trees) 立木本数 単位面積に生立している木の本数
o.b. 皮付き over bark の略

outer bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表
す。

outslde bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表
す。

over bark 皮付き 樹皮付直径など樹皮を付けたままの状態を表
す。

/ha,per ha ha当り 材積など合計量を比較する単位面積。中国語
の文献では毎公頃。 1公項は約16畝 (ムー)

Per ral ライ 面積の単位で、 1ライは0.16haに当たる。

Polson treatment 巻きがらし girdling,rlnglng ともいい、立木に材分に

達する切り込みをめぐらし、立木のまま枯死

させる。造林地にある利用価値のない立木で

伐採整理すると経費が引き合わない場合など
に行われる。

predomlnant helght 準優勢木樹高 準優勢木の樹高
preliminary yleldtable 予備的な収穫表 サンプル数が少ない等の理由で、予備的に作

成する収穫表
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英 語 日 本 語 解 説
proVislonal normal yleld

table

地方的正常収穫表 正常収穫表は、充分の蓄積のある (fullyst-

ocked)林分の収穫表のことで、これを地域的

に作成したもの。

q value q値 樹木の直径分布において隣接する直径階の本
数比で表す。択伐林の林型の指標になる。

RD 予側断面積に対する実断面積の比
RGR 相対成長率 relatlve growth rateの略で植物の乾量成

長過程を複利的な成長とみなし、その利率に

相当する値をいう。

recruitmet1t 進階量 与えられた期間内に測定てきる (最小直径限
界を越えた)大きさに達した樹木の本数また
は材積。 ingrowthに同 じ。

recruits grouP 進階木グループ 進階木のグループ

reference age 基準林齢 地位指数を定める基準となる林齢
remalnlngs 残存木 間伐の後にも残存する樹木
remalnlngstands 残存林分

保残林分
間伐の後にも残存する林分

retained 残存する 間伐の後にも残存する
roundwood volume 丸太材積 丸太の材積のことで、スマリアン法、フーバ

ー法、未口目乗法等で求める。

S 平均幹距 林木の平均的な樹幹距離を示す。
site class 地位級 地位をいくつかの等級に区分したもの

site index 地位指数 地位を表わす指数で、基準林齢における上層

木、または優勢木の平均樹高が用いられる。

s,teindex CurVes 地位指数曲線 各地位指数に対応する上層木または優勢木の
平均樹高成長曲線を地位指数曲線という。

slte qual1ty 地位 林地の肥沃度、生産力

S1ze class サイズクラス 樹木の大きさを表わしたもので、樹高級と直

径級などにより表わす。

Sr 相対幹距 平均幹距 (s) と林分の上層木の平均樹高
(′目) との比を相対幹距または樹高ー幹距

比といい、次のように百分率で表す。

Sr;Sr 目× 10 0(%)

林分密度の尺度の一つで、間伐の尺度になる。
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英 語 日 本 語 解 説
stacked volume 層積 積み重ねた空間を含む容積をいう。薪など

一定長の木材を一定の幅と高さに積み上げ、

その体積を測るもので、実績 (solid volume)

に対して用いられる。

standdenslty 立木密度
林分密度

林分の密度は本数、断面積合計等 1変数で表
す場合と2変数の組み合わせ (相対幹距等)
で表す場合がある。

stand table 林分表 直径階本数表の年次的な推移を表した表
stock1ng 立木度 最良の林分状態または管理された林分と比較「

して表した林分の状態
stump 伐根 木を伐倒したときの根株
suppressed (trees) 被圧木、劣勢木

下層木
被圧された木

survival percent 残存率 枯損等森林から除去された樹木を除いて残存
する樹木の本数、または材積の全林木に対す

る割合
Survlval rate 残存率 survival percent; こ同 じ

thlck wood 成材材積 伐採点以下の材積を除いた木の皮付き直径 7
cm 以上の部分の材積をいう。 ドイツでは皮

付き材積を指すが、東南アジア諸国では、樹

皮なし材積を指す。

thinned 間伐された 間伐された (木または材積)
thinning 間伐 人為的に本数を減らすこと。間引き

thinnlngs 間伐木、副林木 間伐される木
tlp end 末口 丸太で直径の小さい方の断面を末口、大きい

方の断面を元口という。

top helght 上層木樹高 上層樹冠を構成する優勢な木の樹高
total volume 主幹材積 木の主幹の材積、広葉樹によく見られるよう

に主幹が明らかでないときは、枝下高までの

材積をいう。主幹が (大枝を持たず)明らか
なものは頂端までの材積をいう。

treated 処理をした 間伐など人の手を加えた状態を指す。

under bark(u.b,) 皮内直径 樹皮付きの状態の直径
unthlnnedstands 無間伐林 間伐が行われない林分で自然の推移にまかせ

ている林分
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英 語 日 本 語 解 説
untreated 無処理の 間伐など人の手の入らない、無処理の森林の

状態を指し、間伐の施業比較試験地等では対
照区となる。

uPPer he1ght 上層高 林分内の上層木の平均樹高。林分から万遍な
く上層木をとる必要があるため、例えば0.25

ha内のプロットでは0.0lhaの 2 5個のプロッ

トを設定し、それぞれのプロットの最高の樹

高を有する木の平均樹高を求める。これはha

当たり 1 0 0本に相当する。英国では top

heightという。

volume 材積 材木の量
volume over bark

(V.QB.)

皮付き材積 樹皮付きの材積

volume thinned 間伐材積 間伐される木の材積
yield 収穫 (量) 森林から除去されようがされまいが、年々ま

たは定期的に伐倒される林木の材積
yleld table 収穫表 ある樹種に対し一定の作業法を採用した場合

に、一定年度ごとの単位面積当たりの本数、

材積およびこれに関係のある主な林分因子の
値を時系列的に表示したもの。

参考文献
1)Forestry Terminology 、 Society of AmerlcanForesters l950

2) 南雲秀次郎 o箕輪光博著 :測樹学、地球社 1990

3) 西沢正久 :森林測定法、地球出版 1965

4) 生態学辞典、築地書館 1983
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(広葉樹人工林,多樹種及び竹類)

データ採取地の立地環境

卿コぬ lty- Pu鴫 (or短 鴎 )

AI セキtud9; 鯵戦塾 .oval

眺 喧ぬ11 1 4卸 皿

So 土.* 憂悶odar 鴎tat0 fね晦 郡串in ◎d 図ユth litt16 h口山肌‘L霧

D襲能 帥叩 もl p鋭鴎闇-n 弧 t 8脚 la plot鯵

団臨め◎r of plot 昭 男

　　　　　 　　
鶴戸 dfloatiom ゆ to 5 伽 top 蝕 闘 ◎t◎r warb 冬rk

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式など

Caouarlim aquiaetirolia - lndiA(4)

Mはエ ヤ BLA棚AL1▲J oj1 1nAII工 ouJrV空豆

mi/ho

aASAL AREA
.NDEX

0
4 8 ,2 簡 約

AGE IN YEARS

-37-



Tie14 .Qy 且tin ーn

Y 韓 一 10一 4678 十 0・46551 A 十 6・76636 0 (r2 雛 。・96“ )

▽ 翻 tユ腰ber voluu=e in IB3 per b旧 abov ◎ 5 cm dLia」meter oVer tH"*

A 鱈 Btd 韓
0 - は 風鯛 ,n園?』

(甲he 鋭い鰻 t1or】は 18 8口銭 &ble for B1te 1nd 鯉 18 - 21 優t 為 refer 喝図コぬ◎ 咽一◎ of l9 '、par富.)

B鵜飼 on th軸 bo鞠 N1ation, 鵬即 醐 眼 1 節 c脚 ent for wl 鵬 e pNmotion 敵 弾
cum for eaoh 鯛 闘 l a職 index(Btocki 噂 ) 態 B been dm 孤 ,
　 　 　 　　　　

Some VaユueB obta カロed f om the

脇腹お :

Age Baβal area index 組 (ゞ 無 )

5
7
8
lo
12
16

ケ
十
′
○
<
ノ
^
▼
'
J
^
Z

豪雪号
竺:宣字
総

The L*)iti…"pIEmt ゴロ昭 8メキcLqg 照臨砲飽 d batwefm 2 ヱ 2 m 初 4 x 4 m
b u t du;漁れg th ◎ Goodnd decade of d色ve工OP回収nt 鴎orta ユity of tr668

楓 a conapicuoug.

5.7 ・4 ・ Conmoo コtB

bm一義窄認。澱 総濯ぎf綴望も欝鷺滋諸雌亨無濫費ぎぎ ;,.鴛墨
in ー2to ー5ye 離 (3), AB the 帖 in uae of the apeoiea iB1ueIMood,plantation at clo βe
81粕ぬLqg w ith lotation aga betMelm 7 to12 yea1 離 日Ppeaコ旭 to ba d8811mble f‐ol‐四幻口晒 zing tbe

volume p的 motion,

出典
(?)A non

1961

(2)R ap,E. ▽,
1968

(3)

(4)

Ray,MOP ・
1971

Sねコgb,S 。P.Rotatio
l978 6qGuiβ6tifol 土a ・

Ca好uarlna e mui86tifoli 色,BiIV1cm.tuha.cbazaoter1 βtュcs al1d

Pュamtation teoh ねiqueo Boia ・ For.Tropo 刃oo 79 ・

△ 8tudy o n C鵬 眼 “」=鴎 e塾 iaetifol お (w1publiahed),

・ P1aunt 像七1切口 of CAguA14zMi akq【11lsot 土fo11a 1n Mュdli一目Pore D18tr1ot.　WOB, 加 鵡 弧 Foコ閏 8ter,VOI.97 Ro, .

Rotation aa i凪ぐluEmood by gtegld atoo}dnlg, A 8tu 鯖 of Cagua 融 nA
tifo1 土a ・ ヱndュa或 Foreater.VO1.104 ・

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ . Pandrey ,

the trop l cs , F A O I9 8 3 所 収

G r o Q t h a n d y 1e l d o f p l a n t a t l o ns p e c i e s i n

-38-



機種 }SALE鎚嫌賊 (ヤナギ料 )

データ採取地の立地環境

Materla1S and methods

The orlglnalstock of Populus

del toldeC1one G‐3 was recelved

from M/s, Wes temlndia Match

Company(WIMCO), Dhubn Assam,

Cuttlngs were takenfrom the well

adoptedprovenance of Jorhat to

s tudy the ef fect ofseasons on

sprou t l ng and survl va l l n four

different seasons noted below:

Pe “od seqso 刀

March to N【ay I

June toAugust 一 1I

September toNovember 一 11I

December toFebruary 一 1V

Cutt ・ngs ofPoplar branches

were lnserted ln thenursery beds

during theseseasons for l982 and

l983.10o cuttings of 35c m le n g t h

w l t h a s P aclng of 30 〉〈40cm were

planted lnnursery beds of 8 m2and

repllcated for 8 tlmes,

ln another experin.ent,three die萱「erent

pa1ts ofa branchwere considered. “ hlle

mak ーng the cuttmgs from each branch,

!eng h was measured andequally divided

mto three parts i.e bottom,middle and top

Further,the individualpart 。f the btanch

＼v「く(--vided intodifferent cuttings measuring

15 cm each. 10o cuttings fromeach part

、vc-e planted on 15thFebruary l985 m

--u,scty beds,keeping loreplicatlons ln each

0.ICS

20 cm 。f therespective cut-illgs were

ーーherted lnto the wel ー worked pulverised

の tーofnursery beds forboth the experlments

・ーItl the beds were kept n1o1stured by spray-

tng water as and when necessary.

Sprout ー'1g of cutt1ngs wascounted

w,th the1nitiation ofnewleaves and survlva ー

percentage was determined,whenthe clones

werc ready for transplantation 玖/ellrotten

cowdung @8 ton/ha wasmixed ln the

nursery beds. Hand weeding was done

↑hree tin・es in thenursery condition. The

oーーof the experimental plot issandy loam

d7,d so1ー pH from 4.5 to 5 5

Growth characterswere observed from

a towplantation during l980 to l984. T 1he

clones were planted l.5 mapart in a p-t of

40 cn13 6日ed w・th 5kg of wefl decomPosed

cowdung. N,P and K た rt山 zers were

dnpl・ed around the established P1ant@12O,

So dnd 60 kg/ha/year.

Annual incrementwas determined as

per the nnethod descr1bed by Misra(1968)

＼v-[h a m 。dl行cation that in this case the

＼・etght of the ariel part alonewasconsidered.

Dkuneter and ctrcumference(G-rth) ・vere

nlca~ured atbreast height Dry welght was

、letermined by oven drymethod. Bionlasb

。f overground part was taken by felling the

tree during July every year.

The generalweather conditions of

Jorhat 、 i e meanmonthly percentage of

rainfall,ten'perature,sunshine and 「elattve

humldlty calculated onthe basls of 61 years

data provlded by Tocklai Exper1mentaI

Statlon, Jorhat ts shown ln Table 5.

-39-



EE
　鋲　

　
　

　 　 　
　 　 　
の 0 ー
1 宅ゆ け

′rab に 3

M α〃 grow 豹 加 rqm ′gな α〃〆ゎzom 餌 sd!srr/b 血 伽 げ Po 〆αr r-

濫　 　 　
の Q
・ O .

　 ルー ht【kg〆… ) 議
　

Freqh weーght (kg/plant)
　 　
8 Q‐ Ageof

p一 .コ Poplal

　 　

Height
(m)

DBH
(cm) Total

図
LeavesBde BranchLeaYes Totat

十
Twlgs
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Table 4

ィmm α/mc だ mmr げ d腺ぞrem grow"7 脚 mm rゼバ ザ Pop/〃

(「urrent Annudllncren ・ent- O
コ
÷

コ
Parameters 鮎lean Annual tnc 「

ment of4yeals-
1o

ment of4 y　 　
コ 8 l year 2 yea「s 3yearb 4ycdrs
　 　
0 00

r 三 He,gh[(m) 221 129 262 4381 2625

=二 3 DBH(cm} 225 2.50 337 688375
N 節 C1「curlnference(cm) 6.50 6.37 1163 13 ()Z 1 5 も2 5

" ≧ Freshwelght(kg) 1 875 1‐3O 8 O5 4588B 185O

Dry vveIght(kg 〉 0843 0638 3,82 20.り87 8‐92



撫犠 ≠熱LI殊にE蟻 {ヤナギ料 )

　 　　　　　　

データ採取地の立地環境

Summaly./ 九αれ eαr!zerstudyr2 おれeαれ似 れ"頒 z′zcre刀肥れ"MA 〃 of 九yb′zd

POP 如r rp 工 β Cひ 1 ー 2ヱの wqs estzm αted lo be 235cft for α CrOP ofαge6ye αrs

肌 放 肋 e 婚 sumPhon 坊 αt 700 treesPei αcre of 功 e sPeczes were αひ倣わ肋 e αt 鉱 e

の oUe αge,t れαt is,PZQ 刀自ng wqs do 符e w ばれ α spαcmgofzo ′エ 6
′
, れot 九mm ねgwos

do れe uPfo the qge of 6 y釦 郡 αれd o川 y26 treeswereZostortQccoz4 れtor 班 ort叫ばy

α〃d o銃 er 短 ctors up の たzs αge 7 1れzs p 加川 α"o た w 偏 れozU8 ひげ 〃〆 mqz 朋 似刀ed

proper6, れo sod cz‘Zt山αtzoね w αs dorze αれd zrrzgαfzoれ W αS ermtzc

s中 ce 力ybrfd POP 幻r れαd bee 九 trzed m dz〃ere九fP 如月tαtzo刀s w ばれひαrymg

sPαcmgs smce ヱ970,s αmPZePZots were 如 d o 鵬 to 婚 sess 比sgrowt れ Perform αれce

D のα were αm ほめ Ze for dガ ere朋 sPαcz曙 s m eαcれ ZocαZzty,t れerefore,the dotα

were co 九szdered sep αrの eZy for deter, 欄 加 tfoれ of growth pαrαm乙eters for eqc 九

!oco 力むy o刀α for eQc 九 sPααれg ひnderProPerr7non αgeme れt6 ye αrs o‘d CrOP wzt カ

ヱo′ズ ヱ0′sPoczng gwes MAr of 400 c元 or more, 切瑳カヱ5′エ ヱ5′αれd ヱ8′エ ヱ8
′

MA/zs 200 cff fo 320 Cf古per αCre

Basic data.24 Sample plotS1ald ln different plantatlons of thePunjab

1n l976 and 。nwa1ds w1th the1l annual measw 〔ements constitute the basic dal隙 .

DetaIls of SaInple plots are given In Table 1,

ハにも}ーod and mater};U Annual measu ヱ・eー姓 ents of all the samP1e plots were

converted on umt 氾℃ a basーs volume of standlng and th.nned crops were calcu-

lated sepiudtely(1,3)Total volume for d1fferent ages was 。bta・ned by addIng

cu 汀ーulat,ve yーeld of thーnnmgs for pre の ous yearsto the standmg volunIーe,

As the sam ple plots 、vere laーd out m hybrーd p。pl鎖 plantat.ons raーsed

undel dーfferer.t spac ーngs の z10 ′X IO′,15 ′X15 ′and .8 ′x18 ′the growth stat.StーCs

fo, one sfMung d1ffcr(Ki ・vーdely from others To get an ,dea about growth para ‐

meters the measu ヱements were g 。uPed accord1ng to spac ・ngs Data grouPed as

abo ＼e g・＼ thefollowing lnforn ・atlon

s N 。 Localltv spac1ngNoof Age range

measurements (years)

1 1)aph.甜 10 ′X IO ′ 20 2一 6

2 nJph 、lr15 ′x15 ′ 3 4-6

3 Daph.u18 ′x18 ′ 23 3-7

4 Ch‘mga Manga15 ′x15 ′ 3 3-5

5 ChanglI Mnil ヰ1 18 ′x18 ′ 18 2一 10

6 8haghat lo ′× 10 ′ 3 4一 6

7 Bh. 増 hat .8 ′ 18 ′ 3 5-7

8 B 1J I)lran G halb l o ′x lo ′ 3 6 - 8

9 B e L・1)1ran Gha11)15 ′x15 ′ 6 8一 10

・o Bcl、11)1ran Gha1b18 ′x18 ′ 3 7一 9

85

Growth pa1anleters ・vere obtalned for each spac1ng and eachage group on

umt 鋼 &.barsIs.Table 2 and むable 3 show the paヱ.ameters ln BrltIsh and metr1c
unl い rぐsPCctlvc ーy ‐
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど
Table 2

Groーはねo′雇 yzdd o′hybrーdpop ′orrp てβ′‐2Jq ハハβr』目紬 “ればs

A解 o of No of db}) Ht B A VOITotaI NO VOI MA1
yea15 measluetrees 川 北 ft2 【t3 mc,ud,ng ft3 ft3

th・nnedtrees

SPACING IO′x lo′

DAPHAR

2 ‘1 ‘148 2 6

3 4 444 3 8

4 4 442 4 8

5 4 417 5 5

6 4 417 6 3

6 1 417 8 0

7 1 417 8 2

8 1 417 8 4

4 1 419 6 2

5 1 419 6 6

6 1 415 7 2

4 1 194 5 7

5 1 194 6 5

6 1 194 7 5

8 2 200 9 9

9 2 198 10 3

10 2 189 10 8

3 1 191 6 8

4 1 191 7 9

5 1 175 8 8

3 4 130 5 2

4 4 130 6 9

5 5 130 7 5

6 5 129 8 2

7 5 128 91

7 1 129 10 6
8 1 127 113
9 1 127 120

5 1 130 9 0
6 1 130 9 6
7 1 130 10 5

2 1 134 4 8
3 1 128 62
4 2 128 7 4
5 2 132 8 2
6 3 132 9 3
7 2 134 9 8
8 2 125 9 5
9 3 126 10 9
10 2 122 115

24 1514 772 86

34 36 92 1197 69

46 59 33 1546 81

53 69 36 179613

60 92 50 2318 96

BEL^PIRAN GH^IB

73 146 25 2589 20

78 154 58 2785 00

85 15917 287410

BHAGAT

55 87 89 2153 07

57 98 93 2427 00

63 117 85 2924 07

SPACING 15′x15 ′

DAPHAR

42 35 36 609 24

46 39 00 726 21

56 6103 1243 48

BEL 人 PIRAN GHAIB

70 107 40 2019 20

‐76 117 26 2360 50

78 117 53 2564 35

CII^NGA MANG^

51 41794 1316 81

59 65 25 1889 44

63 73 59 2004 28

SPACING 18′x18 ′

DAPHAR

34 19 46 488 87

44 33 98 843 84

49 40 66 982 37

54 48,02 1230 74

62 59 09 155917

BELAPIRAN CHAIB

71 80 31 162690
76 87 73 1814,40
79 97,71 2063 10

BHAGAT

66 69 32 161300
63 66 79 1662 53
66 77 94 2195 79

CH へNGA MANGA

31 17 83 50106
42 27 56 75108
50 38 32 1044,07
66 49,15 143020
61 63 72 1924 40
66 7148 2263 63
70 62 77 199124
78 83 77 2745 07
84 91,65 2912 38

448 772,86 386 43

448 1197 S1 399,27

448 1552 21 388 05

448 1877 08 375 42

448 2399 91 399 99

417 2589 20 43163

417 2785 00 397 86

417 287410 359 26

419 2153 07 538 27

419 2427 00 485,40

419 2948 33 491,39

194 609 24 127 31

194 726 21 145 24

194 1243 48 207 25

200 2019 20 252 40

200 2370 62 263 40

200 2643 97 264 40

191 1316 81 438 60

191 1889 44 472 36

191 2158 75 43176

130 488 87 162 96

130 843 84 210 96

130 982 37 196 47

130 1230,82 205,14

130 166199 223,14

129 1626,90 232 41
129 1818 57 227 32
129 2067,27 228,69

130 161300 322 60
130 1662 53 277 09
130 2195 79 313,68

134 60106 250 63
134 77012 256,71
133 1062 69 265 67
132 1430 20 286 04
132 1927,99 321 33
134 2263 53 323 36
125 199124 248 90
126 2745 017 305 01
122 2912 38 29124
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Table 3

Grow 【′・ond メメdo ′hybrdPopiorfp ズEC リヱー214"" me(r‘c units

Age No of No of dbh Ht, B,今. V叫 ,TotaI No, VOJ MA1
m 渇 m け mcludmg m3 m3years measlue.trees cm

No of
me 脇山 e・
ment th無ned treea

l107

1097

1092

1030

1030

1030

1030

1030

1035

1036

1026

479
479
479

lo

lo

20,3

20,8

21,3

15,7

16β

18 3

14 5
16 5
19,O

β

6

2

0

0

○̂

》̂

Ẑ
1q
ハhv

　　
　　
　　

SPACING 3x 3m

DAPHAR

7 3 3,4‐76

10,4 8 476

140 13 620 1

161 16.928 1

18 3 21236 1

BELA PI兄AN GHAiーB

22,2 33,574 1

23.8 35.487 1

26,9 36,640 2

BHAGAT

16,8

17.4

19,2

20,177

22,711

27.066

SPACING 6mx 6m

DAPHAR

12,8 8118
137 8,953
17.1 14011

BELAPIRAN GHAIB

213 24656 1
22 9 26 919 1
23 8 26981 1

CHANGA MANGA

15 6 11,006
18 0 14979 1
19 2 16894 1

SPACING 6mx 6m

DAPHAR

10,4 4,467
13 4 7 801
149 9 334
16 5 11024
189 13,665 1

BELAPIRAN GHAIB

216 18 437 1

229 20,140 1

24,1 22 431 1

BHAGAT

17,1 13618

19,2 15,333

198 17,892

CH^NG^ M^NGA

9 4 4093

12 8 6,327

15,2 8,797

171 11283

18,6 14,628

20,1 16409

213 14,410

238 19,231

26.6 21,040

64,079

83.806

108,236

126,681

162,265

181.174

194,8‐76

201.109

160,667

169,824

204,606

36.633
60,816
87,010

141,289
165,171
178,735

92 0171
132 210
140 246

34 208
59,046
68739
86119

109,010

113,839

126959

143,662

112,866

116i132

163 646

35,061

52 666

73 057

100076

134 656

158 886

139 333

192,081

203,788

1107

1107

1107

1107

1107

1030

1030

1030

1036

1036

1036

479
479
479

494
‐194
494

472
4‐72

472

319

319

319

321

321

321

64,0179

83.814

IQ8,613

131,346

167,929

181,174

194876

201109

150,66‐7

169,824

206,303

36,633
60815
87,010

141289
166,8179
186,006

92,0‐71
132 210
151054

蹴
蹴
肌32
1
綴

34,208
59,046
68,739
86124

109 297

113 889

127,251

143,963

112 866

116,332

153,646

35 061

63 888

74,360

100 075

134 907

158 386

139 333

192081

203788

組
瀬
棚
326
期
蹴
鵬
m
m

27,040

27,938

27,153

26,269

27,988

30,195

27,839

26.138

37.664

33.966

34,384

8,908
10,163
14502

17,661
18 431
18,601

30 690
33052
30 211

11,403
14 761
13 748
14 354
ュ5 614

16 262

15 906

15995

22 573

19 389

21949

17 530

17 963

18,590

20015

22 484

22 626

17,416

21.342

20,379

494 25,1
489 26 2
467 27 4

472 17 3
472 201
432 22 3

　　
　　
　　　　
　　

り"̂
"
Ẑ“
.▲ー.

只Û
J
RU
RÛ
〆】

13 2
ヱ7,5
19 0
20,8
231

319

314

314

321

321

321

269

28 7

30 5

229

24,イ

26 7

331 12 2

31G 15 7

316 18 8

326 20 8

326 23 6

331 249

309 24,1

311 27 7

301 29,2
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出典

Hussain, R W ,She ・kh,M 1 (1981), ProvisionaI Yield Table of Hyblid Poplars in Paklstan,

The Pakistan of Forestry, october l978, 165 ‐184
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鴇額 ;難eTE鉱軸鎖ヤ樹モガル糟}

園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

}インド

( Sryn, 参、銭湾曲 siヂ バ 》券ヌハゴ蟻モ メキ )

データ採取地の立地環境

urserytechnique

The seeds collected lnApril dre sown

ーn the nursery bed ln the month of october.

Before sowlng,seedsare soaked ln plam

water for 24 hours The germlnauon per‐

centage is very h-gh (70‐80 Per cent).

Germtnat-on 1scompleted ll1 25 ‐30 days

when two ‐leaved tiny ptants, measunng

about 2‐3cm appear m the bed. These

plants are then pticked out andtransplanted

ln the polythenebags(1ocm × 23cm) GI-ed

wーth potting mixture of soil,sand and cow ‐

dung manure(4:2:1).These plants are

ready for plantlngln themonth of June-Juty

when tbey have lo‐15cm height and 7‐8

ーeaves.

P1anting technique

So far,S[ateForest Research lnstltute

has trled Grev ′/′m p′er旧びo′m on bauxltc

and coal mlned out dunlps and on the slte

having yellow clayey soll 丁heP1anting

technlque ln the case of baux1te n・med out

areas al1d coal-mlne overburdenslncluded

dlgging of pits of 45 cm3 stze,6 ー--ng these

up with local soil(m thelower half of the

plt) and n・lxtureofhumus r1ch sal(S たの eα

robmrq)forest so1l and 3kg cow- d U n g

manure, in theupper balf of the pit

Polypotted plants whlch are 7‐8 mon ーhs old

are planted mthese plts m the month

ofJuly.

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

Table l

Grow 物 pqro〃?ereな ヅ G′ev!′′釦 pler′メヂo′′α

(Year of planーatl①11-1979}

出典

Age
(yedrs)

Surv ・val

Per cent of

plants

Average

He1gh 【

(Cm)

Average

G B H,

(cm) 苧ぎ郡t l
　

G B.H.

(cm)

ICO

99

7

27

17 8

19.8

54

103 3

85 2

117 7

1(6 7

89 8
86.8

3.95

Not measured

3 0)

98 162

96 220

96 4ー9

94 487
94 50ー
94 57ー

1
ー

ー
2
1
2
t
ふ
2
1
1柚
2

=̂
V
1
2

11
▲

/̂
ム

ー
J

d
「
f、
J

6を 94 57ー . ・

中 D1ameter below 5 cmnot recorded

Prasad, 劾一 a毅理容〆 , Chadhar(1987) 〆 Gre 学iilea pteridifolia(SYN,

Grevnlea banksii)A Successful 『ntroduction to Mined outA reas o f

Ma d hy a Prad es h ‐I Bo ta nicaI Characterristics.lndian Fo 113 : 670
‐674.
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犠濡 }開門轍総錨PACE擬 {フタバお率料}
野郎す軒脳鵠拳隙,鰭 "#" {癖ルイ》ダル,≧ ,

囲 ま,増し一転了 . ,- ,, ,
Peninsular Malaysia

データ採取地の立地環境

SrIUDiYAR 札A

Thestudyarea(SamnpleplotNo.80),ha"nganareaofabouto, 鰯 たαandanelevationofabout

85m a.s.1.,is lo{)ate感 W thinField12DofFRIM's{oompoLmd.P1aintingofraisedsee( 虹加gsofD.

わα"dfiwasci- 館 iedoutinl9%iata2x2mspaci 山gandunderlightoverheadcanopy ‘ば)n菰 tioi鴫.

ln 1954, the fiばst me…鵜urement was made onalltrees1oo れ dbhandabove,M[e 班;urements of

dianDeter, tot頭 height and clearboleheightweremade.

“′eedingwas cそばried out annually 官oml9:k;-19 ‘loandinl9 山6.Athi 仰山11goperationwasca ぽ-

ried out m 1956where alltrees 1ocm dbh and above other thanD, わ"“d′iwereremoved.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

TabLe l. Frequency distribution by size cーass of aーー

D. baudiitrees of 〉lo cln dbh

size CLass ′ A9e(Years)

(cm dbh) 18 22 26 28 31 52

(number of trees/ha)

10 〈15 43.~ 33 ・4 33 ・4 53 ・4 33 ・も 13 ・5

15 く20 50.2 40.1 40.1 33.4 30.1 20.1

20 〈2~ 63 ・5 46 ・8 35 ・も 56 ・8 20 ・1 20 ・1

25 く30 50.2 63.5 50.2 30.1 16.7 13.4

30 く35 36.8 26.7 36.8 56.8 30.1 10.0

う5くる0 10 ・0 40 ・1 45 ・5 25 ・ム 36 ‘8 10.0

40 く45 13.4 20.1 40.1 30.1 46.8

45く~O ZO.1 16.7 13.4 20.1

~0く55 6.7 23.4 10.0

55{60 20.1

60く65 20.1

6~く70 3.3

TotaL 254 ・2 264 ‐0 277 ・6 277 ・4 236 ・1 197 ・5

D i a1n.i ncrement

cnl/y o.69 0.83 0.~3 1.21 0.24

VOL.(m3

/tree) 0.32 0.50 0.68 0.72 0.96 1.91
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Tab ーe 2. vo ーume distributi 。n′ (m3/ha)by sl ヱe cLass of

trees of20 cm dbh and ーarger

size Ctass ′ Age(Years)

cm DBH. 18 22 26 28 31 52

(vo ーume ′ cu.m/ha)

20く25 13.37 9.38 5.55 7.08i l。88 4.87

25く30 27.61 33.70 20.30 17.81 9.OB Z.43

30く35 29.97 22.31 30.35 47.59 25.61 15.17

35く40 10.63 45.39 ~0.79 24.80 42.46 7.60

40く45 20.87 30.45 60.04 68。32 78‘02

45〈50 42・32 25・62 30。01 47・68

50く55 17.62 65.~1 41.00

55く60 67.41

60く65 94.07

65{70 18.65

Tota ー 81.58 131.65 188.76 200.56 224‘77 376.99

Volumeincrement

(m3/ha ′y) I2.52 14.28 5.90 8.07 7.25

出典

Mohamad, Borhan and AbduI Rahman Kassim(1989),Tree growtha n d y ie ld o f

D ip t e r o c a r p u s b a ud i l u n d e r p l a n t a t io n in th e F o r e s t R e search rnsti ‐　 　
tute Malays ・a (FRIM), Peninsular Malaysia Growth and yield ln tro ‐

pical m,xedmoist forests(1989) Kuala Lumpur,Malaysia.
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掛纏 ;ぬIP採納CARPAC奪蟻 (フタバガキ料 )
嘉納形浅川愈暮奮競 る夢榊ル )

園 {インド

データ採取地の立地環境

Art・601凸I P脳 Dtmg of 8みoreα γob秘“α 超〆 )by 如秘れリシα metbod 18very old Tbe

oーdeqt know11t 9肌 platantlon wa 日raHed m l9と2 by thls method1n ▽▽6前 Lebra comp 襲rtmp11t

Number ーー of phareDdra R&hge so far 64 6 per ce[t are&8 0f6Q ′fα e818 m Bou せ ern 即 DB 雛

穐tl i 2 7 ,R p6r omt ーo n)rthem ranges ha ▽e beao cmt, ▽ated by tlー8 聞 6tbod Fore ts of

I1ortl1ern range8 rema ーn cu も o賃 durlng rainq TII9 ▽ are nIaoaged on iozIger rotahon of

9o yeara to produce ー“rg9 81zed t1mber,at1d hence rate of co11 ▽6rsーo11 111to piatltntlon ls

slow. 1…もotatlon ・nsouthero ranges1876ye4rs 七beobjectofm 凡て.ageoneDt be・Dgprodu α・on

oi fuelwood,po16gBod smail 鰍z6d tmQb6r

Sq ′ 1n 如 zo"I7ダα or1g1n cTop forms ai総 o t pure st膿 ]d w1tb very l1目 la m- ×ttIre of

misce ーlaneous BPeclss ilke α鯛 α,ブ僧 靭 れ eもc 1u 釦 " 伽 ,299′7 the Pract ・ce baa b en to 琶ow

ブ鯛ラド粥 褐 鵠long naias aod uきe teak eboots tob 『aも uo f品・mr"s m βメ ムneBandatabandoned

dwel ーlng place8 0f cult ー▽at。r8 prior to gb}fbIDg to hew 聞 }"t g areas Tr,6 ad 口ね工 tu【e of

teak done m bhI8 w 穆y18 ▽181blelovarylogProPort ーoosgene ズa日y notexceedIng lo%,

A brーef
‐
dりsorlptlop of ね 醍カタyq tecl1nique adopt ‐ed もo ra・βe β〆 PI負11ta 白 o18 !s aEr t1zIder-- 一

After oontractor hag remo ▽8d Ba1eqb16 produ ぐ6 and1eft the coupe,abou 七the end of

April,the land ー8 d地tr・but,ed 偽mo 灯gst 幽閉カタツ化 cultivators E 槍ぐ11 cult1▽ator ge▼era-}y get β

○.ー b筏 eaolI ye 偽で w・tb 法t1o▽8raーl to寺島l ofo 士 hs1-- d18 ℃Ient yegr ごof βαZ zo““タツα Acattle

p ℃ of fじnoa coQ 竪8観ng of4 to 5 8"aoda of b3rbed wlre ls u8ual1y erected round th3coup6 b

f。r6 “ depa すtlコGen 七 Free omt1 ▽臥 Io,- ofagrIcultur 副 crops18 態 lowed for one tear,comprl"ng

of K ん,raず andona 友一わーcroP ′ごみαれ′ oropu 、ually CODaIBtsofmaizeIQ southern raDges aod

paddy In tbe northern range~ whereas RQ 』 crop c ma ・gts of "Z1ea 七 and b9rjeJ m the

BoutbarB ranges and barley, ムαゐ‘残nd gram ID nortt1ern ra11geB So1l prep 象ratdoo m hnea

ま8 doIle durlo 鯵 May 三t oons13ts of
‐

digging trenchoB 象 m apaft and 36cm × ;8 em

・n cro ヨ8 sect,ou. Tt・6 6xa 汐珠bed so1118 then sPread for 品8r鴇tlo ロ .After a ぎJod premo じsoon

gbnwer 七he trencl18s,are GI1ed ・n w・tb exca ▽&士ed Boll iQ such 襲 way thattha ievel of tba

611ed .n tronoh9818 at le鵠sb ーo cm もo 15 cm abo ▽◎ groand leyel,s 錫 3eed la E3own, wltb ()ne

1ln68 6一8 cm deep 島ud a口otber hne 2ー2.5 cm deep,soeda beIDg pi鎗ced Qn the】r aーdea

touchIog each oぬ efs w,1o停 Aftertho βαZaowFIPgs,tho cIijtIvators βotキ~ァ the.r 婦 αテ
ザ

crop

Tbree weed ーQg8 犠nJ G1eanmgg are dooe In thG monsoo 口 ,during wh.chperiod 。偽8ua1t ーeB are

aIBo bBateu up. After bar ▽egting the γαb‘crop IQ the Eecα id 】ear,trenchea are agaln dug

m &ny large f&1!6d g) 一 枝口d βメ ー8 sowo o○ tha onset of moos ウ。n IQ the Bamemanner B9 ln

the ar8 七year. SmB1 ーblankg are Gtled w.th o七her ▽aluabi6 Bpecla8. Threeweeding8 atld

dea … n2B are also dooe m tha monsoon in tbe second and th.rd year dur1ng wh.chPeriod

。$sualtI69 ooqttnu6 to ba beqten up ‘4γんdγ Iq aown in the fourtb year of oult ・▽atioII wben

tho βα【 plants ar6 1n tbelr tblrd year ThIe helps to prnrfct rhe plants from frost,

.mpro ▽es th9 8otー, 良Qd ー8 ーaft bo g。 on growID2 for a yearmore after the ou1tl ▽atorB iea マリ

,【l order oo k 渦 P down gr臼BS CultーvaiorB1eave tb coupe after bar ▼e"lbg bhelr fourth rq6 ‘

crUP wb@n tbe 日食l Qn も8 良re compie 多log むbeir tbIrq ytr我r of age,

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

β鴎‘c ro p s ao falsed 襲re th-nned at the ag6 of 4,7,10,15 20,25,30,35,40ye 我18

at]丞 じb3ro 秘fber 鵠も te11 years lもじer ▽al. The space between ーme8 3 m aPGrt takes 鶴bout lo to

zo ye 鳥憎 もo g8 も covered. T ね6 Boa remama exposed to des ・ccation by sun.To m ・tlgate

もhIs effocb al1d tio got some r6turn pl偽11tmg of lnter BPace8 m 6も11year by legu は1lnous tree

sー)oc.as to be bdrV6 母ted 凸七日bor も rotat10 ロ 1o ad ▽ocak}d.
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Sb袋ods wkIcb are 20 y6 良rS old &11d 風bo ▽8 118▽e closed c&Qopy. The ▽IBua1 ▽arm も10n

ーn growtb ・1l oroP 喝 ot dー任じrant agag Ia11o6 Btr1kmg Number of 観 eesretained par l1ect偽ro

d.ぼdr w.dezy w 途陵ln B砂me 偽g6 g?ouP ・

Age(Ye&rs) Me&nnumberof tfee8/ba 8t 襲nd& 司 d6 ▽1鵠七ion

40 978 363
31-40 1228612

21‐30 1389 605

16一20 2ー42 954

The followmg gー▽es an ide& of
‐
▽&rlぬtーon in ag8 and erop d脇 motor of βα‘卿“れgyq

CrOP--

Sもalldarddav1atioi1

9 9
4 7ー

Mean

26 7
13.11

Age(yeara)

Crop dー&meter(cm}

A 七 the も1me of re▽I8iQn of "rorkIQg P1an of Gor 伐khpur For6 さ七 DI ▽Igionduring

目)ワ ワ士, & scheme 。f6% 88nophngby ime8wltbtwor&ndomstartwaa fonUwed in 加伽 9卿

eoupes 80 &9 to g1▽e tw 。 1ndependentBamP1e80f 飢 umemtiong of 2誓 も mtenslty Growlng

qLock w&8 enumer& 七ed m o-5cm, 5一1o cm,10-15 Gm, 圭5一20 cm 24)什30 cm 30 一40 cm,

圭0-,oom end s‘)-60 cm dーame 網 r olassoB Tbu8 foroach coupe erop dmm 蝕 むr,bas 稜larea and

number of trees/b& is known with re恥sonable aocuracy 官urther m ネ“suremen も of croP

ぬ amator 檎nd crop he-gilt ln reg6Qer 昆ted β叫 coupeg by fqに免夕夢みmethod R}に,wed th翁 foliowmg

じelatio ね8hi主J--

Aver 色gad, 偽meter(Bag 偽lare& 腹ーethod A ▽erage hoもgh も

(m)
4 6
10 8
　　　　

　　　

　　　　

T11e86 m6aBurpmaDt ド fmm the baaj ご ひf growth おod yieldstudy or 6〆 "煎 れ9yo

p態 Qtat-opl becau 一B B良 not)16 Pro 七8 for roPeated zLea;ure1) 【lentsto8tudy growthdopot 紅 態 t.

Maa3urement of 22 ー coup68 “re uLtーiged Thev do “ oキ ヱnc1ude e。upas “ ber6 th.DDing

fellmgs were ln progrepa. Pーantatlon }19▽lng Proport'cn of sql iesβ than 70% haTe a18o

beep ,gnore 縦 袋nd m salculatmg per llectm る values,P!ai1tatlon area 18 ,6ducedascoldmg

to%ofdene 五ぢ .

Number of coupeB(plantatloq)

6

44

締

瀞

鯵

臥

A8e of
‐
守oupe8

40

31-3 毎

26‐30

21‐j5

16‐20

22 ー

Tb6 fが皇owing twd regro8 ぷ 0口8 were de ▽e1oped--
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1.98019
の LogP順発 - 曜 ゼー リ ー・購 95

R2 = 230 whete PN 1s number 。ftrees ′ba

野 一 65.ゞ5 T 一:Ageof tbe stand

A 1ow vB1ue of D ぅterm,na むーon Coe 伍 Jie11t was e×Pec もad ol1 accotzo も ofmarked

▽anatlon in numbRr of treep/ha for8ameage. lblmphea that tbIQqlng ーnlen8 】ty has beeD

▽anab16 probably beIng governed by tbe dーscration ofmarkmg o圧icer .atber than al1y li大ed

norms for thInnIDga.

The regress ーon bow6 ▽er, pro ▽ldea a trend of rel畠もI▽a reducblol1 .nnumber 。f treee

per hactare w.tb the paB8age of tiーne ・

Table abow ヱog Dumber of troeβ per bect βre for cur ▽6 tre口ds y;6jdIDg 60g ー000, 偽nd

lmo trees/haat40year80fagele pr6p"redw ーth thebe ーpofcommon8 ーope mode ー,forwh.cb

bas1c equatlon bなoomea

PN I98019
Log loo= むさi六T十・o」 -ai

l.98019 N ′

Wh6r6 8・ =L 。g(40+ ÷の )- Log ,U0 (3)

N ′be-ng number of trees/haat40year8 0f ago

官禽ble

~ 錫mber oゑ γeea翰α (commo 褐詞ope modez)

て不買罰lofsbocking Age in years
"40,e 鴇rs(No,of

嗣 1「,,, m m, 瀞 馴 ー ,
600 No. oftreee/hQ 1363 1069 9ー4 785 706 646 600532

1O(-O No, of tree8… a 2272 1782 1524 13〇9 1176 1〇77 ・O0〇 887

1100 N 。 oftroe ha 3181 2495 2134 1832 1647 1508 1400 1242

Cur ▽6 treods 役re p&ralle1 もo each other,thug the reduction in number of trea iQ tiーna

may be takeQ C。rr6Bpondlng to dーぜer6Qt IQtena.ty ofthinningg.

(2)An est1mate of crop diameter(D)isobt 襲Inedby

lnD=1604784- 里塑遡 -矧 191ln標 )十4.郷 囲 器ト 丑禦・n
標 )TO I

TO.I TO.1

T-- ▽B1ue for regression coaBcient8 7,703 5.103 4,744 3 390

R forID D regregaion)= 82 ー

^

M剛 of暇 ,dua,%(
ず

畑。)/N ‐則

^
sb 卸 如 rdde ▽ー偽tlon of residual % = .533 WhereDIBestimate of D

I口 all a number of lndependent var18bled were used,but the 偽bove were お und to

℃dntnbule g" niacontiy. Themdex ▽a1tleofage(T)wag determlned by iterlati▽emethod.

。rop d]amet ぞr ーs inf1uenoed by auc じuatioos lo thlnn.ng IQtenGi 七y o▽er growth period.

好urther eは gle po,ht data collected at the t-me of worklng P1an Preparation 鳥蝕d not

succ6 ぐ81▽e meaeurementg lnformat-on forms the ba" 日 of thi8 Btudy,whlch h鵠8inherent

,,m,tat,ons c。n8,dermg these aspects,tbe vaiues of meal1 and gtandarddeviation of

re日ーdual % arereason ルblygood.Tbef ○ーlowーngtab ーegl ▽esthe mo ▽ement of crop dlameter

for digare 口t stock ーng levels.
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Table

Cmp d‘omもe‘er・鯵 CI筋

Le ▽el ofstocklog

at 401ears
(N
‐
o,of trees)

Per/ha

Age iD year8

lo 16 20 25 30 36 40 60

600 17 32 9 7 1 12.10 14.6ワ 1ワ,〇6 19.66 22 0 9 2 7,20
1000 6.99 8 96 10 86 12 86 14.78 16.74 18 68 22 57
1400 6.60 8.26 9.80 1155 13.15 14.,6 16.35 19 47

1t would b6 8eeQ that crop dlameter,w!th iporeaE6 m ftocktpg,Bbows 脇 decroasa,

wh1ch is anatural trend

To obtain growIDg 8tock 。f f)reRtS aQd tbion1D2 y161d8,add.tlon 襲1 kQowledgo of

crop forーoQfactorand(")rat ・oabetWeeh nりmber 。f treeB/ba after andbefore thーDmrga to

▽olumo/hB after aod before th1nD)ngs at ▽Bi1oue a色eB1arequl!ed ・ Thegrowth oず you 刀g

βαZ to“"タyo crops of Gorakbpar cofrもぐpoLd を to[l qual 種y sQZ yield tableaprepar とd by

Grー伍 ぬ & Sant Ram for Datural folebts Tbus 邑bo ▽e two growth lpformatlong have bcen

taka11 from these tables for comPu 解せ1o】)of 鰐rowth 程Ud y・eld ofmj 如““タジQβ TLe grGtl th

1I1forr1mBtIo 口 may IIot be very Prec ge bu も defin1tely would ind・c品ta tha rel&tlve gzo 堵 th

trends under dlgerent levol of stockmg.

T 禽ble

orm ′odor αれば れ綿m 友 r- ぢoiumc roifo ‘oo′e

Ago ltlyears

lo 15 20 25 30 35 40 60

From f偽ctor f。r croP volume uP もo .よ51 ・480 .460 .JJ6 .J42 .436 430 4:4

5 cm bo1e di隻meter hmit

(1.e・もotalatom ▽olume)

Number 一▽olume raho increa 芭e .045 055 088 1,6 126 .140 ・162 .164

』 (需 N′/N)

W,hereN ′&ndNare number oftrees 為nd v ′鴇od v are ▽olume/ba af・er &1ld beforo

も無口nlnga respectwely.

The ▽alue of T he-pg ine マ81Qati 口g crop ▽olume/h 蔓 afもやrth-nniogs

▽′ = ▽

　　　 　

CroP volume/ha after tbin 川口gs w 段s thenut 日田edtoest} 践 ate,tot 長ly16!d ond 扇 A1,

ford 遼 erent 8tockmg lev◎18(See Anna 工ur61,11,&111).
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Anoex 種re ヱ

衝 ow′んα回 りidds "もfoγ伽似f◇“

Level ofstockmg at 40 years ‐600trees/hB

き郡 idそぎ警 官漣‘T 罰「▽馳駆脊ai- 噂間 瀬ド y1〆d/bai樹・{ma) (ma) (且 a′

10 ワ32 ワ,4 18 113 19.16 104 104 1げ 15 L,916

16 9"1 10.6 1069 4029 243 347 41,33 2 66

20 ー2,10 14.3 91 十 69,16 “.43 9 90 72 63 3 fiつ浅

25 14 67 ・7 4 7K5 10161 1L 6ー 2151 1ーー61 41 tlo

ao 17 06 20 2 ワ06 144,・5 17 32 38 83 16 n 66 6 6 22

36 19 66 22 6 84丹 19060 2J 95 63 78 229,33 6 662
40 22 09 24 6 60n 243,34 36 ti1 99 39 367 一2 7 月178

60 27 20 26.3 632 336.72 436,1 ー 8 722

AI1 鵡ぬ窓alre lー

eγowl ん αれd y掴 み ".′.rmqffo 質

Le輯 lofBbocklog 鳥6 40year 1000trees/ba

cre『 一一一
,守開 園 far様 謹も1農雅一樋 鰹 lire1Thinpi閉 園 覇 1Toba1yーe'd/b一樹 ・

(m) (m3) (m3, (ms)

10 8,99 7 1 2272 27 93 1.62 1 62 27,93 2 703

15 8 95 9 6 1732 61.14 3.09 4 6ー 62,66 3511

2o lo.86 12,3 ,1624 79.90 7,43 1204 84.61 4.226

26 12 86 163 1309 116 07 13 27 26 31 12811 6124
80 1473 176 1に 6 157・02 18,87 44 ]8 182 33 6078

36 16,74 1沙O 1076 父96,66 26,90 71,08 249.73 7 136

40 18 68 21,7 1000 255.83 37 43 108 61 326 91 8,173

60 22,67 26,0 887 387.44 -- -- 47696 9 514

A 鶏鑓e冨ure XXX

Grow 仇 Qれd メメム ‘"/ormo ‘‘o箆

La▽ol ofstocking 偽t40y 錦 r 1400 tree日/h鴇

or。p CropA仰十 .ムー 岬 ー ふー I NQ of L S慧 ;押せ;誤一 Tbimin解 f珊珊 豊『 ITO回 yi。ーdた,I MA,1.
( rB・)f u超益す → “▽▲6"v i trees′ba rl 激怒 躍 混もrol l v]1uu▲唖 D I 1(m り(m) (m葛) (m3) (mる) ー

1〇 6・6O 6・6 318 ヱ 31,92 1,73 1,ワ3 3j 92 3 192

16 8,26 8.6 2495 66,21 3,34 6,07 6694 3796

20 9.80 10.7 2134 79,26 737 1244 84,33 4 217

26 11,65 13,3 1832 113,90 13,0 ー 25,46 12634 6064

SO 13,15 16.6 1647 153,31 18,41 43.86 178,76 5.959

36 14,76 17,6 1608 198,08 26,90 69.82 241,94 6 9 13

40 16 ,36 19 4 1400 246,30 36 89 105,71 316,12 7,も78

60 19,47 22,4 1242 343 06 ---- 448,77 8 !,75

出典

Singh, S.P (1980), Growth and yield of(J “ o′eβ roo" “ β) Sal in taungya

Div i s ion, l nd i an For ,,106 : 4 7 4‐481plantations of Gorakhpur Forest Division,lndian For
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翻
Sarawak,Malaysla

データ採取地の立地環境

Malerials andmethods

The Engkabang plots were established in Semengoh pl副ntation fore5ーWiihin the

con「ines o「SemengohForestReserve,19kmsoulhofKUching.The plantation Was

established by the sarawak Forest Depanment du“ng the p e-“od l927 り 19{10. These

plots were measured at frequem intervals dable l).Maintenance in the form of

removing o・・ertopping or competing trees by fclling or girdling(With or wi:hout

poison),thinningand dcaringofWeed speciesandclimbercuttingatground level

、vere applied tothese plots.Thesite orall the plotsisin theriverinepan orSungai

Semengoh with alluvial soi!,Sample P1ots 4B and 4C,both P1anted w illーEngkabang

bintang(ShoreDip 庵刀南面 ),havealreadybeendescribedinthesecondPaper of this

series for plots treated with lmprovemen 【Fening(Primack e′〃′.,1987).

oneo 「theproblemsracedduringtheanalysisoftheseoldplots isthat we could

only gathertheavailable data kept bythe SarawakForest Department,Unroylunately,

some of the record books were lost・Fore 器ample,thereWasmissinginformation to

explain why Sample P1ots4B and 8C,which were lmprovement Fellingplots, were

later convened to plantation~plotswithdi 「ferentcodenumbers.A1so,t heme を鮎urement

record forSample P1ot locouldnotbelocated,andSampleplot 8Conlyhasmeasure.

ment records for the juvenile stage(oto l9 yearsold).

The records describing these P1antation plots are fragmental ワ.orten there ls

no explanation as【o whytheplotswereestablished.Details orp'ot main【enanceare

usuallynotgiven.Fore 〆ample ・theterms.,mpr 。VementFelling,'." 「emovalorover-

topp1ng trees“ and ‘・thinning'.were used in the record book todescribe lhe types

of‐maintenance/1reatments given to 【he p1antation.Theseterms are in moSt cases

very ambiguous;"lmprovementFelling “ maymean ‘.removalorovenoppingtrees “

orother species or of【heplantedtrees,inwhichcase, “thinning “ ismoreapp 『oprite.

.‘lmprovement Felling“ should therefore be restricted to Prima1け forest only and

not to plantations in ordertoavoidcon 「usion.lnthisreport,theauthors have changed

the term .・lmprovement Felling"10 .・removal orovertopping/competing trees “ or

‘・thinning “ where app 「opriate.

Growth rates for the various plots are eva}uatedbased onthe available records

of measurement as tabulated below:

成長 ・収穫に関する表 ,

Sarnple P1og

4B

4C

5C
7C

9
12

13

14

図 , 式など

Available gro"'th measureilrlent(year)

1969,1972,1973,1974

1969,1972,1973,1974

1969,1972,1973,1974

1969,1974

1972,1973

1969,1972,1973,i974

1969,1972,1973,1974

1969,1972,1973,1974

-55-



AI1work on thcSample P1otsceasedduringthewaryears from l942 一 45, and

all thc plo【s were to【ally ncglcCted during this period,

The results arc all presented as mean annual diameter incrcments(cm/year),The

ginh oftrees (gbh) wastakcnatbreascthcight(1,3m)duringthe"rst mca5uremcnt
鑓,donthesame ー的 int forsubs 蟹luentmeasuremcn 鰐.lnsomeci 郎 esm 舞おurements were

taken at a highcr point if the tree hadbuttresses,Ginh is assumed 【o be zero durーng

establishmen 【1O Cnab に calculation ofgrowth figurcs.AI1resultsare Presented as

diameter inc「easc peryear(cm/ycar),Analysis ofvariancewas conducted to find

out 1「there are any significant differences among the growth ra【cs ofvarious plots

(SnedecorandCochran,1973).T ‐testswereusedtodeterminewhichplotsaredifferent

Qm !hE Q宇her く ;f the former test proYed signi"cant ・

Tabie l. Summ 開γ o『pl袋ntauond 躍taoitShore α spedesgrowlng 坦tミSemengohP1ant 袋tjo口 R 傑犯 we.

P!ot
and

Sped(馬

No.orStems

per ha.

Dk}d,y r・

of
Deci.y r・

last

Deci,age

last
Sample

Size

MADI

(cm)

Aveすage Dim 観ぜ (Cm)

Establishment ーo lastAssessment

overaqー 5 1arge5t・ 5smallest

　　　
(ml/ha)EStab, A5se="m, Assessm,

4B
　　　　　　　　　　　

9
　　　　　　　　　　　

13
　　　　　　　　　　　

4C
　　　　　　　　　　　

5C
　　　　　　　　　

7C
s.mo α oDA ン""

12
S. ロメごmoon た d

t4
　　　　　　　　　　　

272.7

88.8

137.0

40,2

119.8

74.I

76.5

139.Z

1926.15

1936,88

1940.50

1935.50

ー935.50

1936.29

1940.50

1940.50

1974.97 48.62 30 0.72

1973.88

1974.86

1974.87

1974・87

1974.29

1974.86

1974.87

37.00 120 0.86

34.36 111 1.lo

39.37 85 0.83

39.37 96 0.80

37.86 120 1.22

34.36 60 0.95

34.37 132 0.87

34.86 45.54 25.24 26,03

31.62 51.60 19.60 6.97

34・75 50・42 2ー.17 事2・99

32.71 50.42 21.17 12.99

31.35 48.99 19.21 9,25

46・10 74.82 21.ラ9 12・37

32.56 48.44 38.62 6.37

29.78 40.47 19.67 9.70

Note: Listed arepーot,numberands 鮒 超 ,numberorstemsperhectare,decimal yearorplot キーablishment,dedmal y鑓 r or

ー鵜 t ass鴎sment,decimalageor l郡 fassessment,sample s迄e(number or trees measurFd),meana nnual diameter

increment (MAD 【)「rom 略tablishmenttol をstassessment,average diameteratla5tasse551hent 「or 組 orthetre 部 ,the nve

larg筏t trees and the nvesmall 榔 t trees,and the basal are oftr 端 (m‘/ha)at thedate ofl 鵜 t a5s鄭sment,The average

groいベh rate ror each size catego け or trees can be obtained by diViding average dia上neter by their decima」1age.
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Table 2. Mean annual diameter incremen ーs(MADI)for Shoreatrees growing at

semlengoh P1ania ーion Rescrve.

plot and Establ. ー969 1972 197]1969
・ to to to to 【ospecles

1969 197Z I973 1974 1974

4B O.73 0・56 0・36 0,78 0・56

S. ゆ′end′dq (0,15) (0.26) (0.33) (0.42 (0.27)

9 一一 0.86 亨 0.61 --- ーー

s・
零

れ雄 q (0.21) (0・49)

13 1.04 0.82 0,63 1,28 0,87

S. 卸′e〃d′dq (0,22) (0.30) (0.47) (0.57) (0,32)

4C 084 0.91 0.84 0.38 0.79

S,"em 豆砂伽α (0,14) (0,Z8) (0.38) (0.23) (0.25)

5C O.79 0.93 0.48 0.84 0.82

S,〆〃〃〃gq (0.19) (0.32) (0.37) (0.54) (0.29)

7c l,29 爾--昭 仰翠P幅 --鞄 0 84

、 nomP/; 〆′" (0,41) (0,59)

12 0,93 1.01 0.73 1.48 1.04

s.po′embqmcq (○,21) (0.48》 (U・43) (○.67) (0.43)

14 0.83 1.08 1.02 1.17 1,09

5ご.ぶだ"。〆“ " (0・15) (0・41) (0・42) (0・43) (0・31)

$ MAD1 ba5ed on grow【h period be【ween establishmen 【and l972

Note: Listed for each plot number and speciesare MAD1 「orsuccessive measure-

men 【intervals 、S【and 武rddeviation5 鍵 einParentheses,SamP1esizes and P1ot

data are in Tab「e l.
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罰 gu陀甚. F閏q股開け dig耐 butーo"6 『m 鞠 " 園"nu 国 di教me【ep-飛騰 menls ro『120 trさ悶

o『Shor醐Lm惣u博匹毎晩 @ おげ ○『mml% 鰍1974

0.0 oj o.6 0,9 1,2 1,S L 容 ヱ.1 2.4 2.了 3,0 3,] 3.6 3・9

Di盈m.Growth( 前門/“)

Figure 工 Ffequen け distパbution orm 鱗m 楓nl1u溺l d旗melerinc 柁 m ents「or 961 柁es or

S,pinanga(P1otSgt “angl鴎),lil t柁esorS,splendida 『 lol13,boI6)and1321 柁餌

の「S slenopte 憎 企 lot14,c iた1鵠)from l969・1974,

40

S.splendida(1 〕)
0

。
..

・
・
。

s.Pinan騨
っ 多 気

　　 　　
　

　　

A
.

′

.
◎
.
・

　
　
　
　
ダ ノ

ザ
・
、、
、.

＼
、

s三歩裏oPIぐra(14)

ノ ′ 、 .

ゑ

‐‐・‐◎
′ 為

＼ ;メ ミ 。.・・.
...

。・・.
・

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1,8 2.o 2.2 2.4
・
2,6

Diam.Growlh{cm/yr)
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Tab;e 3・ The mea “ ann “aーdjame 書erjncremem forーhemj"ima 董ーma “ mal and median

gro"lh rates (cm/)ear)ofshoreaspeciesforprlma け forests☆,lmprovemen-

Feeling prim-a り,forests 十 and plantations.

Mean annual 山 ameter Prima け Forest lmprovemcntP1antauon

increment (cnn/year) (spp,b eneath) Felling (5pp,beneath)

Primary Forest

(spp.beneath)

M1nimum o.13 0‐i6 0.80

s ru事由ゴロm s.i"ob に "′ロ′o s. 上〉′刀o月go

hlaumum o.82 0.93 1.22

S. 卿 災 小oんo S.5 p′e〃dido s.moc ′op"y" 口

Medlan o.30 0.43 0.86

S.o 増加 s. 卿 ~ 〆0′川 鼠 5P/end′グロ

率 Da.a from Primack e′〆.,(1987a).

十 Data from Primack e′"′り (}987b),

Table 4. Mean anlluaj diameterinc 「emenls(cm/year)of the five fastest‐growing

Shorea trees from primary foresl,lmprovemenIFelling prlmalw fo「esl,

and plantation.

Primary Forest lmprovement FellinB P1antation

0.39 0.63 0.94

0.55 1.51 1.40

0.56 0.97 1.46

0.47 0.76 1.16

0.28 1.25

0.34 1.98

1.41

1.18

x o.49 0.75 1.35

Note: Each ・′alue represents the mean value for a species.

出典

Tan, S.S., Primack, R.B., Chai, E.0.K, and Lee, H,S.(1987). The silvi ‐

culture of diPterocarP trees in Sarawak, Mal aysi a, m , P1antat ion

forest Malaysian Forester, Vol , 50, No, 2 ・ 148 ‐161.
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データ採取地の立地環境

八daterialand 轟々 ethodStudy siteand plantation de【aiーs

These studieswere undertaken in

plantmlonsofEz に qow ′"ぶ hybrld and 虚 αcm

o-‘rrc-‘′"{ヲも rmis ra・seduisinghbhumAITores ‐

utーon and DalbhumForest Dーv1sions of

B1har(between 20o15 ′to 22o45 ′N and 80O2 ダ

to86050
′
E)at dlt1tude 92m.The area

「eceIVeS an averdge annualramfall of about

1500 mm,mostlyfrom mld June to m1d

October and ・s almost 負at and cons・sts of
‐

good quallty sandyloam soil upto the depth

l m to 2 m. 0 ・iglnallythese areas were

covered with もa1 forestsWhich degraded

in course oftime due toheavy illicit元1lings

and subsequently there monocultures Were

raised intheseareas ・

Four P1antations of イcqc′"" “rzc"′αe-

た mdsand threeplantations of Ezfm かpi";

(one from Soc-aIForestry Division) were

selected for the present study ・ The details

of these plantations arepresented in

Table l and I A ・

F1eld stud1es wereconducted during

May,June l985 using thetree harvestlng

method ofstratl 行ed t「ee techn ・que (Art &

Mark l971) for estimation of Biomass.

one temporary plot, depending upon tbe

a「ea of the plantatlon,Was laid 。ut in each

plantation andrhe dianleter of aH the

standlng trees on the plot were recorded,

the whole dlameterrangewas divided into

three dlameter classesand designated as

A, B and C for convenience of ん rther

reference. Thus ln aー121treeswere harvested,

twelve from パcod αα"rた "′"び orms and mne

fronI E"Cq ′yメヱば pーantations.Fresh weight of
‐

all the tree components ofthesample trees

harvested were recorded m the lield.

Representatlvesamples of eacllcomponent

werecollected to estimatetheir biomass and

llutnellt content. Forthe estimation of

root blomass seven root systems,one from

each plantation were extracted,(roots of

B class trees as its dlameterwas very close

to the mean d1ameterofthec 「op)and their

行esh weーght recorded, RePresentative

sanlples of roots werealso collected for

further estimation
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Table l

Perαfムグ 円α〃′"!′o〃‘

Specie E“coZypr棚 毎るrid

57Age(yearsj 3

Area ofplantat,on (ha) 36 20 3

Area ofenumerationplot(ha) 0.36 0.20 009

No.oftrees oll the enumeration plot

C1ass A I13 24 24

C1ass B226 123 53

C1ass C64 57 13

Tota1403 204 90

No.oftrees/ha

C1ass A 314 120 267

C1ass B 628 615589

C1ass C 178 285 144

Total l120 1020 100O

Mean Diameter ofthe crop(cm) 43 8.2 7.5

C1ass A29 4 3 5 1

(2,o to 30) (2.o to 50) (40 to 60)

C1ass B 4 4 7,8 7 9

(4 0 to 50) (60 to 90) (70 to 9.0)

C1ass C 6 3 10.8 10 3

(6,o to 7 0) (13.3 to130) (IGo to120)

Mean height of the crop(m) 5.3 85 87

C1ass A45 58 7.O

C1ass B 5.3 8 5 8.7

C1ass C 6.6 10.6 94
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Table l‐A

　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　

Species ィmc ′""" “c瑠繭狗 r…′s

Age(years) 3 5 7 9

Area ofplantation (ha) 8 8 6 40

Area ofenumeratIon pーot(ha) 0.09 0.09 0.09 0.4

No oftrees on the enurneration plot

CIASS A 22 47 37 90

C1dsq B 82 46 35228

C1ass C18 6 13 97

Total 122 99 85415

No oftrees/ha

C-ass A 244 522 4n 225

C1ass B 911 511 389570

C1ass C 200 67 144243

Total 1355 1100 944 1038

Medn Dーan・eter ofthecrop(crn) 3.4 48 7.0 9.I

C1ass A20 4.0 6.0 6.4

{1.o to 2.0)(3.o to 4.0)(5.o to 6.0)(5.o to 70)

C1ass B 3 5 5 3 7.4 90

(3.o to 40)(50 to 6.0)(70 to 80)(80to loo)

C1ass C 5.1 7.2 9 5 11.7

(5.o to 6.0)(70 to 8.0)(9otolo.0)(11.oto130)

Meanheight of th crop(m) 3.7 60 7.1 7.9

C1ass A3 6 5.5 6.9 8 0

C1ass B 37 60 7J 79

C1ass C 66 76 9.0 9.14

出典

Pande,M,C., V.N. Tandon and Mridula Negi(1986).BiomassProduction and

its Distribution in an Age Series P1antations ofE ucalyptus Hy b r id

and A c ac ia a ur ic u laeforimis in Bihar. lndian Fon,112 : 975-985,
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

(2) A.auricU1iformls

当林分はルソン島北部のパンタバンガン森林造成技術協会プロジェクト内の草生地に 1980年に植

林された林分で , 海抜高は約 200m である。

1984年 2月に間伐率が断面積合計で約 11%,20%,44% の間伐試験地を設定 し, 各調査区 ( 200

ボ) 内の全ての立木の胸高直径 , 樹高を毎年 1月 , 2月 , 3月のいずれかに1986年まで測定 した。

また各間伐区では 1985年 3月にも断面積間伐率が各々26%,22%,34% の間伐をおこなった。そし

て毎年 , 調査区外でサンプル木を 1984年には 6本 ,1985 年には 8本 ,1986 年には 5本伐採 し, サン

プル木の相対生長関係を用いて各々の年の葉 , 枝 , 幹の現存量を推定 した。

表 2 Acαczαのびzczd妖の 'ms の林分概 況 と現存量

p‐1

調査年 立木密度 主軸密度平均DBH 平均樹高 現 存 量
(年) (no/ha)(m/ha)(cm) (m) 薬 量 技 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積

(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(m2/m2)(m3/ha)

1984 2600 4550 3 6 4 2 7 3 6 8 5 15 1 214 7

1985 2550 4500 5 1 5 7 4 6 6 9 23 3 33 1 3 838 8

1986 2550 4350 6 2 6 3 4 5 7 6 30 4 43 6 4 151 3

p‐2

調査年 立木密度 主軸密度 平均DB日 平均樹高 現 存 量 間伐率
(年) (no/ha)(no/ha) (Cm) (m) 幹量 (ton/ha) 材積 (m3/ha) (断面積)

間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 (%)

1984 2150 3350 3 6 4 1 6 7 6 11 7 105 11

1985 1700 2400 6 5 7 2 21 15 4 34 5 253 26

1986 1000 1600 8 1 8 2 20 9 --- 36 5 ---

p-3

調査年 立木密度 主軸密度 平均 DB日 平均樹高 現 存 量 間伐率
(年) (no/ha)(no/ha) (cm) (m) 幹量 (ton/ha) 材積 (m3/ha) (断面積)

間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 (%)

1984 2550 3900 3 4 4 2 6 9 5 5 11 9 95 20

1985 2200 2550 6 1 7 19 5 15 32 2 247 22

1986 1500 1800 7 8 8 1 21 1 --- 36 6 一--

p‐4

調査年 立木密度 主軸密度 平均 DB日 平均樹高 現 存 量 間伐率
(年) (no/ha)(no/ha) (cm) (m) 幹量 (ton/ha) 材積 (m3/ha) (断面積)

間伐前 間伐前 間伐前 間伐前 (%)

1984 2250 3900 3 8 4 6 8 7 4 9 15 1 85 44

1985 1250 1500 7 3 8 16 8 11 3 27 5 185 34

1986 750 1000 8 8 8 4 14 5 一-- 25 5 ---
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A〃fbocep “′〃s c"′〃e〃s′s (斜 面 上 部 )

A〃fbocep “′〃s c“′〃e〃s′s (斜 面 下 部 )

6燭e′′〃β arborea

月cac ′a a"r ′c" ′′form ′S

月′b′z′日ヂa′cafar 焔 (ミンダナオ )

G"e′′“β arborea (ミンダ ナ オ )

Sw-etenla macrophyl1a (ミンダ ナ オ )

フタバガキ天然林

100 5 1o 50 1

図2 幹材積と樹高との関係

樹 高 (m)

表3 各早生樹種の生長量

Ac αcm αzm" ‘/妖o“ms(p-1)

年 生 長 量 年平均生長量

("
E
＼"
日
)
冊
唖
洲
漣
輯
紘

期 間 (年) 幹 現 存 量 幹 材 積 林 齢 幹 材 積 漣 1
(ton/ha・year)(m3/ha ・year) (IF) (m3/ha・year) 零

1984-1985 14 8 24 14 3 7 紘 o
0 20 J0 60

1985-1986 7 1 12 5 5 7 8 間 伐 率 (%)

6 8 6 図 3 Acmm m‘“α山形“,72s林の幹材積生長率 と

間伐率との関係

出典

加茂精一、石塚森吉、大住克博 :早生樹種林とマツ林の生長解析、熱帯農業集報 No.65 、
65~79.(1989)

0 1984年 ~1985 年

◎ 1985年 ~1986 年
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綴種十も総総摘む*細モ響メ料 )
逐韓蒔鰭# #-#潔癖万事熔鯖 {ぬマバアカシア1

　 　　　　　　

データ採取地の立地環境

Pr 。 Ject area : Pantabangan and Carranglan,Prov ュnce of NueVa EcIJa

12 ・
o

to 12 ・0 12 , East long ユtude and 150 5o, and .60 o2 ,

North lat1tude

aVerageannual temperature ; 27C0

annual ra ・nfall : 1,850 mm seve e dry seasonfrom November to May

so11 : red podzol ・c h1gh ac ・d・ty andinfert111t y

v e g e七at.on : Cogon( 工mperata cyllndr.ca),Samon(Themed 工a tr ユandra )

arzd ta ・ah ・b(saccharum spontaneum)

1. 資 料

収穫予想表作成のための野外調査 は、 1988年 8月 より、 チーム リーダー宮崎官

光氏の設計、指導のもとで行なわれた。アカシアの林齢 4年生以上の林分の中か

ら、 標高、 方位、 傾斜、 林齢等の さ まざまな箇所を空中写真によって吟味 し、 調

査候補地を 12P点あまり選定した。そして実際に現地へ行き該当箇所を捜し ある

程度まとまりのある林木集団を含むように暫定プロットを設定した。プロットの

形状および大きさは原則として20m ×20m( 斜距蕉 ) の方形としたが 地形等の

制約がある場合 には適宜 15の×25m 、 15m ×20m 、 lom ×30m なども採用 した。

プロッ ト内の林不は 胸高直径 2 c m 以上を対象 とし毎木調査した。胸高直径

は殆尺を用いて- 方向のみを測定し、樹高は溺竿を用いた。そのほか土壌の物理

性、化学性を調べるため表土および中層土を採取した。 こうしたプロットを、今

回の収穫予想表作成のため、 92ヶ所設定することができた (実際には100ヶ所測定

したが、 資料不備のため無効なものが 8 ヶ所あった )。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

3. 収穫予想表の作成

ACacla aurlcullformis 収穫予想表を作成す る基本方針を以下に示す

基本方針

1. 各地位,に対 し、 Mitscherlich 曲線を用 いて樹高生長曲線を与える。

(上 :SI=17, 中 :SI= 12, 下 :SI= 7 )

2. 樹高か ら直径を推定す るため、 図 ‐ 4 に D = a hb を地位別にあてはめ

て関係式を求める。その結果、林齢から樹高を介して胸高直径が推定で
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きることになる。 この場合

h(t)= H { 1 - Lexp(-kt)}

d(t)= ah(t)b

が同時に満たされることから、直径の生長は

d(t)= ′aHb { 1 ‐ Lexp( t)}b

で表 され ることにな る。 この関数は、 R1chards 関数 と呼ばれ、 洲樹学の

分野で広く用いられている生長関数である。

3. 地位 ごとに v = adb を当てはめ るか、 も しくは 3 つの地位を まとめて

v 二 adbhc の重回帰モデルを適用 して平均幹材積を推定す る。 この うち

精度の良い方を採用する。 ただしいずれの場合も、 v の生長 ( v と林鈴

の関係 ) は平均直径 とはパラ メータは異な るが、 やは りR1chards 関数 と

な る。

4. 立木本数の変化は林齢か ら与 える。 その際は図 - 8 を参考 にする。 当地

のアカシア林分の場合、立木本数と平均幹材積のあいだにはほとんど全

く関係はなく、従って立木本数は独立な変数として外から与えることが

できる。ただし林齢に対し立木本数が増加し続けると、機密の生長と合

わせて林分密度が非常に高まる可能性もある。その場合は相対幹距比を

一定 とす るよう本数を調整する。

Gro 習th pred.ct.on Table for Acacia aurlcu.iformls Stands on Good Site

A H D N B V TV M 工 C 工

I
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

2.2

5.2 3.3 1001 ‐ 1.0 2.3 0‐0 1.14 2.i7
7.6 5.2 1186. 2.9 9.1 0.0 3.03 6,79

5 6.7 1345. 5.5 21.1 0.0 5.28 12.03
11.0 8.0 1485. 8.5 37.5 0.0 7.49 16.37
12.3 9.0 1604. 11.6 56.6 0.0 9.44 19.16
13.3 10.1 1422 12‐8 67.3 5.1 10.34 15.72
14.1 11.1 1266. 13.7 75.8 11.1 10.87 14.56
14.7 11.9 1160. 14.4 83.2 16.7 11.10 13.01
15.2 12.6 1083. 15.0 89.6 21.7 11.13 11.33
15.6 13.2 1028. 15.5 95.0 26.0 10.99 9.68
15.9 13.7 986. 15.9 99 ‐5 29.6 10 ‐76 8.15
15.2 14.1 955. 16.3 103.2 32.6 10.45 6.79
16.4 14,4 931. 16.5 106.3 35.2 10.11 5.61
16.6 14.6 912. 16.8 108,8 37.2 9.74 4‐60
16.7 14.8 898 ‐ 17.0 110.9 38 ‐9 9.36 3.75
16.8 15.0 886. 17.1 112.6 40 ‐3 8.99 3.05
16.9 15.2 878 17.2 113.9 41.4 8.63 2.47
16.9 15.3 870. 17.3 115.0 42.3 8.28 2.00
17.0 15.3 865 17.4 115.9 43 ‐0 7.95 1.61

A: stand age(yrs) 日 ; 磁ean he1ght of do征lnant trees( 鎧)
D:mean dia 旧eter(Cm) N: n鵬 ber of stemS(/ha)
B:basal area(m2/ha) V : volume of stocklng(m3/ha)
T V:Volume of thlnn.ngs( 疑3/ha)
M 工 : 6Ie a n a n n u a l i n c r e磁ent of total volume(m3/ha)
c 工 :current annual increment of total volume( 皿3/ha)

に These ltems are co 砥旧on to the folloyingtables
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Growth Prediction Table for ACac.a aurICullforGtisStandS on 日ed1Uia S1te

A H DN B V TV MI C 工

I
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1.5
0.8 o.o 0 41 0‐78

3.6 2.3 1ooo. 0.5 0.0 1.o5 2.35
5.3 3.6 1149. 1.4 3.2

1.81
4 08

6.7 4.7 1280. 2.6 7 3 0.0
5.497.3 5.6 1397. 4.0 12.7 0.0 2.55
6‐398・7 6・3 1499 ‐ 5‐5 19 ‐ュ 〇‐〇 3‐19
6794 6.9 1590. 6 25.9 0.0 3.70
6.78

18:量 ;* 士琴;¥:言:喜 義3 8:8 萱磐 6・49
10.7 8.1 1803. 10.5 45.2 0.0 4.52 6.01
11.0 8.3 1859. 11.5 50.6 0.0 4.60 5.44
11‐2 8.6 1796. 11.8 52.9 1.1 4.50 3 41
11.4 8.8 1739. 12.0 54.6 2‐3 4.38 2‐84
11.6 9.0 1695. 12.2 56.0 3.2 4.23 2.35
11.7 9.1 1661. 12.3 57.2 4.0 4‐08 1.93
11.8 9.2 1634. 12.4 58.1 4‐6 3.92 1.57
ロ .9 9.3 1614. 12.5 58.9 5.2 3.77 1.28
11.9 9.4 1597. 12.6 59.5 5.6 3.61 1.04
12.0 9.5 1585. 12.6 60.0 5.9 3.47 0.84

12.0 9.5 1574.12,7 60.3 6,2

GrOWth predlcti ○n Table for ACac.a auricul ュf0r 征iS StandS on Poor Site

A H D N B V TV M 工 C I

I
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

0.9
o.2 o.o o.09 0.16

2.1 1.4 999. 0.2 0.o o‐21 0.45
3.1 2.1 1084, 0.5 0.S

O.753.9 2.7 1162. 0.8 1.4 0.0 0.34
4.5 3.2 1233 1.2 2.3 0.0 0.47 0 97
5.1 3.7 1298. 1.6 3.5 0.0 0.58 1.11
5.5 4.0 1357. 2.0 4.6 0,0 0.66 1‐16
5.8 4‐3 1411. 2.4 5.8 0.0 0,72 1.15
6.0 4.5 1460. 2.7 6.9 0.0 0.76 1.09
6.3 4.? 1505 3.0 7.9 0.0 0.79 1.01
6.4 4.8 1546. 3.3 8.8 0.0 0.80 0 92
6.6 4.9 1584. 3.6 9.S O.0 0.80 0 82
6・7 5・〇 ・618 ・ 3.8 ュ〇.3 止 〇 〇・79 〇 72
6.7 5.1 1650 ‐ 4.0 11.0 0.0 0.78 0.63
6.8 5.2 1678 4.1 11 5 0 0 0.77 0 55
6.9 5.2 1704 4.3 12.0 0.0 0.75 0 48
6 9 5.2 1728 4.4 12.4 0. 0 0 .7 3 0 4 2
7 ,0 5 3 1750 4 5 12.8 0.0 0 71 0 36
7.0 5.3 1770. 4.6 13.1 0.0 0.69 0‐31
7.0 5 3 1788 4.7 13 4 0.0 0.67 0 27

-69-



この収穫予想表 について、 若干の説明を加 える。

・地位上では 7年生で相対幹距比が20% になり、本数調整が必要な林分密度に

達 した。地位中ではその林齢が 12年であり、地位下では20年生までにそうした林

分密度に達しなかった。

・主副合計の幹材積平均生長量が最大となる林齢は 上、中 下それぞれ 10年

11年、 12年であった。地位が良いほど早期に現われる点は収穫表の一般的な傾向

と一致 す る。

・副林木が毎年計上されているが、 これは間伐を毎年行なうことを意図するも

のではない。実際の間伐にあたっては、上層木平均樹高、本数を測定し、相対幹

距比が 22~23% となるような残存木本数を決定する。

・表に示したよりも高密度の相対幹距比を維持した場合、表の値よりも立木蓄

積および間伐木収穫が増大する。それはもとになっている生長モデルに密度効果

が組み込まれていないため、間伐木はなるべく高齢まて保持してから収穫 した方

が総収穫量が増えるからである。 しかし枯損を生じるような高密度の範囲は、 こ

の生長モデルは扱うことができないため、 いたづらに密度を高めることは誤りて

あ る。

・バ ンタバ ンガ ン地域 の Acacla auriculiformis 林分は、 この収穫予想表 に基づ

いて判断すれば 地位指数 12 ないし14 以上の林分以外は間伐収穫等を期待す

ることは困難であろう。

出典

白石 則 彦 ァヵシァァゥリカリフ紬ミスの 幹材 積 表 お よひ 収穫予 想 表 の作 成 ,i F ンタハンカン地域 林業 開 発アロシェクトフェース

11 森林立地 (森林統計解析 ) 報告書
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無ゑ褒銀 毒淳拝む““総ぎげ樽 (砦轡パアカシア )

圏 } 事灘錆 にイ》ド幕浄ア, イン氏 マレーシア]

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Deta ュ茄、~量塾untll 鯛 ヱ1idoneBia ヱれdユa 闘鴎ユぬy謬1偽

Refer もnCO

LOCa1 ュty

A1t 土tude in m

Raュr1fall 1n mm

SoiI

Data B0urCe

M6asu 胎 ment

apeolfloation

態1( /脳)

態工(A,)リ

≦鍾1

(“

J風Va

0‐600

good Boll

4 0m

20,O

白 12)

議了

(4)

JBVa

200

2鴻 27の
g。Od 縞O土1

4 0m

15‐20

(10‐12)

雛梯"

15,0(8)

…
17.4(13)

(4)

JBV 畠

500

獅
eroded
lat.Boil

4 0国

賃&)"
7。9(4)

9。5(7)

…
11.7(13)

(1)

封66t B切口ga1

0÷5(ヵ

1鮎 14⑩

醐 蝿 low
1&t◎HLtlo

5 0m(ob)

5.0(I5) 彩

ー

3.80(7)

:

三#隷基;

(2)

Sabaih

企 500

醐〉
Rad bmMn

tlopl 偏 I

7.2 0m(ub)

16.8
("馨12)"

Net above grouuld
b10口MBa母 Produo 士土傭

Vityin tona か
櫛 26.4

(3‐4 ya& 施 )

麟

ー

一

「

ー

リ A,, A2, A3,6to,,rafor to 啄 ln yeara 。

" 凪 gureB ーn braoketB indioate 聯 inyaara ・

Remarksi rlo rert111 露もr rLaB boon uaed in 鴇ohュ6V土山g tho gro一代 h 1n tho 偽bovotable,but

擬。脇 {該き塩 舵 証 誓 書Teamtl “ 耐 繍 '"胆ohh“ beenNfleotod in

出典

(1)BI-nari “ - A.K.,973 獅 脚孫ド圭滋瀞 器 iH寿 9葺新鮮 ifo副 0(Bmth)▲・醐 ・加

(2)mohol
雫 臨 終 一 際 ,激 職 粉 .au

【millfo賦 鵡A・o卿 ・◎xB … h 加 8“b△ム
'965

( 3 )s 偽りtro 国 djojo, J,8 。 畠oAo 盤 &unoulilol 醜1lio o嶋 園 山 oation=o,8 4

1964

(4)穣デー 繋鰹鰻鹿潔.きろ剛器繋 ;潔,!謡獣撰暑総…ifo畑ュ…

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ ; Pandrey , O G r o w t h a n d y i e l d o fplantatloll s p e c l e s l n

t he t r o p i cs ,FAO I983 所 収
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繍 ÷インド

lndia

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

hdethodology

Vdnous parameters used in the text

are as under:

Age Ayear

Dom1nantheight H mctre

Basal area/ha
n,2/habefore 〔hmnmg BA

Basalarea 「at1o BA/BAMax

Hclght ratlo H/HMdx 一

Minimum dtameter cm

Srep / , Po1nts for two graphs between(1)

age and dom1nant heーght(2)don ・lnant he1ght

and basal area/ha were plotted Free hand

curves we 「e then drdwn to cover the maxi-

mum observed values( BAMax & HMax ).

Su1table functlon も to 賃t polntstaken from

hand drawn curves werefound. This

procedure y1elded thefollowmg rda 〔lon‐

ships:

BAMax ニ ー7.Q065(1-e 一・9063 日) 357643

Loge HM 【ax = 3.82797 一 3.ー8984A
‐
.41427

Common interceptmodel was used

to generate afamily ofsitcindex curves and

reference age of 30 years was taken.

Dominantheight corresponds to the

heighr ofa treeofdominant diameter,where

dominant diameter is mcan diameter of 125

thickest trees/ha.

Srep 〃 : Thediameter measurements of a

year m Permanentsample plot after

arranging in ascendlng orderwere grouped

into ten diameter c1asses and mean dlamet ぐr

(d)ofeach groupwas determlned ln the

first stage a slgmold reーat・onshiP tletween

cumulative probabillty や )(ーn thepresent

case 05,.15,.25,." "., .95)and n・ean dia-

n,eters was developed foreach measurement

of ali thesample plots(ie 53 0bservatlons)

by the following simple regression;

where ヂニ Log, 。[200 P/Log, 。 (loo-lop']

d,, co 「reqponds to p.= 05 and ‘a'and ‘b'

are the intercept and theslope d, is the first

value of dlameterclass vector(d,,d2 .d, 。)

corresponding to p, of cumulat1ve proba-

bility or prob,lbility vector (p.,p2 ‐"p, 。}

The variation of d,,a and b was stud1ed

with re化 rence to various independent

レarlables l.kedominant height, age of the

c「op,height ratio H/H~,ax and basai area

rat,o ‘q'wh1ch is an lndex ofcompetition.

BA
q= 噸 a,

The choice 行nailyrested on the
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Following extended modelwhich takes into

account the~e varーdbーes andproduce stat.Sti輯

ca"y sign-賃cant eぽect o11 the behav ーour

。fthe model.

(a) Log,。d.= 32473 1og,。 (H/HMax .A)

十 69172

R = .574

T value for regression coe 街 cient =

15.252. Varlation 1n mtn1mum class dla-

me{er ls expーaーnedpoorly in v-ew 。f what

has becn stated earlier about basicdata.

(b)(d-d,)/ ≠ ;= 45806 d ‐ 45942d トト

01313A(BA/BAMax

(H/HMax)+ ,55329
R =994

T--Value forregression coe 借 cients

a「e 183.779, 89 254 and 9 596 respect1vely.

sfe〃 ′〃 : At 6rstinstance .ogarithmic

re-atl。nshlp betweentree height (h) and

dlanneter at breastheight(d)wasdeveloped.

These lle1ght and dlameters ofrepresentative

trees ln sample plotare measured at the tio1e

of each measurement to develop heIgbt/

dlameter relationsb1p.

Log, 。b コ a′十 b′log,。d

var,ation in "intercept a′'' is

explained more than "slope b′''by inde-

pendent vanables andhence variation in

1ntercept ーs retained ・n regression in gene-

rat・ng farmly of height/diameter curves ゐ r

dーfferent sltc qualities. Tbefollowing

regression for 1ntercept was obtained.

a = .14406(H/HMa 2.Log, 。A +

.82501(H/HMa (BA/BAMax)

- 00952 (BA/BAMax}2.

A 十 .00795A - β7782

R-- .562

T 一 value for regresslon coe 航 clent are

2 473,5.474, 4.408 and 3.992res いcctively

s′⑦ ′レ :Heartwood volume (V) estlmatlon

1s taken from tables pub ーlshed about Uttar

Pradesh 一 C/74is wor-ng g・ven on page 14 of

‘Growth and yleld statlstlcs ofcommon

lnd1an t1mber species'Vol.11,publicatlon of

r.R1 & Colleges,Dehradun.These 行gures

are estimated fairly by the regression.

V ニ ー 05430 十 .16156D2 h

wbere t) ごば diameter .n metres,

Theyieldtables for threesite quality

classes havebeen calculated wlth the help

of regressions(Annexure l) Two cons ‐

traints werc imposed lngenerating tables

These are that number of tTees in lower

qual1ty cannot be less than thenumber for

the same age msuperior qudhty and

secondly, that the preceedmg age cldss

cannot have less trees thanthe succeedlng

one.

ln calculating thlnnlng y-elds f「om

low (ordInary)th1nn-ngs the olstrlbutlon

has been assumed to followthe following

cuIVes

pヂ コ pi(
も

-1) … …… .(vi)

"′here piオーs lth term 。f probab ーーity

of Yector p禽 wh.chrelates to stem in the

stand that wlll be left after thーnning.

珍 本 * *

p に (pl,p2 " “… … p一

L is the ratio of thestocking after

thinn1ng to tbe stocking beforethinning.
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Yield Table

Good s′res (Before thmning stat1stics uptoCol.7)

Age
(yrも)

Dominant

Height
(m)

D1ameter

(cm)

N1ean dia‐

meter by

basal a「ea
method

(Cm)

Number

of
trees/ha

Basal

area/ha
(m2)

Total

volume/
ha(m3)

Volume

thlnned
(m3J

NI.A I.
(m3)

10 13.5 23.O
15 16,3 25.3
20 183 27.0
25 19.9 28 5
30 21,1 29 7
35 22.1 30.8
40 230 31.8
45 23 8 32 6
50 245 33.4
55 25.1 340
60 25 6 346

　　　　　　　　　　　　　

10 106 21.1
15 13.3 23 5
20 153 25.4
25 16 8 269
30 18.1 28 3
35 19.2 294
40 20.1 30 5
45 209 31,4
50 216 322
55 223 32.9
60 22.8 33.5

Poor 群 res

10 8 0 18 8
15 10.4 2ー.5
20 12 3 23 5
25 138 25.1
30 15.1 26 5
35 162 27.7
40 171 28 8
45 17 9 29 8
50 18 7 30 7
55 19.3 315
60 19 9 322

17.1 557
19.2 499
21.0 440
22.6 390
24.1 349
25 5 315
26.9 287
28 2 262
29.4 242
30 6 224
3ー8 2C8

15.8 557
17 9 504
19 6 460
21.2 416
22 6 376
240 341
25 3 312
26.6 286
27 8 264
29.0 244
30.1 227

14,6 557
16 5 504
18 2 460
19.7 429
21.1 396
22 4 365
23.6 336
248 311
26 0 288
271 268
28 2 250

12,78 9 65 0.31 0 965
14.43 2089 0.62 1.413
15 22 31.31 1.18 16ー2
15.66 40 09 160 1688
15 94 47.53 193 1.708
1613 53.85 2.12 1.700
1626 5938 2,35 1.679
16 36 64.01 2.25 1.647
1644 6848 238 1.617
16.50 7240 2.44 1.584
16 55 75 93 一‐ 1.552

1097 323 001 0.323
12.64 9 96 0.14 0 665
13.92 18.00 039 0.907
14.67 2600 0.72 1061
15.15 3334 1.07 1.153
15 49 39.64 127 1.199
15.72 45.47 154 1.227
15.90 50 52 165 1237
1604 5512 182 1.238
16ー5 5915 184 1.232
16.24 62.97 1.224

933 057 0.14 0.057
1078 3 57 028 0.247
1193 822 011 0.432
1304 13.94 0.21 0.579
1383 1989 0.39 0 688
14 38 25 76 064 0.768
1479 3130 0,79 0.827
1510 36 34 099 0864
15‐34 4096 1.11 0.890
15 53 45.29 125 0908
15 69 49 25 -‐ 0919

出典

S.P. Singh and R.C, Jain (1987). Yield of Heartwood in Acacia catechu(khair)

for use in Hatha Manufacture. lndian Fon,113 : 404 ‐408.
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圃 }ブルネイ

データ採取地の立地環境

1. はじめに

フルネイの位置, 気候, 土壌及ひ Amcm mqれg粥川 の実験植林についてはすで

にその概要を報告 した (本誌 旧 No.68,1983, 新 No 3,1985) 。今回は, その 3

用地 の うち ,Bt.Kukub (侮抜 loom の丘陵地 , 軽度焼畑跡地 ) と Bt perum-

pong( 侮抜 20~30m の丘陵地 , 重度焼畑跡地) の成長状態を各々の土壌条件と比

較して報告し, また,A mα〃g粥川 の急成長か, 植え込み後何年くらいて鈍化する

か , ということも報告 したい。

3. 土壌条件

Bt Kukub と Bt perumpong の土壌 につ いて は , 前報 (本誌 新 No.3,

1985) てくわしく報告しているか, 化学的性質については大きな差はない。

Bt Kukub は侮抜約 loom の小高い丘の頂上て, 黒褐色の衣ゴーを 20cm はと剥

くと黄赤色の砂質土壌か出て来る。土壌硬度は極めて低く, 深さ loocm のところま

てほとんと 10以下てある。 Bt Kukub は Case A( 図‐5) に含まれる。

Bt perumpong の用地 は , 海抜 20~30m の丘てあ って , かなり重度の焼畑か

行われた形跡かある。土壌表面付近はかなり硬く,30cm くらいから軟らかく 60

cm から再ひ硬くなり (この附近まて木の根か存在する)85cm のところから灰色の

粘土の握 った土壌 となり, 硬度 も 23~24 と上昇する。 Bt perumpong は Case B

ぐ団 -5) に含まれる。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

6. 土壌条件による成長の違い

胸 高 直径 の成 長 に は ,Bt.Kukub,Bt perumpong の 2 地 点 にお いて , は っき

りした差は認められないか, 樹高の成長においてははっきりした差か認められた。こ

れは焼畑の使用程度と関係する土壌の肥沃度・硬度・深度の差異に因るものと推測さ

れ る。 (図 -1,2,3,4)

7. A. 肌αれ9lum の急成長はいっ止まるか

図 -5と図 -6 は表-1の樹高と胸高直径をクラフに描いたものてある。図-6の樹高成

長の クラフては, 立地条件により樹高のハラッキか大きいので ,Case A と Case B

に分けた。Case A の立地は軽度の焼畑跡地あるいは択伐跡地で, 土壌が物理的化学

的に重度に破壊されていないことを意味する。Case B の立地は, 強度の焼畑跡地あ

るいは, 強度の放牧地で,土壌か物理的化学的に重度に破壊されていることを意味す

る。

図‐5を見ると, 樹高成長は 1~6 年生て急成長を示し,7~8 年で成長速度は鈍り,

9年生て低成長に入る。すなわち, A mαれg山中 の樹高急成長は,6 年生前後まて

-78-



てあると云える。 フルネイの場合 ,5 年生の立木蓄積を試算 してみると,Case A て

346m ha,Case B て 214m3/ha を〃くした。 樹 高 は各 々 19 48 m,14 51 m , ま

た胸 高ー貞径 は各 々 18 8cm,18 7cm て あ った。 従 って A r m αれg肌 m をチ ノプ用

材 , あるいは薪炭用材 として使用するならは ,6 年生伐期は一案かもしれない。図 -6

を見ると直径成長は, 樹高成長ほと立地条件によるハラッキは著しくない。しかし,

樹高成長と同様,5 年生前後まてのー直径成長は大きく, 以後は漸減する傾向にある。

A mQ れg 粥川 は , ク イ ー ンス ラ ン ト州北 部 , パ プアニ ューギニア南部 , セル ノ

カ諸島 , イントネノアのイ リアンンャャに天然分布する。そこては成熟小の樹高は 25

~30m, 直 径 は 60cm に達 す る。 1986 牛 9 月下 旬 , クイー ンス ラ ン トの K en n ed y

近 く,Meunga Loggmg Area の雑小林て, 樹高 40m 以上 (日額リ), 胸高ぜ径 53

cm( 実測 ) の A m αれg粥川 を見た。また, その近 くの小川沿いて, 樹齢約 2041;,

樹 高 約 40m, 直径 40cm, 個 cm の もの も見 た。 しか しサハや フル ネイて は , こ く

一部の例外地区を除いては, 一般的な気候・立地条件から, 樹高 25m 前後か最高て

はないかと推測される。同時に, 直径成長は,樹高成長と密接な関係にあると見なさ

れるのて 40cm 前後か最大てはないかと推測される。実際 , フルネイの Case A に

該当する 5年生て, 樹高 20m 前後の立木に梢か枯れたり, 樹冠の葉か黄色くなった

りして d・e-back の特徴か出始めている。またサハの U1u Kukut の樹齢 17年 6か

月のものも 1984年 10月初旬見学 した時, 一部梢枝は dle-back を起 していた。

2
5

24

23

2

21

△ブ ル ネ イ Case A
oサバ北西部
eサバ南東部
0台 湾

/
◎
′////

γ
/0 。

o

Case BCase B

0 0 0

;;o 。 0
樹 15

14
台
岡 13

m l

1ー

^
V

ûJ

nxU

ヮ
f

ro

でヘリ

′4

.1▲

ー}.▲

;0
。0

A O

CaseA

樹高連年成長

多
/ CaseB

9 lo ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20

樹 齢 (年)

図 -5 A m αれgmm の樹高成長
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胸高直径逆年成長

′′◎ o

1 2 3 4 5 6 7 8 9lo ll 12 13 14 15 16 17 18 1

樹 齢 (年)

図 -6 A m αれg粥川 の肥大成長

8. 結 論

1) A mα九gzum を土壌条件の異なる 2か所て試験植栽した結果は, 肥大成長

については顕著な差はみられなか ったか, 伸長成長についてはかなりの差かみ られた。

サハの Forest Research Centre て改良 されたものの種子を使 った試験植栽木の幹

の分岐率は,20% 前後てあったか , 他は 50% 前後てあった。

2) 種子による成長の差は, オーストラリア原産とサハにおける選抜育種を経たも

のに関 して , 平均値においては, オース トラリア産の方か優れているか, 分散分析の

結果 , 有意差は認められなか った。

3) A m αれg粥川 はその 自生地であるオース トラリア北部においては, 樹高 40

m, 胸高直径 50cm に達す る ものも認められるか, サバ, フルネイにおいては, 樹

高 25m 前後 , 直径 40cm 前後か , 一般的成長の限界てはないかと推測される。

4) A m α兇g粥川 をパルプ用 , チ ノプホー ト用に使用する場合 , 土地の生産力

を最大に生かすには,5~7 年伐期か 1つの目安 となる (図 -5,6) 。

出典

熱 帯 林 業 No 12( i988), 海 外林業 コ ンサ ル タ ンツ協 会
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寿D#開講 桃猫醇梯療 {? 衷潔ア 常》参議- あま

データ採取地の立地環境

固定試験地デ「夕及び暫定試験地データ 計 2 5 0 プロットより作成

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど
TABLE 4

SITE I
MEA トー HA

D H N 〉 G 〉亡aユ 〉ma ュ P〉AGE
1 5.20 5,43 11 のの も .?B 2.3? も .今B

2 ?.B フ 1の .65 1の⑦の 38 .73 7.66 31.76 1亨 .37 81.9?

3 13.21 14 .1 の 87 リ アも.のB 12. の5 37 .35 25 .36 49 .の9
4 16. の7 16.76 736 1の7 .55 I4 .94

・
3ュ.47 26 .B? 29 .26

三
ュ8‐7の ュB 第 64 ュ 朋 頴 17 ‐も4 払 36 27 ‐78 22 ・57

7
21.14 2の .78 574 16 ウ .b の 2の .17 3の .b9 28 .27 18 .1 の

a
23 .4 ュ 22.33 524 1亨亨 .i も 22.55 2り .56 28.45 14 .84

?
25.49 23. も5 485 227 .Q 亨 24 .フも 27 .り3 28.39 12.3 の
".4 の 24.76 454 253. セ4 26.8 の 25.%28.12 1の ,25

iの 29 ・ュ4 25 ′フュ 42? 2 フス ェ5 29.67 24.ii27.71 8 」納
11 3の .7 の 26 .51 4ュの 2ヲ8 .O3 3の .36 21.79 27 .18 7 2今
12 32. のり 27 .10 3今3 518.5 の SI .87 1守 .56 20.54 6.14
13 33.34 27 .78 38 の i36. 三5 3 .23 17.65 25,S6 5,25
ユ4 34 .42 28 26 36 今 35 ユ.52 34 ・41 ヱ5.37 25. エユ 4 .37
15 35.38 28 .も8 3もの S65.16 35 。46 15,64 24 .34 3 .73

TABLE 5

SITE } I
MEA トl HA

AGE D H N V G V 〔a・ Vma1 PV
l fl .の3 4 ,の7 11 のの 3.22 1 4の 3.22
2 7.26 7.71 1の1の iも ,27 4 .iB IS. の5 8.1 4 8 Q1.1?

3 守 ,95 1の .74 ?4 の 37 ,25 7 .3 2 21a.98 12.42 5も ,31

4 12.37 13,2E3 88g ‐ bS,81 1の .59 一2ね」し56-15,95 41.62

5 14 .もの 15.43 77 の B7 ,25 12 ,9 の 23.44 17 .45 26.8 も

も 1も.65 1フ.25 693 11 の .? も i5. の9 23.71 18.4 『 21.37

7 18,S3 18,BI も35 134 .27 17.i ‐4 23.3 の i?.1 8 1 7 3 E5
E3 2の ,24 2の .ヱ2 5?2 156 53 1?. の4 22 27 1今 .57 14 .22
今 21. フ8 21.23 557 ユフフ き8 2の フリ 2の .85 19 ,7 1 1 jr 7 5

1の 23 18 22 1‐B 53 の 1?0 ,B も 22 3り 19 .48 1? あり り の
11 24 .q2 22 .99 5の9 2 ユベ.54 23 .B3 17 .わ7 19 .5 の B 24
12 25 52 23 67 4今の 23 の .fiも 25 .12 15 92 1り.2 の も .今1
13 26.5 の 24 .25 (76 244 .e5 26 .27 14 .4 の 18 83 5 .8 8
1 4 2 7 .35 24 .73 464 257 .41 27 .28 12 56 1B ,30 4 臼8
1 5 2 8 .のり 25 .15 454 268 .56 28 .16 11,15 17 ?の 4 15

TABLE も

SITE I I I
mEAN HA

D H N 〉 G 〉〔a工 〉ma ュ PVAGE
1 2 .65 2 .71 ュ1のめ 1.lal の .6 の 1, の1
2 4 .68 4 .フ7 1の5の 4 .73 1.B の 3.72 2.37 78. もも
3 も.り6 7 .37 1の1の 14 .41 3.B4 り ,67 4 ,8 の も7 .14

4 ?.1 の ?.79 ?B の 3の .13 6.37 15.72 7.53 52.{7

5 11, の6 11.?2 9も4 51.25 宇 ,26 21.13- 1の .25 41,22
b 12 85 13 ,75 854 68.61 11. のB17.36 11.4 4 2 EI. 3の
7 1 4 .44 15 .28 777 85 ,47 12 .73 16.B6 12 .21 1今 ,72
8 ュ5 ,88 16.5? 71‐9 1のュ.94 14 ・27 16 ・47 12 .74 1‐b .15

17 ,ュ8 17 .7 の も7う 117 .4 の 15.66 15.q7 13 .の4 13 .17
1の 18 .34 18 ,もも あ41 ュ31.ee lも.り3 14 .4B L3-19-- 1の .りB
11 1?.36 1? .4 も 613 145. の2 18. のフ 13.14 13.18 ? ,のも
12 2の .26 2の .14 591 15 も .B5 1?. の7 1ュ.臼3 13.la7 7 .54
13 21 の6 2の .72 575 167 .Ei4 1亭 .今7 1の .69 12 .e り 6 .38
14 21. フq 21.2 の 55 日 176 ,e6 2の .75 今 .32 12 .も3 5 ,27
15 22 さ4 21. 々2 546 185 ,13 21.43 8.27 12 .34 4 .47

出典

猪瀬 光雄 (1991).J I CA サバ州造林技術開発訓練計画 森林管理分野短期専
門家報告書 .国際協力事業団 .
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機種 ;繋鰯滋澱軸墓(増氷料)
曇愈辱斜鞍蜂ぞ樽 #霧隆 { &〆義 理‐激増舞お潟 アラビアゴムモ ドキ )

　 　　　　

データ採取地の立地環境

Study area andD a ta c o l le c t lo n

T h ls s tu d y w as Undertaken ln 5, 7, 11, 13 and 17 years old P1antatlo n s

r a l s e d o n r o a d s l des ln Kurukshatra, HISSar and son ・pat Fo r e s t D 1 v l s l o n . T h e

d e ta l ls o f th e s e p la n ta t lo n s are glvell ln Table l,

The fleld data was collected, uslng the stratlfled tree technlque(Art &

Marks, 1971) of harvest1ng of sample trees, one temporary study plot,measurlng o.

03 ha to o,06 ha was lald out ln each plantatlon, The D,B,H, of allt h e s ta n d ln g

tr e e s w l th ln t h e p lo t was recorded, The entlre dlameterr a n g e w a s d lv ld e d ln to

th r e e d la m e te r c lases and deslgnated as A, B and C for slmpllclty of reference.

Three sample trees, one from each dlameter class(close toth e m e a n d , b , h , o f

th a t c la s s ) w e r e h a rvested ln each plantat ・on,to obtaln the above ground blomass,

except ln ll and 17 yeats old plantat ・ons, where one mean treewas s a m p le d , a s

th e r e w a s n o t m u c h va r ia t lo n in th e d iameter range,F r e s h w e ig h t o f a l l th e tr e e

c o m p o n e n ts w a s ta k e n i n th e f ie l d lm m e d la t e ly a fter fel l lng of sample trees,

Representatlve samples of all the tree components were collected.
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table l

De 佃 /s 〆 〃/"〃′"" ◇“J

SPcC だぶ-- イcod α′・′ねれcd

Agc(Years) 5 7 11 13 17

Arca orsa m ple o 06 0 05 0 05 0 05 0 03
plot(ha)

No.of trecs onthe

samplc pーot

C1ass A 38 10 一 10 一

C1ass B 31 16 23 16 24

C1ass C 20 1 1 一 11 -

Tota1 89 37 23 37 24

No oftree/ha

C1ass A 633 200 一 200 -

C1ass B 517 320 460 ・ 320 800

C1ass C 333 220 一 220 4

Total 1483 740 460 740800

Mean dlameter of 7 6 13.4 16.9 14.4 26,04

the crop(cm)
C1ass A 4 3 8 5 一 9 4 -

(3-6) (6ー lo) (7-11)
C1ass B 8 4 13.4 16 9 14.4 2604

(7-10) (ー1-15) (14一 20) (12一 16) (22一 28)

C1ass C 12.6 17.3 - 18 9 -

(11一 14) (16一 20) (17一 22)

Mezm heーght of 8 6 8 6 122 12.65 15 0

the crop(m)
Cーass A 7 3 7.9 -8 65 一

C1ass B 8 6 8.6 12 2 12 65 15、O

Cーass C IO O 9.5 13.1O

Note . Figure ・n brackets ーndlcate the rallge of D.B.H.ofeach class.

出典

Tandpn ′V,N,, M,C ・ Pande,Lajpat Rai and 日・S,Rawat(1988).Biomass Pro 柵

duction and its Distribution by Acacia niloticaP 1antatio ns at F ive

D if ferent Ages in Haryana, lndian Fo 114 : 770一775,
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鳶魂裕欄 橡“斜細禽 ( 鮒ル ル 和明券郷愈 r 多ビアゴムモ ドキ;

　 　　　　

データ採取地の立地環境

LOOBI 土tyI B0uthern a」nd n0rthern D0ab 0r Uttar Prad68h and Udaipur in

RajaBthan

Data B0uroot permbn もnt Ba 鵬plo pl0tB

Si1ze of P1ota ・ not 1nti土cG十角d

Nwobarof plotB1 li

M6a8uromant 5 om d土aIDater over bark, Traa modol h鳴鶴 been develop もd to

apβoifloation{ aimulate growth and yield baβed on 26ob86rvation β on th6

oalnplo plot,

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

Yュcldtable

J1te

A恋さ＼ 1aos

(ご旭)＼＼

I エヱ 11工

No.of

atern ha

1帆 1
(mj/ha)

トio.or

Uteー嘱 /hB (,浮ん
No.of

atem6/ha
!仇 1

(叩3/ha)

5
lo
15
20

L 25

1 196
691
514
417
)54

7Jj
リリ6
9.〕6
8.87
8.47

1 47ュ
d72
660
〉41
462

4。17

5.96
5夕〇
56 じ
ラ。24

1 487
1 059
も55
726
6シー

1,8(

2.99

3.05

2.リ〇

2。71

sユte c1888 io baaed on dom ュれant }18土′てht Hh ユch corroapondBto tho he ユ6ht of a tree or

do晒 戊訓 t ね 釧 8ter,where dom 園 t diamoter ia mem diameter of125 thュckoat t閏 ho,

5.3.( S 1 nzg l e t N 36 v o l u m o e小L1fItlorIB

I節 IA(1)

Regr8881on equat ュOnU Were t)aoed On mOre tha〕n 400 tree meab rementB.

v 鴎 o,oo2o8 十 o,41, ラ26 D2 日 (r2 圏 c,9685)

Where* v 国 volume 。f B≦ngle tree over bQrkin m3 meaBured up to

50 cm dュaIneter ov e r b a r k

D = d i a m eter at brea 臼t he.ght ュn cm

H h tota1 hel 文ht irl m,

出典

(ー)s 旭 鵬 ,R,p 。鴎±-dJai ね oene 国 8t瓢 山綿ぬ volume table for Babul(Acacia
l977 n ilotica), 工ndian Fo 胎 at R6oom(H 。s。)

ー ー ー

(2)sL ギーgh,S,p, 0脚 Mth Btudi6B 。f A。Boia n ilotlca, エn鵡 肌 Fo 胎 Bter
l982 vol 。 108,= 。・ 4 ・ 崎障坤蜘甲咽覇 晒 幽晦噸 一 瞬噛

ダ イ ゾ エ ス ト デ ー タ Pandrey , O G r o w t h a n d y l e ]d o fp lantatlon s p e c l e s l ll

t h e t r o p i cs ,FAO I983 所 収
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樹種 oL斑腿田園紙【マメ癖 ~
貞競玲畔蕩 #i妙癖熊 ( Sya, ル #F揮彦鳶舞 アラ轄寮ゴム篭 鉢窄)

園 }〆…ダン

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Sw が (“
Regreasionequation

v 爾 o・o7785 ・84 十 α oooo3866 D2 日 (r2 偶 0・9968)

symbol 臼 have the Bourne mean ュng aB abOve. Th.B equatlOn hQB been der.ved rrom the

volume table data,baBed 。rl meaBurement or 1 260 treeB 1n eight d・rrerent localit168.

Percentagea or tha bra」nch wood and Rtem WOod or an average tr6e hav6 a. 臼Obeen Worked 。Ut

and are ae fnllowa:

stem wood (meaBurad uP to 24 cm dユameter o.b,) 鴎 61・リ %

Bra れoh wood 岡 38.1%
Tote ユ voluune 。f the wood .n a βihglo tree 鴨 100 %

出典

(3) 紬 h鯖 d Kh馨れ,M 。A。 S1れg16 traa gro 図th etat 土附 加 β forAC 昼oia nilot 土oa 。

1965 Ue 厨e slお ol偽I F、IPα Fo1鴨 @"W RSB61M ℃ h 鯉 ld E(無 o鴎 ion ploj6ot pl醐Dphlet
胃o 。 60 S u 遊山 。

ダ イ ノ ヱ ス ト デ ー タ
.

Pandrey , D G r o w t h an d y i e l d o fp lantation specles 1n

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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滋糧 }も船総縦OS雛 【マ終鎚)
希淳褒#館 敷嬢煎餅ヂ (食y熟 ん .熔off鳶熱醸績 雫裂 守アカシア }

国 ヱ拳爾繕 [インド象議了今か脇ア、ゴ移封ルキイ> ドコ

データ採取地の立地環境

Loo 偽1番tyI B風nd口ng Uttal・戦.MI 塾1塵ねg Utt 風ra,Bh 風nt 風8 Tr1murot1

A1titud ◎1 1 oooto2 000 壌

RainfAII1 700to3 000 qz1n

BO111 図◎11÷dr鴎1ned Volo 曇れユ0 ◎o11 01‐high fart111ty

D風ta 御ourooi ta 風po11 戦士γ 鰍&憎pl ◎ plot 鴎

刃ul題ber of P1ot βI 147

成長 り収穫に関する表 , 図 , 式な ど

P 【)VdolOh もみ l n。〕【noa.Jdold table

(total vol 馴 a1n ob/ha)

Age in

yeara

Site olaa8 1 s1te c1aas l工 Siteolaao l工1 Siteclasa 工V

No.of

Btama 』
MAI

(ゞ /-}
No.of ‐

atema/ 脳
MAI

(一/ha)
No.ol ‐

atemo/ha
態エ

(m3/加 )
No.of

Btem 加

態エ
(が/-)

^
ン
-
.
ノ
△
「
く
ノ′
b

7
十
R
V
(Y
′̂
O
Y
1
▼̂
Z

II
I-
▲11丁

805
545
4仰
)15
?55
215
185
'60
140
140
140

15・2

23。7
〕0.5
33.0
〕3.6
3ュ・1
31.8

≧8:&
27。2

25・7

955
650
480
)80
320
275
240
220
210
2節
195

9.0

17・0

21.7
27.8
29.2
29.6

呈8;
喜ぶ字

25・0

1 195
770
570
460
ュ9〇
MO
" 〇
280
270
260
255

5.0

12.7
18.2

22.6

25・2
26.2

26.5
26.6
25。6
25.0
24,2

1 400
9飽
650
555
475
4約
380
360
j40
330
325

2.0

6. 〕
11.4

15.7
19.l
21.I

22・ュ
22.9
23.0
22.9
22.8

Re【nG汁qt The oroP 18 heaVI1y th1nined from the th1rd year onk′aいd and MA1 1noludoB
thir“"ng “ 61d ・

“

族 lrk 1deld ot 8 ヱ oar β of agtじ

(7 う y6 コ柵 in o鯛 o of BIutil)

。幽召還逆さ rea 工ndia( う) B鵜 gi1(1) K釦Um(2) lndoneaia(2)

No.of t舵 6 p ar lm

D17balk ln k g

620

14 33〇・〇

1 666

15 525・O

1 5節

7 500÷12 500

275

7 jュ7.5

ycomert ぬ to 町 加 rk from g rも。nbark ualng42,5 p oroantweight losB

in d1tyh668. Brag11 y161d BoomB to bo on hュghor B1de ‐

Avemga peIDentag@ of gINen b幻水 in the d iaIDeter 臨聞n竪的 6 帥 21.5 0m i6 13,65 poート

0ont(I),
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呈ita index and dュ凸motor 醒め "th

COW1tries

Data ユーB Kenya Bn1z ユー

(a)Refer もn06

(b)Looality

(o)^ltltud6

(d)Rainfall

(o)Data aourC6

(f)No.of plotB

(g)3 土26 of pl0t β

(h)S1te lnd6 ス 6qruation

MhoraI

A 悶 8ta」nd age

Hm 阿 maam hoiと小 t or
2Watom6 無

HO 像 domindnt h6ight

(i)DIAmeter gmMth

equ 偽tュon
〕heroi

D 回 m6an dbh .n om

N -No.of おt6ma た o

A 獅 Btand ag ◎

(5)
付oBtern plateau

2醐 .28m m

l050 ‐ 1120 =lrn

P6▲r「mu9nent aamp16 plot8

20

500 m2

鯖距 醐鵬 縦彬 xE竜コ
sl 臨 aitaindex

D2 園 477・6728(lo8 A) 十 324・1794 x

x loBN + 5.5844(s1) 十 o.4249(s.)2 一

‐ 300.0517(loB A x lo6 N/100)+

+ 6・6020(.0g^ x 5工) 叩

-,4 沼 33 10g 満 sl ‐ 369・7即

(4)
Rュo ohande do Su1

0 -loo

1 500 脚

tamPo いa1γ 86回P1o P1ot

150

4oo m2

HO ◎ A2

b。 十 b,A + b 2

bo 閲 〇-〇9" 〇

bl " ○・16690

b2 岨 0。03 斜 7

(r2 偶 0・91

Re鵬 永 Dia.mater groMth equat 工。n can b6 appl 工。ご

to A.mearn 臼土i outa ュda Kenva R160A.lnearnaiI

Di 弧 ate 塾 tot ぬ Mood 衣盤醇 6n balk 181ation for all咽 le tN6 in Bmzil(1)

D1am や tar ol 峨閣鶴 in om 三愛も誓 識 m畠3 ONen balk ink 〃 tM6

6.0 - 9.5
lo.0 ‐ 13.5

14・0 ‐ 17 参
18.0 ‐ 21。5

0。0273
0.α~85
0.1299
0.2457

9.03
12.05
18.14
25.86

Remarkai C象1cu1at1on of total wood 国なd grも6n bark Portree la b凸Bod on
30 trもoB of a 7・5 yoar old plantatlon.I DO偽おurod in eaoh dieunotor

o1aall.
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豊熟l or dl1 ◎d bぬ凸に ov ◎r 山蝕絢 ou・『◎

FOR SーTE CLASS ロ ー INDIA(2)
嫌
M
ズ
ー
0
‘
に
W
A
X
に
4
鴎

O
Wr虻̂
u
斗
0
一
d丁
亙

1 2 3 4 6 6 ア 6

AGE ・N YEARS

The MA1 for timbar 666 醐 to oul 国 鵬 t6 betw ◎6n 6 to 8 y◎&zw(6}Mba 職 趨 粗 for
ba 水 出ay oulmi 朋 t6 earlier {]), B ut t脳 博 tationa ge rolloM ◎d in &lmo8t 鼠1l tba pl 飢 t紳

tlonB ranga 御 bet 図66m 8 to l0 y6ar18,Mh 1oh may ba due to tha t偽れi)山n oont ◎nt in b像Z--(crn
matur1ty. or r電1atlv6 mali(◎t demand and pr106 of the86 tMO Produot 穆。 The 蝿Aヱ of 暫ood

-qga 忽 b◎tM66n 25 to 35 m3んヰ Mhe 禰 6 dned b&1k y16M 一山帥 8 b◎tM6en7 000 め 14 000 kgハキ
at 616ht yaar 官 of 襲名re・ daPendi れg upon aite amd deng 土ty of P1盤mt 像tion 認.

出典

(1) B6ma いdo R6ob et aヱ。 FaotorIa d◎ ○onv 敬、日魯o P釧 鴎 O風lou1o d6 vo1uup ◎ d◎ e o偽o垣
I9 8 0 meama 江 ,

均
ln 醇tituto d◎ pegqu お 鯛 6 E 8tudo 穏 FION 傷tai ◎,Ciloul&r

Teohil ュoa 粁 oo l iさ06 日 ovo

(2)Shahrty,s,p 。 Tha blaok 綱 tt16,Pieten αiaalt 影bu18,UnivarB1ty of
l971 耳ata1P コ胎樽6。

(3) R一か鴎van, 麓・s。 T弧 tQt1ve “ 61d tab1 ◎ of 塾oaoi 鴨 mol1ieBima 。 材or ぬ ng
l954一~4 p16m of Hilgill. ヱn{銭 a・

(4)sclmeld6r, p。Ro. 処 髪 。 site lndex for blaok 縄 ttl 鮎 40601a m鮎 mB1i d6
19だめ wild. B】順 ziI F1oコ㈹ atl山 中lo.10 日o。 42.-----

(5)sohdr 、a A・P。0。 Eff ◎ot of ait ◎ qu冬11ty 国コd 加 1t1 鶴1 矧took1ng d《n愚1ty
l975 0n ave1mgo 娠 鮎o6ter on bl 帥 k Mattie 隣りult鴎 ゑ(m in k61Um 。 FO 鴬 的

sole」noe, Vol 。 21 170。 1.

(6) lndoneaian Dep 襲rtment ofAgflou.tur ◎ず Fqr6Et Reeaaroh 工nβtituto.
1975 Yield table of ten indtustrial ap60168 ・

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , D G r o w t h an d y 1e l d o fplantation specles ln

t h etropics, FA O I 9 8 3 所 収

-88-



North Bengal, l nd ia

データ採取地の立地環境

tlr s e l‐y

Tbf3 seed8 obも&IQed from the phdl ーpineg a▽eraged 60 number 弱 pergramma in wや】ght

亀nd the gertエーinatーoQ Btarted wーthllー4 t0 5 daya, be1ng comp ー6te "1tbID 16 to 30 day8, tbe

畠c ー“ - parーod ▽firyIGg somewhat w ーしb bhe もlme ofsoW1ng Experlment81ndlc 鵠te tbat soW1ng

m ュ prll appears to ba the ba8七. Abou も2h per cent germ1oat1on W鶴s obもalned both ln tb◎

oBぅ6 of dlre 比 sow ・ng m badB 鴇s well as sow ・ngs ID Polypo 七8, NO Pr か trPa もmen も for breakmg

~ hう dorm ゐQcy of 七11e み66ds was,bo 〃ever,carrr ーad ou も IQthe North BeQg 畔 e× Perーmen 銀

Jugh 70 to ;6 par con 七ger 皿 mat ーotl baq beenreported from R 島w&" 胃.th the aId of

m “ baotc 浅ー;JEIr16catIon or treatmoot 円「1th 8ulptlur1c acーd. Th8 seedl1nga obtamed we16

つtltplaoもed 食む&n age ▽良ryIng from ーo to 12 months.

site factors

IQ 豆餅 山 , 4Z 厨 2銀 ′αZco加 rm bas been found moqt 国uit鴇ble for pr脇 s where the

m1nfall ▽arleR between 2000 mm 5000 mm(81 γ一 20 び )and wl1er6 tbe altttud8 18lees tb翁n

べOJ m (2000 fり The most amtab ーo soIls h& ▽e boeQ fouQd to bsdeep,mo18 七 but free

′メrdm ーQg, mcludlog free draln ーng,ci&y 日 Dry,8torl 』e aod Bandy or comp 鵠cted aod も ha ▽◎

卜86Q fouod ーIQsu ーbab16 for the 8P9oleg, Againat tbeBa requ ーrementg,the g1七e faGtora of
‐
the

sXper ・meotal pl偽Qtat1onsofA め鵜 α′"Zcα加γ飢 ra16ed1ntho Buxa Forest DI ▽1s1on 品re gi▽e魁

1n Table 2,

要因b-e 2

StlefQc ‘ors げ e℃peγ‘memoZ p!Q れf低めれβ

~ -
鯵r of Loo&tlon raIDfai ー Sol1 type

I Annua ー Aーt,t。d。 i

　 　 　P,autat-on
(mm)

(m)

;97曇 SIIV1culturaI Garden,South

R 明 abtlatkh&wa B1ock,
Buxa Foreat DI ▽18・on

}976 Poro BiOck,BuxaForest

DWISI0n.

3800 120Sandy loam

3800 95 Cミayoy lo恥旧

976 South R 鴇j偽bhatkbawaB'ock.

Buxa Fore8t DI ▽18-on

3800120 S&nd ▽め魯m
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table 3

4‘る≠≧彰 f ばcαfqroα αmm ‘もみ 如 寸 ezpq “ me 輝雄 のおれ‘低′o“′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
s・1▽・cultural l974 5 OO 7 6% 4.28 573 〇.Oじ8 16・72
Garden,South

Rajabh 袋tkhaw 桟
B1oぐk Buxa

官。rest DーVISIOD ・

Poro B.ock, Buxa l975 3.75 500% 3.06 3" 0 030 37 50
Fore 肺 Dーvislon.

Sou七h Rajabhat- 1976 3.5O347% 3.84 326 O032 2776
kbaw 袋 Bーock,

Bux& ぎorest

DI▽ision,

Table 4

釘ゐ銘ぜ〃′塀 cqtqr 幻 凪 例γ調 和 r 財 .月 !,per 脳 oれα“ "獅肋′edi% γ“例 鰭伽

α“んee 鍋ほ qfi veαな (′"t" αZ P加れ『mgq ‘2m × 2

ー v △Qr ^f I Agea も that}me I MAI “ ,一 AI M,A 1 volume

,catlon ニーニニニL ofmea きuremeDt r二& もごrluu 「 Perh 襲
i

U▲▽醐 Uu
i llmy

′Lirr ′ ▲
fvear8) i {oos}

SI-▽1culturaI Garden, ▲974 5 00 .08' i▲0 0O
SouthR9iabhabkh&wa
B1ock,BuxaForest
DI ▽18lon

PoIo B1ock,Buxa l975 3,175 0 0 3 0 3 7 5 0
F リregt l)ー" 角,on

8。uthRajabhatkhawa l976 350 0 032 40 00
B1ock,Buxa otest
D1v18lolI

Table 5

Gro 勿偽 函 fα可 4‘012ずα′oZco‘oγ1q grow71 錆 orAerC 卵 れ‘γ・ea olo叩 伽 仇 80me

o‘んe′‘roP↓cr耳ゑm9rowm 夕βPeG 榔 ‘γ1edf"No γ′九β伽 9oZ

蜘eof-- 脳a"。。 階数蝉 i綴喜 teri墨per ba
- -m3)

△ め・z8ofo ′oα解γ●α Br ・t}◎h sol(norD 3.0 一 37 45 一 55 17 一 14

1・land aDd sabab

β‘わきzioprocer α North B‘・Dgal ・ 152

4 川九oGep 九oZ“〃 Nortb Bengal,Cooch 18 一 3 0 1 - 1.冬0 9.8 一112
G人け"ラ偽β“ B1barForeR も D ド '810n

0me 弱れα orboγfo Nortl1B ◎hg 可 ,Bt1xa l 94 1.91

F)r66 も D, マ181oD.

Lo9 “婦 roem 淑 Nortb B6 いgal,Buxa 122 121
"Peclo βα Foreqt D,visio--.

出典

Palit, S (1980), Trials of 月“ ′z′β な /ca ごβr/ β (L )Fosberg and ムe"c βe〃β

/e"" じeβ力β/β (Lam.)De Wit in North Bengal,lndian For.,106 : 456 一

46 5 .
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灘機 oL岬暇 1鰯競だ希マ房料)

圏
対食′灯癖焔な奪鞘 (モル夢ぬ拳為)

}インド無勢磐

データ採取地の立地環境

8。

L0kasi
Ju凪嘘 囲戟 '
co. 嘘 ur

J賦帥
pe 隣「越 8aa ロ

Ting 郡 dAr‘
mばにa 1aut

に◎{adaaAla ー

閤 oga 可 tanah
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十
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務
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250
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1
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2
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126 :

ラl 1汀

JII国ユah 鱒e霊山里: 49 22ラ

Aュbi霧;d f‐alcat 度 Backer

　　　　　　　　

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

TEGAKAN TETAP ( ト仇IN STAND )( T,T,)

ah Rata-rata
/ha tュnggi

(Number
of

ees/hB)

rata Bュdang v.kByu
eter dasar/ha tebal/ha

(Average (^verBge (Basal
height 、 diameter)area/hB

‐rega "ー1
)arangan(T P,)
(Thinnings)

y.kayu Vt umu
tebal/ha .atュp/ha (Tota ュ

volwne)
〔VOI.T.T
十ZT,P,

{mノ (cm ( ) (m3) {m3) {m3) (m3/ha) {m3/ha)(mi/ha)

Riap
1‐ata-rata
tahuniln

Riap
tahunan
el‐alan

^lbiz la rdloGta Backer(Jew 葛jlp斜

Bo瓶 TA1(sITE c]ss l)≠

2
う
4
5
6
7
8
9
10
"
12

4
8
12
15
19
22
24
26
27
28
29

5
6
4
8
う
1
つ
〇
つ
4
4

1240
99fi
790
610
465
う6O
280
2つ〇
'“
'70
160
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うO
う〇
27
25
25
26
27
28
29
28

8
6
6
5
8
6
4
2
6
0
9
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lo
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20
2つ
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7
8
4
8
8
2
0
6
8
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0
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機種【も毅離州DSA援(マメ樹 ,
』鯵デギ職 務な葛粥メ超 (姿ル wカネム)

　 　　　　　　　

データ採取地の立地環境

LO 開立 ityI Kedill,J&Bil18 題 ,M I鴎綿 郡 ,ato.

A1titude* 50 鞠 6(力 m

Data Bouroeg tei鴎Po 瀞鴎『y a&胆P18 P1ot 御

暫U腰bar of P1ot 尊3 49

　　 　　　　
BPeoific 良tlonl not 土ndLic偽ted

Publ18hed 呈六)~dB1onal no 剛腹 1 遣Q eld table

(total vol..n mi た a 。b)

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Age

(years)

Site cla88 1 Site claBB II Sュte claBB エーエ Sュte cla 日B IV

No 。 of

atema

態工

(①シー)
No.of

Btema/ha

線 I

(m3/b争)
No.of

stems/ha

MAI

(m3/ha)
No 。 oi‐

stems/ha

搬エ

( /-)
^
ビ

ー
ノー
4
に
ノ
へ
)
「
′
パ̂
v
(v
/̂
o
y
l
‐̂
2

1↓
11
11

775
465
280
180
135
120
1lo
100
100
1仰

95

28.5
38.0

49.2
56。2
59.2

≧8:g
57.3
55.9
54.4
52・5

915
645
425
275
195
160
140
125
115
1lo
1lo

15.0

25。0

)4。2
43.O
48.8

51.6
52.9
53.4
53oj
53.l
52.9

18琵
595
440
330
250
200
170
150
140
130

7・0

15oo
21。0

27.6

33.3
38。4
42.l
44,8
46.6
47。7
48.5

1 240
995
790
610

弐宣言
280
230
190
170
160

2.5

7。3
12.0
17・0

21.6

26.7

".2
34.8
37.8
40.O

41.8

出典

(5) エロA1ゴロも鴎鴎口 Der]p儀式 me【】口t of Ag “ cm1tura Fore 樽t Re 鵬 鵠rob 加 島tit 口ta.
1975 Tield tableB for tq弧 ilidl胸 tコ鴫叫 spacloB,

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ : Pandrey , D G r o 碕 t h a n d y l e l d o f P 1a n t a t l o ns p e c i e s l n

t h e t r o p i cs ,FAO I983 所 収
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

PHILIPPINES(3)

Local.ty: Na8 ュpュt

other factorB:not indicated

Data eource: tempohaZ でソ 8ample plot8

Site ・ndex equat ・on based on a ten year leference age:

log 日 障 1.04550 十 。・418}410gA ( ね。・72)

Where: 日 脇 Inea」1n tota.he ュgh 七 in metreB 0f at .eaSt fIVe do 皿 1nant

a]nd cO 一dom ュnant tree 日

A 圃 Btand age .n year8

YieldegILULatlong

loB て20 鴎 帥 2.}4183 十 .・3116810g A + 2・079810g s 十 。・0646010g(As)

(′ 圏。・66)

1OB YIO 鴎 一 .・53657 十 α 2008510BA 十 .・4644710g s + ○.63247 ・og(AS)

(r2 ‐9 0・81)

MheN: Y 団 潰 61d in mj/ 胎 for m6a8u 始 ment up to 20 cm top 心 b,(for 8awn timber)

YIO - 耀 eld in mj/- for mea8ul9ment up to ーo cm top mb,(forpulpwood)

A 園 Btamd age

s 圏 8ュte ュnd e x

工t h e 日 been aBBumed that 8tand denB1ty ln a part ュcular age 8ュte claB8 1 8 n o t hュg h ↓y

v a rユa b18 and th ュ a aBBULmPt 工on holda g0od ユn YI0 equat1on-

出典

(1)cM ねte,F 。0。 Sil 鴎 oult 時 限 Btudy of the fourpulp 前 od Bpeoi6B 。 The

l971 PMill 増in6 Lt則be罰Qam。

(3) Revil 熊 Jr 。, R。J。 Tield p齢 diotionB in tヒ◎ fo 胎 8t plant 偽tim β。
1974 P1鴎 lipp 卸 ◎ Foー陶 Bt R鯛 61Mph sool 的 yo plooe ◎dil〕』Mp of th6 Foコ陶 Et

R鯛輯馳h s仰 o嘘欄 m ln伽 t難ぬ FO艶鴎 pl鑓韻 tlona,MA 醜 態 .

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o "t h a n d y l e l d o f p l a n t a t l o ns p e c i e s l n

t h e t r o p i cs ,FAO I983 所 収
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

peta至宝す』、o処mt 種 oB Ph ュ1エPPineB 腿串 ia

Referal1C8

Loo国 ity

A1titude

Rain 賞もュ1
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データ採取地の立地環境
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データ採取地の立地環境
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データ採取地の立地環境
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(イビルイビル)

データ採取地の立地環境
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成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式など

Table 8
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圏 }フィリピン

データ採取地の立地環境

2) 調査地の概況
調査地はフィリピン国 ミンダナオ島の北部に位置

す る ミサ ミスオ リエ ンタル (M1samls orlental) 州

ラナオデル ノル テ (L anao DeI Norte) 州にあ り,

後者 にはナア ワン (Naawan), イニタオ (ln1tao),

ア ノパ ーイ リガソ (Upper nlgan) の 3地区 , 前者

にはタラカグ (Talakag) 地区の計 4地区に分散す

る。 ミサ ミス オ リエ ンタル州都 の カガヤ ンデ オ ロ

(Cagayan de oro) 市の気象観測によれば, 年平均

気温 , 年平均降水量は, それぞれ 27 5oC,2,348

mm て , およそ 2月から 4月にかけて乾燥傾向にあ

る。この地域では, 台風の襲来はまれてある。調査

地周辺の地質および土壌等については, 別項を参照。

3) 材料および調査方法
今回の調査した品種はサルバ トルタイプの K‐8で

ある。成長量及び現存量を把握するため,1981 年か
ら 1983 年 にかけてナア ワン, イニタオ, ア ノバーイ

リガンおよびタラカグの各地区において, 植栽時期

や播種時期のはっきりした林分を対象に, 毎木調査

を主体とした調査を行い,一部の林分については伐

倒調査も実施した。
毎木調査の測定面積は,1om ×1om を基準とし

た。しかし, 調査林分の樹高や立地環境によっては,

適宜, 測定面積を変えて調査した。調査区設定後,
デジタル照度計を用いて林内および林外の照度を測

定し, 相対照度を求めた。毎木調査は, 区内の全立

木について地上高 13m の幹の直径 (胸高直径) を

ノギスを用いて測定した。伐倒調査を実施しなかっ

た林分については, 一部もしくは全ての個体を対象

に樹高を測定した。

伐倒調査は,毎木調査終了後,林分内の直径の分

布に応じて大小 7本前後の伐倒木を選んて行った。

(ナアワン地区の 1林分については, 調査区内の全立

木を伐倒した)。各伐倒木とも, 幹材積を求めるため,

0 3,13,2 3m と 1m ごとに直径を測定し, 各層

ごとに幹, 枝 , 葉および種子等の器官を分けて生重

量の測定を行った。

それぞれの器官からサノブルを採取 し, フィリピ

ン大学に持ち帰り, 乾燥器て乾燥し, 乾重量率を求
め生重量から乾重量に換算した。また, 葉のサンプ

ルについては, 乾燥前に葉面積言→て薬面積の測定を

行 った。

全立木の樹高を測定しなかった林分の平均樹高は,

樹高測定木の樹高 (H) と胸高直径 (DBH) の関係を
もとに

1/H=A/DBH 十B (1)

よりA,B を求め, 毎木調査した胸高直径をあては
てめて推定した。

また, 本報告における現存量の推定は,KANAZA

“慎 メ メ 8}と同様に相対成長式を用いて, 一部につ

いては断面積比推定法により行った。

今回の調査期間に伐倒した調査木の胸高直径,樹

高と各器官の幹重量をもとに, 毎木調査の結果から

重量を推定するための重回帰式を求めた。

ナアワ/地区には, 植栽密度や , 立地条件等を異

にした MAFCO の試験植林場があり,3 ヵ月ごとに

定期的に毎木調査を行っている。この植林場内の林

分において落葉落枝量を測定するため,1981 年 3月

に固定試験区を設け,0 5m ×2m の大 きさの りノ

タートラノプをそれぞれ 6個ずつ設定した。

落葉蕗枝量の調査は, 半月ごとに落葉蕗枝を採取

し,1 週間風乾 した後 , 小葉 , 葉柄 , 枝, 種子等に

分け, 器官ごとに重量を測定 して行った。それぞれ

の器官から絶乾重量を得るためにサンプルを採り,

乾燥後秤量し乾重量を算出した。
また , ノャイァソ トイ ビル イ ピルの間伐効果 を明

らかにす るため , ナタワン, イニタオおよびア ノバー

イリガンの 3地区で, 間伐強度や間伐木の選木基準

を変えた試験地を言一4ヵ所設定し,その後の成長状態

を調査した。

いすれも試験区設定後, 区内の全立木にナンバー

を付し, 毎木調査を実施した後, それぞれの間伐方

法に基づき間伐木を選び伐採した。試験区の周囲に

つし・て も同様 の処理 を行 った。
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

0 12 24 36 4
Stand age (month}

図 1 樹高の成長経過
(◎ ,F1at,lm × lm,0 ,F1at,2m × 2m, 園 ,S1ope,2m × 2m, △ ,毎 木 調 査 区 )

g B

△ △

△ △ △
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図2 胸高直径の成長経過
(◎ :F1at,lm × lm,0 ,F1at,2m × 2m, 閣 ,S1ope,2m × 2m, △ ,毎 木 調 査 区 )

-106-



4) 結果及び考察
(1) 樹高及び胸高直径の成長
ナアワソ地区の試験植林場内に設定した固定試験

地の定期調査の結果に, 各地の林分て測定した毎木

調査の結果を加えて樹高及び胸高直径の成長経過を

整理 した。

樹高成長の経過 (図 1)をみると,植栽後 1年て平

均樹高が 9m を越す林分も見られ,立地条件が良け
れば 2年生に達する以前に 1om を越すものもまれて

ない。温帯性落葉広葉樹の中て,初期成長が早いと
いわ れ る ドロノキ (Pop2‘‘"s 粥解 zmowzczzz 品鎚 “ )18)

で平均樹高が 1om に達するのに早くとも7年前後,
ソ ラカソパ (βの"ね PAz数ぬり飾 り〃 脇Po“2c")17)て

10年以上の林齢を加えねばならないのと比へると極

めて早い。

しかし, 林齢の高い林分の測定例がないのてはっ

きりしないが, 図 1から判断する限り, 平均樹高が

20m に達するのは, 容易てないように思われる。

次に,胸高直径の成長経過を図 2に示す。胸高直
径は, 密度の違いに左右されやすいので単純な比較

は難 しいが,2m ×2m 間隔の植栽ては,20 ヵ月生て

平均胸高直径が 6cm 前後の値を示す林分が多い。
ャイァソトイビルイビルの樹高及び胸高直径は,

図からも明らかなように生育立地によって大きく異

な り,2~3 倍程度の差の生じやすい傾向にある。こ

のような傾向は, すでに林分幹材積および木質部現
存量の成長を中心に指摘されている8)。

(2) 伐倒調査に基づく林分の現存量

1981年及び 1982年に伐倒調査を行なった林分の現

存量を一覧表にまとめた (表 1)。

林齢や立木密度などが異なり一様な比較はできな

いが , 今回調査 した林分の中で, 最大のバイオマス

量は, 地上部現存量が 96ton/haを示した林分であ

る。次いで高い値は 9o ton/ha て, これらはし・ずれも

林齢が 40カ月を越えていた。

林齢と地上部現存量の関係で比較すると,30 ヵ月

生で 88 ton/ha を示した林分が最も高い。そこで, こ

の林分の年平均成長量を算出すると,35 ton/hか

year の値が得られた。

今回伐倒調査した15林分の年平均成長量の平均値
は ,17,7ton/ha ・year であ った。 これ らの調査林分

の分布と母集団である全林分の分布が一致している

とは言い難いのて, 得られた値が, ただちに ャイ

ァソ トイビルイビルの年平均成長量てあるとは言え

ないが, 一つの目安 となるであろう。

地上現存量を平均樹高で割った見かけの現存量密
度を求めた結果 ,K ilN‘甥AWA BZ〆 8)の報告と同様に

ジ ャイアン トイ ビル イ ビルは , フ ィ リピンて調べ ら

れたアルビジァ (A′bzzzmたたα彰)やャマネ (G粥β"“α

のるo〆@")の値 とほぼ等しく, 日本の森林で測定させ

たものより低かった。

次に,調査林分の林分葉量を比較すると, 最大で
3 6 ton/ha, 最小で 0 7ton/ha と幅があった。今回

の調査ては, 着葉量から 3ton/ha を越えた林分は,

1林分にしか過ぎず, 大半の林分が 15 から2 5ton/

haの範囲に含まれた。温帯性落葉広葉樹林の林分葉
量が 3ton/ha 前後であるとの Tm)AK120)の報告と比

べると, ノャイァソトイピルイピルの着葉量は幾分

低い傾向にあるといえる。沖縄のギソネム林の調査

結果13)でも, 測定させれた 3林分とも林分葉量は 2

ton/ha 以下と少ない。

(6) 伐倒木に基づく各器官の幹重量回帰式による

現存量の推定
材積表と同様の観点から,伐倒木の資料に基づい

て各器官の乾物重量における関係式を求め, 毎木調

査の測定結果をもとに, 各器官のそれそぜれの関係

式をあてはめて現存量を推定し, 成長解析を行おう

と試みた。

伐倒木 115本の資料木により解析した各器官の重

回帰式を以下に示す。

logwt=24444210gD 十 2‐12969 ・ (3)

(r=0 9931)

log 駅ん。。d=2 4604 10g D 十 2.0909 ・(4)

(r=0 9930)

log WS=2 377010gD 十2 0487 .(5)

(r=0 9850)

log 訳′L=2 8833 10g D-1179010gH

十 165326 … … … 一 ・・ (6)

(r=0.9518)

log LA=2 8833 10g D-1179010gH

十19216 (7)
(r=0 9518)

ここで ,D,H, ▽Jt,汎ん。。d,帆′S,瑛ん お よび LA は ,

それぞれ胸高直径,樹高,地上部乾重量,木質部乾

重量.幹乾重量, 葉乾重量および葉面積を示す。

図 7は,伐倒調査を行った林分を対象に地上部現

存量および葉面積の実測値と上記の回帰式て得た推

定値との関係を示 したものである。

地上部現存量については,二又木の多い林分で過

小推定が行なわれた他は, ほぼ満足できる推定値が

得られた。

一方, 葉面積は, 地上部現存量に比してバラツキ

が大きかった。しかし, 全体的にみれば, 実測値 と

推定値との関係は地上部現存量の場合と同様の傾向

にあるといえる。

葉面積でバラノキが見られた原因としては, 水分

条件が良く比較的着薬量の多かったナアワソの 1林

分で 30本近い個体を伐倒したこと, 生育立地によっ

ては,乾期の末期に葉を著しく落とすことが観察さ

れており, 伐倒調査を行なった林分が, 広範囲にわ
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たっていて, 土壌や地形などの立地条件も異なって 関係にあり, 葉面積の変動に葉の落ちた影響は大き

いることから, 調査鉢分によって落葉状態に差があっ くないと判断した。このため, 今回推定した葉面積

たことなどが影響していると考えられる。 は, 固定試験地の実際の値に比較的近いものと考え

しかしながら, 固定試験地の林分では, すでに述 られる。

ベたように測定開始時からの積算落葉量はほぼ比例
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図 7 地上部現存量, および葉面積における実測値と推定値の関係

(7) 固定試験地の資料に基づく成長解析 RGR=1/W ・dw/dt … (9)
定期的に測定した固定試験地の資料から, それぞ

れの林分の乾物重量および葉面積を継時的に推定し, NAR=1/LA ・dw/dt ・ . (10)

それらの値をもとに成長解析を行った。 ただし,W,,W2 は時点 tbt2 における単位面積当た

個体群成長率 (CGR), 相対成長率 (RGR) および りの乾物重量,W はある時点における乾物重量,

純同化率 (NAR) の算出法は以下の通りてある。 dW/dt はこの時点における乾物増加速度,LA はあ
る時点における葉面積を示す。なお, ここでは t2-

BGR=(W2-W,)/(t2-t,) (8) t,を 90 日として計算 した。

10に

　　
　
　
　
　

3
0

20

題 一-- 圃′′
′圏・

、 “'. 冊-- --‐園-榊-

＼。

.t29s lao F M A S・81 F M A S.82 F "

図 8 固定試験地における CGR, および NAR の変化

(◎ ,F1at,lm × lm,0 ,F1at,2m × 2m, 図 ,S1ope,2mX2m)
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図 9 葉面積指数と CGR, および NAR の関係

(◎ ,F1at,lmxlm,C ,F1at,2m × 2m, 園 ,S1ope,2mX2m)

(8) 純生産量の推定
熱帯林の純生産量はすてにいくつかの報告がみら

れる。 しかし, 熱帯地域における早生樹のそれは必

ずしも豊富でない。

今回の報告ての純生産量は, 設定時とその 1年後

の 2回伐倒調査を行った林分を対象に以下の方法て

推定 した。

Pn= △y+ △ L+ △ G … … (11)

ここて ,Pn, △ y,△ L, お よび △ G は , それぞれ 1年

間の純生産量, 現存量の変化量, 落葉蕗枝などの枯

損量, および被食量である。

現存量の変化量は, 同一林分を 1年おいて 2回戊

倒した調査結果から算出した。また, 枯損量の大部

分を占める落葉蕗枝量は, 胸高断面積合計が 4m2/

ha 以上になると 1lton/ha・year 以上の落葉蕗枝量

を示し,mm2/ha 以上の胸高断面積合計では, おお

よそ 12 5~13 5 ton/ha ・year の値 をもつこと15)から,

ここては 12 5 ton/ha ・year とした。 被食量につし・て

は資料を持たないが, 一応無視てきる程度の量と考

えた。

表 3 2回伐倒区における地上部純生産量

調 査 地 ナアワノ イ
;

タ オ

1 2

生 長 量 (ton/hか year)

幹 18 6 5 3 16 6

枝 3 2 0 6 4 2

葉 -0 8 01 0 2

リ ノタ ー フ ォール量 (ton/ha ・year)

葉 7 7 7 7 ^ 7 7

その他 4 8 4 8 4 8

地上部純生産量 33 5 18 533 3
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表 1 伐倒調査林分における調査結果

調査地名 ナ ア ワ ソ
1 2 3 4 5 6 7 8

標 高 (m) 20 20 20 20 20 20 20 20

地 形 flat flat flat flat flatflat flat flat

林 齢 (month)33 33 15 13 ヱ8 50 20 45

立木密度 (No/ha) 11630 3965 3500 3100 7310 2650 2420 4100

平均直径 (cm) 2 6 6 6 3 4 4 7 3 7 8 7 54 6 8

平均樹高 (m) 5 7 116 4 7 8 1 6 0 14 8 7 810 8

断面積合計 (m2/ha) 6 65 15 56 3 60 5 78 7 35 17 83 5 80 18 95

幹材糖 (m3/ha) 24 8 109 6 10 8 25 2 18 9 155 3 23 0 152 3

現存量 (ton/ha)
幹 141 58 0 5 8 121 110 78 5 13 277 6

枝 2 2 8 4 15 14 2 4 13 0 9110 2

葉 11 2 9 0 7 14 11 3 6 16 2 0

その他 0 0 0 4 0 3 0l ol ll oo o l

合 計 17 4 69 6 8 3 14 9 14 5 96 3 23 989 9

相対照度 (%) 43 0 7 3 59 0 212 29 4 14 2 49 3 8

調査地名 , ~ ニ タヂ アデバーイリ;ソ タギ

標 高 (m) 9o 9o 9o 90 200 200525

地 形 20 20 20 20f lat flat flat

林 齢 (month) 44 44 57 57 16・ 30 17

立木密度 (No/ha) 9420 9210 9780 288o 129oo9000 2730

平均直径 (cm) 40 46 46 81 29 44 52

平均樹高 (m) 9 2lo l l0 7 14 9 7 4 8 6 6 9

断面積合計 (m2/ha) 15 77 18 88 19 98 15 33 10 04 18 496 28

幹材積 (m3/ha) lo8 9 1301 139 2 113 2 50 2 129 423 9

現存量 (ton/ha)
幹 53 0 63 3 70 4 55 8 27 8 7o l13 6

枝 5 8 6 9 7 8 9 2 4 i13 6 6 6

葉 2 3 2 8 2 0 21 2 0 24 17

その他 o o o o o o o o o o oo o o

合 計 611 73 0 80 2 67 0 33 8 861219

相対照度 (%) 3 9 6 4 4 0 9 8 9 4 5 0191

* 直播時期からの林齢

出典

佐藤明、金沢洋一、加茂鰭一 :ジャイアントイピルイピルの生長構造と成長解析、熱帯農
業集報、No.65 、80~93.(1989)
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樹輯 {LEG網離郷蟻 (マメ料 I
P筋rod樹ぞ鱒柊欝孫韻そる叔ぞ影メザ筏拳 (了誹馨マン衷豆シ )

データ採取地の立地環境

M, ×ed wIth Cαnormm eゅ ムメ /"用 ,Srerc"/ ′次この方po“"な ro and someother mIscellaneou に

sPectes llke 71g〃m′70′救 わ′α/om, 乙αgeな rroe粥川 ムー夢口を"cq イ/かねα /ebわeた, βom ク"× !"群g" ど etc,争

m 4 years,lt acqu-res mean topbe 増 ht o「82 m and croPdlameterof 5 5Cm(top dlametar

8 6 cm} a; reYea1ed m measuremems ofsample P1ot No 31一36 0f North A 口damans ld

cig【h yedroid Sample Pーots(No 28a 口d 29)recorded meantop heIghtwas1 3 6 m w,th croP

dlameter of -1.3 cm(topdiameter168cm)

o1i account of its fast rate of growth and economlc value,attempt1s made tostudy iu

fate of growth whIch 1s cons1dcrably faster ln plantatlons as compared to natural forests.

Data to determme species dePendent coeaiclems ofgrowthmodel were der1ved from 9

Sample P1ots mcotloned hereunder

Nonh Andamans Divlslon25,28,29 & 30

SouthAndamans Dーvlslon l, 2, 3,4 & 8

1n an there were ー8 measurements,due to pauclty ofdata,this study should betreated

as 〃rowszon α′. Mean and standard deviatlon of basIC Parameters used are glvcx1asFollows 、1o

1nd'cate size and range ofdata.

--, 畔 -山 一h, 』 ,r ′
* Presently Pr。Ject D ぼect。rrLand Project D1rectorate,(Fo ーest Departnlent),Dehra Dm]

Parameter Standard
deviation

Denoted ip
tcxt by

Age 31.9 200 Ayeaf

T。p helgbt25.9 8.2 H m

standard tlmber volume/ha128.87 97・14 VI 十 V3 mo
Lbefbfe thlnローng)

Total volume/ha202.48 97,58 V2 + V4 ms
(befbrethiming)

Basal area/ha l9.05 6.06BA m2

Basal area ratio o.794 0.153BR=BA/BAMax

Numberoftrees/ha 499 351 SI 十 S2 一
(beforethinDing)

Height ratio l.003 0085 HR=(H/Meanheight -

from curve)

A perusal ofstandard deviation of Hcight ratio indicatesthat the・c is l1ot much

variation in Top height For the same age ‘ Hence Do attempt will be made to d1stinguish site

qualities.
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Methodology

Following relationsh1ps were dcveloped. Theserelationships afe valIdFor the range

covered in basic data.

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Loge 日 =5.29963 ‐一 3.94 ー73 A 【 .匁

r = .972

2.C ′op dlqmere ′ん "crio"

Loge (D2):=(1.85809 一 0.65428BR2)loge H + 3.05282 BR 一 8.40884

r= .985

W′here D2 is mea1i crop diameter befb「ethinnings.

Height ratio (日/Mean height 熊om curve)aud its varlous interactions with other

variables were 銭ISO used but llone ofthem Was found to have 食 s・gm6Cant e様ect.

　　　　　　　　　　　　　

(a) VI 十 V3=(0.46879/BR ・6+ 0.47756BR'--0.60663BR)BA.H.-67.78491

r= .981

(b) V2+ V4=(1 ・20670 十 .・47321BR 食--2.31663 BR)BA. 日 .十 28.2563 ≦

r= .965

(c) Log。ド ン (VI十V3)]=(6.16290 BR8- ○05173HR 十 2β0557/BR-7.90 り18 BR) ×

log一 SI月 SI ÷ S2)]-0.00308
where V1 is timber vo1ume/ha 量fter tbmn.og

r- ,934

(d)V2 八 V2 十 V4)=U.45818 SI/(SI 十 SZ) 十0.54184
where V21stotalvolume/ha after thIDoing ‐

r= 873

Equation(c)and(d)isaimedtoreducestandingvolumebefore thinn1ng to 8tandlng

volume after thinDing. The co「rclat1o1l coef6clent of tbeseregressions is oot hlgh. These

figures could not be lmprovcd s1gniScantly by add-ng more variables 。 Probably 1n thmnmgs,

the removal of tbIDoing has not followed any systematlc pattern(1.e.low thmn1ng,mechanical

or crown thlnniog) and hencethls sltuatio& Tbe 「cfore,crop volumevalues Will bc morc

rel'able than volume after thinmogs generated ID growth tables.

4. 加 ro×!〃7““z bos 口/ore α c"n' ど

Graph betwee1I Top height and basal a「ea/ha was plotted. Freehand curve was drRwn

to cover themax ・mum observedvalues(BAMa ). Sultablefunctlonto 猷 Points take11 fTom

hand drawn curve was found.

Log 。 (BAM x) = 3.43015 十 4.51314Lo 険 (1‐e
ー

・12844H)

Top height corresponds to the height of a t「ec oftop dlameter, wbere top dlameter is

mean diameter of 125 thickest trees/ba.

~【aximum basal a「ea curve heIP$ to defio じ caPacity ofsoil and Provides a check against

simulatiDg un「calistic yalues. The y1eld table is generated fromthese regressions for mean

quahtyclass(Table l)forBR=1 ‐
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Table l

2 3 4

5 115 0089 1541 9.588

ro167 014() =43

15 2r)2 0176 89」 21755

2n 210 0206 727 24253

0 68.312 0 8,082

lo ll5 6 7 8 9

0 13 662

2・ 253 0231 6t6 25.831

30 272 0.232 338 26866

35 28,9 027 ー 479 27,620

40 30 4 0 288 432 28,171

45 318 03Q4 394 28,604

50 33 0

17,605 32094 135,062 1,690 13478 3,209 14.314

81,505 187 900 3664 16.078 5,546 13,964

6.354 13427

6 562 12778

6,501 12097

6,365 n491

6187 10.940

601o io,458

5,807 9,988

121,717 230901 4.476 16148

154,230 265 669 4 735 15408

180,467 293.725 4,841 14,753

203 386 318 233 4,926 14.300

223,ー51 339369 4897 13.671

24 1,227 858.698 4 663 12.507

0,3-8 364 28,921 256,441 374.968

No 嶋 : Vdlue ln Cot 2 to 7 pertato pnor to thipnlngs,

出典

Singh, S Ph, S ,,

est imate

110 : 3 9

Sharma, R,S, a

　　 　　　　　　　　　　　

3 96 ‐400

andSingh, Jai

　 　　　　　　　　　　　　　

(1984). P

(Andaman

Provi s iona l

n padauk),

growth

l nd i an For
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データ採取地の立地環境

Study Area ハ4etllods

The tudy area ls s.tuated at 6S0 m A rePーc mtdt} ＼e sを・n1い1己 Pーot nぽ繕 せ

above n,s1( ーahtude between29o ‐45 ′ N to mtg bet・veeno04 tooo9 ha(Table l)ua~

30425 ′N and ーQngItude between 7743y E 1atd oー1t11l each .)1a)ー榊ー()】'an (玉 d b h of 川 1

to 760 ‐lo′E) receMng an average annual tlle standmg tree w1thm d, plot ＼＼e,e

ratnral ー between 28o mm to 307 mm and rec。lded andgroup でd mt() ー(} ~ dー澗ー1 fぐl

clas ー行ed as Dry shーwallk sat Forest and classes,dePendmg uPon ".e d}ameter ・anoe

Northern Dry M ーxed Deciduous Forestq ln eadl plantat ーon one n1eaII1I ( iーom each

(C!・an・pーon and seth,1968) The so1l ofthe diameter class wasfelled and r,esh we,21,t

ared ・sof
‐
ーow qual ・y and sandy. ofeach comPonent -eco・ded seレ"ーateb io,

est.mat ーon 。f bー。mass
′

rh で lo o ts o f o n e

Fー＼e p-antall 。nsof も 6 11,16 and 2ー sAmple tree(dose ー。 the mean dlameter of

years 。ーd wc-e selected roーthe present study thecrop)was dug 。ut lll each plantatloll foー

and the detaーー 。r these antal め ns are gl＼ぐn estーnlatーQn ofunderglot-n(1 bーQ1na" RぐP

1n Table l resentatlve samples of‐eaバー treecompond. ー

were collected ror dry ＼voght ぐsl-nIaf 1()n and

mーtrーent analys ーs

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式など

Table l

Ppm ‘な げ ん 加 川 7zぼ exrdm 〃卿 """o 〃s

摂宣) ー 3161, ー十 61 2ー

Area or enumerat ーon o 06 004 009 009 0 0」
plo[(ha)

No of trees on the 141 67 90 75 49
enunleratloll plot

No oftrees/ha 2350 1675 1000 834 1225

Mean diameter 。f the 6.95 10 2 13 5 ー44-0 3
crop(cm) (30‐ー40)(60 ‐170) (90‐180) (90‐200) (60--40)

Cーass A 」 177 95 110 7 ー
(30‐50) (60‐80) (90‐100) (90‐120) (60‐80)

7.3 9 8 1ー8 141 100
(60‐80) (90‐110) (1lo‐120)(130 ‐16.0) (90--l o)

9 5 131 13 5 18 3 13.4
(90-" 〇) (12O-140) (13〇-140) (17ひ2〇0)(1 フ〇 140)

12 25 161 15 5
(120…140)(150 ‐170) (150-160)

C1ass B 7.3 9 8 1ー8 141 ーo o

C1ass C 9 5 131 13 5 18 3 13.4

C1ass D 12 25 16115 5

C1ass E17 5

(170‐180)

ハイean hclght of‐ 5 6 9 45 115 1O 9~8 45
"le crop(m)

C1ass A52 467 10.5 7 3 6 35
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C1ass B 5 6 9 45 112 10 958 45

C1ass C 6 65 10 5 11 5 10 956 80

C1ass D 8 75 10 810 5

C1ass E1210

Table 7

Tom/s 加 須mgb ′の77伽ぶ(kg/′m)m d卵どrm ′ "gどぶ

Age 1 3 1 6 ,,r ,6
「

2,(Yrs)

Bole 9990 25209 25794 18927 1‘ア852
(50.0) (60.2) (641) (59.4) (57.0)

Bark 3988 9636 9372 6854 7074
(19.9) (230) (233) (215) (226)

Leaf 913 1105 30ー 602 828
(4.6) (26) (0.7) (1.9) (26」

Twig 2215 1592 896 1129 1049
(11.1) (3.8) (22) (35) (34)

Braulch 2898 4354 3898 4342 4491
(14.5) (104) (968) (136) (14.4)

Total above-ground l9996 41896 唄)261 31854 31294
biomass

Root 5008 9380 7189 5769 6490
(25.0) (22.4) (17、9) (181) (207)

Total bloll[lass 25004 51276 47450 37623 37784

Prodz‘" 駈り (たg/んα/Jノr)

Non ‐photosynthetlc above-

ground blonつLass 63616799 3633 1953 ・45 ー

Non ‐photosynthetlc root

biomass 1669 1563 654 361309

Tota1 8030 8362 4287 2314 1760

出典

Pande,M,C,, V.N, Tandon and Mridula Negi(1988).BiomassProduction In

P1antation Ecosystem of Ailanthus excelsa at FiveDifferent Ages in

Uttar Pradesh.lndian Foc,114 : 362‐871.
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データ採取地の立地環境

訂娠隙』(1)

Loo 臥 itylnorthem 冨igalla

馳 11ぱ鑓 18 7(カー 050 醐

A1t土tudL無 300 m

脇 剛 期 g t岬 鵜“ B脚柵〆◎plot穆
冨W園ber of p1ot 御8 89

8iBe of pl。tg- 101 賜2

　　　　　　　 　　
謬POO もすもQ鵠tもczロヱ 4 0胆 di飢渇◎t◎r

st像醐 た * 1700(lnlti ゑ18tooki 噂 )

鰻 工鯉 3企 Bi bに Bite cIBBB

成長 ・収穫に関ずる表 , 図 , 式な ど
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Ramark 讐 Th 色1a 868国Js to be 鵠o鴎8 1POOP 鳥ililtemoy ねq M農工 つfBite claaa 工V due to
rOw 証dLュng 。f figqr88 When ca.crulat 土hg vO ヱwae prOdu0tl0n.

Si盈蛾 16 七▲¥,a vべ)lu 囚◎ 帆qtmAtiol 鯖

1oge V 臨 ー 7。40769 十 1。69402 1ogeo ÷ ○997788 1oge自

由 職 ▽ 鑓 wl 鵬 6of the t㈹ e in o曲 ic fe6t

o 図 郡 鴎 h at bh 鯛鴨t height(1 。3 困) in inoheB
II 鱒 height of the tz÷ae ねl feet

5,5 。4 Co蟹園8nt8

There iβ & 国鴇rked diff 鶴1憎 noe in th ◎ 園鯛狐 帥煎脇 l inora 頂ant.w ith o晦禦 ga of alt 鰍

on p oor alt ◎@ ou鳳 L鰯 tion of 即 i鴎 at 弧 6鯖 靭 鯛鞄' 闘 00醗P鴇艶 d w ith 胸 ttar 臨it ◎鴎・ o n
m av er轡 Bite' 鮒 鑓 叫=mal ino胎蹄 nt of 5 脇ツ熊 would b8 & re鯛 o鵬 bお ◎Bti鵬 t鯵 m 圃
eight year Mtation(3).

出典

(1)0 禰 vabolt,se;J 偽okam,J 。K。;oio,Q,0,A 。 pN 嘘 鱒io回 謁 ble for g n)Mt 九 回 4
1967 y ield for=6Bm(A 鵬鵡施 ob銀 如 dio偽)i n 脚 鷹ね◎m 鯖ige 耀馨.R ◎懲蝕 roh

PaP ◎r 窟oo l of thB sawBun1na ForeBt だr Re 鵠6鴎 roh s七億tickロ.Z- 綿強襲。
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(3) 鵠 幅醐鵬 Fo 箆露tーげ Rea 叡鯖℃h statlon,mge 鴎 &。 Sil 嘘 回 ユtu 箆 帥 d m観塊m 焔 蝕 on,

1974 圃 Dp虐 AOT ◎o回 L鰯 I Repo 【 胃0・ 70

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pa n d r e y , O G r o w t h a n d y l e l d o fplantat1on specles ーn

th e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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樹懲 ↓嬢L鎖磯紐(せ詠郊詠鵜)

圏
(慈 ドロ

データ採取地の立地環境

Lat1n Na】ぼ1e Cedre1a odorata L. Fa 汀lily M[eliaceae

Trade Na1mes

LocaI Na1mes

spanlsh Cedar,Cigar box Cedar(Bnglish),

Cedro (Spanish).

Cedro Cebolla(Pana1m 慮 ),Cedro AmLargo

(Venezuela),Cedar(Trinidad, Tobago and

Jamaica),Red Cedar(British Honduras),

AcaJou Rouge (Guadelope and Martll 日que),

Cedro macho(Cuba),For numerous other

names see Record and Mell(1924),

Nigerla

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

6.2Helght lncre ・nent

oseni obtained n【leasurennents of the average height ・ncrernent

ln six young Cedar plantatlons at lbadan,NIgerla(49 inch,1,245 mm.

peran.ra ・hfeキユ1, 800 feet, 244 m, a. s. 1. ) and correlated this wlth raln ‐

fall. After planting in June l962there was an lnltial perlod of very

slow growth tilI Aprll l963,the end of the dryseason, indicat ・ng a

period of settling and root developn[lent,thereafter aln【lost cont ・nuous

growth occurred as follows.

Period Year Ht.lnCr ・

inches

Rainfa ユー

lnches

Re]marks

Jan. ‐ Apr.

M[ay ‐Aug.

Sept. ‐Dec.

Jan. ‐ Apr.

M[ay ‐Aug.

Sept.-Dec.

Jan. ‐ Apr.

加【ay ‐Aug.

Sept. ‐Dec.

1963

1963

1963

1964

1964

1964

1965

1965

1965

3

11

14

15

4‐7

22

28

67

15

7.77

39.27

16.17

9.58

27.93

11.35

10.24

43.18

10 ‐67

Noven 〔lber to 卦互arch are

thedriest n・onths and

averageless than 2

inches ra=]fall per noonth.

The slxtrees averaged

20lnches high when

planted.
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Height growth was strongly iれqfluenced in thisplantation by the

sloping ground ・n the plantation. Height at the drierupper side of the

cornpartn 〔lent was n〔「luch less than at the botton ・ of the slope.

ln the Sapoba l929 plantation the nQean height of the 40largest

trees per acre at 32 years old was ・27 feet(38 ・7 m. ) or an amQue キユ

lncrement of four feet(1.22 m.).

ln M1slones,Argent ・ne,Martin(1946)records a he ・ght of 23

to 25 n【.etres at l06 years o1d in natura ュ forest ・

The Ghana sa]頭Lp1e plot fi停ーres quoted by Streets(1962)com ーpare

closely with those for helght and girth given for Sapoba,NIgerla.

6.3 Volulne lncre ・nent

Horne(1962)gives true volume data for the l929 Sapoba

P1antat1on for the n〔la1n crop ollュy1g11oring th.nnlngs.

Year Age

卦化ean

Helght

feet

M【ean

G.B.H.

inches

True VOI.

Per aCre

u.b.

D/1.A.1.

u.b.

Cu.ft.

Per aC. Ren 〔larks

1954

1961

r「
U

n/
ム

2

3

105

120

0

6

r
o

r
o

4500

5368

180

167

Noadequate dat

for thinlILings

areavailable

data

aば" 鑑稲富罰珊瓢豆喜義′認聯誓温容農書?農芸.Per
(2 ・13 m.) ・Lest these flg鯉 res be thought exceptionaLflgjres f。r a ha.f

acre plot in the adjacent arboretun[l in the thlrty-second year of groWth

were hlgher. Thls pl。t was orlglnally P1anted closer and thlnl〕Ling Was

.工g h t・ T h e r e vve r e 1 6 7 tr e e s per acre(tvvice the denslty 。f せ1e other

plots) andthe basal areawas 280 8quarefeet).Thlsis equlvalentt 。

1 0 , o o o c u blc feet per acre(680 rlo per ha).

出典

Lamb,A,F,A,(1968),Fast growing timber trees of thelo w land tr op ics

N o ,2 . C o m m o n w e a lt h F o restry lnstitute,Department of Forestry,Univ ‐

ersity of oxford,
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機種 7縦LIA鯛ゑ疑軽ンダン料)

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

L ooalityi sapo 鞠 (weatomNigo 耀 &)

A1titud61 0 - 5(刀 圏

慾 lnfal1 2 500 回

Soil-Bodimant 偽け oxlgl」P

航her bN 凱 o晦醐 tom 棚 pio耐 血 fo拘昨

D偽t品 6ouroe; te血Poha17 浄邑山P1e P1otEI

NuI逗ber of pl。t8: 2

N℃もめ 6r of ste 国8た a:2.0

脚 at 32 year8: 11。8 圃 腺 皿 der Mrk

Re風arks: MA1 haa been ca1 じu1ated for the standlrugcrop and no data

on th1 れれ亘れg Mere aVai1ab16.

出典

(1) Home, J。E。M 。 Growth rate in the ti隣ber plantatIon of w68tern Nigerla.

1962 瓶 ger{an pbre8tzy lnfomatio 菖 Bulletin(N,S.)No,12,

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ . Pandrey , O G r o w t h a n d y i e l d o fplantatlon speclcs ln

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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裁拶′β鯵増隣燃潟βrp声#ダチ細 (オオ残響束縛二棚 1

データ採取地の立地環境

Loo 懲1土ty* 1161鉢縛a,Samarang,Gujnuru Kュcbu1, TaB1k コ暇キJay 白

A1titude; 150 柵 600 m

Dat 鼠 souroa- P ◎γ・lnngl1tBa 加巾1o P10 七回

=wnber of plotB* 36

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

Yie1d b比 回土t6 C18しメ98613

Aga in
yea 胎

Site olaBS I Site clag 好ヱヱ Site class lll No.of

8te 凧8

per hay
AV の 鵡 闘 ・

in cm
蹴

(mi/b
AV,d i錨 0

l n om

雄 1
(がん冬)

AV 。 dia 服。

in om
MAI

(m3たヰ)

ゆ
け
知
る
犯3
5
叩
鶏
帥

17。6
24.7
30.7
36.2

念鑓
1。6

62 。1

76.2

16.7
18.3

18.5
18.3
17。8

;≧〆
15。9
14.9

12。4

19.6
27。2
32.6
36。5
40。0

4305
49.8
55お

9。8

12.3
13.6
14.3
14。6
14.8

14。7

14.4
13.8

1001
12。8

17。I
22.0

26。5
3LI

言墾
45.6

5.0
7・0
8.6

9。9
11 ・l

" 。9

12.3

12.7

12・5

1 070

卿
325

240
181
140

S・te claaae8 1, 工l and lllcorrespond to top he ・ght8 )0.0 , 28.o

aun{ 25。o m reBPeot1Ve1y at reference agも 40 yearB,

N鵬 bar of Btema/ha indicated a re for Bite claB811,

出典
(3) lndon6Bi& D6 卿 附 随 nt Qf A郡 iculture,F brest RGBearch lnatitute, Yield

l l卵 5" table for tep industrial wood spsoles,

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h a n d y l e i d o fp lantation speclcs ln

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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園 {フィリピン

データ採取地の立地環境

　　　　　　　　　　　　　

Locality3 Maidl 封客 FONBt,LaI 想LUIM脇 ,Cebu a 1ld BohoI

A1titudet 40 m a1nd up

Ru鵬ber of p.ot 朋 ・91 (Releも」Bkop plotB)

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

(a) Sit6 1ndex 叫 卿 tloh(rafa いano6 6gB 40 year 日)

1og s 趨 1ogH + 0 6605(log 4o … 1ogA) (r2 囲 o.736)

材beret S 囲 Bite inda ヱ
日 醸 ma傾山 total ha.ght 土n m ba βadon at 16aList

5 do叫脚 t 馴 d o-o 叫卿 ttreeB ar伽 d 卿 pli増 加 int
A 岡 ot 即 d a 86 in yearB

About 9o paroent or the arda studied b 61onga to gite index(20- め ).

(b)Yield oq1岨 tion

s
,。g 脚 ,7M8-6,6 閉 ÷ 十 o,o5380,xs-o,784%xT

(r2 輯 0・878)

ぬ り飾 * ▽ 岡 Btand vbl 圃 0 (ゞ /-) meaBuredup to 200m top d i鋤 もtermderba 水 ・

o ther aymbo18 stand aB in( 。

MA工 越 3愈潟辿ば a・telndex oIBase8

Sit ◎

M嫡＼＼＼t
壷.一 ＼
Age index

(y6ar8)

15 20 25 30 35
Ho 。 of at‘Booa

perim リ

惨
勾
る
鳩3
5
加

勢
卸

53

1。)
2.1

三:畳
2み

(言;み
3。0

3oo

(36。2)
2。9

1。4

2・4

まき
4.2

4。4

(33。0)
4.3
4.6

(38.の
4.6

m3Aa

1。4

2.9
4.3

まき
6。6

(35。0)
6。9
7.2

(40.0)
7.2

1。4

3.4
5・5

各号
9.8

(37。o)
lo。5
1101

(41.8)
11.4

1み
4.0
7・1

10・0

12。5
14.~

(38。8)
16.0
17.2

(42.6)
18.0

690

440

330

270

リ 陶 =一 r 。f 8tam ha 加 moated 岬 the aame for &1l the alte8

" 兇 が=部 inbraoket8 B加 M ayer 辱 8tandd iameter at b ha 鵜 t height

出典
(2)Rev" 姐 Jr. , A・v。; B0mta,M.; 脱 醸ーメ ーi8 L, A yield prediction 口ode.

1976 for smetaldB 臣ac1め pなヱ1la 襲 撃 plemtation8.The eIQ 【Qcai口mはB,
A PhユliPP1na Journal of Fbreat 雪y. Vol.2 No. 2.

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r ow t h a n d y } e l d o fplantat1on specles ln

t h e t r o p1cs , rA O I9 8 3 所 収
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袋種 ;擬LIACE鼻歌一鯉》ダン斜)
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　

データ採取地の立地環境

6, Swlete 晦 m 加控om JacV
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

{態 HONI DA囲 KECI 〉
糧 BONI DAW BRS凧 }

卿 kagi
J岨幽艶紬
cobe ulくも止

Judllah

開 鴎 rikaaan
TII増 gl da1戦
血uka 1aut

Kead 鯛 n la"

関 ngm/ 能帖h

4

lo

9

2

I

I

I

i

4

2

4 150

17

40 1-

10 :-

6 ;=
8 :, 45 d160

1 ::

≧≦
10 )

117

6 6仰

“

,

117

6

u国連ah 8emua: づ6 12づJu国連ah

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

!)elunggュ

(Upper-
heュght)

(m〕

T[ し八 r、′＼N 1[ T ハ P ( トIAIN ST^ND )( r T )
Tegakan

Pcnjarangan(T P )
(Th.nmn8S)

コL耳猷 ah
volume

(÷lrotal
Volwne)
(VoI T′ir
+ヱnr p )

(m3/ha)

Rュap
ata‐rat
亡ahunaUn

(Mean
annual)

ヱnCre-
ment)

(m3/ha)

R1ap
tahunan

berjalan

(Current
annual

lnCre ‐
men[)

(m3/ha)

U1nur

( Age )

(Tahun/
Year)

Jumlah
Pohon/ha

(Number
of

trees/ha)
(N)

S *

Rata-rata
tュnggュ

(Average
helght)

(m)

Rata-rata
dュameter

(Average
dュameter)

(cm)

BIdang
dasar/ha

(Basal
area/ha

(mう

V ka、′u
tebal/ha

(Thlc -
Wood/ha

〔m3)

V,kayu
tebal/ha

(Thュck-
hood/ha

(m3)

vkt kumu-
latlp/ha

【対tw /ha)

・m3)

Syletonia 皿旭 goni Jack & Sylatenia macropl1ylla 又1鯛

BONITA1(sITF C鼠 ss l)

5
'0
15
20
25

う〇
う5
40
45
~0

55
60

6
10
1つ
'6
19

21
2つ
2~
26
28

29
29

1
4
7
5
〇

う
4
〇
7
〇

〇
9

2405
1545
1065
780
575

450
う65
う0う
265
2つ〇

210
190

ヲ5,9
26,2
24,O
2つ′ラ
2も6

2う,8
24,O
24,6
24,7
25・う

25,6
26一

4
9
12
15
18

20
22
24
25
27

28
29

8
2
6
5
O

う
4
2
9
2

3
〇

6
lo
12
17
22

26
う1
う5
う8
41

44
45

7
1
8
1
0

5
1
1
9
0

1
6

4
9
1う
'6
19

22
24
26
28
29

う1
ラ2

2
つ
2
4
4

1
〇
6
う
8

2
2

4
う9
75

“ 2
149

188
227
262
294
つ2う

づ48
う68

I
10
19
29
40

45
45
4う
40
う8

う6
う4

I
"

う〇
59
99

144
189
2つ2
2‐72
う1〇

う46
発o i

5
50
10う
'71
248

ララ2
416
494
ラ66
6つラ

694
748

う
7
8
9

"
"
12
12
12

12
12

〇
0
O
6
9

1
9
つ
6
7

6
5

1'0

認
1も ?
15,4

;宣;昌
15,6
14,4
1ラー

12,2
IQ,8

う
10
'5
20
25

う〇
55
40
45
50

ララ
ら0 一
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0▲
6
0
7
-
5
0
・
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心
▼0
▲
9r
o

人""
n

r

o
館6
7
卸
労

災2
82
4
却
旧

母
国

郵
船
%
ぬ7
0

鑑
卯
純4
02
0

節
的

n

u

a

十
Q

　
　

　

8
8
5
ラ
6

7
5
0
4
5

7
6

声
J
一
刃
之

燈
迫
β
之
声

"
ふ

r

・
1

9
げ
れ
綿2
6

お
凶
刃
繋
“

詞
“

h
"

"
u

^
さ

5
の
“
%
"

め
“4
0
"
"

"6
0

典出

975Yield table of ten

,an Hutan.

5
ゆ
“
%
巧

め
“4
0
朽
卸

"6
0

9
げ
れ
綿2
6

お
凶
刃
繋
“

詞
“

郵
船
%
ぬ7
0

鑑
卯
純4
02
0

節
的

8
“2
12
5
打

殆5
1
“
“
%

"
“

“2
48
6
発8
4

ろ
窮
“
“
"

95
り

8
“
櫛
糾4
1

“
到
引2
82
6

あ2
1

8
43
88
脱
略21
0
鋸
都
祁
総
幾
第

4
116
7
躍
動45
7
甥
釦
叙
伽79
5
即
聯

51
0
巧2
02
5

犯
男4
04
5
犯

“
帥

51
0
巧
綿
あ

め
“
纏
め
"

“
純

叩叩郡獅
獅彬加即榔
醐
呪
叩

稀
“
昭
能
川
箱28
9
形
第
郊
栂
梯

4
円
到
り
"

"4
0
“
“5
2

犯
鎧

4
り5
7
仰
穆

開
始6
5
飾
奨

錠
卯

2
0
%8
47
2
発

39
"
閃
55
18

75
お

〇
8
う
6
つ

6
8
7
6
4

1
8

▲,′
▲'ー
1-
′-
-'

▲'▼
▲′
▲'
▲'
'′

.′
▲'

▲4
q
′̂
ご
亀′
4十
・4
14
14
41
41
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電ノ

5
ぬ
り2
0
ろ

め
努
め
“
"
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0
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

樹 令(年) 横 高(m) 胸高直径(cm) 材 横 (m3)測定本数 場 所 (島名)

17

22

36

21

18

19 1

19 0

21,3

15,3

13 6

25 9

39 0

50 3

37 9

20 9

0 20

0 37

0 79

64(本)
12′′

25′′

36"

87′′

ロスハニョス (ルソン)

′′

"

ミノグラニリャ (セブ)

カノニャオ (ルソン)

各地の情報をもとに して,30 年伐期で平均生長量を25m3/ha としている例もある

が, 最近のインドネシアの収穫表をみると, この予想は過大なように思われる。

Swze加増d mdimgom,S mααoがり"α収穫表 (抜粋 )

林 令
〔地位 1〕

本数/細 平均樹高
(m)

平均胸高直径
(cの

主休木材積
(m3/ha)

間伐材積
(m3/ha)

年平均生長量
(m3/ha)

5

lo

15

20

30

40

50

60

2,405

1,545

1,065

780

450

305

230

190

4 8

9 2

12 6

15 5

20 3

24,2

27,2

29 0

6,7

lo l

12 8

17 1

26,5

35,I

41 8

45 6

4

39

75

112

188

262

323

368

I

10

19

29

45

43

38

34

1,0

5 0

7 0

8 6

11,I

12 3

12,7

12 5

〔地位m〕

1,650

710

456

340

222

160

120

5

節

15

20

綿

40

50

(0

リ
ム

(′ム

ー
▲

ハ′ム

^

0XU

nxU

R
V

(v

。々

ワ
十

(=V

リ
ム

1
▲

リ
ム

n7ム

リ
ム

Q
U

つJ

I1

CU

ワ十

ワ十

にゾ

《
V

.▲

X̂U

7
十

十4

n
v

ll

l
▲

ソ̂ん

1
1

リ
ム

ヘーリ

▲4

亡ヘリ

C0

33

124

鏑

醐

継

399

466

8

35

45

44

37
3
1

26

リ
ム

ウ′

Q
J

に
リ

oxU

Q
U

ûJ

nxU

《
U

0xU

nxU

ワ
′

CO

に
リ

11

1▲

11

11

11

11

60 85 34,9 76 2 523 21 14,9

(SUHARI^N,SUMERN^ & SUDION0,1975 に よる)

出典

度川澄彦 (19サ). 熱帯樹種の造林特性 (WI). 熱帯林業 No 67 .41 ‐44.
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11きOri煙 A エー (sITE d,A3s ェ1)

1
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ク
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あ
れ
“
鰐
の
"
的
鮎7
56
7

"
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卸
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9
刃
鶏
卸
引

綿7
4
嫡
“
襲
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聞
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舛

"
“
発
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0
締
め
締
め

ー
ヲ
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障
鑓
関
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2
輯

努
め
綬5
7
“
の
絶
巧
"7
5

巧5
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"
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8
鱒
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ぬ
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P
P
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乃
役
“
%
復
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▲
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▼
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琵
努
郷
閑5
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射
的2
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引
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恥
的
殉
馳
労
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table 3

Grow ‘/z血 1αげ so′}leE{‘cd′卿 r";p′"〃rd" ひ′7sげ P‘〃リαb m 肥 dmzd どr soc′"′ Fore"ryprogrqmm 町

継 哩 I A罫 Ad 一 Qmー,,y MAr s,に
(nIx mi (yー ) (Cm) E or cuーtuml (m ソIM、 ーypじ Locatーon(cm)E o「cuーtuml

l
opemlons

3 ()× 2 5 6 0 12 3 G o o d 18 04 1)oor ＼' P1areana

5()×2 () 5 5 ・2 3 Averag ク ー3 ヌ)Poor Chdk sarkM RF

2 0×2 25 8 5 14 ー Averdge !5 57Poor ＼ Dhlhvdn Khurd

6 5× 1 5 14 0 17,3 Aver,we 22 801) ーmr R F Ludh ーana

2 5× 1 8 3 5 = 5 Poor 29 48Poor ＼ S()dhーい′ald

L7 × 17 80 124 Good 2840 Poor ＼ Belllewdーa

1 8×ー.5 4 5 9 9 Averdge 18 54Average ＼′ Md ーbーd n

3 0× 3 0 2 0 5 3 5 2 A v e rage 22 90 -do- B1r BhareAgoiPatIala

3 0×4 0 14 0 27 6 Average 29 9o PUor G0vtForests Nasrala
Hosh la rp u r

4 0 x 4 0 3 0 12 7 Good lー33Good V A1ma Mangat

SourceDogra e′"′,1984

出典

Kapur,s,K. and A,S,Dogra(1989).Fast Growing Speciesf o r M e e t in g

R u r a l a n d ln d u s t r ia I N e eds of Punjab ‐ Present Status and Future Re ‐

search Needs, lndian Fon,115 : 201 ‐208.
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データ採取地の立地環境
For Euca.yp 亡us 亡he sl 仁uat.on 工Sreversed ‐ 亡he cUI 仁ure was

esCabl ‐工Shed 工n the s亡ate more 仁han Seven 亡y years ago,and there fore 仁he

ex 工s仁lng yユeld tables are sufficlently 亡rustwor 亡hy andexhaustlvely

tested ・ ln prac ヒーce,however,mOre studleS On 亡he cOrrela ヒユon betWeen

deve lopment and slte Wul be necessary(van Goor l975)The Euca.yp 亡us

spec ・es generally used are E.grand ・S,E.Sal ・gna,E.alba(h y b rid or

urophylla),E.urophylla,E.c ・[r ・odora,E.camaldulens ・s,and E.

tereticornls ・

Site and the Factors ofGrowth

The factors of s工亡e, fundamen ヒal for grovth,are re1‐at e d to c l工m a 仁e

a n d S o i l . T h e topOgraphy 工n subtropical and trOplca1 ‐ reg 工ons does n o ヒ

ユn f . u e n c e growth directly, for 工t ls impl 工cエ亡ly cons.dered 工n the

deveLopmen 亡 。f 亡he soirl. Growth ・s.however,d ・rectl ‐ylnfluenced by[he

soil.

CI1mate

ln accordance w 工th Thorn 亡hwa1 ‐亡e,thestate of sao pau.o can be

d・vided into cl ・mat ・c reg ・ons based on the averageannual temperature and

ra ・n def ・c・t as follows:

Reg ・on A: Below 20oC,w ・thout hydr ・c def ・c・亡.

Reg 工on B; Be ヱoW 2ooc,W 工仁h hydr 工c deflc 工tless 仁han 30 mm

員宣誓= き:呈宣言;“8;≦;;;≦にo=こd二;亘r量宣f業主至c至言fWeen30and60mm‐
Reg ・on D: Between 20 and 22oC,w ・[h hydr ・c def ・c・t less than 30 mm.

Reg.on E: Between 20 and 22oC,w ・th hydr ・c def ・c・tbetween 30 and

60 mn.

賛憲二話 題;≦e凌駕a;長旅;・rlき雪e臨 lca際さcさき壷?ve6omm‐

豊三躍 謡え繕離 IE嘉圭重量露業主≦昌三;豊三宣言三;二ego篭 nd60mm‐
The def.nl 仁ユon of these reglons ユs based on water-holdlngcapacity

of 300 mm. The regions indicated w・th the d・gits l and ll are oflesser

1mportance and ・n th ・s study were lncluded ・n the prlnc1paltype s o f

c l・m a t e as shown ・n F・gure 3.

Based on essentially climatic parameterS,the sta 亡e of Sao pau.o was

class ・fied ・n regions qualif ・ed and not qual ・f・edfor the cult1vatlon of

several kinds of pinus(Colfari l967)andlater Several k・nds of

Eucalyptus ・

So1ls

Soil ‐ factors are div ・ded into physical,chem ・cal,and b・ological.

Phys ・cal factors determine the cond1tlons for nitrogen fix1ng,

mycorrhizae , and so forth, and are well defined by the grea[ Soil ‐ groups.

The fer 仁ility of[he soil ls more d工fficul 亡 to determ1hne.Since the soi エ

エs covered With natural vegetat 工on,the fertility isreasonably re ユa仁ed

to the great Soil groups. But even under natural cond ・tlons, fer[11ity

var ユes . As one discovers in practice,there is var 工ation of naturaL

vegetat ・on on the Same unit of soil; the atropical ・n f l‐u e nce 1S so

remarkab1 ‐e 仁hat 亡he fertlli 〔y of the s工te can be de 亡ermined onlythrough

a chemical analysis.

Concern ・ng physical proper 〔1‐es,part1 ‐cular sol‐lsencountered 1nclude

.atosols,podzol12ed soils,lithos ○IS,hydromorphic so エーs,regosols , and

トledi 亡erranean soils. From the great Sol‐L group .n the state o f s a o

paulo, Pv (podzolized red green),PVP(podzol ・zed redgreen variation

Piracicaba),P1m(podzo1 ‐ized varia 亡・on LitIs),and pml(podzolized

varia[ion Mar 【lia)were grouped.
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する表 , 図 , 式な ど

3 Y ・elds for Eucalyp[us specLes(s ・mple copp ・ce).

" 【) 遣呈さ ) ,薯呈*) ,童謡 e嘉呈さ )

7 3フ5 3〇〇 36〇
12 161 129155
17 128 10と 122

Tota1 664 531637

7 285 228273
12 122 98118
17 97 77 92

Tota1 504 403483

7 2ー4 171
12 91 73
17 73 58

205
87
70

Tota1 378 302 362

7 153 122
12 65 52
17 52 42

146
62
51

Tota1 270 216 259

of bark = 20% . Bark factor = 0.894. Form factor = 0.55.

Coeff に 工en 亡 of stack.ng ニ ー・2. Square bark fac 亡or = ○・80(% of wood) ・

total of costs adjusted to[he beginn ・11g of ro[at ・on ・s:

C = PL 十
SI

十
S2

+ a(1, 。 lr 一 1) 十 T(1,o lr - 1)

1,0 11 1,0 12 0,0 ヱ . 1, 。 lr ー,o lr

re:

,Db, etc. = amount of thinned wood dur ・ng the years a,b,and so on

Cr : amount of Wood at f工na.cut[lng

P = pr ・ce of wood atfactory

E = cost of explo ・tation(cut[ ・ng,debark ・ng,p ・1・ng)

PL = cost of plant ・ng and s ・lv ・c treatment during the f・rs[

year

S1, S2 : cost Of sl.vlc trea 亡men[ dur.ng[he fo1‐1‐ow 工ng ye a r s

a = a n n u a l c o s t o f management, includ ・ngma ・n[enance and

depreciat ・on of ・nscallat ・ons

T =land value
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Tab ユe ム‐ Y 疋 .ds for Eucdlyptus sPecles(rota 亡.on 35 years)

ou[side

Bark

Age

(yrs)

lnside

Bark

lns ・de Bark

Th ・nned,

ScackedV o l u m e

l n s ide Bark,

as ul

lng ・de

for

Bark

憾 ;ed T撚り;ed

pl
5
8
9
2
7
1

　　
　　　
　　
　　
　　　
　
　

　
　
　　　
　
　
　
　

7
5
1
1
0
4

4
8
0
0
3

.
L
′"▼
′hV

4
3
〇
3
7
7

ハノム
′0
7
十
。
ノ
〔ノ

ハ′
」′"
「

1
2
7
6
9
5
0

　　　
　　
　　
　　　
　
　
　　
　　

　　

　　

7
′
′q
r)
r)
′目『
r)

Û

「/
(XV
r)

/̂ム
ー
▲
′b

ノ̂ム
　　
　

K̂U
へi
へJ
R
U
へt」
R
U
I
J

　　
　　
　　　
　
　
　
　
　
　
　　　　

105 84 84
ー28 102 77

12 156 12ム 56
16 175 141 22
23 198 158 16
35

Total

P2

ー2
16
23
35

Total

P3

PA

7
9

12
16
23
35

Total

774
1,536

113
127
141
568

1,126

0
2
4
4
3
2
5

6
7
8
9
0
1
2

1
4
8

619
1,228

62
317

80 64 64
97 77 70

91 46
102 21
113 12
454 54
901 267

48 48
57 53
67 44
75 15
83 10

330
660

33
203

34 34
41 41
48 34
53 16

へ
i
-
i

=̂
V
′
○

′
q
r
)
′
○
′h
v

23 73 58 9
35

Total

290 232 24
583 ム66 158

1
9
1
9
1
9
0

　　　
　
　
　　
　
　
　
　
　　　
　　11

4
7
9
8
8

1
3
4
0
0

　
　
　
　

★See noce for Table 3.

The po 亡ental prof は ab エーi亡y cOeffic ・ent(1)is de 仁erm 工ned by

C0mPar1ng

　
r =

To ca1cu1atethe econo 中1c transPortation r

site of production(plan 仁a仁ion)to 亡he p工ace of

one again uses thebasic foreSt equat1on. lt g

for transpor[ation(T ),once theprofitability

investment irs fixed.
rTheresult

is obta ・ned by

forest equat1ons:

E - T =
　 　 　

transportation rad ・us of wood fromthe

to the p工ace of consump 七ion(industry),

equat1on. lt g1ves thetotal available

e profitability ratedemanded for the

t is obta ・ned by transforming thebasic

出典

V1ctor, hI A M Kronka,F M et a1 Land C1ass ・f・cat ・on fo1lndustriaI Afforestat ・on

69 ‐9 2i n t h e s t a t e o f S a o p a u lo, Brazi l,
＼
Foi est site and Product ・vity,
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データ採取地の立地環境

Re′ere"Ce Hefnsd りk er a/,7965
Area Braz-1 ~"′刀ber 。f samp ′e p′ors 981
Srockm9 Avera9e N varies from about 2800/ha 〔QC 6,a9e 4)to

Braz-1 ~"mber of samp ′e p′ors 981
Avera9e N varies from about 2800/ha 〔QC 6,a9e 4)to
700/ha(QC1,age 25)
Stem volume overbark to t-p,lnc ーudingstump Volume

of thlnnlngs shown separately,included in calculation
ofMAI

Vo′Ume stem volume overbark to t-p,lnc ーudingstump Volume

Remarks Mean site quallty was 3 to 4 Distrlbutlon ofpiots over
four years old was found to be oC 1 36,QC 2 87,
QC 3 255,OC4 325, QC 5195,QC 6 21

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式など

Qualityclass I

V V
Age M hdo--, h d {total (th,n‐ MA-

「yearsj " rmj rm ノ 「cm ノ crop) nーngs) 「m3J
　　　 　　　　

4 1640 221153
5 1337 26 7189
8 983 35 2260
11 855 400300
14 790 43032 5
17 750 450339
20 724 465358
25 695 483373

102 135 一‐ 338

124 211 32422
16 6 412 3055 5
191 558 23564
204 664 1853 5
213 743 1449 8
22 3 804 17461
229 879 13 40.5

Quali~class 2

4 1688 191129
5 1375 230160
8 1012 304220

11 880 34 5254
14 813 371276
17 772 389291
20 745 40230 3
25 715 417 31‐6

100 93 一‐ 23 3

118 146 2229 2
159 285 20 38‐4
181 386 16389
194 460 13370
204 515 1034 5
210 557 12 『19
22‐0 609 9 281

0ualltyclass 3

4 1759 15 610 6
5 1434 193 131
8 1055 255 18‐0
11 918 290 ′ 20 8
14 847 312226
17 805 32 623 8
20 776 33 724 7
25 745 35025 8

9 2 63 -- 15 8

fi l99 15 198
15 0 193 14260
16 9 261 11264
181 311 9251
191 347 623 3
19 7 376 8216
20 7 411 619 0
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Û
Kv▲4
7
十一1.′1

ハh
V
7
◆
q
V̂
》
^
》
R
U
R
U
7
十

へ{リハb
(b
q
}
f
・̂
=V
^

っ
し

=̂
vnソ
L(h
vハ
b
(
b
デ
コ
nt
}n
Z

.'1
111
▲11.-11
′11
ィi▼-11.

にJ
つ‘
1
1
(′ん
q
リ
7
◆
"̂「
n
V

^
こ
^
J
A
.
A
Iへt
V
マ
リ̂
t
)へt
V

一
9
9

7
6

5

5

3

一
6

5
4

3
3

3
2

一
3

2
1

1

1
1

1

4
16
3
伽16
8
加22
4
蹴
捌

▲
4
7
f
っ
ム
7
1ハh
V̂
=
V̂
=
v
な
}

2
3
7
9
1
3
4
5

4・
イー
イ◆
11

Quality class 5

3
2
4
3
6
5
1
8

8
0
3
5
6
7
8
8

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

Quality class 4

-
d
◎

5
7
6
6
2
6
9
5

4
5
7
8
9
9
9
0イ.・

3
2一

9
3
0
6
5
2
8
1

5
7
0
1
2
3
3
4

▲11
ー‘
.11-▲fi、-11
-11

2
2
0
2
6
5
3
1

8
0
4
6
7
8
9
0

1
1
1
1
1
1
2

Quality class 6

5
4
0
9
5
0
3
6

3
4
6
6
7
8
8
8

9
5
5
3
0
2
1
1

2
5
0
3
5
6
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　　　　
　
　　　
　　　

6
5
3
3
6
5
1
9

9
"
倦
"
倦
旧2
02
0

1
3
7
0
9
4
8
3

6
7
9
1
1
2
2
3

41.

nバ
V̂
U
(h
V̂
=
V
4
「
^

q
u
く
り

7
3
2
8
0
5
2
9

R
V
く
り
1
1(》
》̂
R
V̂
XU
7
十

7
3
5
8
7
0
5
6

7
72
66
64
43
3
力
投1
7

乙̂
1
I
R
V」1
7
f(b
ハ乙
△
丁

1
2
6
0
1
6
3
9

1
・
7
◆̂
ご
1
1̂
U

》̂
】̂}̂
KV

ソ̂ん
1
1
1
1
l
t
1
1

N　A膨

4
5
8
日1
4
"2
02
5

4
5
8
"
14
17
20
25

4
5
8
"1
4
“2
02
5

典出
acobs uca1ypt"s for pla nt I ng Sp やc I cS 国onograph p 394 FAO R○園c l979



おり舞嫁脳聾著鮒 蛇賓嬢鹸期聾海岸〆浅 書.リパーレ型 斧ガム )

無 く夢イ

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

14一 1 王室林野局、 TFAT から得られた成長量関連データ

樹 種 :E.camaldulensls GT: グ リ ー ン ト ン で 約 l m3

(1) TFAT 構想のチノブ輸出プロゾェク トにおける植林伐採計画 より

5 0GT/ ライ・5年 (MA1 625 GT/";)

(2) TFAT 構 想 の 民 間 経 済 植 林 方 針 (Econom1cReforestat ーon pollcy of

Tha ・ Pr ・vatesector ) よ り

無施肥、無耕転の場合 106GT/ ライ・年

TFAT 指導による通常の手入の場合 16 〃

〃 最 高の手入 の場合 3 2 〃 〃

以上平均 196GT/ ライ・年 (MAI 1225 GT/44)

(3) TFAT 構想の植林コス トと収益計算 より

FIre ーWood( 平 均 ) 190 / ラィ .5 年 (MA 工 2375 ゞ / 伽 )

Log -Wood( 平 均 ) 109 / ラィ ・5年 (MAI 1363 / 勿 )

(4) 科学技術 エネルギー小委員会へ の政府 報告 (19 8 4 年 ) ょり

3 3 GT/ ライ 年 (MA1 206 GT/ 籾 )

(5} 民間会社 Soom Hua seng の成長予測 ょり

5 / ライ .年 (M A 1 3 1 2 5 m3/ 卿 )
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14- 2 タイプライウッ ド社の成長則定データ

ウタイ タニ試験林 E camaldulenslsProvenance Tria1 4 × 2m の 例

(1) 樹 局

12181
12146
12354

Dec.Jan, Ma 〔 May, 」ul sep Nov,Jan Mar, May

l981 1982 1983 1983

(2) 胸 高 直 径

Dec.Jan oct Dec Feb. Apr.May,

1981 1982 1983 1983
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14- 3 今回の調査て実則 したデ ータ

注 . 《 》内の材積 は 1 4 - 4 の立木材槍式 に よる。

(1) カノチ ァナフ リ県 KC Farm 社有林

① E1 c a m a ld u le ns ーs 2 年 9 ヶ 月 、ぅ‘ 15m

胸 高直径 69 cm ( 2 8 本平均 Max 12 M1n 3 )

樹 高 1o m ( ′′ Max 13 M ーn 9 ノ

《1本当り材積 oo1541 ぜ》

② E.camaldulensls l 年 4 ヶ 月 3 x 1 51n

胸高直径 6 5cm ( 20 本平均 Max 9O Mーn 30)

胸高直径 樹 高 材 積
単木測定 紙 1 65 伽 85 m 《 ool13 4 mの

2 55 75 《 ooo677 》

3 60 82 《 ooo914 》

E.deglupta

胸 高直径 7 6 伽 ( 1 8 本平均 Max 9O MIn 55)

胸高直径 樹 高 材 積
単 木測定 紙 1 85cm 80 m 《oo2196 ゞ》

2 50 64 《 ooo676 》

(2) チ ョン ブ リ県 私 有 林 E.camaldulens1s 5 年 生 時 伐 採 、 伐 後 1 年 3 ヶ

月の萌芽林 (伐後放置で芽かきはしていない )

胸高直径 樹 高 材積 (平均 )
単 木 測 定 版 1 6,6,7,7, 鋼 85~9om 《 o o l 1 7 0 m3》

2 5,8,8 75~80 《 ooI2,4 》

3 7,7, 70~80 《 oo ・ I74 》

4 5,7,7 80 《 ooo992 》

(3) チャチ ェンサオ県 私有林 3年 2 ヶ月 ュー カ リ 1 0 種混植

単木測定 胸高直径 樹 高 材 積

E eretlcornls 妬 1 110 伽 150 m 《 005643 ゴ》

E. camaldulens1s 妬 1 155 160 《 o122I6 》

2 125 140 《 oo7071 》
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(4) ス ー リン県 私 有 林 E.camaldulens1s 7 ヶ 月 3 × 13m

胸高直径 4 9鯛 ( 10 本平均 Max 55 M1n 40)

橘 高 54 m ( 〃 Max 60 Mm 49)

《1本当たり材積 ooo328 ぜ》

(5) ス ー リン県 私 有 林 E.camaldulensls 3 年 7 ヶ月 伐例 試 験

幹材積 (実材積 )は伐倒木を 2 m に採材、末口二乗法で算出した。

胸高直径 樹 高 幹 材積 生重量

伐倒 木 妬 1 185 伽 193m o1757 ゴ《020444 》 228kg

2 220 190 02469 《o2839o 》 32o

(6) ス ー リン県 タ トゥ ン郡 政府 の NatlonaIProvenance TrlaI

E.urophylla 7 年 生 28 ×28m 。 材 積 は E.camaldulensI s の 材 積

式を使用 した。

単木測定 胸高直径 樹 高 材 積

燭 1 林緑樹 190 靴 170 m 《ol9289 ゴ》

2 〃 240 225 《o39o73 》

3 林 内樹 180 180 《o18216 》

4 〃 170 ・90 《oI7o68 》

5 〃 160 ・90 《o15147 》

(7) ナ コ ン ラ チ ャ ソ マ 県 カ ン タ レ ソ ー 郡 私 有 林 E.cannaldulens1s

3 年 1 ヶ 月 2 × 2 m

胸高直径 81 鯛 ( 3 0 本平均 Max 120 MIn 30 )

樹 高 135 m ( 3 本 平 均 Max 145 M-n 125 )

《1本当たり材積 oo2843 》

(8) ナコンラチャシマ県 タ ン ク ン ト郡 FIO 植 林 地 (Agroforest TrIal )

E amaldulensls 8x2m6 年 生

胸高直径 116 鯛 ( 3 0 本平均 Max 170 M1n 40 )

樹 高 130 m ( 3 本平均 12 ~ 14 m )

《1本当たり材積 oo5725 ゴ》
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(9} ロノブブ リ県 チ ャ イ バ ダ ン郡 私 有 林 E.camaldulensls l年 3 ヶ月

3 × 1 3 m

胸 高直径 50 Cm (10 本平均 Max 70 M・n 20 )

樹 高 73 nl ( " Max 1O1 M ・n 3O )

《I本当たり材積 ooo523 ー鋤

QOD ウタイタこ県

① タイプラィゥソド社試験地

B.camaldulensls 5 年 生 4 × 2 m

胸 高直径 117m ( 9 本平均 Max 140 M1n 80 )

② タイプライウソド社社有林

E.camaldulensls 4 年 生 3 x 2 m

胸高直径 82 伽 (10 本平均 Max loO M1n 60 )

樹 高 106 m ( 〃 Max 125 M m 85 )

《1本当たり材積 oo2322 〆》

14一 4 成 長量の椎定

タイ国 では、 日.camaldulens ーs の立木材積表 や立木材積式は まだ調製 され

て い な い 。

このため、今回の調査 で実施 した前記 1 4 - 3 -(5)の スー リン県 の私有林

( 3年 7 ヶ月 )での伐例試験データをもとに検討を行った結果、次に示すイタ

リャ M a te ra 地 方 の 日 .camaidulens1s の立 木 材 積 式 (FAO 資 料 に よ る )が、比

較的 よく適合するように考え られる。

V( 皮
付 )=117

ザ + o24D2H+o61DH-86oD

I 0,0 0 0

ちなみに、伐倒試験木の 2 m 採伐丸太の末口二乗法にょる材積 (皮なし )計

と、上式による立木材積 (皮付 き ) とを比較すれば次のとおりである。

表 14 一 1

伐倒木 末口二乗法ゴ凶 立木材積式 (B) A/B %

妬 1 0 1 7 5 7 0 2 0 4 4 4 8 6 0

紙 2 0 2 4 6 9 0 2 8 3 9 0 8 7 0

樹皮率は測定できなかったが、 TFAT の説明では 1 5 % 程度とのことのよう
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であ り、か な りよ く適合 してい る とい って よい。

この材積式 を もとに、婿 同年 齢の 14-3 ÷→ 7)の農家林 につい て試算 す ると ,

んα当 た り材積 は 7 1 〆、年平 均成長量 は 2 3 〆 となる。

ま た、 1 4 - 3 -Q の- ② の タ イ プ ラ イ ゥ ノ ド社 社 有 林 ( 4 年 ) で は 、 旬 当 た

り材積 は 3 9 nf、年 平均成長量 は 9 7 m3となる。

前者はタピオカ畑の転作植林であり、後者は天然林の伐採権見合いの義務的

植林 といった差があるほか、比較的成育良好な供試木をもととした本材積式自体

や、若齢林に対 し、少数標本をもとに、御当たりの植栽本数をベースとして試

算 したものであること等多 くの問題点が含まれている。

一列植栽で、耕転、施肥等が十分に行われている場合には、かな り成育の良

好 な箇所 も見受 け られたが、 1 4 -1 -(1)~(3) に示 す TFAT の成長見込 み (勿

当 た り年 6 2 5~2 3 7 5 m3) は、 い ず れ に して も過 大 で あ り、 これ を もって 、 将

来の成長量を予測することは危険というべきであろう。

出典

南方造林協会 (1987年 2月 ) タイ国におけるユーカ リの植林動向とチップ輸出に可能性に関する調査報

告書 , 南方 造 林 71‐78
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機種 i群RTA煤雛 (ツト塙妾料j
ぶ鞭養璃鴎鰭 報麟 i鞠炉"影奉 t蔓バ柵レッド# ムコ

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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出典

(2) Jacoba, M.Re 測 calyptuB for pl 鎖 はれ壱, 融 0,Roma,

1979

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h a n d y1e l d o f p l a n t a t l o ns p e c i e s l n

t h e t r o p l cs , FA O I9 8 3 所 収
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機種 }昭RT嬢 EAE(慧トモモ料 )
瀞癖 fM群撒 紬樹立殻無縦縞 【Ufベーレ曾ドガ衣 )

・: ;

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Srock′〃9 Spactng 35 × 35 m,therefore ln-tlalーy N = 800/ha

vo/ 〃me stem vo-ume overbark lnc-uslon/excluslon of tlp and

stumpnot speclfled

Quali~class I

A9e hFdg G V MAI CA1 f
ryears ノ ル77ノ 「cmJ r′777ノ 如け3ノ かがノ 「′771ノ

6 11‐1 116 8 7 351 5 8 121 0365

7 12‐4 130 109 47 7 6 8 13 3 0353

8 13 6 143 131 617 77 13 7 034 6

9 14 6 154 152 75‐1 8 3 14 2 0.340

10 156 165 174 90 2 9 0 151 0333

11 16 5 174 19 5 1054 9 6 150 0328

12 173 183 215 1201 100 144 0323

13 180 191 233 1341 10.3 14 4 0 320

14 18 7 198 25‐1 149 0 10 6 14 2 0‐317

15 19 3 205 269 1626 109 14 0 0313

16 199 21‐1 286 1770 110 134 031 1

Quaーity class l-

6 104 109 76 293 49 87 0‐37 3

7 115 12‐0 9 3 38‐7 5 5 8 7 0363

8 12 5 131 110 488 61 108 0354

9 13 5 14 2 12 9 60 4 6 7 110 0346

10 14 3 151 145 70 9 71 110 0341

11 151 159 162 82 4 75 10 9 0336

12 15 8 167 178 93 5 78 10 6 0331

13 164 173 19 2 103 6 80 9 6 0329

14 169 179 204 112 6 80 9 2 0325

15 174 184 217 1221 81 8 7 0323

16 178 188 228 13n0 81 83 0320
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Quality dass m

A9e hg dに G V MA1CA1
「yearsJ r′77J rcrlr・j r〃“ 疑り を1メノ 「′'“

6 9 6 10 0

7 106 111

8 115 12 0

9 12 3 129

10 13 0 13 7

11 13 6 14 3

12 112 14 9

13 14 7 155

14 151 159

15 154 162

16 15‐7 165

oualiけ class lv

6 89 9 2 5 5 191 3 2 5 8 0393

7 9 7 101 6 5 24 2 3 5 5 6 0382

8 105 109 7.7 301 3 8 54 0372

9 111 116 8 7 351 3 9 5 3 0368

1o l17 12 3 9 6 407 41 5 2 0361

11 122 128 10 5 456 41 4 6 0356

12 126 132 11‐2 499 4 2 44 0354

13 130 137 120 544 4 2 3 4 0350

14 132 139 123 568 41 24 0348

15 134 141 127 59 2 3 9 24 0347

16 136 143 13.1 617 38 20 0346

Qualityclass V

6 81 84

7 88 91

8 94 98
9 100 104

10 104 109
11 107 112

12 11o l15

13 112 117

14 114 119

15 115 120

16 116 121

出典

JaG o b s , 科 R E u c llj y P t u s f o r P 1 a n t l nR SPCC ーcs oonOBraPh P 394 rAO RO 鍾P I 979

4 5 147 2 5

54 185 2 6

61 22 2 28

69 263 29

76 29 3 29

80 317 29

85 34 3 28

8 8 360 2 7

91 378 2 7

9 3 38 7 2 6

9 5 39 7 2 5

43 0404

3 8 0‐393

3 7 0388

3 5 0 379

2 5 0 373

2 5 0 370

2.1 0368

17 0365

13 0363

09 0362

07 0361

6 4 23 5 3 9

7 9 30 9 4 4

9 3 38 7 4 8

10 7 46 7 5 2

12 0 54 4 5 4

131 617 5 6

14 2 69 5 5 8

153 765 5 9

162 824 5 9

169 87.0 58

'7 6 91 8 5 7

71 0 382

7‐6 0 370

7 9 0 363

7 8 0356

7 5 0 350

7 5 0346

7 4 0 342

6 5 0 339

5 3 0336

4 5 0334

4 6 0331
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欝積 {鋳YmACE 最葛夢ト響モ聡 )
藍#参群i納野爺 8 0凝搬濁ぞ嵯鯵郷軒骨盤

　 　　　　　　　

データ採取地の立地環境

(リパ脚耕 y kガム)
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Bra desorlbed below 。
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

where: “

日
D

L砧 e AI臨 out箆
(鱒45)

P◎tford

(6953)

K島therL ぬ
(6869)

　　　　　　

(7046)

5・9・5 Wei 腔 t(f 施 8Pj豆volume relation (3)

Ragree81on equation(baBed on meagurement of l06 trees):

log 冒 闘 一 ○.673523 十 2.018011 。g D + ○.025196 H

(r2 鑓 o.932, SE - 20.甥 )

MaIE 声 t in kilo 印岬Lm8
hail め t of the tree ln metコ閏 B
diameter Bt breaat hei か t in cm

510 704

110 943

330 200

Vo1ujme ol‐the Mood haB beem m688ured uP to 4 cm toP di各国樽ter over ba士*'both

鵬 m at獅 弧 d b間 che8,md t胎醐 N ぬ o凪脚 t 蝋 oodomlmAnt cl鯛 868,

1‐he DBH rAnuRe vOB

al)d hei か tB hlnlge

ll ・0 - 第 .o cm

9.2 - 28.2 m

出典
(1) IAoaze, J.F, Study of the ooological a山 ptation of 靴 。alyptug: △ atu 噂

1978 of
‐

prove1Dance of 塾qcほ1ヱ型tug 。客・pa1d・11analp. Dehh.FAO ProJoot 冨o.6.

P斡 耐 BB 狐 dpNbl 弧 8 of ometio lmpNv 鋤 触 t of TNpic ぬ FONBt
Trees. ▽ol.2.

(3)M1uik,M,A,et a l. FーN ぬ 舵 iか t t盛bl ・B for 腕 oalyptu 尋 o廻mlq 堅 m 坦 i霊ぢ耐 鴻
1981 一 一ねコ the irr4gated P1a」ntat1o ぬ of 翌orthez 「ロ エh魯q. MoooPot 綿=ロー畠 Jou.・Paユ

ダ イ ジ ェ ス ト デ ー タ : Pandrey, D

t h e t r o p l cs ,FAO I9 8 3 所 収

ねコ the i rr4 gated P1a」ntat1o ぬ of おorthez 「ロ エh魯q. MoooPot 綿=ロー畠 Jou.・Paユ
of Agdo 通 ture ・▽ol ・ 16虐 o.2.

一 夕 : Pandrey . O G r o w t h a n d y l e l d o f P 1a n t a t i o nSPec1es ln
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データ採取地の立地環境

Z ambia {Copperbelt)

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

R e fe re nce ・ Country statement 〔provーsional y-eid table)

stocた′“g lnitiaIN = 720/ha, thinned at ages 5 and 8,fina ーN= about 250/ha
vo′リme stem volume, Vdume of th-nnings shown separate ーy,included 至n the ca畢Cu.ation of MAt

Roundwood volume Roundwood volume Assortment

A9e h d G v CA, MA, m1 ro・ pe′centro pe′cent

ryearsノ rml rc可
N

rmリ rがi rm3i rm,一 ,伽 佑釧 欲 m の m 伍 ,釧 S w
責罰製 靴言

w s e

2 90 85 720

3 125 126720

4 142 142 720 518 130

B1 5 165 163 720150

A1 〔170} 17,0 494

TI 150 150 226 40 19 '2 66 44 28 18

6 18 8 192494

7 20 5 21049 4

8 8 22 0 22 7 494 20,0 130 186 174 78 88 60 47 -5 26 13

A (226) 23,3 247

T 206 212 247 87 54 46 26 85 48 36 19 31 14

9 24 0 25 2247

10 255 270 247 141 105 17,8 95 83 91 79 60 511 14

11 27,0 28 ,7 24 7 16 0

12 28 2 30 4 247 17 9 146 18,2 135 130 93 89 60 49 17

1 8 = before thlnnlng,A コ afterthーnnlng,‐r = thlnnlnos

出典

Jacoba, ド R EUca1yI1tu8 for D I豊nt1ng , SPCc lcS 篭onograph p 394 F^O R0‐IC 1979
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滋繕ま肘鮒ゑCEA墓(フトモ筆料 )
,象際鹸メ跳嚢船尊 #◎〆 #P銀 (お嘉しし )

データ採取地の立地環境

Locialty: Sungao dal sur(Mm 離れ際o)

A1titude: 20 m

触感 11 拝聞醐
Dr 工eat montl1: more thah 1oo mm precip 〆tat 士on

Data Bourca: tempora! てy Bample plotB

Number of plot8:135

Method:po ュnt 8臼」mpl ュhg

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

(a)Gfme 鵜 ュ Bite inde ヱ eqMuation:

日 岡 一 18。176946 十 50・4729210g A r2 闘 o,93789

縦)eー誇 : B 鴎 mean tot…立 height of 5 dominant 樹 ld co‐do; 瞳 nE1nt t1柁 eB 1n tbe plot

A 弱 Bt賦 聯

(b) Yield 越胎 diction fLmotion:
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出典
(2) T帽 boo, c,C, oxovth, れ ◎ld 弧 d aoono 鴎 o xo 能 tion of 霞辛ばaB (a1oaIJ 浬 tu 趨

娠躯 1駁 趣 ) 閲 lp t旗 box lp 騨仰 PPI 弧 t風tionB(Mind8 ロ一ao), Ru 2 Yield
p的 diotion 国od61. 翁 1鴨 七1op, 靴 illpp.Fbr.Re 餌.J.2(2),

ダ イ ゾ ェ ス ト デ ー タ Pandrey , O G r o w t h a n d y l e l d o fplantatlon specles in

t h e t r o p I Gs ,FAO I983 所 収
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織機 }紐縦粗鯛紙(ツトモ雫弱)
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

　 　　 　 　 　 　 　

表 4-6 の 樹 種 は 、 マ ホ ガ ニ ー .Smere 〃′a macrop “y′′a( オ オ バ マ ホ ガ ニ ー ) 、 ゴ ー

デ ィア :Cord ′a a′′′odora( カナ レ ッテ ) 、 マ エ ソプ シ ス :射aesops ′s e肩′〃“ (ム

シ ジ ) 、 カ ダ ンパ :A 〃f"ocep “a′〃s cb′〃e〃s′s( カ ラ ンパ ヤ ン ) 、 カ ウ ブ ラ :

E〃dosper 〃〃m macrop “y′/〃m (カ ウブ ラ ) 、 デ グ ラ プ タ :E.deg ′〃pfa( カ メ レ レ )

データ採取地の立地環境

m 樹高にょる地位の検討

同一樹種で同林齢の樹高成長の良否は地位の良否を現わす指標とされてい

表 4 - 6 6樹種の造林推定面積

樹 種 歩合 (%) 造林推定面積 (旭 )

マ ホ ガ ニ

コ ー プ イ フ

マ エ ソ フ ノ ス

カ タ◆ ン ノ、,

ー
カ ウ ブ ラ

デ グ ラ ブ タ

14

27

2

l

5 6

1.80 0

35 0 0

3 0 0

10 0

て3 0 0

計 10 0 130 0 0

る。 そ こで、 図 4 ー 6 に示 す よ うに deglupta の 郷 土 で 、 Moll1c Andoso ・ls

の良好 な土地 に造成 された P.N. の N.B. 島ケ ラパ ノ トの成績 (図 4 - 6 の◎

印で示 す ) と FIJI の Nu加 rua 地区 の成績 (図 4 - 6 の @ 印て示す ) を比較

すると、高次の比較で一般的に前者は後者 ょり著 しく良好であると判断され

る 。

なお、 ケ ラバ ノ トの調査は P.N.G. の林務局で行われた ものて、測定方法が

示 され てい ない ので詳細 な評価 はで きないが、 JOAA( 坂 口 ・松 田・渡辺 )

に ょって o l ha について調査 した成績 (図 4 - 6 の◎ で示 す ) と比 べ てやや

良す きるか と思 われ るが、 JOAA の成績 と比べて も Nm〈urua 地 区 はか な り

劣 る よぅて ある。

また、 Nulmrua 地区の成績 は J 工CA( 山谷 ら )に ょって 3 ‐ 1 6 年生 の実

測値 か ら回帰 曲線 に よって修正 した値 に ょるものて ある。 これを Navua 川流

域 に つ い て N.Z. の Groome らが 記 録 した 成 績 ( 図 4 - 6 の ×印 て示 す ) は 、

資料 が少 な くかつバ ラつ きが甚 しいか、概括的 にみ て Nukurua 地区ょりや や
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良好 の よ うに うかがわれる。 これは Nulmrua 地 区の土壌 の 2 7型土壌 に比 べ

て、 Navua 地域 の土壌 が 8 3型土壌の多い ことに起 因す る ものてあろ う。

こ こで 、 Nukurua と Navua の 成 績 を free hand curve に ょ っ て比 較 す る

と 1 5 年 生 で Nukurua 3 0 m 、 Navua で 3 5 m( Nul棚 rua の約 17 % 増 ) と

な る o

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

{2) 林齢 と ha当たり材積の検討

林齢 に対す る材積 の関係は、図 4 - 6 に示 す ょぅに P.N.G. の成績 は

Nulくurua 地区に比べ て抜群 の良好 な成績 を示 してい る。 また Nukurua 地 区

の著 しく材積成長 の低 いの と、 Navua 州1区 のバ ラツキの著 しいのは、一つに

FIJI で行われている列状植栽において ha当たり植栽本数の著 しく少ないこ

とに起因 する もの と思 われ るのて、 このこ とに関 しては後述 す るこ ととす る。

現在では Nukurua では 15 年生 で ha 当た り約 2 0 07ね3( 詳 しくは 15 年生 で

191 、 16 年生 で 2 0 67〆 ) が期待 され るが、 Navua では 13 年 生頃 に

2 0 0 77デが期待 され る と読 み とれ る。

{3}林齢と平均成長量の検討

林齢 と平均成長量は、図 4 - 7 に示すとおりである。 尚これは ha当たり材

積 か ら算 出され るのて、 当然 同一傾向を示す もの で ある。 N
‐
ulmrua の資料で

は 1 7 ~ 2 0年生で平均成長量最大 (約 13 ソ ha ) に達するようである。

さ て、 N 山 urua で は 1 3 年 生 で 1 2 2m3 、 1 5 年 生 で 12 7〆 で あ るが 、 前

述 {2}の材積 か らは Navua ては 1 3 年生頃 に 1 3 に達 す るか と読 み とれ る。
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図 4 ‐ 6Eucalyptus deglupta の 林 齢 と櫛 高
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図 4 ‐ 7Eucalyptus deglupta の林齢 と ha 当 た り材 積
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図 4 - 8 Eucalyptus deglupta の 林 齢 と平 均 成 長 量
◎

Keravat

舎 Hosklns
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出典

南方造林協会 :フィジー国ビチレブ島東南部の林業開発促進に関する調査報告書、南方造
林、No.27 、 (1983)
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パ プアニ ューギニア

ニ ュ ー ブ リテ ン島

データ採取地の立地環境

調査地と調査の概要 N,B 島のノ」メレレ人工轟き林の発祥は, 第二次世界大戦中に

日本の旧海軍省が-可′為におりる ′ノリ/寿一に価」 れ, そのj-if激化駅介すノ,敷の兆′1

を防止するため該地域の湿地帯をカメレレの造林に [ )て乾燥化することと, あわせ

て地域住民の 福祉を 向上する目的て 19‘13年以降 =疑は甲省熱帯術牛研究所によってプJ

メレレの養菌を開始 した ことに起因 L て L・る , この 挙りは 及嚇す"盟′ノ、, 向月田中肋とノに

よって鋭意、進められ 20),山行苗が得

られるまての育苗に成功したが, そ

の時点て終 職 を迎えることになっ

た。おそらく, これが影響をうけて

PNG 政府は ラバウルの近くのケラ

ハノー国ィj材、て 1948 年 (終戦後 3

年 r])にカメレレの人工造林をいち

早く開始した。この当初の人J 林は

1983年 11月現在二て 35年生に達して

おり, おそらく坦界て最も古い林分

の歴史をもつ ものてあ る。それ以
写真 -I ケラバ ソ トの カメ レレ人工林

(25年生 ,4,6 ×4 6m 植栽)

来 , ク ノバ ノ 1営 林 署 の ク ラパ パ , ィ ー ノ / ベ イ 内 国ィifィ・, 夕 、′資材、宮 の Lィ′, タ

バーン・リノハン (面積イ・すず) 内国イi杯に ,198 メ ー-、て 875 脳 の人 i林を山成 しん。 -

力 , 北岸・1史部に位置す るフル -′に iリ『在す る人 アノテ ィ /ベイ ・ラ /ノ・一社 (SBLC)

らは, その桑方に展開する平坦ないし波状丘陵地のヨスキ /ス朴嵐に』し・て 1976 4

以、米試験造林を行い ,1983 年木て 1,05‘lha に」主している。 な」o, 韓国 も西 N B

州で造林を進めているが詳細な公料は人手していない。

筆者らは, 上述の脱危林地に 1981 41 11~12 月と 1983年 10~11 月の 2回にわたり

標準地を設定し, 立木調杏を行った。情け的也"--舵は,1981 年の設定は等高線に沿って

一辺 40m, それに直角の斜面上に一辺 25m の長方形 , すなわち 0lha,1983 年の設

定は同一手段て , 調査期間の制約か ら 25m ×20m=0 05ha をそれぞれ原則 とした。

立木調査は, 胸高直径は地上 12m て測定し,2cm 括約とし,樹高は比較的低し・もの

は 8m の択び竿によって毎木調査,比較的袷jいものはかり高器によって標準木を実測し,

その周辺木はそれとの比較目測により, 何れも lm 括約とした。e粋隼地数は 3 8年生

から 25年生にわたって 26 ヵ所を設定した。これによって得られた成果の概要は下記

の とお りてある。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

成長経過 林齢に対する樹雇お 胸-熱射峯,封#その各成長は,標準地の数が少ないの
て回帰曲線式を求めることがてきないんめ, 各制定自白を方眼紙上にソロノトし, ソリ

ーハ ノドによる官f図によって各成長曲線を Jくめた。たた し,15 なくLIJ」iの林分は硯ご寧

級区分を行わなかったが, 劣勢木がほとんどなかったため仝木と上層木は同じ他とし

た。その結果は表~5に示すとおりてある。

さて, 育種効果を考慮しての成長指定は, 詳記しないと誤解をまねくおそれがある

が紙面の制約があるのて, 前述のように豹 6年′Lの育種効果て秋期の数他を打DE する

ことは危険があるのて台狐の効果材人知に内輪にととめた。たたし,駆り径は無間伐材・

-149-



分てえられたものてあるから, 間伐と育種の相乗効果を;考慮にいれた。それらを踏ま

えての成長予想を暫定試案としたものが表‐6てある。

表‐5 林 歯令 別 成 長 紅 過

朴 齢 (4F) 5 lo 15 20 25

平 均 樹 高 (m)
平 均 胸 径 (cm)

平 均 材 積 (m男旧)

年平均成長量 (n13/ha)

18

16

120

24

28

26

230

23

39

35

420

28

44

42

490

25

49

49

580

23

上
層
木

平 均ヰ耐槍」(m)

平 均 駆り径 (cm)

2
1

鴻

32 巨 39

29 ! 35

44 49

42 亘 49

表 G ず7 1-r'効 果 G‐「′, る /」〃に k ー 想

木本接合 (4F) 5 lo 15 20 25 備 考

4対流.10%iH-(m)
胸径 .23% 増 (on)

材積 ,40% 増 (m3/ha)

ィ「平均成長鼠(n月可

23

20

170

34

35

32

320

32

‘13

43

590
3(}

48

52

690

35

54

60

810

32

-1‐屑 木 に適 用

金木 ;こ適用

同 一;

同 一l

出典

坂 口勝美 (1984). カメ レレ人工造林の現状 . 熱帯林業 No l : 25‐35.
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樹強く鮒R球鱗ゑ鎚フト愛慕料 }
, ,頭数愈畔弱教室"背が鯵汐!"背紬 (カメ レレチ

圏 tパプア襟謡州ギニア

データ採取地の立地環境
パ プ ア ニ ュー ギニ ア , ニ ュー ブ リテ ン , ケ ラバ ッ ト

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

本木 イト (坪)
図‐ 1 パプアニュ~ ギニア (ニューブリテ /, ケラハノト) における生長事例一 植栽間簾

4 5m ×451n

出典

桟川澄彦 (19S)). 熱帯樹種の造林特性 (VI). 熱帯林業 No,品 :42 ‐44.
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データ採取地の立地環境

Euoal1rPtu6 degluPta BI.

synonym: B. naud ュnianB F.mua11.

Fa抑ユーy: Myrtaceae

　　 　　　　 　　　

tJ仰 臥 lty: Ke 離 vat

成長 ・収穫に関する表 , 図、式な ど

Yieldtable

Age(y 鯛 閥 ) 機工(鮮魚亭)

5
m
歩
卸

18.2

17.3
20・5
26.0

Ro圏森“(お: Ro otbar date ュ18.

出典

(1) J帥 ob 鱒,M,R, 叱 oゑlyptu 圏 for pl鎖 ting, ゆ も硯 ag monograpb p.394,FAO Rome

l979

タ イr ゾ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h an d y l e i d o f P1a n t a t1o11 s P e c l e s l n

t h e t r o p i cs ,FAO I983 所 収

-152-



鞘躍増朝野瑳邸 熱愛無熊癖 (凄踊レレ)
　 　　　　　　　　　　

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

陽躯PUA Pm脳 OUm=鰯 (1)

T1eld da 綴鴎t ABもi 12 - 15 yf郎艶

継エ: 31,o mj/-

出典

(1) Home, J,E,M. Growth rate in the ti 揖b6r plantat ・on of westem Nigerla,

1962 =igerlan FbrastIy lnfo 簿 ation B ulletin(N,S.)No.12,

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ Pandrey , O G r o w t h a n d y l e l d o fplantatlon specles ln

the trop l cs , FAO I9 83 所 収
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鰯純綿す姻戚競& が岬 #′#奉 (サザ諸ブル M 支点 )

データ採取地の立地環境

塾 (3)

L 開L1ityi 刀ileョヒメri 日111霊

A1tit~"ie* 1 8(ぬ り 2 250 m

膿 ぬ 111 1脚 - " α)園

Pat& oouM ◎‘ =o in狐 鯛 tim

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

粕A1( 愈 a} bヱ 甲じuuity cla88 闘ぬ 昭焔

鎚 a1Lity
"も＼＼＼、c1888
6PM I＼＼

(year8)

I エー 111

5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

▲11丁▲、}▼
.ーT.1.
・十.▼.1-
▲.

31.1

32.3
32・5
32.8
32.9
32.9
32.7
32.2
31.6
31.0

30.3
29.7

22.7

23・5
23.7
23.9
23.9
23.9
23.9
23.6
23.4
23.0

22・5
22.0

14.4
14.8

15・0
15・1
15・1

15.1
15・0

14.8
14.8

14.6
14.4

14.I

RenDalks: Vol、lme ia maaau18d over ba 水 ,limit not 8peclfled. ongi 卿ぬ data a〕ra in

Btacked volwoe a z1d Cove1 閏 ion feめ tor o.625 haβ bet紙 u8ed to conve コ“ into

Bolid volume ・ Do 国 pant height8,corl9Bpon 虚 喝 to 亭 鴎 lty ol 鵜 ses, a施

1 も 29.6 m; □ め 23.8 m; 肌 d ll 工加 17, at r eferlinoe 畔;e of mne yeeu B,
CrOP hot thュnnod.

出典

(3) Jay霞av,J, Wo1king plan of 耳ilglzle Di打 Bion (1954 ‘ 4), 01OMth and
l970 y ield atatistlos of co晒pcm ln 鵡 鄭 t'即 bar 8pooieB ・ VO1,11.

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , D G r o w t h an d y ・e l d o f P1a n t a t ・o ns p e c i e s l n

t h e t r oP1cs ,FAO I983 所 収
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紬#額神加療贈り鍵蹄ザ ミサザ》ブル m 嘉島 )

　 　　　　

データ採取地の立地環境

Area lndia (NII9iri Hilーs)
Vo′"me overbark volume,der-ved from stacked volume of f1rewood

by use of reduc-ngfactor o‐625

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Qualityclass I

Age
てyearsj

hdom ddotn VMA1

rmj rcmノ rmリ rm,J

5 219 210 1553311

6 193 5323

7 26‐2 259 227432 5

8 2624328
9 296 299 2963329

10 3291 32.9

11 32.9 33.1 3597 32.7

12 3859 32.2

13 354 372 41113L6
14 434‐1 310

15 37.8 396 4548303

16 474 5 29.7

17 494 2291
18 5128 28.5

19 5303279
20 5478 27.4

Qualityclass ll

16‐2 154 113 7
1410
1662
1913
2154

2394

2624
2832

3039
3214

3368
3521

3674

382 6

394 7
4100

1947 201

8
9 23‐8

lo
11 26 5
12
13 29 0

14
15 311

16

17
18
19
20

23 5

267

299

323

7
5
7
9
9
9
9
β
4
0
5
0
β
3
8
5

2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
1
1
0
0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

つ
-
2

2

2
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Qual-~class m

hdom ddomAge
「years ノ rmj rcmj

V
rm3ノ

MAI
rmlj

出典

Jacobs , EUCalyptU 臼 for plantIng spPo1es 園0n ○g r aph 39 4 FA 。 Ro 掴P1979

5 113

6

7 14 6

8
9 17 7
1
0
自
慢
協
1
4
1
5
節
"
悌
1
9
20

201

223

244

121

154

186

218

23 5

259

4

8

0

0

1

1

1

0

8

8

6

4

1

0

8

6

4
1
′△
▼
r
o
r
o
r
o

く
り
ro

ro

4
1
4
1
4
「
4
,
4
「
△
「
q
v
へ
J

11
イ1
1ミ
イ1
11
11
11
41
11
11
{1
イt
41
11
イ、
11

721

88 6

104 9
1203

1356

150‐9

166 2

180 4

1924

2078
2187

2296
240 2
2514

2613
2723
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機種 x繋ぎRTA細&鼓フヤモモ料)

園

データ採取地の立地環境

Area

sroc ね ng
vo′〃me

Portugal(north of R-ver Tagus)
N = i loo/ha
Stem volume overbark to t-p,ーncludmg stump

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Qualttyclass l

h(1nn.age lo = 27 m 一 目 0otrees/ha

Age
「years ノ

hdon, d V GMAI
を77ノ に′可 窺71ノ 窺メノ ルア73ノ

2 10 76 20 49100
3 13 104 50 9 316 7
4 16 131 100 14825 0
5 f8 146 140 -8 3 28 0
6 20 158 185 2'6 308
7 22 168 230 24 3329
8 24 17 7 280 27135 0
9 25 6 185 325 294361

270 194 380 32 538 0
286 200 430 346391
300 206 480 368400
310 210 512 379394
320 213 545 39 '389

lo
11
12
13
i4
15
16
15 32 6 215 566 398 37 7
16 332 21.6 586 40 436 6
17 336 217 600 40935 3
18 340 218 610 411339
19 344 219 620 41332 6
20 348 21.9 630 414315

Quaーity class =

hdom a9e lo = 23 m --110otrees/ha

像2
8
級
88
20
60
94
20
55
駈
22
64
00
18

1
1
1
1
1
1̂
乙
n乙
と̂

ĵ
q
u
△
「
△
「

2 86 64
110 8 5

4 13 4 106
5 154 12 5
6 170 139
7 18 8 15 2
8 20 4 160
9 216 16 61
0
首1
2

230 173
24 2 178
254 18 4

13 266 191
14 27 6 19 7
15 282 19‐9
16 20 2

3 5 60
6 2 93
97 135

13 5 17 6
16 7 20 0
20 0 229
22 2 24 3
237 24 4
25 8 25 5
274 260
29 3 263
316 280
33 4 286
34 2 279



0
7
0
0
0
7
7
8
0
1
0
0
4
7
8
9
8
8
7

2
2
3
4
5
5
6
7
8
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0

イt
イー
11
11
イt
イー
1t
4●
11

0
7
0
2
0
9
0
6
0
8
5
7
9
0
0
9
6
4
0

3
4
7
9
1
2
5
5
6
6
7
7
7
8
8
7
7
7
7

べi
イー
イt
1三
イー
4t
イー
イ.
1.
イー
イー
41
イー
4t
イ◆

5
0
5
9
5
8
7
6
7
8
7
4
6
9
9
6
3
0
5

2
3
3
4
6
7
9
1
2
4
6
7
8
9
0
1
2
3
3

1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

7
9
2
7
1
7
7
3
8
6
3
3
3
6
6
4
2
8
2

2
3
6
8
1
3
6
8
9
1
3
4
5
6
7
8
9
9
0

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

　
　

G
廓

4
8
俊2
0
卸4
0
科7
0
柳0
0
20
30
45
60
73
85
95
05
14

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2

v
回

6
4
8
6
6
0
0
0
0
5
0
0
0
0
8
4
8
0
0

1
2
4
6
9
2
4
6
8
1
3
5
7
8
0
1
3
4

1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3

4
9
4
6
7
5
6
6
1
1
9
2
7
2
6
8
1
3
5

5
5
6
7
8
9
0
1
2
3
3
4
4
5
5
5
6
6
6

イー
11
11
イー
41
イ.
◆t
イー
イー
イ◆
イ.
イー
イー

oualiけ class lv

hdom age lo =15 m 一 110otrees/ha

Quaーity class "‘

hmm age lo = 19 m--110otrees/ha

‐
d
回

6
7
5
0
3
6
9
6
1
お
4
8
1
5
9
1
4
6
7

5
6
8
0
1
2
3
4
5
5
6
6
7
7
7
8
8
8
8

1ー
11
イ.
イ‘
11
f三
1ー
イー
イ.
41
イー
1‘
イー
イー
イ{
イ1

4
0
0
8
2
6
0
0
0
0
0
0
0
6
2
8
2
6
0

6
9
n
12
14
婚
"
熔1
92
02
12
22
32
32
42
4
25
25
26

6
0
6
0
2
4
4
4
o
o
o
6
3
9
4
0
4
8
2

4
7
8
0
1
2
3
4
5
6
7
7
8
8
9
0
0
0
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

m、
ノ

　
　　A廠

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

」71」11」1
1
I
JI
I
I
I
I」1
1
1」.

乙̂
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Qua ー1tyclass V

hdon,age lo = 1l m -110otrees/ha

A9e hd。… ヨ V G MA-
ryed′sノ 加 7ノ に′刀ノ rm リ rmフノ ムアデノ

2 30 51 2 22 10
3 5 0 5 7 5 28 1 7
4 6 4 6 2 8 33 2 0
5 7 4 6 3 9 35 10
6 84 6 5 12 36 2 0
7 9 2 71 16 43 2 3
8 99 74 19 47 24
9 70 6 8 0 24 56 2 7

1o ll 0 8 5 28 62 28
11 116 8 8 32 67 2 9
12 122 96 40 79 33
13 128 100 46 8 73 ‐5
14 134 106 54 97 3 9
15 14 0 111 62 1064 ‐1
16 14 5 115 70 115 4 4
17 148 12 0 77 124 4 6
1R 152 12 5 83 130 46
19 156 125 89 136 4 7
20 160 128 95 141 48

A′ea Portu9al (south of River Tagus)
Stock′〃9 N = 1100/ha
vo′〃′ne stern volume overbarkto tlp, -ncludlng stump

Quality class I Quail~ cーass lIQuality class "ー

Age
(hdomage lo =18m) (hdom age lo =14 m) (hdom age lo =1o m}

てyearsJ V MAI V MAI V MA1
rm'J rm3J rm3J rm1J rm リ rm リ

4 34 8 5 18 4 56 15

6 83 13 8 44 7 3 19 32

8 148 18 5 83 104 364 ‐5

10 202 202 123 12 3 54 54

12 246 20‐5 149 124 72 60

出典

Jacob6, M R EUca1ypt ・ls fol p i l1htr .ng spec t cG .onograph p R94 F^O ROIIc i 979
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樹楓 }携癌穣CEA織マト受埼料)
焔鯛朝雄去樗愈部粥鍵β (サザンブル…渡点 )

　 　　　　　

データ採取地の立地環境

Lα%4ity; Pr 。ぽiJーce 。f samtander,P 。ntavedra.OYiedo a」ぬd La con は風

A1t ュtud6: 0 ー 1C〉o m

腿 ぱ叫 11 1 罰 o mm

Data Bouroet pe▲r--manant 帥ample plotB

習umber of P1ota: 48

Size of plotB:625 m2

St弧 d dansity* 24 の ‐ 3 000 8temsA1a

MA工 {ゞ 発旧)bッ 竪 6 鑓頑 堕uailitz olaBB

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Qt;al土ty
飽＼＼＼＼21aBB

壷ぴM 、
(y総焔 )

ェ 11 エエエ IV

4
6
8

lo
12
14
16

27・5
37.7
42.0

44。3
44,8
44.l
42.9

26・0

31.7
32.8
32。9
" ・7
30・2

28.9

23。3
25.3
24.4
23。2
21。6

20.4
18.8

18.8

18.3
16.8
15・2
13。9
12.6

11・7

旦6mark お: Vo1Uuna me-ー18uぼりd ov6r b開門に from grow コd16v61 to tiP and do四1nant haigbta

oor でoB メヰメユロg to qljfdity c.asQaB Bt lo yearBreferanoe aga a‐rも1
l to 22 m;1 ェ to l9 mi エエエ to16 m;And IVto13 m ・

alcolrptuo globuluo ‐ S1a2隻 (1)
m)′ho

T1・ld αurve11 altocIABB-"180
SITECLASS

II 9 10 ・1 12 13 1・ ls
AGEIH YEARS

出典

(1)ca ゆ enter, A,P, L a pzoduocidn de laa 鵬 那 a de & &lobuluB an el nollo de

1966 E中〆途 . 山鴎Aea l.F.1.8.SP 鴎 n.

ダ イ ノ エ ス ト デ ー 夕 : Pandrey , D G r o w t h a n d y l e l d o fplantat1on specles ln

t h e t ro p l cs ,FAO I983 所 収
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蔚#c導棚淳鞘s喜超D群鎌ぷ {サザンブル…寿為 )
鵬 【メベイン

データ採取地の立地環境

SPeC ′es

Area

sroc 桁 ng

vo/〃me

E 9′ob 〆 "s var ‐9/obu ′"s Refe 「ence ・ P1taCarpenter, 1966

Northern Spain(provinces of santander,Pontevedra,ovie.

do and La CorUfia)~" “7ber of samp ′e p/ors 48
N varies from 3000/ha(age4,QC IV)to2400/ha(age16,
QC O
Stem volume overbarkfrom ground leve! to t-p

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Quaーityclass l

r亀giも rゑJ聯帯 N rぶりを妄り r影ノ f 欄 長瀞}

4 111 15 5 2700 92
6 158 209 265111 ‐4
8 192 24‐7 2604 129

10 22.0 279 2557 140
12 242 30.4 2511 149
14 259 323 2466156
16 273 339 2421162

177 110 0 56027 5
27 3 226 0524 37 7580
341 336 0 513 420550
39 6 443 0 508 44.3 53.5
439 537 0‐505 448470
473 617 0504 441400
500 687 0 503 429350

Qualityclass lー

4 108 152 2800 88
6 145 19.4 2750 107
8 170 22 2 2700119

10 190 24 5 2652127
12 20 4 261 2604133
14 215 273 2557138
16 22 5 285 251114 3

171 104 0563260
24 7 190 0531 317 43.0
297 262 0519 328360
33 7 329 0 514 32933 5
364 380 0 512 31725 5
38.6 423 0510 302 21.5
406 463 0507 289 20‐O

Qua-ityclass ll1

4 102 14 5 2900 83
6 130 177 2848 98
8 14 7 196 2797107
10 160 2L1 2746 113
12 169 221 2697118
14 177 230 2648122
16 182 236 260112 5

15 8 93 0 57723 3
216 152 0541 253295
251 195 0528 244215
27‐7 232 0 523 23 2185
29 5 259 0 520 21613 5
311 286 0 518 204 130
321 30i 0 515 188 80

Qtiality dass lv

4 9 2 134 30007 ‐6
6 111 15 5 2946 88
8 12 2 168 2893 94
10 130 17‐7 2841 99
12 13 6 184 2790102
14 14 0 18 8 274010 5
16 144 19‐3 2690 108

13 7 75 0 59518 8
17‐7 110 0 560 18 3175
200 134 0549 168 120
216 152 0541 152 90
229 167 0 536 139 7 5
23 7 177 0 533 1265.0
24 5 187 0 530 117 5 0
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Re ′e「ence Data made ava1lable by courtesy of serv ーclo de Producc ー6n

Forestal de -a D1recc-6n de la producc ー6n A9rarla deI

M1n-sterlo de A9rlcultura, Madr.d

Area Southwest Spa-n,sandy soーls

Stock′〃9 N varles from about 600/ha m QC1to400/ha -n oC IV
VO′‘〃77e Stemvolume overbark

Qualityclass I

A9e hに N dg G
ゐ

MA1cA1
ryears ノ てr77ノ に′ねノ rrマメノ て"Fi rm3j

3 52 604 61 18 40 13 一一

6 113 604 110 57 287 48 82

9 160 604 14 7 103 73 8 82150

12 195 594 175 14 3 1251 104 17.1

IS 22 2 575 198 177 1763 118171

Qualityclass "

3 3 5 549 50 11 1505 一

6 86 549 9‐1 3 6 13 7 23 41

9 130 549 12 6 68 395 44 86

12 16 5 549 154 10 2 754 63 12.0

15 ・94 ュ2 177 133 1157 77 ・34

Quality cla≦ss l・1

3 26 490 45 0807 02 一一

6 65 490 7.6 22 62 10 18

9 100 490 10‐4 4 2 18 6 214.1

12 129 490 12‐7 6 2 35 7 30 5 7

15 154 487 147 83 57 2 38 72

Qualitycl 毅轟 IV

3 1.9 415 44 06 03 01 --

6 4 6 415 66 14 2 7 05 0 8

9 70 415 85 24 73 08 15

12 89 415 100 3 3 13 0 11 19

15 104 407 113 41 189 13 20

Reference Data made ava1ーabーe bycourtesy of servlclo deProducc ー6rI

Forestai de ーa Direcc-6n de la producc ー6n A9raria deI
Mm-sterio de Agr-cultura, Madr-d

A′ea Southwest Spa-n,so-ls derーved from slates and shales

sでocお“9 N varles fronnabout600/ha(a9e3,()C I)toabout 400/ha
(age15,OC V)

Vo′〃me stem volume overbark

Quality c-ass ー

A9e hgN dq G V MA ー CA1
ryea′sj rm ノ {cmJ rm、j rm〕j rm3j rm1j

3 58 597 5 5 14 3 9 13 一一
6 135 597 130 79 45‐7 7 6 13 9
9 20 0 597 19 4 17 1 1456 16‐2 33 3
12 251 597 24 4 260 2773 23143 9
15 291 534 284 338 4178 279 468
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Qua “ty c-aS5 "

3 4 5 559 43 08 20 06
6 111 559 10 8 51 245 4‐1 75
9 170 546 166118

12 218 534213
15 258510

856 9 5204
190 1762 14‐7 30 2

25 2 254 278 5 18 6341

Qualityclass "1

3 7 522 3 7 06 14 14
6 92 522 90 3 3 133 22 4 0
9 140 511 13 7 75 450 5 0106
12 179 493 176 120 916 7.6 15 5
15 211 482 208 164 1473 98186

Qualityclass -V

3 28 474 30 03 08 03
6 7 0 474 70 18 58 101.7
9 110 470 109 44 210 23 51

73 447 37 79
101 73 7 49 97

12 14 3 45814 2
15 '71 444 170

Quality ctass V

22 432 25 02 06 0 2
53 432 55 10 27 05 07
80 420 82 2.2 79 0‐9 17

12 101 405 104 34 150 1‐3 24
15 118 390 121 45 230 L5 2 7

出典

Jacobs, Euca l yptusfor planting spcc1 S 級onog raph 394 FAO RO 覆e l979
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樹纏 r鞘RTAGEAE(つトモ堪戦)

データ採取地の立地環境

家)oぬ ityt 槙il 郡 耀 & 節mmn1鼠r

A1titude* 800 to1 800 隠

蹴怠infE"LI* 15( 櫛 鋤

Dat& 穆ouiroal par園晦aqo愈mt 陽極」国pla pュot 鴎

冨t慕ぬ er of P10 縄 ; 15

冨山為b◎r of

m鱗 wNI 鴎如 tBI 潟 (B側 e plot 囲 鴎鰻 mii惨d tmo ◎, 醤偏 ◎ セh1陶◎ " 蹄 卿)

MoaauranI6nt

RPoolfloation: up to 5 伽 top d iaねぬぬt6r overl 壕 *

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Mい 鯉 塾 a) 鱈 8toobng dang, 鱈 鑓 dBite 坐鵬 litよ

S1ta q口冬1士ty I 11 111

＼＼＼ミミ＼たネ
襟蝋 )

1000 ー 16(め 1鯛 1600 1000 1 16(P

5
6
7
8
9

lo
11
12

I

23・0 27・5
28.2 33。2
32.3 37。7

40。835。l
36。4 」 42。2
36。1 41。8

40。635oo
33・7 39。0

" 。o mi

10。6

14.0
16。8

瀞
葉;≧

20。“

無 "。“
○ .6
1701
20,1
22 。I

L誓言3
24.0

2365

2。6 4。2

4。5 6。2

509 斉ゑ
gゐ 9。8
8。7
9。1 10。5

9。2 10。6

^
o
y
?
-
＼
〆̂
1
▼
△
▼
.
二
0

7
十

′
。
に
ノ
^
ソ
ー
ニ
o
Y
7
十
.
T̂
?
ー

製戦国息lta : 冨o tl遠国山増 Maa cah 戦 ed outo Aモド C1aBS covered iB 4 to 5yeara to

13・5 yeara ・ Site qualitiea a齢 胎 pコ齢 Bfmted by top hei 柳 t me鯛 ur e-
勘antB in 鳳前 陶 a 聞ld oorTagpond 工to 29。8;1lt0 21。9;11lto 14,2 品t

　　　 　 　 　　　　　

出典

(5)P 犠Pd αec・ ne1d tぬ 16霊 for 駕口嶋4ょ匹 ua 肥 and1a 。 エロdユaID Fore8t Reoorda
l978 (冨。s。) マol。 2 冨o。 1。

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , D G r o “ t h an d y i e l d o fplantation speclps ln

t h etropics, FA O I 9 8 3 所 収
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樹種 {蟻¥R穣に詠歌コ }笹篭料)

データ採取地の立地環境

Looallty: Mu仰脇 (ぬ時 a)

A1titude*2 070 m

獅 鴫 &ll: 950 卿

Soil; deep ferrtユ16later:iLti ○ BoiI

Data aouroe: Pehmanant e*:]Per±mBnta」l pュota

=u 副ber of plota: 6

Si瀞6 of plota8 2 020 m2

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Rotaticmg

aga in y聴 牌

(o節 p o隠さロP) E 」一 。。ムー,
5

(1工 copp1oe)

7

(11l coppioe)

MA1(m3 たり
… … … … … 。" “ “ 。 鴎3′一 。。。“ 。。。“ 。。。。。。。" 。

,898 1 38,? ー 簸 5 1 僑 3

出典

(3) 広町 I口風土・ S。た S。 Four rot 畠" αぬ鯵 of 像起口oaも二LyPtu 葛 f1481mood tr:L叫 。 Co震mm 帳絶叫↓ぬ

1983 F。雷喝尊宅妄言r R◎▽〆◎M 62(1) 。

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ . Pandrey , O G r o w t h a n d y l e l d o fplantatlon specles ln

t he t r o p l cs , FA O I9 8 3 所 収
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}続YRTゑCEA瓢フトモ受料 )
芳雄賊f鷺畔婚 夢川崎 /# {ローズガム }
J南アフリ衷

ータ採取地の立地環境

spec ′es E
r

gra 刀d′s Reference Van Laar,1961,Courtesy ○f the

author
Area South Afnca(Transvaa り ~umbe 「 of samp ′e p′ofs 242
sroc ね n9 N = 1100/ha
vo′ume stem voーume underbark to 75cm top, ーncludlng stump

Remarks Yーe-d table assumes loo percent stockin9For plann-ng
purposes the author recommends reduc-ng yーeーds by lo

percent to a"ow for less than full stocking. S1telndex l
(the best)does notoccur ln the Transvaal over the whole
area sl lv was considered as occupying approximate1y 80

percent of the area and sl v1 20 percent ‐ origina ー pub ‐

lished tables have been converted from imperial tometric

成長 ・収穫に関する表 , 図, 式など

Volume yield tabーe for unthinned stands in the Transvaal

site lndex "

A9e hdom h d G Vu CA1u MA ーu
ryearsj rrmj rmj rcm ノ 「m リ 「m1ノ rm リ 「m リ

4

5

7

8

191 169 119 117 574191

233 208 143 170 1127 553281

271 24 3 161 216 1721 59 5344

306 275 174 254 2365 644394

33 7 30 2 185 288 2995 63 042 9

36‐3 326 19 2 310 3561 56744 5

38 7 348 198 331 4093 53 245 5

Site lndex IH

3 169 151 114 107 44114 7

4 207 185 13 5 151 854 413213

5 241 216 151 191 1319 46‐5 264

6 27 2 244 16 4 225 1809 49030 2

7 30.0 269 174 253 2299 490328

8 323 290 182 277 2767 46934 6

9 344 309 188 298 3205 43 7356

10 360 323 194 315 3603 39936 0

11 378 340 198 330 3950 34 6359

12 390 351 201 341 424 7 29 7 35.4

-166-



9

5

3

5

3

5

2

6

マ

マ

β

4

1

β

4

1

7

4

7

0

3

5

7

8

9

9

9

9

9

9

9

8

8

8

7

7

旧
館
棚
226
248
数27
027
4
鯛
鑓
雄
無
細
微
24 8
24 0

2

1

9

0

9

2

1

0

6

8

4

0

0

9

9

2

1

8

4

6

8

6

5

3

L

9

7

6

5

4

2

1

1

0

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8

0

1

1

0

0

2

3

3

8

7

1

2

2

1

0

2

4

3

2

6

3

1

8

3

6

7

6

4

1

6

0

3

5

6

6

2

4

6

9

2

4

7

9

1

3

5

7

8

0

1

2

3

4

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

7

4

5

8

7

β

8

0

2

1

7

9

i

o

9

犯

36

祁

37

35

33

綿

紐

25

23

力

倦

熔

傾

"

u
刃

v
加

4

0

5

7

4

7

6

2

3

5

4

2

8

3

7

1

9

13

怖

博

22

割

26

28

29

綿

31

32

32

33

33

34

　
　

G
加

Site lndex V

2

7

0

1

1

9

6

1

6

0

3

6

8

0

2

3

4

5

Q

L

3

4

5

5

6

i

Z

8

8

8

8

9

9

9

9

9

7

5

1

3

4

2

8

3

7

1

3

6

7

9

0

1

0
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7

7

8

8

9

9

9

9

9

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

8

1

2

1

7

1
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2

0

8

4

9

5

1

4

9

1

3

6

8

0

1

3
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7
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8
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0

0

0

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

1

8

3

5

4

0

4

6

7

5

3

2

7

5

j

3

佑

能

力

23

25

27

28

29
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31
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‐
F
=
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7

5

1

4

5

3

8

1

2

3

1

9

β

2

9

5

8

4

2

5

8

0

2

4

5

7

8

9

0

0

1

2

2

3

3

4

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

8

1

1

8

2

3

一

7

9

1

1

0

9

5

4

の

4

8

1

3

6

8

0

1

2
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5

6

6

7

8

9

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3
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0
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8
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0

1

1

1

1

1

1
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1

1
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8
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S1telndex V-

A9e
「yearsJ

hdom h d GVu CA1u MA1u
を77ノ を77ノ に′アリ r′772ノ r′77リ rm]ノ rm]ノ

3 10 6 9 3 9 5 7 415 4 51

4 13 0 114 10 7 94 280 126 70

5 151 134 117 114 43 0 150 86

170 151 126 133 598 168 99

7 187 166 134 150 77 3 175111

8 202 180 141 16 7 95 2 178 119

9 215 192 14‐8 18 3 112 7 17512 5

22 6 20 2 15 3 19 7 1291 164129

23 5 210 158 210 144 5 15413 2

244 218 163 221 159 2 147133

251 225 166 231 - 172 5 13 3133

258 231 169 241 1851 12‐6 13 2

263 236 172 24 9 196 3 112131

269 240 175 25 6 2064lol 129

274 245 177 262 215 5 91127

278 249 1‐79 267 223 9 8 412 5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

′11
▲111
・11
11ー}
イー.
イーt
-11▼
-11-
ー11▼
19 282 253 180 272 2316 7‐7 12 2

20 28 7 25 7 181 275 238 6 70120

Area
srocねng
vo′〃me
Remar たs

South Afr-ca
-nitiaI N =

〔Transvaal 〕
about l loo/ha, heav ーly thinned at ages 3物 ,5,8 and 12 tofinaI N

Stump
from im eriaー to metrーc

=about llo/ha
stem volume underbark to 75 cm top,inc-uding Stump
original publ-Shed tables have been converted from imperia ー to metrーc

Yield table for heavily thinned stands in the Transvaa!

site lndex壷-墓

Rema ーn-ngstand

A9e hdom
ryearsj rmノ

G d h
　　　 　　 　　 　　　　　　

Thinnings

d h vu
　　　　　　　　　　

Totalstand

G
　　　

d h
rcmノ rmノ

Sum
of th-n

Total
Pro・

Total
vol of

th-nnings
as Per
centof
total

produo
t}on

31を 188 638 978 14 2172 52 9 21o
72 2 22 0
115 0 22 9
1669 242

487 102 13 712 2
282 14 0 21027 7
173 241 28 7804
69 330 35 7739

1125 1313 12 4 168 651 15 9 12 265112 4 168
16 5 22 7



データ採取地の立地環境

Looalityl digt 亘 but6d lnd ifferent 胸 gims

Data souroe:Pen 鴎an 鱒it B&血P16 P1otB

　　　　　　 　　
apeoifloation- 5 0m top di瓢betar u lider ba 氷

Stoo 逓 ng denBity:1 鋤 8te醐 Aa(fully atockad),

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

鵜は 趣 個 ≧bz 。i能 加 d蝕

sュt◎

M＼＼＼＼
糾a

l
＼

Aga index

(yaarB)
20 25 30 35 40

≧
7
8
9

10
11
12
“
14
る

20,6

18。7

17。0
16.0

15.1

14。5
14.O

13・5
13。0

12。7

12。3

25.0
24 。1

23。3
22。7
22 。I

21・5
20。9

20.5
20eo

;8;≧

仙ゞ
35之
33。8
32。6
3お 7
30。9
30 。1

29。4
28.8
28.2

27。6

27。0

44 。I

43。3
42。3
41。6

40。7
40.0

39。1
38.4
37。6
36。9
36。2

52・2
5284
52.4
52。0

51。4
50。8
50.0
49.0

48。3
47。4
46。6

Ran鵬永SI T I増 瞬 t◎ L1id鯉 ‐20 歳 銀 for う 閲ぬ 6 yea1 詑 お 皿 踊 11風聴 ◎。 site index

肺 p1閏鯵帥 t脇 tbe domin 儀ねt h瞬き山 t 釦 mat 胎 B at 翰 f◎rそまno ◎ 瞬ぎも 10 。 ▽olw 岬
山増 b鮒 n d◎xl陶 d f1mm the p1離釦 ot of h◎〆桝 t tip蝦 B ov ◎ト b&* b a調 1
邑r縄 , 回 ユセlpli ◎d by oonventidl 鰍 l ro 掴 faotor 第 67 for 像11 81B6B of
t1Nラ◎o

出典

(4)K i噂題t園 ,B 。,97 醐 諏 霊 園r払濃 詩塞ぎ暑r も野,誉際塑 inU脚幽・

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ ・ Pandrey , O G r o w t h a n d y l e l d o fplantation Specles in

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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樹種 }群托溺CEA嵐フ *脅母料)
葛"q婁鯛P卿褒graガザヂS tローズガム夕

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Reference ・ Uganda Forest Department TechnicaI Note l93/72 〔K-ngston,19721

srocね“9 N = 1680/ha(assumes ful- stocking)
Vo′〃me "Silvolume" = stem volume underbark to 5 cm top excluding stump,derived from the product of height

times overbark basal area by multlp-ying by the conventional form factor 03667 for a1l sizes of tree,

Silvolume yield tab-e for E, grβ〃d′s

SITE INDEX(SI)

20 25 30 35 40

　　　 　 　 　 　
てyearsj haon、CA 電 MA. vu hdon、 CAI MA ー vu hdom cA 皇 MA ー vu hdom cA ー MA 亀 v、、 hmm GA- MA ー vU

　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　 　　　 　　　 　　　　　　 　　　 　　　 　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　 　　　 　　　　

4 15 90 23 87 95 48 18 2 1 26,20 104 78 20 50 36 07 144 29 2201 43 80175 21 25,11 50 23 2009 0
5 16 20 7 66 20 63 10314 1983 204025041 つ518 22 79 3198 35,25 176 27 25 77 45 40441222061 2874 6050522826149
6 17 39 913 18 71 112 27 20 89 19 G2 2413 144 80 24 37 2642 33 78 202 69 27 87 38 90 43 25 259 51 3134 52 70 52 35 3141 0
7 18 01 7 35 17 09 11962 2195 ~8 50 23,33 16330 2587 25,50 32 60 22819 29,82 3650 42 29 29601 33 74 4900 52 40 36680
8 1867 806 1596 12768 2301 175022,7318180 27,33 24 50 3171253,69 3167 3435 41,5G 332 51 3598 4675 5198 4158 0
9 19 34 8 42 -5 12 -36,10 24 04 16,70 22,14 199,30 2870 23,59 30,91 27819 3340 33,63 40,66 36613 3806 4500 5139 462,55
10 2000 853 1446 14463 2500 1580 2151 21510 3000 23,24 30 ?4 30143 35 00 32,38 39 85 39151 4000 43 71 50 76 507 55
11 2064 885 1395 15348 2594 145020,87 229 60 3121 22 38 2944 323 81 36 51 3169 3911 430 20 4178 4164 49 93 5491 9
12 21 25 7 93 13 45 161 41 2681 1410204924590 32342154 287834535 37,90 3012 3836 46032 4343 39,914909 589 lo
13 21 84 821 1305 1G9 62 27,64 13,96 19,99 259 86 33 40 20,78 2816 366,13 39 20 2899 37 64 489 31 44 96 3812 48 25 627 22
14 22 39 7 82 12,67 17 7 ,44 28 4 1 13 26 19 51 27312 34 39 1989 27,57 386,02 4041 27,70 36,93 517 01 46 39 36,60 47 42 663 82
15 22 92 7,68 12,34 185,12 29,14 12 84 19,06 285 96 35 3219,12 27,01 40514 41,54 2648 36 23 543 49 47,72 34 87 4658 698,69
16 23 ,42 7 38 12,03 192 50 29 82 12,20 18 64 298,16 36,1918 25 2646 423,39 42 60 25 28 35,55 568 87 48 97 33 50 45 76 7321 9
17 23 8 9 7 05 11,74 199 55 3047 12 0118,25 310,17 37,0117,53 25 94 44092 43,59 2417 34 88 593 04 5014 3199 44 95 7641 8
18 24,34 6,86 11 47 206,41 31,OB I12017,85 321,37 37,79 16,98 25,44 457,90 44,53 2334 34 24 61638 5123 30 36 44,14 794,54
19 24,77 6,65 11,21 214,06 31.66109517,49 332,32 38,5717,26 25,01475,f6 45,4122,26 33,61 638,64 52 27 29,45 43 37 82399
20 25~7 628 1097 21934 32,2110,5217,1434284 39,201415 2447 48931 46,24 21,30 33,00 65994 5324 2790 4259 85199

Noto: S1 20 data from 4 6 years 8ro ve~ unrollablo,

出典

Jacobe ‐ X R EUO ねl yptUR f。r p;an ー董ng spcc -cG 1onog*aph p 394 F^O RO-c l 979

一 170 一



樹穣 十鞘R額CEA縦ツトモモ科)
鋭〃瑞溌!統p毅礎 #r##αお {ローズガム }

爾 キザ ビア

データ採取地の立地環境

Locaキユity:copperiD もユt

A1titude l 150 ‐ 1 270 m

　 　　　　　 　　 　

Stocking dmBi ぉ 1 720 stemB 伽 (initial)

成長 ・収穫 に関する表 , 囲 , 式な ど

Yieldtable

Age

(year8)
No 。 of treaB ん a 曜今

2
3
4
5
6

達
9

lo

11
12

720
496
496
496
329
329
329
329
220

g2oo

n
母
湯
郷
郡
鎧
鯵
汐
黙
覆
箕

5
3
7
0
4
2
0
1
8
β
4

Rei国ark 亭: Crop haB bean thもロロ6d Bt ages 2,5 山口d 9 yearB and VD1uupe haB b""'
加 oluded in 恋 ,

出典

{') Diok 鎚 ,C 遁 , Report op g l糊昨 h Btudi 鱒 鑓 d れ eld p特 diotlona ln 鑓 cai躍 tua
l972 崖焔wmdi" ・ FO〕N 鶴t R鯛 縄 IDh PE則 Phュ請 耳0・ 47o

タ イ ノ エ ス ト デ ー タ ; Pandrey , O G r o w t h a n d y l e l d o fplantatlon spec1es - n

thetroplcs, FAO I98 3 所 奴
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縦種 }粘¥群AC藍紐(マトモモ斜)
葛"褒瀞茅野孝u橡 gr衰#ザ海 (鎚- ズ覇ふま

繍 {ザンビア

データ採取地の立地環境

A′ea Zambia(Copperbelti

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Refe ′enceCountry statement

sroc 女′“9 ーnitiaI N ニニ 720/ha,thinned at ages 2,5 and 9,finaI N = 22"ha
vo′Ume stemvolume

Volunne of thinnings shovvn seParately,inc ーuded in caーCulation of MA ー

Roundwood voーUme Roundwood volume Assortment

A9e h d G V CA- MA ト m, ね , pe′cem ご。 pe′cenr

ryearsJ rmJ rcmj N rm2」 rmリ rmリ rmり

1ocm 15cm 20cm locm 15cm 20Cm saw 菩脂ムー 総 w 獅 e

I
B 1 2 10 ,0 92 720 50 23,0 11,5
AI IOO 92 496 345150
T. 100 92 224 155 8,0 -- -- -- -- -- -- 40 4 56

3 150 138 496 7 8 47 270 18,3
4 19 2 170 496 116 87 400 23,7

B 5 22,0 192 496 150 127 400270
A230 201 329 10 8 95
T 20 ,1 17 ,5 167 4 2 32 290 28 8 87 25 -‐ 14 14 32 4020,1 17,5 167 4 2 32 290 28 8 87 25 14 14 32 40

6 25 5 225 329 134 12427 4
7 27,5 245 329 158 157 330282
8 28,8 26,3 329 18 1 191 34,0 29 0 63 4 8 25

B 9 301 279 329 204 222 31,0 291
A 304 28,5 220 143 ・56
T 295 26,7 109 61 66 60 52 31 92 80 47 65 57 23

10 31,3 303 220 161 183 270 288 172 157 119 94 86 65 75 24 19
11 32,3 319 220 17,9 211 280 28 8 200 189 151 95 90 72 76 13 19
12 330 33 5 220 198 234 230 284 224 215 177 96 92 76 78 13 18

1 B = before thlnnlng,A = Dfterthlnnlng,T 質 thlnnlnQ3

出典

Jaoobs, 州 R EucalyPLuq foI P1ant l n客 SP G1cs 屡onogroPh P3 94 FAO IIO閏c l 979

一 172-



欝積 {癖RTAC鎌数字トモモ粉 )

園 }インド

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

nnode ーs to predict expectedwood output

The expected output w ロー depend on

the rate of loss oI1a( 力 ount of111,CIt fellmg

and thc manner in whlch ーtoccurs.TI1ere

ーs no sc・entl云C or systematlcstudy so far to

throw 11ght on these a8pects.

RISk of llllclt felllng lsgenerally

quant16ed ln terms suchas "there ls lo%

loss per year on average".However, lt 1s

less common ーy sPec1 行ed how suchlosses are

made up.Arethey scattered or concentrated

spatlalーyヮ Do theyPr ・nc・Pally a甘ect produc-

tzve area, stand-ng volume or c〔op lncre-

men ーウThe mannerof tbe loss haslmportant

lmpllcatlons for pred1ctingwood output of

plantatlons.

Three models(Tr1vedl,1987)are

discussed below to predIct ,plantat ーon yleーd

under diぽerent assumPt1onsabout the way

In wh ーch the10" due to mlcーt feーhng takes

place Tn each mode ー loss lsassumed to

occur accordlng to an exponentlal rather 【hall

anantl ・metlcprogreqs ーoneg with a lo%

loss per year,the reman ・derafter two years

1snot ー00% (lo%),but(loo%-lo%)2.

鯛rode ′′ Loss of area ・ Th1smodel treats

1-1lcーt fe日mgsim ply as a p「oport1onal loss

of forest area. That ls,each year a glven

proportlon of renlalnlngforest area ls

completely felled ll-1c1tly,thereby taking

that land out of forestproduct1on The

volume obtatnable at theend ofthe Tth

year ls glven by

VT= V( ー-f)T (ー)

where V is thevolume ob ーalnahle m the

abseDCe 。f l=ーCーt fellーー1g and f ーs z.le an‘7ua ー

loss ofareaexpressed as a decーmaI

Mode ′2-Loss of cumulative volume(1nc 「e‐

ment unaffected):Th ー model trea ー 111lclt

fellmg as a p「opor ーーonai loss ofcumulative

volume. That is, each year a given Propor-

tlon of cu「lent standing volume lsremoved

ll-ーc-tly in scattered fellings ‐ However,

volume increment rate is t「edted as unafTec ‐

ted.Thlscorresponds wlth the observatlon

that author ーzed thlnningdoes not, wlth ーn

w1de llmits of
‐

lnーensity, a什ect voーume

lncrement s・gn16cantly The volume obta ・n-

able at the end of the Tth year ,sgiven by

VT=VT → + △ VT -(VT一 十△VT/2)f(2)

where △ VT1s thevolume lncrement ln the

Tth year,vT ‐,ts thecumulative volume at

theend ofthe(T-i)th yearand f 1s the

annual loss ln cumulat1vevolume expresscd

asadecimal.lncrementratedv/dTatany

instant of time is treated slmply as a

functlon of the cumulatlvevolume whlch

wouldhave existed at that instdnt in the

abqcnce ofillicit felling

Mode ′j一 Lossofcumulat ーvevolume(incre ‐

ment aITected): Thーsmodel is s-mllar to

mode1 2 except tha[ 【he rate orvolume

increment ls treated asaffected by the ill1cーt

felling The exDresqion forvolume

obtainable zn ーhis model ls lhe same as in

mode1 2,butincrement rate dv/dT Is

treated as a function ofcun ・uldtlve volume,

which in tu「n is a funct ーon ofnumber of

trees remaining The assumpt ーon is made

that each year a givenproportlon of

remalnlng trees is removed llhcitly,n ・ore ‐

o・′er,these trees are a proportionai sample

of the exlqtlngsize cldss dーst「ibutlon The

number oftrees at ,he end of the Tthyearls

glven by

N 丁 ;N( ーーf)T (3)

where N stands for the initーal plantation
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densl ーy and f ーs theannual loss of tree

numbers expressed as a decimal.

Expected utility of a forest plantalion

The expected utlhty of a forest plan ‐

tatlon under ーho rlsk of lーilclt felllngcan be

mcasu 「ed ln termsoftheexpected crop value

whlch ls a 「unctlon of thevolume of wood

and the crop dーamaterexpected at a given

crop age.The crop dlametervanable can be

ignored if b1omass production istreated as

a measure of utllーty ln such a cdse the

discounted expecied utiーity, for use ln

determlning opiimum rotatーonfor the

pldntatlon,ls obtained by dlscountlng the

volumes obt ・inable under thethree models

by the pure time ‐preference rate:

DEU=EU/, 十r)T (4)

where DEU stands for dlscounted expected

ーit-!tty,EU Sーands forexpected utiluy and

r stands for pule tーme ‐preference rate This

treatment has beenadopted for the

appra15al of ゑにo/yPmj P1anta ーions 1n lndia

by Trivedi dnd Price(1986).

Application of models toappraise お〃(o′Jpmi

plantaiions in lndia

An attempt ls made ln thissection

to generate a yIeld‐tablefor the と"rロリメリs

hybr ーd plantations ln lndla under rlsk‐free

conditlon as well as under conditlons of

nsk represented by the three models dis‐

cussed earlle「 A Variable denstty yield

equation,specIRed by sha 「ma (1978),is

used as the bas1c equat-on and is 「cpro ‐

Table l

S′′e′〃d′cei お 「 E“co′vp′“℃′7ybr′dp′oれ′"〃o〃

Qualily
class

duced beーow:

k)gv=bo 十 br(1/A) 十 br

s 十 も (logN) 十 b,.(1/S)(5)

where V 1s the yーeld ln ou‐bーc metre per

hectare,A1s the age of the cropexpressed

・n years,S 1s the s1te lndexsPec ー行C tothe

quallty class and N 1s thenumber of stems

Per hectd 「e The cーass雨 cゴー・on lnーo three

quality classes l,=and lll (on lhe basls

of top he-ght)andthe determmat-on

of the correspondlng sーーe ーndices and

the va1uts or the regres もion constants

and coe俗 cients by sharma(19 フ8)ustng

data from 124 sample plot scattered all

over tndla used ln thepresent study The ・e

va、ues are reproduced in Tables l and 2.

Let us cons-der a Euco リノ〆 "s plan-

tatlon wーーh N=2500.Th-scorresponds to a

spactng of 2m × 2m Let usgenerate a yleld

table for the pーantatton agestartlng from

yeaT1to year15 uslngtheabove equat1on

(Shamna's tables contam an age.range of

4-14 years,but a littーeextraPolation does

1lot matter for the alm ls to lーlustrate the

models). Thls glves rlsk‐free volume Y1eld

tables arealso generated uslng the three

models already discuqsed.The rate of

volume lncrementln mode1 2 1s

oblamed by d1什erent・at-ng equatlon {5)

Wtth respect t○ T and ーs expressed as

dVT bl-VT bl　　　 　　
dT T-2 T2

「b,十b,(1/T) 十b,S+b 1ogN+b4(1/S}]

Top height at 8 years(m) S1te1ndices

鹸 x Min,1 M 馴M殊 1 M,n, ー M細 鹸 x 1 M in, 1

1 26 6 202 23 4 24 -8 21

1t 20,2 13 8 17.5 18 12 15

11t 13 8 74 106 12 6 9

Table 2

Regretsio れ consro “!ぶり′'dcoe 所 clems/ore 夕“口飾 れ

Qua亀ity bo bl
class

b, b3 b.

1 3,08754 ‐ 7 5ー748 0.022068 0 609979 ‐44 4264

11 ‐2,34040 -lo,93654 0 264975 0 216846 31.0078

111 3.50694 ‐14 93375 ‐0 045310 0622400 -295316

Extracted from ‘Yーeーd tables for βucqo・pmi hyb 「ld(planiatIon} for var-ous lcvels of

stocking'(Shamrla,1978).
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For mode1 3,dVT/& ーsevaluated by the

sameeXpress ーon(6)except thatNISreplaced

by NT asg-ven byequdtlon(3)lntroducmg

the concept of variabletree number durmg

the life of the c「op may not be compaub ーe

wlth the original assumptionsbehind

equation(6),but this ls belngdone to

ilーuぅtrdte the mode ーs and no better equa-

tions are currently available.How much

the estimated loss reaeCts the truequantum

of ーoss m ・he aeーd dePends on llowclosely

the inodels dePict theindividual iield

sーLuauons.

The value of f- e ,the annual rale of

loss ofarea m model l andthe annual loss

of cumulative volumes in models 2 and 3,

has been taken as o.1(or lo%)in tbepresent

study Loss from illlcit fellーngdoes not

occur as a slngle annual event,but may be

scat{ered throughout the year.According1

1n n・odels 2 and 3 the year lsdivided lnto

loo equal parts,in any ofwhich illlcit

fclling maytake place. TI1e mean rate of

}oss ln each part ・S o lo5305%ow ーng to the

exponential nature of loss,th1swould resuーt

ln dlossafteroneyearofprecisely lo96

(100% 0105305%)100=90%

ln models 2 and 3,thenet effect of

volume increment and11licit removdl is

calculated at the lnld‐point of each per-od,

and the remalnmgstanding volume revlsed

Table 3

r′司dmb ′eた 「 E"co′“′"ゞ!"′ク′′" 〆 "〃′α〃o〃′〃′〃d′"

Volume under llllclt「clーーngQuaーーy class&
pーdnts pc 「ha,

Age
(years)

Volumc(w ーthout

lー1!cー(felllnの

1 1 0.27 024 0.27 0 25
2500 2 1 7 9 37 "14 1003

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5

ー
2
3
4
5
6
7
8
9"
0
1
2
3
4
5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

2 11.57 9 37 "14 100
3 40,5ー 29,5J37.59 32 44
4 75.80 49 73 67 34 5593
5 110.38 65.18 9341

14182 7537 113.87
7 6 6 8113 128 84169 6ー

ー93 98
215 33
234 09
250 65
265 34
278 44
29018
300 75

n
2500

1lt
2500

0・00

0 93
577
14 35
24 80
3570
46 32
56 31
65 55
74.02

8ー76
88 82
95 27
lol・17
106 58

0 00
0.06

0 75
2 60
5 48
9 01
12.86
1んア9
20 66
24 39
27.94
31.28

83 50
83.42
81 62
78.66

74 94
7077
66 38
6192

000
0 76
4.21

9 42
14 64
18 97
2216
24 24
25 40
25.81
25 66
25 09
24 22
2315
2194

000
0 05
055
170
3 23
4 79
615
7,23

128 84
139 06

ー45 39
ー48,64
14947
148.4 ≦

146 03
142 56
138 33

000
09 ー
5.44

13.07
21.68
29 87
3696
4274
47 22
50‐54

52 82
54 24
5493
55 03
5466

0.00

0‐06

0.71

乙41
4‐91

7.78

10 65
13 32

5593
7490
88 35
96 87

ー0146
亀03 04
壱02,39
10015
96.79

92 67
88.08
83 22

000
087
515

12.ー7
電9 9G
2704
3302
37,78
4115
43 50
44 92
45.58
45 62
4517
44 33

・0 0@
to05
の66
ー94
378
5.74

7.55
908

9 2066 800 15 66 11027
102439 8 50 1763 4ー,14
11 27・94 877 !9・23 1172
12 31.28 88 」 2048 1204
13 34 43 8・75 2142 肇215
14 3737 8.5~2207 1209
15 4012 8,26 22 47 1ー89
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Table 4

D バcα〃7r可 野 e′dm わ お r Ezにdjノメ “'〃′α′'mno 〃′〃′′7dm

DiscountedVolume
Qual ーtyc-ass& ヨ Age DiscountedVolume

(no lllicitfelllng)ean)(no111ic謡 11ng) 馨 盲iー 」 篭をゞ 三 1M 鴬 3plants per ba ,(yearq)

1 1 O Z5 0 22 0 240 23
25(沿 2 9 56 7 75 9 218 29

3 3044 2219 28 24 24 37
4 5ー77 3397 45.99 38 20
5 68 54 40 47 58 00 46.51
6 8005 42.54 64 28 49.87
7 8704 4163 66.11 497 ー
8 90 49 38 95 64 87 47 33
9 9132 3538 61.66 43 70
10 90 25 3147 57 31 3り48
11 87 85 27 57 52 39 3510
12 84.54 23 88 47 30 30 84
13 8065 2050 42,30 26 84
14 76 41 17 48 37 54 23.19
15 7200 14 82 3312 19 9Z

= 蔓 。Doo oo o.00 000
2500 Z 0 77 0 62 0 750 72

3 4 33 3 16 4093 87
4 9 80 6 43 8 938 31
5 15 40 9 09 13 46 12 36
6 2015 107 ー 1686 1526
7 23.77 11 37 18 96 16 94
8 2627 11.31 19 94 17 59
9 2780 10.77 20.03 1745
10 28.54 995 19.48 -6 77
11 28.66 8 99 18.51 15 74
12 28 30 7 99 17 28 ー4.52
-3 2760 701 1591 1321
14 26 64 6 e9 14.49 11 89
15 25 52 5 25 13、08 10 6ー

n l l o oo o.00 000 000
25oo2 0 05 0.04 0.05 0 04

3 0 56 0 41 0.54 0.45
4 1、77 1.16 1 64 133
5 3.40 201 3.05 2 3 5
6 5 09 2 70 4.39 324
7 6.60 3.16 547 388
8 7.83 3.37 6.21 4.24

9 876 3.39 6.64 436
10 9.40 3 28 6 80 4.30
11 9・79 3・07 6・74 411
12 9.97 2.82 6.53 3.84

-3 9 97 2.53 6 20 3 52
ー4 9 84 2 25 5 813 18
15 9 6ー 1.98 5.38 2.85
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Table 5

Ex 〃ec′mme α""" 〃“"′ mrreme ′irお rE “co′-rprzぼ 〆 の i′mm 〃

Expected MA1under llーlclt feH1ng
AgeQuality class&

pーants per ha
MA1(wlthout
ー11ーcーtfell m g)

(m3)
pーantsperha (years) alーcーtfellmg) Mode ーー

.
Mode12

1Mode13*-- (m3) 一‐‐‐r-- (m3) --(m3)-- 一 (m8)

1 1 0 27 0 24 0 270 25
2500 2 579 4.69 5 57 5,01

3 1350 984 12,53 ー0 81
4 18 95 1243 16 83 13.98
5 22 08 13 04 18 68 14 98
6 2364 -2.56 18 98 ー4 72
7 2423 = 59 18.4ー 13 8」
8 2↓25 1044 1738 12e8
9 23 93 9 27 -615 "45
10 2341 8.16 14 86 10 24
11 22 79 7 15 13 599 10
12 221 ー 6フ4 12 37 807r
13 21.42 5 41 n23 713
14 20.73 4 74 10 -8 6 29
15 2005 4.13 9 22 5.55

11 1 000 0 00 0 000 00
2500 2 0 47 0 38 0 45 の44

3 1.92 140 1 811 72
4 359 235 327 30{
5 496 2.93 434 398
6 5 95 3 16 4 98 4 9
7 6 62 3 17 5,28 4 72
8 7 04 3 03 5 344 71
9 7 28 2 82 5 254 57
10 7 40 2 58 5 05 4.35
11 743 2.36 480 4 {電
12 7.40 2 09 4 804 08
13 7.33 1 86 4 233 51
14 723 165 39;3 21
15 711 L46 364 296

{tl l o・00 0・00 OQO 電。OG
250〇 2 Q〇3 0〇3 〇〇3 O Oコ

3 025 018 024 0 ?@
4 0.65 043 060 ・0 4琴
5 1.10 0.65 098 0 76
6 1.50 1 80 1 300 96
7 ・84 088 望52 三08
8 2 10 0 90 1 66L13
9 230 0 89 174 ‐ 114
10 244 085 篭.76 ・ 11
11 2 54 0 80 1 75q 07
12 261 ()74 1 7 1 1 00
!3 2 65 0 67 4,65 093
14 2 6′ 0 61 G58 0g6
15 2 7 0 55 1 500 79

出典

S.N.Trivedi (1989). Utility ‐based PaysicaI Appraisal ofE u c a ly p tus H yb r id

P 1a n ta t io n s in ln d ia Un de r the R is k of lllicit Felling.lndian For,115

-771‐779.
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図 , 式 な ど TableI

CO′“〃"′""yeg′ow後 qれdy‘e′d げ ieed′‘〃gondcopp ‘cec′opi Euco′yp′‘ぼりも′‘d

剛賞 誉--…;…ぬ,,雷 k-- 響き…i〒嘉 納 - 。

繍)1趣か置sーa図 轡 ド ド年謡一E頬骨10響き
1 2500 Not ava1lable NA NA

2NA NA NA NA

3NA NA NA NA

4NA NA NA NA

5 N^ N へ N^ N^

6 NA NA NA NA

7を 1931 75 to4 2372

8ゑ NA NA NA NA

17 1143 144 17 3 68,52

1 32jo-- 520 720

2 2244 40 6 698 92

3 1978 4 9 7 84 12 80

4 1700 6 5 1040 1666

5 1522 8 4 =80 26 56

6 1472lol 1290 41,55

7幸 1472 1= 1515 5895

8き 899 122 1行40 4605

機機 ≠酌 RTACEAE(フ トモモ魂 }
貫禄じ凄伊野鰯癖hybrid

轍 }インド

データ採取地の立地環』
M蛋ateriaーS and ハベethoーーS

Data glven 1nTable l pertaln to

Sample P1ot No 7 of BーーaspurP1antatlon

DIVIS ーon Thls plantat ーon wasraised ln

l9 64 and -s s1[uated aーong Dcwar ‐Dab-a

Road near KhodrI Ra ーlway stdtーon llI

BI1aspur D1strlct of M 脳 dhya pradc h Tile

plantlng was done at an espacement o f

2 111× 2 m The ampleplot was 「ormed m

February, 1つ65,and measurements on seed-

ーーng orーgtn crop weretaken ln l966一68 atld

dgam ーn No ＼′etnbe 1971 Theplantduon

＼Vas cーearfeーled .ー1 1980 ・eav"1g dn dve-age

力too ーheーght or about ー5cm Nc、V ~anlh-C

P1ot Number lo ・vas then f()m1ed ーn

Jovennber l980 f()r tdklng gro＼＼thmeasure-

rlrlents of Grst copp.Ce crop bcLwe こn

l981‐1987

Data sun・n・ansed lnTable 2pertains

to Sample P1ot No 6 of Noz ーh BIーasp ur

plantatlon D ーvパーon ・vhlch K sーtuated ーn

lolzes・var B1ock near K‐hodrIRailu ′‘・y

statーon m rore~t Con ・PH「Lment No 452

P1antatt 。n wa くdone d t d ・1)dqngof 2 m × 2111

-n t963 butsample plo[ ＼・a~ fornled m l965

M1easurements of seedlng orlgmplants were

頃 arted -n January l966 and ＼Vere cont=lued

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

annud ーly upto Ma にー11978 The area ・Vas

cーearfelled ー1・ Augu t‐September, 1979 A

new sanlp に 〆 。ーーo record n.easurenle ーlts ーー、

lirst copp-ce crop ＼・′as formed ーn February,

1980 Measurement were con 口nuedbetween

November,1980 to !987 onyearly ba・ーs

ln Table 3,the observatlons of

Sample P1ot No,2 0f BI1aspuI P1dnlatlon

Dーvーslon have been glven Th ーsplantat ーon

" ーocated on GQre ー1a endra Rodd) t。

Tattanpur road u・ Con ・ptt No 465 The

P1antatlon was raーsed m lリ64Before

plantITIg G にqムノp" ば hybrld,the area Carrーed

nuxed dry declduou~forest of Madhya

Prade h sーte Qua1ーty IV(a)with crop

(lenslty 0 4 0 8 The plantatlon was done

dt a pacmg of 2 m × 2 n・ The measurements

・veretaken every yedr fronl l967 to l978

The crop measurements weretaken after

2を yedr dnd13 を yedrs Thc seedlmg

orlgln crop wasclearfel ーed ln June, ー979

and new qamp ーe plotwas formed ln

November,1980(1 身 years) ・ Themeasure ‐

nlents of copplce cropswere taken m

Jai・uary, 1982 to February,1987 1c arter

2 5,3.5,4 5, 5 5, 6,5 and 7.5 years.
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Table 2

Com 脚「α“ve growr′m “dyo′“用e q′肥 ed/′“g 加 dcopp!cecro β q′段に可γprus ため r!d

Year ofP1antmg l963 C1earfelhng m l981

SeedlIngs ongin(oldSP No.6) Copp-ce ongln lst rotation(new s,P,No 8)

O B
volume/

ha
(m3)

No or
Treeb ハ .a

Age
(yrs)

Crop
helgbt
(m)

　　　
(cm)

Crop
heーg1・〔

(m)
Volume/

ba
(m3

1者 2O1O 2,15 2OO 2,OO " 126O 54 386 NA
2ゑ 1850 240 500400 2曇 1211 54 737 13,29

3音 165O 2.45 52o424 3を li44 73 1o,52 25・59

4舎 149O 32O 56o 5・97 4ナ 1O89 7,7 11・55 29 64

5舎 1375 365 62o 7 54 5会 978 93 1256 3o93

6合 13o5 415 6,9O 9.54 6ふ 9oo loo 13 5O38 97
13 1062 9,30 15 70 42 53 --

14 1019 1080 17,09 45 05 -- --

Table 3

Co′“〃qm"ve grolv′/・Q〃d v昭 do ′ "‘//‘“g o“dco クP1cecroP Eum/ “ "は /り少′d

Year orP1antatlon l964 C1earfeーled1n l980(Spacmg 2 × 2 m)

(Copp ーcp orIgu " " mta ーlon(new s p No 9)
Particulars

or
pーan-

tatーon

Seedlーn g orlgln(old S P,No 2)

Year of 2幸 ー80o ‐ 255 5,6 476 2塁 1ー66 63 750 1575

plantat・on 3を 1705 260 60 520 3墨 1155 ‐ 7,3 ー01~ 2469
一 1964

pJcin8 4圭 1675 385 68 872 4き 11ー1 78 1120 29 ー2

2 × 2rn 5菱 1655 425 6,9 9・77 5金 933 96 1200 3840

出典

Prasad,Ram(1989).Comparative Growth and Yield ofhS eedling or ig in C rop

a nd F irs t C o pp ic e C ro p in Eucalyptus Hybrid. lndian Fon,115 : 281 ‐

285.
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欝積 {昭mACEA 寂フト篭篭轟き

国 }ペンド

データ採取地の立地環境

The technique of r&ising 忍“{)oZダP腕t6 hybrid has been de▽eーoped Independently 由 each

region keeping ,n vi6w the lo(汲 l conditions. Espa{ 鯵 ment in pure plantatio- 鵜 ▽aries lrom

regioII to region and sometimes in th6 8ame region. various sPそ繍 logs adoP 解 d are lmxlm,

2m × 2m,2.5m X 2.5m,3.5 m X 3.6m,3mX 3m,elk. 虚勢αzZタPれ鋪 hybrid plantationB are

generauy pur6 but mi1にttues havealgo been trifxi,o ▽6rsmall ar戦渦 ,witlI the sヱ鷺 cie8such as,

teak,C 鯛 卿 r銅 α cq“"" ザ。蟹α,C a8he ゞ ,e 網 .Notbingde6nitecan b esaidabouttho success or

otherwise ofthe88 m1 ×edp ーantIItio 口sat present.1 lowe ▽er,in thepresent study 8uch mix{ 縦

plantations ba ▽e b秩;○ excluded.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど
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Table 4

　　　 　　
{years)Quality

406rq9e cropみeiQゐ‘(m) 切 れ"mberqf 叱 md: △geoれd sffe Q伽旗 y

Numborofatomsper hectare

一 卿 1馴o1moi 則蜘 ooド 1醐oド ド 1脚o
4 1 ー 14.6 14.5 14.3 142 14.0 13.9 13,8 137 f13G 136 135

・・ 9‐3
公言-

9‐1 9・O 89 8‐8 88 8‐7 8・じ 86 ÷ 了nr
1エー 6,6 5.5 55 64 5.4 5.4 5.4 6.3 53 63

6 1 16,8
11 113

111 6.7

6 1 18.4
[1 130

111 7.6

ワ エ 19.6
11 14.3

111 8.3

8 1 20.6
11 15.3

111 8.9

9 1 21,4
11
111

10 1
11
111

21,4
16,2
9,全

22.1
17.0
9,7

16,6 16,4 163 161
11.2 11.1 11.0 10.9
6.7 6‐6 6.6 6 5

18.2 18,0 1ワ,8 1ワ,6
12.8 12,7 12.6 12 4
7,6 7.5 ワ.4 ワ,4

19,4 192 19 0 18,8
141 14.0 138 13.7
82 8.2 8.1 8.1

20.4 20.2 ・ 200 19.8
15.2 160 14.9 14.7
8.8 8.7 8.7 8.6

21.2 20.9 207 20.6
160 16.9 167 166
9,3 9,2 9.1 9.1

2t8 21.6 21.4 21,2
16,8 16。6 164 16,3
9.ワ 9・6 9 5 9.6

160169 15 ワ
10 8 10 8106
6.6 66 6 4

176 17.4 17.2
123 12、3 12.2
73 73 7.3

18,7 18.5 18 4
13 6 13 613 4
8.0 8.0 7,9

196 19 6 19.3
146 14.6 14 4
8,6 8,5 8.5

20.4 20.2 20,1
1丘4 153 152
9.0 9,0 8 9

21,0 20,9 2○.ワ

16,G156 154
10,6 105 104

　　 　　　　　
i7,1
12.1 120 119
7 2 72 7 2

183 182 18,1
13 3 13 213 2
79 79 7,8

19 2 191 190
143 142 ! 141
84 だ「r 84

200 19 8 197
16.1 15 0 14 9
8,9 8 8 8 8

20,6 20,4 20 3

14 11

f
冊

-3 6 23・4』 鵬 2・9 227 22Gi 22
18 8 18.6 184 183 ー8,1 18,0 17 9

111 10.7 10.6 10 6 ー0.6 rl0 4 10 4 10 3

.・嘉 E終盤 ¥誘電暮凝
　　 　 　 　　 　　　 　　　 　　

n
iis:1

179 17・7 166 17・4
111 10.3 10.2 10,1 100

13 1 23.6 233 2301 228 226
・I

E 語
184 18・2 180 ー7.9

111 lo 6 10 4 10 410 3

162 160 169 1 ーーーーーーー「
16.8 ー5 7 16 6

1 94 93 93 92 92 92

　 　　　　　　　　　　　　　　
9,ワ 9.7 1 96 9.6 95 95

22,0 218 21.17 2,6 2・4 2,31

10.0 9 7
　　　 　　　　　　 　　　 　　 　　　

一 ,,22,4 21,9 2- 8 2 G
17.7 17.6 17.6 17 4 173 17 2 1
102 102 10,1 ! ーol ,Uo

‐
T 前 ÷102 102 10.I

227 22Gi 甥
ー8,1 18,0 17 9
rl0 4 10 410 3

22,2 122,220
17 7 17 G17,5
103 10 2 10 2
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Table s

4oero9e crop dm 解 fer(cm} 勾 れ肋 zber 群cmd イ"c qnd st{eQuqzt!y

NumbarofBtcmB parhectare

Sーto ,

Quaht廟 。ド ド ド ー『 即0ド 。ト醐 1醐一 則01 卿。

ワ ー 14,1 13,8 13.5 133 131 129 12.8 12 7 12,6 126 12 4
11

111
119 112 106 102 98 04 92 89 8.17 8 6 8 3
6.0 6.9 6.9 6 8 6.8 6.7 6.7 6 6 6‐6 6.6 6,6

13,4 133
92 9,0

8 1 149 14.6 14.3 14.1 13,9 13 7 13.6 13,6 13,4 133 13,2

12,6 11.7 112 10.7 103 10,0 9.7 9.4 92 9,o ー 8.9

66 66 6.5 6.4 6.4 8.3 6.3 6.3 6.2
I
て r 6.2

167 16,4 15.1 14 9 14.7 146 14.4 143 14,2 14.1 ー4.o
13 0 12,3 11.7 11,2 10,8 10 fi lo.2 100 9.7 96 9.4

7 3 7,2 7.1 7,0 70 69 69 6.9 6.8 6,8

11
111

9 1
　
111

165 162 16,9 16.7 15 6 15 3 15 2 16.1 160 14,9 14,8

13 6 12.8 122 ー17 113 1ー0 10.7 106 !10,3 Io,1 9,9
7.9 7.8 7.7 7・7 7.6 1 76 7.5 7,6 7,6 7.4 7・4

1o l
ll

1エー

1ー占1 1琵琶‐蔓暮萱覆い書…龍巻も1雲量 響 綴 撰ー
8,1 8,0

12 占 18,1f,81 ,7,馴 ,ー ,ー ,圃 蜘 ,“ ,唖 ,",41
m 階 キ

ー38 ・32 12‐8 i2‐4 -12 ‐ー "‐8 "‐5 11‐3 ーー‐1 10‐9

,,,圭 鵬 瀧 嵩ー雷 麗 ,覇 麗1墨 三:;露 #:≧
m ー誓:;ー著者ー8‐g 1著書 曹ぎ 寵 管三 豊署 ,著者 .各号 .寺F

14 ,キ 脇71,",11 蜘 ,鴎 輔 ,4ー鰯 irl 胆 ,8,ー
16,0 14.9 14.3 13,8 ー3 4 ー3.ー 12.8 12.6 12.3 122 12,0

111 ・ . .
104 103 10,2 1o l lo.1 10,0 10.0 10.0 9.9 9,9 9.9
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Table 6

刀鯛αに reα (Sqm/ たの もy れ仏mber 可 β1cmβ,49eq “dsde 化m 卿ッ

11
1IL

11
111

I
11

111

I
11

111

I
11
111

　
11
111

lo

11

12

l
11

111

11
111

11
111

lo l16
も,8817

1 429

11.922
7.0‐76

ュ.897

13 479
8 11ー
2 398

14.783
8,983
2.925

15840
9.G92
3 470

10 548
6 391
1333

11.713
0 443
1.671

13,80G
7,743
2 213

16.610
S 877
2804

17.ー19
9832
3.419

18343
1OG07
4057

19 297
11.208
4.712

20001
11646
5 370

1.254

12 471
6 696
1.786

11699
8 047
2.371

16 6ー9
9225
2.997

18 226
10,218
3 665

19.529
11.024
4.337

20.545
1ー.648
5.037

21295
12103
6,749

13 205
G 938
1.899

16 665
8 335
2.620

17.698
9556
3.186

19,300
10.584
3,886

20.679
11.418
4610

21,765
120R5
6.354

22549
12.537
6.110

111ー8
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湖繊 :鮒RTゑCEA蟹マトモモ料)
だ雑多蕩i藍野窟樽 噂韓r田

園 ;インド

データ採取地の立地環境

hdate『ial and PV1ethod

l.5 ha area wa 鵠plaoted with だ"cロケ〆“ゞ with8357plants,the density per ha being

5S87 pla口ts. A 霊ample plot 。f
‐
loo m 重was laid out and height anddiameter measuremeDts

were carried out al periodic intervals. The plantation is situated ip the outski ・ta ofGandhi-

Dagar (Gujarat) (23.o7NLatitude;72,63ELongitude;35 MASL;drydeciduous forests) in a

semi ‐arid tract with the soil ofsandyloam. The average al1nual rainfall isabout 700 mm

and the average annual temperatu 『e is ofthe order o「30oC;average maximumand minimum

temperature being 4ーoc apd 13OC,re8pectively. The raiDrall almo 急tcomp1ete1yoccurs during

tbe monsoon months ofJune to September. TI1e plant to plant and 「ow to rowspacing

with 加 the P1antation was kePt cops【ant(13 m × 13 m)The P1antationwas fenced with }ive

hedge of β"〆 'α鋭α ced “c帆o′超 to protect it from grazingand external interference.Weeding

wa$ doQe ooly durmg the 6rst year. subsequent ーy,tbe weed growth declined as aresult of

sbade due to c1ose p1a 口tIDg BI0ma3s production lp this p1antatioD wasestimated at 6

month}y lntervals beginlng IZ months ofagc. Detailedmethodology for e6timatio11 of

biomass hasbeen publisbed elsewhere(Kaul andGurumurti,1982).

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Table l

Co′〃po〃e〃′wおe biom 餌 sp′o画 c"onby ′「eei ザ メ′郡どだ mco ′ego′‘es ザ Euco 伊p‘那 毎 6パdp! 伽 m"o 〃

"" 粥 ogc ヴ 賜 mom 郁 (た幻んα)

Category CatCgo(y
Compol1ctlts Mean/trce Dctails ofplantation

A B A B

VVood 513 687 1200 0.21Numbcr of t「ecs 3976 16n

Bark 23コ 265 495 0.09 Pe・ccnt or tlees 71 29

Branch 259 288 547 0.lo pcr ccnt contributioD of 45 55

utlllzablc biomass.

Utilizable biomaos lo02 1240 2242 0.40

Leaf 830 617 1447 0.26 PcrcentcootributioI1oftota1 51 49

biomass ・

Root 713 596 13〇9 〇・23 L々 afeHRcie立cy 3・1 4β

TotaーbIomass 2545 2453 4998 0.89
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Tabーe 2

Com ヂo"e"‘wたe 蟹 om 餌 s prod"c “onbyfr" βげ dが crmrcd ‘egor 固 〆 β"co 伊pr鄭 毎 brfd 〆 ""郷 !o"

α1 rileoge 可 用 mo〃『虚 (旋 /izq)

Mcan/tree Detai18 0f‐pla○tatlon

W'ood 1668 1252 2920 052 Numberof tfees 4469 111s

Bark 787 555 1342 024 Percentof tfees 80 20

Branch 970 682 1652 030Per cent cootributioo of 58 42

uttlizable blomass.

Umlzable b1omass 3425 2489 5914 106Per cent cootnbutioD of 62 38

total biomass ・

しeaf 2074 1355 3429 0 61 Leafel圧iciency 4.06 3.82

Root 2930 1326 4256 0.76

Tota18429 5170 13599 乙43

Table 3

Co′“po〃c〃ハme b‘omois p′o山 c"o 〃 by 〃cci げ ば堺ご′cmcorego 中 s β"cc かp′潟 毎 6r‘〆〆 on掴 fon

or-んどogc げ 郷 monr毎 (総 /"α)

Category
Dctal1S ol‐p1antatiol1Mcao/tree

A1B

VVood 4783 608ー 10864 1.94 Number of‐trees 406] ヱ~24

Bark 1460 1818 32′8 059 Perccntoftrees 73 27

Branch 1583 1646 3229 0 58 Pcrcent contnbut1on of 44 55

ut-lizable biomas3.

Utーーizable bionDas3 7826 9545 17371 3JIPer cent contnbutioo of 47 53

total blomass ・

L‘af 1569 2113 3682066

F1u は 426 ‐ 426 0.08 1 Cafe 田 cicI1cy 8.73 7.45

Root 4297 3659 7956 1.42

Total 13692 15743 29435 5.27
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Table4

Compo"emw なeoiom 餌 sp′o山 α‘on るy "ec 呼 d獅 erm ‘cofcgor!es げ β"co′ypi"s あるrfdp′omo"o"

α" 粥α解 け iDmomAir た8/んαノ

Category
Total MeaO/tree Detalls of‐plaptatlol1

Category

A BIC

4097 1117 373VVood 6810 3124 2964 12898

2498 1288 649 4435Bark

Branch

Utlllzable

b1omass

貼 af

Fiuit

4896 1340 1373 γ609

14204 5752 4936 24942

2725 1130 906 4761

15 15

Root 5336 1944 1074 8354

Tota1 22265 8826 6981 38072

231

0.79

1,36

4.46

0.85

0・01

1,50

682

Number oft【ば s

Percentoftrees

Per cent contribut ーon of

utillzable biomass

P e r cent α)ntributーon of

total biomasg.

Loafc 伍 C1e口Cy

73 20 7

57 23 20

58 23 19

8.2 7.8 7.7

From the Foregoingobservation it is clear that there existconsiderable variatio

among the populatiol1iq the plantation. Further,a direct relationship between GBH. heig

(Fig .)aQdb1omB 鯛 productIoniSa1soevident.These 。bservati 。nS a1S0 c1ear1y 鴇how 亀h

higher biomass productiot1 by catgo 『ies oftrees in higher diameter/GBH classes lsbecause

larger number of leaves in the 肥 cla$s鱒 and not due to higher leaf e雨 ciency 、 However,t

excepti6n to tbe above statementsshou1d be made with regard tocategory e of the tree8

36 months or growth as tbese plants showed much higher biomass n「oductiondespite pt

portionately lower leafbiomass. lncidentaly 、the leafel 雨 ciency ol‐ these P1ants was a

near1y double that ofp1an 趨 iD other two categor ・es at 36 months ofage .□dlcating ・

probable get1etical variation among the populatiot1 A1ternattvely,these plants mlgbt hi

attained maturity leading to more emicie 口t Produc 【ion 。「dry matter.

▽ふまふ
.

、;:;.…題 ・ ▲

　　 　　　　 　 o12 MONTHS
▲ IB MONTHS
。 2ムMONTH5
・ 30MONTHS
▽36MONTH5

G 9H(cm)

Hcight V・GBH 0「虜"coolpi“ibyblt" ーcciosam フleplotatdl 団crcotagcs,
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Table 5

α m′'onご〃!w‘Je blomoisp ′o山 肌 onby ′ree げ d卵 eだ "‘"′ego′顔 ど解〃ルメ鄭 毎 加 dp‘""‘"′mn

α" ムedge げ i6mom 超 rkg/脳ノ

CategoryCatogory
Dcta-ーs ofplantationMcan/tree

A B CA B C

156・3 4601 5651 25865 4 63 Number 。f‐treは 4221 993 37]

5795 1447 1280 8522 i.53 Pcr ce1ltoftrees 75 18 7

5ー83 2065 ・865 9=3 1・63 Per cent contnbuttoQ of 6ー 19 20

utlllzablc biomass.

blo 26591 81 13 8796 435C0 7.79 Per cent contr・buttoI1of 62 20 1穴

total blomass ・

4221 1 9〇 802 6513 1 17 Leafea巨clct1cy 9.8 87 i52

85 215 -‐ 300 0 05

10460 3168 2596 162Z4 2,90

41357 12986 ー2194 66537 ".9I

Table 6

Compo 〃e"‘wばe biomoi‘〆〆 "cれon ザ β解d伊〆“‘ある′fdofd 騒げe"‘qgerfo〃〃"/加 )

12 18 24 30 36

1.20 292 1086 12.90 25.87

(24.0) (21.5) (36.9) (33.9) (389)

0・5〇 1・34 328 4.44 8・5之

(10.0) (9.9) (112) (11.7) (ー2.8)

0.55 1.65 323 7.61 9.11

(".0) (12.1) (n.0) (20.0) (13.7)

bーoma$B 2.25 5・91 1737 2495 43.50

(45.0) (43.5) (591) (656) (656)

1.45 3.43 368 4.76 6.52

(29.0) (25.2) (12,5) (125) (9.8)

- - 0.42 001 0.30

(1.4) (00) (0.4)

1.30 4.25 7 95 8 35 1622

(26.0) (31.3) (270) (21.9) (24.4)

b董oma" 5.00 13・60 29・42 38.o7 66・54

m pa・cqthes-s ind1catepcr ccQt of
‐
tota1 bloma".
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Rdqlion ぶ/ヱ中 錠 fwee"D 窯" o〃d ro′o′dry 川α" “ "′〆 “ri′izob/e drymqrle ′ per rrea

relatiopship betwcen Bquare of dlameter mumplicd by tbe he‘gbt(DIH)and total/ul

able dry matter produced by the tree,was worked out using their log values and the re{

alongwith the respective regresslol1equation lspresented in FIg 2. lt was fouDd that

value for both D2H andutilizable diy matter, し 2H and total drymatter worked out to

suggesting a linear and positlve cor「elatlon between these two parameters. ltis also(

from tbe Fig. 2 that theobserved vaーuesofutilizable/tolal dry matterwere fairly close

regressed values The resuits thus suggest that D2H may be used as parameter fbr de↑e

pipg u【ilizable at1d total dry matter productiol1per tree,

Fig,2( 亀)
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Evd′"""o “ げ grow ‘/ヱ"""g mr ‘o好 pq′omere な . ThedJta presented iQ Table 7 reprcs,

averagc tota ーbi。mass and leafbloma$g per trce,wh ーch wa3 derIVcd by dividiQg the l

biomdss pe 「 ha by number oflrces pcr ha. Thus this data represents lhe ave『age d-str,bu

。f dry matter per tree m ttーe p1antatー0o wbich was used aSbasis for ca1Cu1at1 。Qs of

Assimilatioo Rate(NAR),LeafWeight Ratio(LWR),Relative Growth Rate(RGR),(

Growtb Rate (CGR) at 6 monthly IDtervals. From thedata presented inthis Table,"

clear that the total biomass, leaf bion・ass, as wen as the lcafemciency io this spec1es incre-

linearly with age. However,the data presented for NAR,LW R,RGR aod CGR in Ta ヒ

showed a dlfrerent trel1d. Thus NAR $11gh【ly increased during12 to18 months orgrowth

compared to tbat during o to 12 months lt showed two peaks one at 18-21months of gro

and another at 30‐36 months ofgrowtb. lncideotally,it is duringthese period the w

blomass as we= as tbe total bi。ma"product!onregi ろtered Sharp increasc thu8,Suggesting

the moisture avaiーab 軍 ty influences the growth as during these perl。dq mo8t or the ra-‘

oは urred in the experimental area, The decline in values orLWR and RGR with age is

to the ract tbat tbe rate of dry matter accumulation in non ‐photosyothet-c biomass was

higber 1eve1 a# Compared to that in thg photosynthetic biomass, Thecrop growth

6howed a fair1y c1ose corre1at1oQ wlth NAR(r こ 0,76, RGR was found to be hi;

correlated with L WR asthe value ofcoe 館 cieot ofcorrelation betweeti these factors wo-

out to o.88.

Table7

G′ow抽卿 mmere な げ E"coolprus ああrdα‘〆堺‘だ"超 郡‘.

0 12 18 24 30 36

Total b-。mass/trec(kg) Qoo5 0,800 2.430 5.2706820 11.91O

Lca「btomass/tree(kg) 0,0OZ 0260 0610 0,660 0.850 1,170

Lear cnRc1cQcy 2,50 3.42 3,98 7.98 8.ー2 10.18

イ〃αケ8なげ grow′ん缶 β““役P殻ぎ謬る′′dp ね〃勉励〃J

T1me period(months)

o-・2 1 珠・8 1 捗- “o
f

鰯 6

NAR(kq/kg month) 0,563 0590 0,745 0 342 0,840

LWR(kg/kg/montb) 0293 0.262 0,ー65 0,125 010~

RGR(kg ′kg/mooth) 0.-6~ 0.153 0.123 0 043 0,09ー

CGR(tooncs/ononth) 0.420 1,430 2 640 ー440 4,7.o
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ln v-cw of thc ear-ie 「 obscrvations that there exists a periodicity in gro・vth, it

considered ofinterest to dctermine the energy cooversion e箱 ciency between two consec-

periods and this data is also presented in Tab-c 8. The seasonal energy coovers-on e所 ci

showed two peaks one at 18‐24 months orgrowtll and ano 日・er at 30‐36 months ofgr(

resulting in higtI NAR aQd biomass production during these periods. The most intere1

aspcct of thi職 data is that periodic energyconvergio 口 emcicncy is ve「y high,the highest value

being 316 per cent at 30-36 months of
‐
growth,whicb suggeststhat fore6tg p1ants bave great

capacityfbr converting the solar energy into dry matter but this capacity is grcatly influenced

by various envirot1mental pa amctcrs. lo the p「escnt study the high levelsperiodic energy

conversion e缶 ciency at ー8.2J and 30‐36 months of growth is probably duc tomoisture

availabiーity as rainfall occurs during these periods in the expcrimeDtal area.Even during

pcriods wheD rainfal ーwaspracticallyncgligiblc(at -2‐18 and 24-30montho of growtb), the

figures for Periodic energy conversio11 efRcieocy is fairly high as Compared 【o ma11yforest

plantations which may be attributed to large number of stems per hectare.

Table 8

2b′"′‘′"〃dmgf 〃ergy co"rど"‘ザ β"co′“′"メザb′′do!d ′強どrem ogeJ r x /が たcメノ

Age(months)

13612 1 18 1 24i -6

W′○od 4,39 11,6 60,04 67.34 12j.44

Bark l.15 4.7 13.35 15.49 34.18

Bra口cb 2.30 666 12.00 33.05 42.20

Energy in utitizable biomass 8・14 22 6 85.39 115・88 199・7之

Fruit - - ー,57 0,07 1.65

Leaf 5,59 16.43 ー809 21.75 28.79

Root 4.86 18.43 25.27 39.52 76.94

Enetgy iQ totaーbioma 葛巻 ー8.59 57・7 ー30・32 ・77・22 307・lo

so′αr e′'ergyco “vemon リリ鱈 e“cybyg" の′yP‘"ぶりわ′′dr% ノ

Age(months)

,2 1 ,8 ′ 24 1 30- 36

0.24 0 48 0.80 0 88 1,26

seoio〃"′me′gycomer 諺o" 朝会だ"cyby だ"cロケ〆那ため rid「% ノ

Time period(months)

秘,8 1 脱 4 1 静30 ー 鯛 6

0.97 177 1.17 3,16
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Srommg energy come 〃! "〃d ぶ〆αre 〃ergycomemo"e が α釧 cy.Thedata onenergy conl

of various comPoncnts o11 hectare basis and energy conver8 ーon e蚤 cicncy at dー菖ごrent agt

growth as・yell as the periodic cl1ergyconversion cfnc-ency is presented in Table 8 The bu-

thc energy is Gxed in wood biomass, the componentwlseat1d total energy levelq sho ・

essentially similar trend as that of biomass contcnl. The energy(PAR)conversion emci

was foUnd to increase rap;d.y with age ・ which ig a reaec【ion 。fiDCrease lnphotosyd

surface leaf(FIg.3).

Fig 3

x,o5KcQ1m2
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を』 PHOTOS YNTHE TIC AC TIVE RA DーATION
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Standing eoergy and golar energy cooverglon e6iciency of β"Cool〆“;hybrid.

出典

Gurumurt., K ,K,moth ・, M M et al (1984) Biomass productlon and EnelgyConversion E f f l c l e

n c y b y β"ra ノメβ "′s ln Ene rgy P1antat.ons, The .ndlan Forester l984 vol llo, No 2,, 150 而ヱ7Q
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獅藻 }鮎YRTゑ繊細 {ワトモモ料 )
鞠#疫丸〆#籾襟露 ore幼春ca (マラツザサドボ曾ウス )

圏 { ス M ダン

データ採取地の立地環境

Area

Srockmg

vo/Un7e

Reference;Ahmed, 1977

Sudan(Gezfra 〕 ~umber o′samp ′e p/ors 70
-nーt-aI N Varies from about 1 600 to l 90otrees/ha,reduced
to between 670 and 780 trees/ha by age12Many trees
mult--stemmed,w1th averagebetween two and tl・ree stems

Pertree

Stem plus branch volume overbark to 5cm toP, excludlng

stumP

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Quaーi~class I

A9e
「yea「sj

N hdom d Vb MA1b CAI-}
rm ノ に mJ rm3ノ rm3ノ r′刀3ノ

1610 3 35 2 20 0 0
2 1250 600 41 3 69 185369
3 1050 835 58 1186 3.95 8.17
4 910 1040 74 24 91 623 13‐05
5 830 1205 88 45 33 9 07 2042
6 771 13 30102
7 730 14 70115
8 710 156012 6
9 693 16 3513 6
10 686 169014 4
11 6791725 151
12 674 1745156

76 91
136 67
18567
20939
222 77
230‐05

23539

1282 31.58
1952 59.76
23 21 4900
23 27 2372
22.28 1338
20‐91 728
1962 5‐34

Quaーityclass l/11

1 1 795 260 1‐6 0 0
2 1424 47030 0
3 1219 655 44 4 71 157471

1064 815 56 13.05 3 26 8‐34
957 960 68 25 24 5 05 1219
886 1030 79 43 79 730 1855

7 829 1190 89
8 788 1280 99
9 755 13 55107
10 736 14.15 11 5
11 719 14‐60 122
12 707 1490127

69‐79

10715
12688
137‐36

142‐76
146‐19

997 2600
1339 3736
1410 1973
13 74 1048
12 98 540
12‐18 343

Quality cーass ーI

1 1924 195 120 0 0
2 1605 3 55 230 0 0
3 1376 560 330 0 0
4 1209 640 42 3 86 097 3‐86
5 1110 770 52 1186 237800
6 1007 880 60 2214 3 69 10‐28

945 980 69 3579



樹穫 {鱗鞭TAC墓AEI慧トモモ料)
E"e舞′劣勢云郷 ○参じ熔 a茸鯛“ #

国 }イタリア

データ採取地の立地環境
Re ′erence Cーanclo and Hemnanm,1976

Area ーtaly(calabria) ~um わer of samP ′e P/ors 36
5rroc☆′"9 N =二 97 ha
vo′〃me stem volume overbark to 5 cm top, excludmg stump

Remarks Sample plots were distr-buted systematically throughout
the plantat1on area and cantherefore be cons-dered as

representat-ve of yーelds to be expected The-r dlstr-bu ‐

t,on between quality classes was.QC 1 33%,QC I1 50%,
QC I-117 o.

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

Quality c-ass I

Age h v G d CA- MA1
「yearsJ rmj rm り rm2J rcmJ rm3ノ 「m3ノ

5 593 10 200 34371 67 7664 2040
6 7.24 17864 51115 82 8990 2977
7 8‐42 26854 68218 95 9840 3836
8 948 36 694 8 5095 106 9 941 4587
9 10 40 46‐635 107578 119 9‐733 5182

1o l120 56368 115326 123 8946 5637
11 1187 65‐314 128005 130 7.599 5 938
12 12.40 72913 138380 13 5 6076

Qualityclass l1

5 469 5059 20919 5 2 4036 1012
6 570 9 095 31692 64 4 846 1516
7 6.62 13941 4.2884 75 5 376 1992
8 7‐45 19 317 54024 84 5625 2415
9 819 24942 64742 92 5516 2.771

10 883 30458 74581 9 9 5234 3046
11 938 35‐692 83444 105 4 735 3245
12 9‐84 40427 91138 109 3934 3369
13 1020 44 361 97334 113 3412

Qual1tyclass lー1

6 416 3451 15957 4 6 2020 0575
7 481 5471 221" 54 2 288 0782
8 540 7‐759 28320 61 2441 0970
9 593 10200 34371 6‐7 2‐534 1133

10 641 12734 40219 73 2476 1273
11 683 15210 45611 7 7 2452 1383
12 721 17662 50705 82 2‐153 1472
13 752 19815 5 5007 8 5 1987 1524
14 7 79 21802 58859 88 1541 1557
15 799 23 343 61774 9 0 1556

出典

Jacob6 , M R E u c a l y P t lー『 f o ー P1ant l nlz SPce l r1s 朝onograPh P 394 FAOlt o llで 1979
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蝕むβ加野芋も横 瀬 “卵賊 {豪 ドニープルー蛸農 )

データ採取地の立地環境

Yield ln different cop 呈ice IDtat1onB(2)

Locality: Mu仰 焔 (Kenya)

A1titude: 2 070 1D

融 旧 叫 1: 956 mm

Soil: deep fart116lateritic ao1I

Data 8。urce: peh[Qanent e〆pBrim 駁コtaユ plotB

Hulnber of plotB: 12

3土瀞◎ of plot 馬: 2 020 題2

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

＼＼越冬ご
Locality

5 5 5 1 7

Seedling I COPP108 n Copp お e ー エ= COPP1O6

AuBtra ユ土a

K酉1:葛ya

" 。" 鵬 帥 狐 ual increment( 胆3た 争 ),. 。,. “ ,,.

豊≧Eg1 三川 ;宝;×
Co皿弧悌

1n the 色baan06 of guff1c 土ent gro 日th and yield 亘昼ta,it ュB notPOBB1b1e to g・Ve 虜口y
def 土口ュt e llコd1c 息t1on ol‐gro メヒb trend. P Oduct もon βeemB to qiaメユ印ュga in the f1rfヲt cOPPice

rOtat 土On aゞ nd then grad=a ユーy deol 士nea ・

出典

(2)K B醐 i・S・Yosの壷 為 話繋駕二島 露 語 さぞ呈)鯛 1醐 dt瀬 ・
1983

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : Pandrey , O G r o w t h a n d y l e l d o fplantatlon speC } e s l n

t h etropics, FA O I 9 8 3 所 収
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済むQ対籾P麹浅鑓" 超な癖 (シ ドニーブル州ガム )

園 ;すう勢ル

データ採取地の立地環境

ln aplte of th6 1arge ÷80風la pleg)tation of the apeo16 日,publ お山 6dgrowl 出 国)d “L◎ld
d ata 鵠翰 v617 8oa 綿 e, T he d ata f 罰 困 B 醜 鴎 l q uot6d below a rも for m ixed eucalyptu@ 8ppo

回議th JL B鳴き1にna 国際*ユmm鳳 襲 Peroamt;h 戦noe 書t haa l工lnited BPP1ioat 土on ・

Loo&1lty: 斜pread oV6r fro4国 State of Pa1Oibo to Sa~寡1ta C凸tar.na

A1tltu"iet 0 to7 α) 憩

膳 & 瓢 湖 ! te叩 o焔 17 8脚 la plot8

冨山mb◎r of P1otal l 075

P1ot Bュz6* 10◇ m2

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

お躯 L A8e ユ b工 肌 tB ind 餌 for t闘デーo Btookin 仏 da」nBit 始 8

Site llなdex 26 22 18 14

Age
＼＼-stemB- 個¥＼＼…′一

＼＼＼(year8)

1600 16(め 1 1000 16(わ 1 1α)0 16W I 1om

4
6
8
10
12
鳩
柘
倦
豹

o .・o・.・o o 皿ea」n annu

jj.3 22。8 17。8

56・O う8・2 29・6
66.7 45・5 35.4
70.5 48。0 37。4
70.6 48.2 37.5
69.2 36.747.1

ー ‐ 35 。4

ー - 34.0

ー - 32.6

I
lnorement(m3

15.0 11。8

25.2 19.7
30.0 23.4

31‐7
溺)1.8

31。1 24.2
幽 23 ・4

層 22.4

‐ 21 。5

r
) 。" 。", 。

9.3 7.3

駁
12‐2
14う

19.7 15・3
19.8 154
19.4 15oo

‐ 14.6

‐ 12.9

‐ 12.5

Ranαalka: Site inde ヱ haB been calcl"&ted by the he¥ ≠ t of the t…山 lest tre e

p e r p1ot at reference ag6 8 yearf3 。 Vo1u 川e 18 caユoUQated 図ltb bark
but lIo Lnd ユcation of meaguremant li1alto

出典

(1) H6mBdIjk, D, 恥 restIy in Southem Brazil, 的 rest RGBearCh
l970 Station “]De Dorsch1 にaぽnplI Wagen ユねgもn,Nether.a 山ds

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ ; pa n d r e y , 11 G r o w t h an d y l e l d o fplantation spec ーes l n

the trop l cs ,FAO I983 所 収
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軽堀嚢f納紗報轡能r拳“;鐸r熊お くマオレス トレッドガム }
　 　　　　

データ採取地の立地環境

Looality ヱ plant ぬtion di耐 鴫 but@d ov もr 鑓 懐 胎 oomtly

息1ウーtud ◎I 0 聞 800 園

R囲lnf 像118 1 000 - 2 000 園zn

Pat 像 隠ou上ro◎* Pan 戦線Pent 鱒鴇IDP1 ◎ P10 七B

=ujaber 。f p.0t 鯵* 124

　　　　　　　
,8pao 土f1o 風t1onI UP to 5 U胆 toP dLュ風・peter oV6r b像rk

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

(a) 塾 t◎ index equuation for B18foNDce ag ‐ 616ara

壌 距 覇 Ehi,岬 “(差そ )
ドーth r2 園 ○.8649

ドberet SI 岡 Bite index

A 圃 age 。f tbe cr。p

gt 臨 top hei め t in 凪6tNa of 25o atemBAa ぬ tb largeBtd iameter

Th1NO Bite quality olaaaeB h6もve beend latin1311iBI)8dt

q一目」.土ty site index

1 24 ‐‐ 18

11 18 ‐ 12

エエー 12 一 6

(b) ぬ妃 鯉 3た a) 鱈 8tooki 聖 danBitz 弧 dBite qg鴫懇 望

Sュto quallty I エエ

標さごニミ 1獅 18m 汐の 1獅 1800 29節

4

≧
7
8
9

lo
11
12
13

12.1

14.I

15.I

156
156
15や3
14.9
14・6

14.1

13.7

;≧:≧
19.3
19.8
19.9
19.6
19.I
18.6
18.0

17.5

." ・ 脇3

17.2

20。1
21.0

20.9
20,4

欄

鱗 ,.“

3.0

4.2

≧:g
6.0

6.2

な≧
6.2

6.1

まき
宣言
壱:号
g:g
なg

三:g
郡

1n 1nd16 MA」1 of‐VD1Uune Produot1on βoGー-nB to ouユ中崖nate between 7 to8 yearIB onbetter

Bite andb6tweo にn 9to12year'B onpoorBite8 ・ M6a1ロ 帥 叩 aユ ユnoramaunt of 土 15.O が /ー cQu.d

be a raaa 。nab ・8 68timate on a favourable B1te ドーth g。。d Btook; もr聡 bet ド66n 8 tolo yeara ・

-198-



gucal 換 t囲 ta 陶 tloo 競 お - lndia( “

site index cur ▽@B

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1o 11 12 13 14 15 絹 17 18
AGE INYEARS

出典

(3) S±キー急h回a. R・P・ 了ield table 日 for EuoalyptuB hげbr土d(plm.tation) for
l978 v ariot 凋 leveIB of Btool 鵡川 Tho ln 競 闘 FoーNater, ▽ol,104 Ro.6.

ダ イ ノ ェ ス ト デ ー タ Pandrcy , O G r o w t h a n d y l e l d o fP1antatlon spccles ln

t h e t r o p l cs , FA O I9 8 3 所 収
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機縦 4鮒RTA鱗AE(マトモモ料)
お繕8浸Z麓紗舞姫 鰹 r群 なかr〃′$ {フオ寿ス トレッドガム }

データ採取地の立地環境

LOOB ュ1tyi P1antat1on dlatr 亀butod over ant 土re oovLintry

A1titudai o ‐ 8 0 0 01

腿 扇 砥 1- l ooo . 2 0仰 圃

Data aouroeI Pe ‘mmnallt 浅口d t61gPOPaily 138」mP18 P1ot13

習umb ◎r of p1ota 窓 164

　　　　　　　　　　　　　

Bpaoifloation- 5cm over balk

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

R◎lationBh ュP betw ◎61・ M鴨口 L 山色間りぇ baaal ah…焔 風nd to ゑ hel 簾1lb

1oge(MA 工) 岡 一 4。58O245 一 O。99674レ41o 亀 島÷ O9628O78 1og6B 今 2。4666231oge 附

凱 th 腿 o.970636

中州 ! 即 囲 m醐 則 鵬1ーn附 鞭 t趣 ゞ 艶r ha
A 囲 良ga of th6 Bt仏口d
B 圏 baaa ユ arも& in 題2 p◎r ba

Ht 閲 top haigbt 節 鴻6traB of 250 鴎t◎鰯 ム w ith l&rgaat d i樋 " ◎r

出典

(1) Chatuwedl, A。H 。 RotationB in 腕 oalyptuB1vbxld pl 弧 tationB 。 The ln 蝕 an

l973 FoI9Bter, ▽ol 。 99 =o ◎ 4。

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ ー Pandrey , D C r o w t h a n d y l e l d o f p lli n t a t 1 o n s P e C 1 e s l n

t h e t r o p l cs , FA O I9 8 3 所 収

-200-



溺種、糟RTA鰻嬢{コトモモ料 )
麹c舜加算##$ 鯵re"#or け鯖 (フオレ沈トレッドガム}

　 　　　　

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Regr6881on equat 土on(b&Bod on aot 口aユ mea‐B1urement of 9o tree

WO - - 6・1徳 778 十 253。23692 p4I mtb r2- o.99,4

櫛 - 0・41880+312 。24714 D争 ぬ th r2- o。99,6

Mt] 肉 4・3959253 十 1159J166 v M1th r2 圃 o。9974

WD 帥 - 2,797625 十 939。67738o v M1tb 圏 o。996o

ぬ 61怜 - WC 鯉 g鴬 紐 M蝕 め t in ね logramaw ith(mt ba 永

櫛 ・ 鮒 艶城 t鑓 ぬlog圃 B
D 閲 dia」【ね6ter of the tree 土.lo om 品t br66 国t he ュght

辱 ;;;檀を墓誌6ふ濃 潔雲窯 &融 。 t。50m--, 鵬輔

出典

(4)sham 爆 ,R 。p。 Mei か t t&bl 輔 for vol 賦 6/鞭 iか t 鴬 lation forgu 叫 yptua
l978 hコ弗 耀 も ?h ◎ ln 童 訓 Fo1施 8ter 。 Vol 。 104 貿o,8 。

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ Pandrey , U G r o w t h a n d y i e l d o fplantat,on s p e c - es ,n

t he t t‐oP1cs , IAO I983 所 収
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樹纏 tCP疑aRETACEAEに狩クン y 料 )

園 , ナイ ジェ リア

01閏 wth 畔ぬ yield 麹tu 鯉 ◎8 of the 恩脚 ol 調 Bee 国 to ba vaiw limita only one
refa 沌 noe of 川 geria(1)oould be tr&oe wmoh g iv68 data fr欄 thHa looalitiea where

1t ha馬 been P1auntad,

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

P偽ra扇◎tar Rep0rted 士1ifo打mat.on by loo 像1ュty

0弧 b鯛 i 0gb鵠 細 pob 風

A1titude
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど
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Ĥv
q
′
○
′
○
′
Q′

Û
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掛種 }醤隙袖戦艦{磐遊泳料 )
痔ね翁β様拳療養痕樽食じ義なβ愈澄盤 (カラン我ヤ }}

顔 {インドネシア

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

/1'zごねo解熱 餌2ば 憎げヱのws 収穫表 (抜粋 )

地位 林令 ホ獅
lip
均
劉

平均胸高直径主林
cm m'

1,300 主 66

9 4865 1
11 6
;;;
#:
lb U

340 16、2

3oo i 17 2

2

10

17

沈

黙

鮎

24

(m) 3
6

9
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320

250
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190

170

11,4

14,2

16,7

19 0

20 8
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16 2

19 5

23,2

26 1

28 7

311

44

58

72

87

101

113

124

17

24

25

23

19

17

15

20 3

16 5

15 3

14 7

13 9

13 2

12 6

(V) 3
6

9

12

15

18

21

390

260

190

160

140

125

115

15 2

19 2

22,2

24 8

26,9

28 6

29 9

17,0

22 8

28 8

32 9

36 8

40,4

43 1

63

88

113

134

153

170

183

25

22

17

13

10

8

7

29,3

22 5

19,7

17 6

16 0

14 7

13 6

間伐材積
　　

生長量
が ha

(SU-,^RLAN,SU ハ.Mm^,& SUD- 。No,1975)

出典

浅川澄彦 1983). 熱帯樹種の造林特性 (× ). 熱帯林業 No 70 ・ 49‐52.
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データ採取地の立地環境

{1) G arbore A.chlnensis

調査林分は, ルソン島中部にあるフィリピン大学マキリン山鹿習林内の 1973年植栽の Garb orea

林とA chlnensls 林である。これらの林分は標高約 400m に位置 し, フタバガキ科の天然林を部分

的に伐採 した後植栽されたものである。

1983年 3 月 に G,arborea 林 と斜面上部の A,chinensls 林 に大 きさが それぞれ 400話と 3001d の調

査区を , また 1984年 3月に斜面下部のA.chlnensls 林に大きさが 250ボの調査区を設定 し, 調査区

内の全ての立木の胸高直径と標本木の樹高を1986年 2月まで毎年 2月か 3月に測定した。そして

1984年 には G.arborea 林 と斜面上部の A.chinensis 林で ,1985 年 には斜面下部 の A.chinensls 林 で ,

1986年には全林でサンプル木を各々 6本 , 7本 , 3本 , 各々の調査区外から選び, 伐倒 して , 層別

刈り取り法と相対生長法および比断面積法によって林分の現存量, 生産量を推定した。幹, 幹材積

について は , G arborea 林 と斜面上部 の A,chinensis 林では 1984年 と 1986年のサ ンプル木を こみ に

した相対生長関係式から1983~1986 年および 1984年 ~1986 年の各林分の幹現存量 , 幹材積を求めた。

また枝現存量 , 葉現存量および葉面積については各林分で伐採年の 1984年 ,1985 年と1986年に ,

1984年と1985年には相対生長関係式から,1986 年にはサンプル数が少なかったので比断面積法によ

って推定 した。

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

表1 調査林分の概況と現存量

A “r′zo解P/ぬは c膚“β〃szs( 斜面上部 )

調査年 立木密度 平均 DBH 平均樹高 現 存 量
(年) (no/ha) (Cm) 葉 量 枝 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積

(m) (ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(m2/m2)(m3/ha)

1983 1700 14 3 11 --- ---- 81 --- --- 273

1984 1660 14 7 11 0 7 18 7 82 105 0 7277

1985 1590 15 5 12 -‐- --- 91 --- ---- 306

1986 1440 16 9 12 4 6 22 4 93 119 6 4 8312

A れf′zocep劇崩 じたけzg'zszs(斜面下部 )

調査年 立木密度 平均 DBH 平均樹高 現 存 量
(年) (no/ha) (cm) 葉 量 枝 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積

(m) (ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(ton/ha)(m2/m2)(m3/ha)

1984 1190 18 8 14 一-- -- 108 -- --- 351

1985 1010 211 15 0 8 11 3 116 127 8 0 8377

1986 910 22 9 15 1 6 11 7 117 130 6 1 5383
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図 2 幹材積と樹高との関係

表3 各早生樹種の生長量
A 〃f/zoごゆ′zαたは dz“ze'zszs( 斜 面上 )

年 生 長 量 年平均生長量
期 間 (年) 幹 現 存 量 幹 材 積 株 齢 幹 材 積

(ton/ha ・year)(m3/ha ・year) (年 ) (m3/ha ・year)

1983-1984 1 4 4 9 10 27

1984-1985 8 7 28 6 11 25

1985-‐1986 1 8 5 5 12 26

13 24

A“′/zo僻め′z/俗 c/〃'?e〃szs(斜面上 )

年 生 長 量 年平均生長量
期 間 (年) 幹 現 存 量 幹 材 積 林 齢 幹 材 積

(ton/ha ・year)(m3/ha ・year) (年 ) (m3/ha ・year)

1984-1985 7 7 26 11 32

1985-1986 1 6 5 4 12 31

13 29

出典

加茂鰭一、石塚森吉、大住克博 :早生樹種林とマツ林の生長解析、熱帯農業集報 No.65 、
65~79.(1989)
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掛 メイン杵

データ採取地の立地環境

Vegetationl ocality factors of thetrial area

BuxaForest D1vlsk)n ls sltuated

het・veen ldt-tude2603 ー′ and 26048 ′North

dnd longーtude89028 ′and 89055 ′East

Temperafure

The averageday temperature Varles

tr覗,,15 5oC to 21oCfrom November to

rebruary,betwen 27 。 to 32。Cfrom May to

Septemberand between 24o to 27oC durmg

rest ofthe year Frost1s not knownm the

d「ed

RamfalI

Rdmfdll 1s from South-west nlonsoon,

wh!ch brings raIn by thelater part of May

The rams are very heavy durlngthe month

。f June,july and August.lt subs.des from

the edrlyseptember and dls(1ppears

completely by the first week ofoctober The

average 「a1nfall of the place of tr1dl 1s

3570 mm

Soil

The soil is lーght, frlable loam of

vary1ng deFth from 15to 9o cm and

cmtdins organ1c n・atter2to28%,nItrogen

o・30% dnd p日 5 0ーn o‐45cm layer 。f sol1

ln trーaldrea

Theforest type ls 3b/E6 East

H1mala ・an moist declduousForest TI 1al

drea c◇ntalned tbe forest 。f sal(s/ ′のぞα

m 挽け′") w ーth 1ts usual associates vーz ,

Ch ・ーaune(sc か′77α "・〆 /′dm),champ( 入れcカゼー

/m c/'口′'の om),Chikrase(C/ 自戒 ros′o rの 珍

/m だ ;)B ゴherd(r ““′刀o′m わ〆 erzco), Sidha

(Log ぞ「Firm ぞ〃7rd pon ・塀 om),Tun(C dre/α

rの m) Lal-( ん '700′o tvo//に/"“ , Lahasune

(パ“7oom ro/7′r!次α), Semu ー(βombo エ cどめα),

Pdrar"s" 餌〃 “7'"′'7 c/7ぞ/の 2o′〆釧 )etc

八 urser ・ andplanting methods

Rdndomizedblock design was

foilo “ ed whl ーe laying outnursery beds and

D1dnting beedllngs of the varIous

ProVendnces

Seeds were put in thenursery bed

durーng Februdry ー980 and transp ーa n ted 1n

the pobpo ーwhenthe seedllngs are about

lo cm inheight and ・etalned tlll lhev came

ofplantable s1ze about 30cm ln he1ght

The planting pits of 45cn13 were

prepared at a spaclng of 2 5 m × 2 5 m

About 30 cmhigh seedlーngs were pldnted

ln plts wlth the onset ofmonsoon Three

weed-ngs and cleanlngs were ca 「rled out ln

6rst yedr, two ln second yearand threein

tbIrd year ・

出典

Research Notes,lndian Fon,114(1988):51 ‐54,
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Table l

DF ′"!/,fo ′ Cord ′" 〆 /′odor α pro 輝′′"′だ "

Latltude Long ー[ude Rdmfdll

(mm)
FRINO. A1[ltude

(m) tご11lp e ld・

lure OC

794 (リ Tres p,edrds, 13oOZN 87004W 十 uo ー850 27 8
Honduras

Repub ーーc

794(ーi) Fーnca La Fo ト 15036′N 87058′W ± 210 1048 256
tund,Honduras

794 (m) sdn Franc ーsco l)o40 ′N 87o02 ′w ± 4O 2487 23・7

794(Iv) Estel・,13oO2 ′N 860ー9′w 8ー9O〇 22 6
Nicaragua

794(v) Pーnedd, 12。45′N 86045′、ハノ ゴヒ 75〇 23.2
Nicardgua

794{vi) Fmca EI Chilero i4023′N 90α28W13 ‐1400 20.44
Guatemala

794(vn) Fmca Rincon14027 ′N 9ーo46′W 120 2901 26 ー
A1egra'
Guatemala

794 てViil) Nueva Guinea 1 1043′N840 6′w 220 2b1
Nicaragud

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Tabーe 2

Gro~ 、r/7 o′ Cord!" 〆 "odoro o′7d or貢げ ぶpゼα ".

(Date of mcasu 「en・ent 3 41987}

ず

＼ -me of Provenance Age SurvivaI Average Growth M[aht* ハ/lag1**

、ド cーごs hedrs) HL(m) in g-rth (cm) {Cm)
(Cm)

(いr‘′′" FR1 794(i) 6 80 5.20 24 6 0 864. ー

〆 /"7d(フ
m

6 86 5 9024 ・5 0・98 4.0,,794(il)

“ 794(i-i) 6 90 560 246 0.93 41

,,794(1v) 6 85 460 2ー.4 0.76 3.51

,,794(v)6 86 5(}0 270 0.83 4 5

,,794(vI) 6 85 4,50 21.0 0.75 3 5

,,794(vi1)6 87 530 22‐2 0,88 3.7

,描破臨 書e艮雫t是零 f 9 ・oo 6・6 361 68 4o

secdstand of
hdendabdrI 9 100 7 13 38 7 794.3

Gmpmm Local l0 88 17 00 35.7 170 3‐5
mho だ 0

々 "の7α Ban.anpokri5 100 590 280 ー18 5・6
#r‘J′!{/′;

South Bholka 5 100 5 10 27.0 ー02 5.4

* ハ4 a.h I.= Medn annudl he 増 ht ーncrennent

** ハ4 a g i.== ハバean annudlgirth lncren1ent
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轍穫 一離郷雛ACEAヨク守りザラ料〕
授瀞〆 !"鉢考rかere衰 ミキ夢チヨツ弔う、メ U ナ )

園 トフイ鯵ビン

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

{1) G,arborea,A.chinensls

調査林分は, ルソン島中部にあるフィリピン大学マキリン山演習林内の 1973年植栽のGarbor ea

林 と A.chlnensis 林 であ る。 これ らの林分 は標高約 400m に位置 し, フタバ ガキ科 の天然林 を部分

的に伐採 した後植栽されたものである。

1983年 3 月 に G,arborea 林 と斜面上部 の A chlnensls 林 に大 きさがそれぞれ 400話と 300 話の調

査区を, また 1984年 3月に斜面下部のA,chlnensis 林に大きさが 250話の調査区を設定 し, 調査区

内の全ての立木の胸高直径と標本木の樹高を1986年 2月まで毎年 2月か 3月に測定した。そして

1984年 には G arborea 林 と斜面上部の A.chinensis 林で ,1985 年 には斜面下部 の A.chinensis 林 で ,

1986年には全林でサンプル木を各々 6本 , 7本 , 3本 , 各々調査区外から選び, 伐倒 して , 層別刈

り取り法と相対生長法および比断面積法によって林分の現存量, 生産量を推定した。幹, 幹材積に

つ いては , G arborea 林 と斜面上部の A.chlnensls 林 では 1984年 と 1986年のサ ンプル木を こみ に し

た相対生長関係式から, た斜面下部のA chlnensls 林では1985年と1986年のサンプル木をこみにし

た相対生長関係式から1983~1986 年および 1984年 ~1986 年の各林分の幹現存量 , 幹材積を求めた。

また枝現存量 , 葉現存量および葉面積については各林分で伐採年の 1984年 ,1985 年と 1986年に ,

1984年と1985年には相対生長関係式から,1986 年にはサンプル数が少なかったので比断面積法によ

って推定 した。

表1 調査林分の概況と現存量

調査年 立木密度 平均 DBH 平均樹高 現 存 量
(年) (no/ha) (cm) 葉 量 枝 量 幹 量 合 計 葉面積 材 積

(m) (ton/ha)(t 。n/ha)(ton/ha)(ton/ha)(m2/m2)(m3/ha)

1983 1360 15 9 14 ----- 133 -…- --- 340

1984 1330 16 6 14 2 8 10 8 140 153 3 4355

・985 12oo 18 8 16 ‐一-- ---- 150 --一- --- 38 ・

1986 1180 19 5 16 3 3 11 8 153 169 3 6389
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図 - 2 の樹種名 (凡例 )

月〃効 ocep" ′〃s c“′〃e〃s′s (斜 面 上 部 )

A〃f"ocep “′〃s c"′〃e〃s′s (斜 面 下 部 )

G周e′′“aarborea

月Gac′a a"r′c"′′form′s

月′b′z′a fa′cafar′β (ミンダナオ )

6me ′′〃β arborea (ミンダ ナ オ )

Sw-eten-a macrophyl1a (ミンダ ナ オ )

フタバガキ天然林

100 5 1o50 100

図2 幹材積と樹高との関係

樹 高 (m)

表3 各早生樹種の生長量

年 生 長 量 年平均生長量
期 間 (年) 幹 現 存 量 幹 材 積 林 齢 幹 材 積

(ton/ha・year)(m3/ha ・year) (年 ) (m3/ha ・year)

1983-1984 6 3 15 1 10 34

1984-1985 10 7 25 9 11 32

1985-1986 3 1 7 8 12 32

13 30

出典

加茂晴一、石塚森吉、大住克博 :早生樹種林とマツ林の生長解析、熱帯農業集報 No.65 、
65~79.(1989)
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樹鞭 ↑VERBgNA解離 (歩懲響ず罰料 j
券溌e窟頬お費【ぬ鴻〆痩ゑ {キ郊テ滋掌与惚、覇蔓ず )

回 すガーナ

データ採取地の立地環境
Local 土ty* Sub14 RュVer Fore8t ReaorVe

Rainfall: 1 2oo 血n

soil: “611 ÷drained clayey

other ohahacter8: trop ユcaユ hein foreatzone, oatchl 口ent

Data Bource: temporally 8ample plotB

Nwnber of plotB:233

size of plota: 3oo m2

Yield eqluation*

v 図 - 6・5576 十 8・o2965 x G ( 鴎 。・99)

血醐 総 覧電器;霊躍りぇ塩墓窯認識 6禦が量凄まo点嘘蟹tor

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

態 ,趣 3魚墾 b工。t則 dd 。n猷塑 。。 溢。,d 。短“

Yield claBB 18 22 26

＼＼飽1＼stem 輝
oyt＼＼＼＼

(yea舶 )

IWO 16W 1醐 1600 IWO 1600

・
J
"̂
『
に
ノ′
0
7
十̂
八
v
0
ノ̂
U

1
T̂
ソ
ー
.
J

▲li▼▲11
111
41

24.6
26.9
27.5
27.3
26。6
25・7
24・7
23.7
22.7
21,7
20.8

36.9
40.2
40.9
40.5
39.4
38.1
36.6

ヨ室≧
琵:g

31。7
33.5
33.4
32.5
31.2

龍8:;
26.8
25・4
24.1
22.9

47.4
49.9
49.6
48.2
46.2
44,8
41.8
39.7
37.6
35・7
34-8

38.8
39.8
38.9
37.I
35.l
33.1
31.l

29.2
27.5
25.9
24.5

57.9
58.2
57.6
55・0
52.0

49.0
46.0
43.3
40.7
38.4
36.2

リ Tield olaeB NfeIBto 晦 ぬ 剛 胆 attained by cmp for a m脚
Btooking of 600 atomsAI ヰ.

Crop hl争B not bean th も躍れ6d and age of thecrop oovered in th 士B

atudy Mas fxom l to lo yea 摘 (MA 工 prediction Beam β to be onth “
触 感 or alde),

Co 画 ents

Variability of‐gro 同th 灯ate 日」1nd ouユ中ination age of MAヱ seeme to be ve だy hユgh u1nder

零をe茅静濃6。10基語詰襟g,濃 艶藁巽窪もtゑ3法認rgi繁る。ih揺 篭潔鞭 incNmentof
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Gmellna arbor も8 一 0hana(8)

KA1 ouw ◎a for d iff ◎lwnt 塾 @ld claeaBB 帥 d at闘 d denB ・tノ 6閃 at6mB/-IQ

に 25
　　

20

YIELD CLASS

　　
、送呈

15

14

'0

lo

0 2 4 6 8 1o 12 14 16

AGE ーN YEARS

出典

(8)
溜 8呈

た Ao pmi 帥 t Ra凶 rt No ・ 18・ Apmn810 脚 “ eldtable for o鵬 li鯨
arboN'G pleu1tations in subld RiverForeat ReBe1[ ′e(o 態 鵬 )r 廉 SF覇節 sue.

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ : P a 11d r e y , O G r o w t h a n d y i e l d o fP1antatlon speC1es ln

t h etropics, FA O I 9 8 3 所 収
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撒犠 J職闇 6N鯖緑獣ウ等等・ダリ料 ~
較熔8月#欝おr隷リデ淳a (岸夢学部ツ等ウキメ U ナ)

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表, 図, 式など

Localityi omo a」】nd olu ‐J偽

D亀t仏 EBouro ◎; tamp0rary ed」IAplo plot 妙

伽 b◎rofplota:
滋 触 5 如

2
Sュ26 0f plOtBt

(a)Sit6 index e処腹tion at 陀 ference 哩 e lo 芝鵬 18:

1og 距 1ogHh l・65ま2ぬ -o 涌 5難 ぜ 金 乃 )

S工 鱒 Bite index

Rt 鯛 top height(meam height of tha 41arg 鮒 〆 dおしmetQr trpd(;per pの t)m rI

A 爾 9tomdaga in year β

(t))Yield eqご山ation:

v7 " 0・289329 G 1it (r2 閲 0・9988)

v鑓 ー b,磯 ・ b 帯 」 b3(磁1t)2 b4 」鮎 }2 62 498)
　　　

Wh 。re:v7 鯖 Btand v。,ume ,n ん aabove 7 cm di伽 eter( で)r ,祇 p㈹ o・i)

v24 鰹 8tand v。・皿 6 in m3 た aabove 24 cm diamoter(forB6 削 timber)

G 耀 plot baaal a陀 am2/-

Ht 鰯 top height in oI

Dg 閏 履ean blaBG1 8rea dユamcter .n Cm

b. 囲 0・4269762

b2 圏 - 7‐4875329

b3 卿 岡 0.餅ααα089

b4 鰯 。・3520242

、、‐、、、、
-Site、
、、、、、、、Age inde ェ

(yea焔 )

22 26 30

乏
g
9

10
11
12
“
14

23.0
26,0
27・5
29.0

三なさ
27・5
2 ・5
25・0
24,0

29.5
32.0
糾 .O

義:g
33・5
32.0

ままき
ト 29・O

33.0
38.0
39.0
40.O

39・5
39.0
38,0
37.0
35・0
34.0
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リ pen8ity index ha8 b66n o段lmlated byt

10g 粁 鱒 10g Dェ鱈 1。317059(1ogPg 踊 1og 25)

ドhe 胎 * 日 鰯 NO. 。f Btanda lying between 1 370 to 1 7犯
Dg 餌 dー;L日Lmeter in 。m oorr98pondin β to

meaロロ ba8a ヱ area of plot

Dヱ 囲 dens1ty lhdox

Re鵬 淘 CNP 膨 れot boon thimed md 鄭 態 a bem o臥 oulatad for mea 副 胎剛 t
ab(w6 7 cm top d lamet6r. The a諦 of tha olop oo・園 が in tmB atudy MaB

between 4.75 to 15.75 year18 。

堕ヰ811鵬 a充 oNa - 頭 gen 蛭 (6)

於竺▲・m1m閥 兎A1 図ュt◎ 11id@ 工 凪J1d dw÷181t ヱ ou ・▼怜 8

ms ′hq

o
1 2 3 4 5

AGE IN YEARS
6 7 8 9

出典

(6)Sutter, R, The conat ー閏飾 ュon of a t186 tal1fftable 細 d a y leld table
l981 forGmeli 焔 aぬ orea lnthe omo andolu 柵 Foreat ReBelveg ・ U1imp か Ao/

Nigena plbject wo水 ingDoc 則 entNo,10. 船 :NIR/77/0 ℃燈。

ダ イ ン才 エ ス ト ラ 一 タ ; P Ein d r e y , D Gr o 辱t h an d y z e l d o fP1antatlon speC1es

t h e t rop l cs ,FAO I983 所 収

l n

-217-



樹績 {VER縦隊 CEAE(クマツヅラ料 )
伽窄“紬 ゑ移りr鯛 妾キダ姿弼ウラク, メリナ )

圃 }多圃鎌 にマレーシア (マラヤ ) 、シヱラレオネ]

Fan ・1ly Verbenaceae

Vernacular names Gumhar,Sewan(H1nd.),Gomarl(Assam),

Sh,van(Mar.),Sh ・van ・ (Kan.),Gumadl(Tamll),

Yeman ・ (Burma).

Nanle used In EXot1c P1antat1ons GIrーe1ina or Ye 】mane

データ採取地の立地環境

Malaysla

SierraLeone

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

LI Gro “rth and Y1eld

-班 a1aya has produced growth data,Freeza111ah and Sandrasegaran,

(1966), and a y・eld table Sandrasegaran,(1966).These g1ve total volume includ-

工ng brancl.wood ・n the 7 一 11 year old p1ots .n the Bヱntang 日工Ja1I Forest Reserve.

These plots were established after a long per ・od of fdrnn ・ng andwere very

lightly th・nned by Sierra Leone standards,consequently the s・ze of the trees

Is less and the basal area hlgh. The follow ・ng data ・s extracted fronnTable 2

of the f・rst reference ‐

o
Z

.
一
○
一
山

加
ロ
ー
ひ
叩
Q
の

h
)
①
如
く

①
①-
)
ー
に
鯛
露‐
出

能
g憂
召享
鷺

器
完
電話
司の 農

影ふ
Eg

み

酵資

I 2 3 4 5 6 7 8

1

2

3

4

1o x lo

1o x lo

1o x lo

20 x lo

ワ
十

n
b

ハM
リ

ー
▲

1
1

7
7

78

80

84

403

387

370

226

117

132

137

145

3,657

4,472

3,993

4,478

522

559

444

407
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Actual flgures for salnple plots on reasonably good s・tes ln Lhe i‐20 ‐nc1l

annual ra.nfall zone of s ・E.S1erra Leone are quoted by FOX(196r ′).

○
-
山

&
く

①
」
ひ
嶋

」
①
Q
(
□
①
-
の

○

,
O
Z
[
節
ロ
ー
ヱ
o
o
一
の

①
□
ひ
ロ

煽"
」一
如
ロ
屯
①
ド
ム

」
O
弔

」 ;
の
Q
略 げ
dj の

為
藷
の
可

回

の
二ひ
三

毛
b
o
H
q
富

ぶ
G Q の

召字芸
畳態
さ鎚

①
○
-
"
に
如
バ
の
C
G
可
①]
~
』

①
①
』
-
G
M
-
①
G
H
q

呂

31/3

45/9

45/10

45/11

45/5

45/2

3

6

6

6

7

10

340

140

170

120

50

60

14.O

28.I

21.6

26.O

39.6

40.8

37.4

60.2

44.2

44.4

43.0

55.2

4.66

4.68

3.60

4.33

5.65

4.08

5.93

5.75

4.45

4.95

5.96

4.66

24

44

42

44

46

50

8

7.3

7

7.3

6.6

5.O

出典

Lamb,A.F.A,(1973),Fast growing timber trees of thelo w land tr op ics

N o . 1 , C o m m o n w e a lt h F o restry lnstitute,Department of Forestry,Univ
‐

ersity of oxford,
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編桝函戦費職拳轍癖 (キザヂヨウラク 踊り字)
園鎌 に撃 緋ー勢芋、フィ リピン t マラウイみ

{競弁海岸} ]
園 1多鰯鎌 に撃 緋ー勢芋、フィ リピン t マラウイルナイジェリア ,アイボ響棚コ… ス ト

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

“途
ミミミーtnea

pet1“LIB

M湖」.ayeia Philippinea 工vo 郡γ Coast 融 仰 rla MBJaw.

Refel も nCe

Locaユユty

A1t ・tude

Raュnfal ヱ

so ユー

other broad

chanaoters

Data βourCB

Size of plotB

No.of ‐ p l o t B

M adeure 鵬8"t

8PeCification

纏・(m筆a)捺さ;

≦ええ;

(2)
UPPer Peいak

150 m

2醐 圃
Bgm 導 clay

root hヱ118
of‐ mt.

Complex

T.S.Po

4

;≧iすぎg1サ
撚偽

(4)
F ・R ・ェo

field

mOderate.y
fert 土16

central

lowland

IP.s.P 。

4(滑 m2

8

6.5 0m o.b.

59二5(4・多

(5)

500 m

2船 0 lm

Tos 。P 。

2000 m2

I

M,;(8) リ

(3)
鯵Mm態1he

good

86bd 」鵬

daciduoua

fo1N3Bt

Tos.Po

38(力 m2

I

節 cm

12。各G5)y

(7)
Nimbia

580 m

1820 脚

loam

Tos 。Po

麟

ー

23を (,6)

(1)

1300 .n

90o mに1

good to
Poor

30・4( 竪

Ro脱水

1 - -

pulpWood ruelwood pulpwood tMmi 閤
“Leld
excluded

t娘皿噂
“Leld
inoluded

(AI)8tands for ago in years,

リ 軸 guN8 in bracketB indicate age 1n year8.

5,ー5,4 Under ba 水 /overba 水 volume 181ation

Regle βBion equation baBed on meaBu ー船 ment of164 t閥 eB(8):

R 国 a+ bD 十 CD2 ( 叩 し.“ )

where: R 一 volt 皿 6 皿 derba 水 /voILme over ba 水
P " dianDeter at b船 BSt hai 夢)t in om
a 回 。・469322
b" ○・02271861
c u - 0.000352614 7

5・15 .5 Re1a 韻 oh between Vo1tuneB mefIBur もd u2 to twod ュaimater l1m ュtB

RegroBBion 6quation baood on meaguremekl 肺 of164 trees(8);

R 謬 a+ bめ 十 cD2 (r2 働 0,75)
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where*

D

voltme m船 山 18d up to12 om d i狐 eteyvolume mea8u 胎 dup t。 5 Cm

dl 狐 6tor

dュametor utbreast height in om

- 0。427486
0.07710335
~ 0.oo111 鳩 "

出典

(1)Anon
1964

The 8ildcultu 閥 of Gmalir 態 albo 胎 6. 飾 pr。 For.6( “

　　　　　 　 　(2)F棚脚 誌編み繁ら.警希* 脚 ー 幽 。1966

( )Mm8 戦 略 ge,0, 旧 fab14
1964 For.Trop.No.98 。

(4) Mュtchell .BOA ・

1963

Gーmyth 狐 d y leld BtudieB of Y6mELne (Gmeli 眼

La fabr.oat ユon deB a11umette β 8n C8taトーd .ェv o i r e。 B o i s

P O B 8 ib・l i t i e8 for forest plantation8. Malayan Forester 。

(5)Nanaga β,F 。V。 et al, preliminazy atu 鵡 on the gzowth anddevelopment of
1970 Gmelina arborea Lユn1n。土n ca 皿p 7.Minglahilla,Cebuo occaB 土oれal

闘 per, B u 船 au of Foz88tzy,

(7)職 sF鯉曇る篤 卵掌。F “ 70
1974

ダ イ ノ エ ス ト デ ー タ

the trop lcs ,r A 0

pandrey .

19 8 3 1

PhilippineB,

Sava一nma ForeBt だデ Reaearch stati 。n,Niger4a ・

, D G r o w t h a n d y l e l d o fp l antation spccles ln

所 収
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圏

データ採取地の立地環境

型 (1の

Loce ユユty:

A1titude:

腿 晒ぬ11

Data 80uroe:

Number of plots:

Stoo 幽閉1gi

Bpread oVer tea 氷 p1antat1on8 1n t116 6△し ヤ

0 四 1 000 m

l oo0 一 4 000 mm(moBt of the plotB m1OQ

peh〔Panemt B島国plo plotB

128

℃ 、班 ,しけ

3 0仰 励 )

mostly 3 醐 8te鵬 伽 and 一 【 ly 750 Dt6mB ん キat the lmtial
planting

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Ag ◎ clao β ソ

＼＼ @ギロity

＼＼
(yea 閥 )

I エエ エエエ 工V

Av 。 d iam ・

in cm

MAI
(m3/態)

AV, 心 am ・

1n Cm

M AI
(m3んa)

AV,d lam ・

ュn Cm

撤工
(がたヰ)

AV 。 d iam ・

ュn Cm 誘え
51
0
6
節
巧
め3
5
叩
等
卸
努
め
和
加

q.1

13。2

18.3

23.l
28.0

32・5
36。8
40 。6

44,2

47・5
50・3
53・0
57.4
61.7
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櫛緩 {甘Eほ鋸H船隊灘ウマツザラ料 }
梅調 aれβ淳r澱カメ無 【チーク )

　 　　　　 　

データ採取地の立地環境
Kerala, lndia

3.2.5 P○St-eStab.lshmen 亡 operatl ○nS 1n teakplan 仁己CI0nS

97 . ln Kerala,post-estab. ・shment opera[lons comIPence 工n the 4亡hyear When the flrst

仁h1‐nn 工ng 工s carrled ou 亡 and 仁hlnnings rePeated ln[ne 8ヒh,13th,20 亡h and ムムヒh years ・

訂he hrs ヒ ヒWo ヒhlnn 工ngs are systema ね C(or mechan.Cal)and reducethe crop to 1 250/ha

at the f工rst thinnlng and 仁。 625/ha aヒ ヒhe second ・ AI1 subsequent 亡h1‐nn 工ngs are se ・ec 亡Lv e

a n d a・m a[ produc ・ng an even d・str ・bu[iot1 of ヒhe crop,the retent ・on ofhealthy dom ・nant

trees, 亡he removal of all dead or suppressed treeS and the felILng or pollard 工ng of lnfe-

r工or 仁ree spec.es lnterferLng W 工ヒh the teak. Branches lnfected by n眼 st.etoe(Dendrophtoe

falcata) are removed and btlrned.Th.nnlngs are carr ・ed out wlthreference to the A. ・

工nd ・a Y1eld Tables and the general ▼rule of thumb ▼ ・s that ・n the early stages of a plan-

tat 工on, the spac 工ng should be about 1/3 。f the average he 工gh 亡. For compar.son W ユth

Trln ュdad, atI AnnuaI Progran=ne(a synthesis fot エー1ustratLon only)for that coun ヒry ls

ユnc.uded 1‐n Table 2 show 工ng expend エヒure heads agalnst Whichthe several 仁ypes of Work

would be charged.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

9 8 T hーnnLng y上eldS Ob 仁alned from plan 亡atlons 1‐n 亡he KonnI D1vls1on of Kerala are as

follows

Y1eld(r /ha)

Age(years) Po ーes Tエmber T0[al volume

ム 0, ム39 0・ム39

8 2 646 一 2 646

13 ム 381 〇・0〇5 4 386

20 6 8650 180 7 045

30 7 328 1 591 8919

ムム 7 808 4 610 12 ム18

rro[a1 ‐ 29 ム67 6 386 35 853
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Table 2

AnnuaI Programme for the Year l963

(Tr ・nldad and Tobago)

Work ・ng P1an Cen[raIRange Reserve

Work ・ng CLrcle Teak Conversion Fell ・ng ser ・es Moun[ Harr1s

Coupe Compart ‐ Ne[Area Prescrip[ ・on Ra[e Cost

men 亡 (ha)
T & T S

1955 13 25 No work -
ー

-

1956 14 25 No work 一 一

1957 15 28 Mark[hinnings18.00 504 00

1958 -6 30 FeIL thinnings22.00 660.00

ー959 17 35 No work - ー

1960 18 40 weed[eak 30 00 1 200 .00

1961 19 40 Weed 亡eak35 ・00 1 400 ・0 0

19 6 2 2 0 40 tJeed la亡e in year 40.00 1 60 0 ・0 0

19 6 3 2 1 40 F ・re ‐trace and burn.

L エf亡 teak stumps and plan[

a亡 2.5 m x 25 m50.o0 2 000.oo

l964 22 45 Survey compartmen 仁, 1oca 亡e

nursery ′clear ‐fell and burn,

form seed beds,sow seed and

weed in September 3 000.0o

otherwork

i) Fire pro 仁ection inplantations 2 000.oo

ii) Purchase and maintenance oftools ' 000.00

・ii) Maintenance 。fbuildings 2 500.0O

Roads

・) Cutlass and mainta ・ninspection paths 600.00

・i) Maintainplantation road 2 000.oo

1‐ーエ) Extend plantatlon road by500 m 4 500.0O

Tota1 22 964.00

出典

FA0 (1985). lntensive multiple ‐use forest management in the tropics ;

Analisis of case studies from lndia, Africa, Lat inAm e r ic a a n d t h e

C a r ib bean, FAO Forestry Paper 55.
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

9 9 . エn aLI D工vls ・ons Ln the 6[udy area Of Kerala.v ユCh one excep ヒエon,the ro 〔at.on adop-

ted .s 70 years and 工s a工med at ob 樋 ュn↓ng tree5 of over 180 cm g工rth(57.3 cm dlatIF1eに て)

al ヒhough lt 工s only Ln S1te Qua ね 仁y class . 亡ha 仁 [he max 工mum number of treesof thls s l z e

・s o b仁a l n e d T a b l e 3 1 1 1u s t r a tes thls poln[.

Table 3

Crop dlame 〔er (cm)and percen[a 器 of trQes

above the explol[able d・aole[er of 57 .3cm

(Kerala)

SourCe: F.R. ェ.and colleges(1970),

above explo ・table d・aヒmeter.

Age

sユヒe Quallty

工 11 11工 IV

50

60

70

80

55.4(36) 39.9(2) 26.4(0) 17.0(0)

60・7(59) 45. ○ (ム)30.0( ○) 19.○ (○)

65.3(80) ム9.3(8)33.3(0) 20・8( ○)

69.0(88) 53.5(25) 36.8(0) 22.9(0)

F工gures .n Palrentheses rePresent the ヱ of s仁ems

Based on to 亡al volume,the age 。f maxumum v○lwne pr ○duct.0n var ュIzs fr0 皿 5 仁0 15 yearS de-

pend ・ng upon [he s工te qual ・ty. Tak ュng stem 一Wood vol 皿me alone,themean annual .ncremen 仁

culm ・na[es at age 50 years on C1ass 工 sites and age 75 on C1ass ll s1[es. W1hen 亡he 70-

year ro 仁at ・on Was flxed, 亡he de 皿and for large s12e t.mber Was g亡rong andpo l e s Wete o f

lエヒtle Value . The s工tua 仁1‐on has changed and Poles and small t工mber earn subs 仁an 亡1al re-

venue and one DIV1s ・on has already reduced the rotat ・on to 60 years and afurther

reducuon ェs PossLb エe. The average yェeLd from fェnal feLhngs m[he K0nn ェ DwlsLon (s 烏e

paragraph 98 above for ・ncermed ・a[e y・elds)averages 88.86 mJ/ha of c.mber and47.79 mJ/ha

of blllets.

-00. The total yleld obtaLned from thinnings and flnal felllngs ln th e K o n n 1 D 1v l s l o n

a verage5 ,72.32 m3/ha on a ro 〔at.on of 70 years which g工Ves a tneanannual volume of 2.46

ー /ha. The 亡otal yield and トぬ .sho-m 工n the A. ・ 工ndla Y工eld Tables for sl 亡e qual ‐lt 工e s 工

t o IV are:

Site QualityTotaIVolume

l

ll

工V

610 147

450 263

293 178

141 342

糟江 (m3/ha)

8 716

6 432

4 188

2 019
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When 亡he y.elds from the Konn 工 plan ‘at 工。ns are Compared w工th the A1r1y lnd ユaTables 亡he y

g e n e r a l l y f a 1‐ー b e l o w class エエエ・ The ・ow yleld Ls prlmarL1y due 仁。 a 1ow oU 仁一ヒurn of

仁hlnn 工ngs suggest 工ng poor stocklng dur ・ng 仁he establ 工shHごDen[ phase bu 仁 when 亡he y・eld from

fina1r felllngs aヱone ・s c。ng ヱde てed じhe ou 仁一turn approaches class .エエ qUa1 ‐1仁y.

出典

FA0 (1985). lntensive multiple ‐use forest management in the tropics ;

Analisis of case studies from lndia, Afr ica, Lat inAm e r ic a a n d t h e

C a r ib bean. FAO Forestry Paper 55.
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データ採取地の立地環境
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データ採取地の立地環境
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Table.?8 Y1ela table of Teak in Taivvan
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ĥVRUQUnア“
n′"T.fムー▲.▲̂
U

67
鎚
02
73
37

皿
鱒4
0
軸9
2

イ̂リ
d,【p
d,
d1
イリQJVQÛ
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榊 要因恕 騰m)1 適用種穎之範園倣鯖叩 )

砂壌土及袷壌土鴬最適宜'陳質土及砂土不適合。

適於較深表土之土壌。

以軟薫草煩之植物散生之林地。

適於海抜 200~400 公尺。

在 200 以下林地均可。

除山頂嶺上不適合外'徐均可。

適於束或東北向,最不適於西向或南向。

含石量 11~30% 篇最適合 '但要氷度不大。

粕乾之林地鴛可'但要求度不大。
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林

方
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土

土 要氷度不大'中庸者較好

表るず関に穫収 図 , 式など

表 28. 壁縄柚木人工林林分収穫表
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出典

Tzu ‐Yu L1n (1972). Studies of s1lviculture and yield for Teak(Edtima ‐

tlon of the productlvity woodland and preparation ofyie l d t a b l e s

f o r T e a k ) , T echnicaI Bullet1on No.102,Dept of Forestry,C ollage o f

A g r i c u l t u r e , N a t l o n a I Chung Hslng Unlverslty, Taiwan,
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データ採取地の立地環境

土1l order 七o deterlhdne 七he yユeld of‐teaじk P1antation,f1fty-

mne sw 紅Mじd BarnpMe plots each of o,25 r頑 we1幾 IE嘘 d out in pl^ まitを3F

tio・鷹 縦筆 d 9 - 63 years in no)鴫 he〕m T1鯖li1とuldo Totill heig 中 t of

domillant md codo 瞳 nant tree8 孤 d b]陀 紙 3theiE 東 t d iam 陀tel ‐of teakS in

the P1ots ャ′ere laeasu 工ed. でhe re1atiol1shiP of agB and hcight 伊from

the co11ected data レ′aj9 set uP and a UMul柵v・e was dLコPawn 。一 ロsing 七he

height at biさもe age 30 y ca1rs,Bite index c url′es wel‐e clをlssii 慧 ed for 5

site qualit ユes; 14,17,2 〇- 23,and 26 ロコドコteでs・ Usi ねg the Bite

in(湿 ces,the plをultation at a≧諦 14,24,32,a lld59 yeQ1 帽 we〕陀

classified a ccordi 哨 ly to site q tlality ・ 脆 en 50 t1絶 eBfrom each

age ÷clas6 we e sampled ・ At each 5 meterB intehJa18 fro 皿 grow コd

lcvel to 醗 rch≧顕table hele如t Qnd at b1陀 mヲtheiEデコt,d iameter mld balk

thick 凄eBB of sa田中le tree8 Were measuredoBased on the d口tCL, the

relationsh;ip of breagtheight diamtetel ‐ and ロメ3roha 口tab.o volum 白 Were

鷺遵守なじBBod aB 工Ogre88 ュon eq匝 ationBo

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

触 畑 山 t 幾ve丸 ed t始t ㈱ rc卿 table vol鵬 醗 r 無 e of

teak in plemtation could 熊 estin臨ted け tl鳩 節 11omng equations:

site index 14 : ▽ 鱈 。・ooolI D2・39734 (r 口 。・99)

site inde ェ 17: ▽ - o.αめ・6 ザ・35235 (r 賞 。.99)

site index 20: ▽ = ○・0(め倦 〆。33497 (r 鱈 。・98)

site index 23: ▽ = o。ooo,5 〆 .4255 (r 畿 o.99)

site index 26; ▽ = o.ooo2,D2.35299 (r = ○.98)

▽ 篇 鵬 rChaptable volu 鵬 (inPer 態 rk),in cubic

膿 ters,

D に bnきE騰theight d i如 eter(outer 態 rk), in

centimeter8.
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The totaI Volu 江e of‐59 sa中EP.e P1ots werethen deter 団Lined

お t]お above regression equations 。 脆 e r elationship ofyield 「

b{isal 山鳩 aF, nt皿鰯 r of t1陀 es per mut area a lld at陀 坤 伊 breasthei 仲 t

dialにeter on aそgB alld height c孤 鱗 rcx1plessed 好 the・fo鯖脇山 pg

equation8 ;

た仰 9。7457 十 0。2937 ~ +1 。1669 x2(R α。・89)

Y2 F oo1756 十 000257 ヌ】 +091150x2(R q o。79)

Y3 鱈 饗 3.5712 十 。・2044 xl 十 9371x2 {R 口 。・90)

Y4 = 4雅 柘 ,2
ぢ

1031妬 (r ・89)

機e胎

YI 鴎 口コドヨrohabtable volum,6(imer bくま;rk), in cubio

鵬 ド ra p ar rai 。

r2 ; baaal a工ea, in 8小uar9 meters peP rai 。

X
‐

3
挫 aVBrage breaStheigl1t diam 噂te で'、in centi"

Y4 ロ mm 厭ヲr of‐t群ヲes P E辻 で綿L,

口 agE, ユ1l year 日・X,
.

X2 E aw3rage heiきめt of dalmnant 鵜ld co(iD匝Lmmt

tree8,in 田燈ters6

qihese eq【uationB can be used When age andheight of teak in

plantation aエe kねown ・ Yie 工d tab ユes for teal に plantation classified

to 5 8ite indiceg for age8 1o to 60 year9 and volum 総 table8 at

Va 漆ious bでeastheigi1 七 d1ameters and Bite indices a工‐e Presented.

Estimate yユeld per rai of teakplantation in むorthe 工▼n

Thailand sho郡 that mc箆臨むtame volu 膿 8(in 娘 ぞ 1冬水 ) at l‐otation

age of 60 yearB are 25・85, 30一 6, 33。90, 37。40,and 4も 48 ‘

αubic meter 憲 for 6i 七e indiceB 14, 17, 20, 23,and 26,

respectively.
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脆 ble Yield table for te 砧 in forest plantation in no 靴 hem 脆 ailand,(Bite index 26)

』 ')

勤超眺式er a七

brea8tbelght

(cm.)

AVa 8gB be1ght
of do皿 nmt a nd

oodominAnt ,tree β

(m.)

旅キが恥 of
tコ陶 GB

(Bte帖た al)

段きBal l,おro転出table

(量掌り こぎだ )

lo 15・01 77・0

15 19.44 20.5

20 22,90 23,0.

25 25.30 24.5

30 27.86 26,0

3529,85 27・0

40 31,36 27.5

45 32.63 27.8

50 33.89 28.0

55 35,40 28.5

60 36。67 28.8

130 2・39 13,03

92 2,92 18,58

75 3.33 22・97

65 3,64 26,19

58 3,94 29,40

53 4,18 32.o4

49 4.37 34・09

47 4.53 35.41

45 4.68 37,61

42 4,87 39,66

40 5,03 41,48

耽 om : Table l- 5,6,7,a nd 8,

字Qb1e lo ne1d tαb1e for toぬく ln forest P1食前 a櫨 on1n northemThoi1Qnd,(a1te lnde× 23)

Age

(yra,)

蹴雛 ter at

breastheight

(om.)

Avorogeheight
of dorhdne」nt and

oodor 嘘 nlant treea

(m.〉

量~ 耐メきr of

treeB

(stemBた ai)

　 　
(m ra土)

1毎 rohantable/
volume

(一/rai)

10 13.07 15.0

15 16,52 17,5

20 19.98 20,o

25 22.46 21,5

30 24.94 23,0

35 26,69 23,8

40 28.44 24・5

45 29.71 24,8

50 30,98 25.o

55 32.14 25,2

60 33.26 25,3

155 2.16 10.69

114 2.57 15.08

89 2.99 19.47

76 3,29 22,69

67 3,59 25,90

6「 3.81 28.31

56 4・02 30,59

53 4,18 32,41

50 4.34 34,11

48 4.49 35,81

46 4.63 3740

From * Table 1,5.6,7,and も
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Table ll Yield tablo for teak in foreBt plantat ・on in no 靴 hem T hailond,(site index 20)

D瓜凸meter at

breagtheight
Avorog8height
。f d。".にinqnt and

Godom ユnan 七 tro98

(m,)

mm 翰 r of

trees

(Btem rai)

筏き861 Morchalltable

vo.unーaaroa

(m字/ra土)(yra.) (cm,) (一/raq

ヤ0 11,12 13.○

15 14,58 15,5

20 17.55 17.5

25 19,78 18,8

30 22.02 20.0

35 23,77 20,8

40 25,04 21,0

45 26.55 21,5

50 27.81 21,8

55 29.00 22,0

60 30,34 22.3

192 1;93 8,36

135 2.34 12.75

106 2,70 16.55

90 2,98 19,53

78 3.25 22.4 つ

71 3.47 24,81

66 3,62 26.51

63 3,80 28,56

58 、3,97 30,38

54 4,12 32,OS

52 4,28 33,90

贈伽 ! 小Qblo l,5- 6,7,and 8,

叱 ble 12 Yield table for teak in foでeBt plmtatlon in nozthorn Thailmd, ito index17)

　
(yr日。}

m 細 teで At

blaa8thei 帥 t

Averageheight
of dp皿脚 t md

1mm 加 で of

tree β

注キgal

aNa
11lorohantable

vo1u,ne

(om.) oodo凪 nont trees( 的 GmB/r鋭 ) (mぞ/rai.) (計/r3i)
(m,〉

10 9。18 11。0

15 12・14 13・0

20 15.11 15,0

25 17.11 16.0

30 19・10 17・0

35 20,85 17.8

40 22.12 18.0

45 23.63 18.5

50 24.89 18.8

55 26.16 19・0

60 27.28 19.1

247 1.70 6.30

171 2,06 9,83

129 2・4「 13,63

107 2,66 16,27

95 2.90 18.9つ

84 3,12 21,30

78 3,27 23,01

72 3.46 25,06

67 3,62 26,88

63 3.77 28,58

59 3,91 30,16

靴,om : ↑ablo l,5,6,7, 狐 d B,

-237-



Table 13 YIG1d table for teak in forest pl節 鍋 七1on in northem T bollmd,(sitG inね x14)

Age
皿 QmBter at Aver 襲撃 height Nqrh鱗 r of 旗 gal も短rc加mtoble
breastheight of don1Linant △ndtreeB areQ volum ぬ

(耀日.) (om.) oodofmnant treos(8tem8/rai) (me/mI) (請/ral)
(m,)

10 7,23 9.0

15 10.20 11.0

20 12,63 12,5

25 14・43 13・3

30 16.18 14.o

35 17,94 14.8

40 19.20 15,0

45 20.32 15.1

50 21・49 15.3

55 22.61 15,4

60 23,78 15,5

338 1,47 3,69

215 1,83 7,50

162 2.13 10,71

136 2,35 13・12

117 2,56 15,40

103 2.78 17,80

94 2.93 19・51

87 3,07 21.09

81 3.22 22,79

76 3,36 24.38

71 3.50 25.85

励 om ± trable l,5,6,7,a 1ld 8,

O
O

25

　

に
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o o oo o

0 0
。

OR 。 0 (

oo 8
一

。。浄
v

ot)p
od-oo

0 8000 。
。 O

go
。
0

0

般 印“℃ I Relatio 焔 拍Lp of hei!≠]t alld aモミE of teak in forost blモmtation

ln no内 hem 脆 i顔 心

(恥 om ・叩 tion a 。g{h。iゅ t) 鱈 1.II924 十竪 竺 翠 )
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0
Age(years)

謬i主題;ヒe ュ Averagre b土eastheigh 七 d鋪」meterfor P1antation 七eaEI‘ i一ね

nOrt1lern Thailand. ・

Age(years)

Fj‐g!uにre 6 Nuinber 。f b≠ee8 per rai for plantatiOn teak in

northern Thailand.

出典

C h a IIp a・saeng, S (1977) Y ・eid of P1antat ・on, the Master theses of sclenceDegree
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箱義エ繊細E鮎GEAE(寮マ学ダ辱鍵~ ,,
. ◆ ・.

,
.・ . .

.
・

:
園 iタレザ議了

データ採取地の立地環境

Tec tona gJrandi s

Mtibwa,Tanzania

(2) MATERIALS AND METHO D S

A 1・ f l eld da 亡a Were Col ・ec ヒed frOm ト1〔工bWa 仁eak planta 〔ions,

(・) sIteln d e x d a〔a

D u e [ o a bsence of[he permanen[ sample plots all growthand sL(e lndex

da[a had[o be ob 〔alned from[emporary sample plots onesample [re e w a s

s e l e c [ e d f r o m e a c h o f 8 0 randomly located plo[S Care was[aken 〔oe n s u r e

t h a t e a c h o f t h e 2 7 C o m partmen 〔s had at least one sample plot .T h e s a m p l e

t r e e s w e r e m e a s u r ed for helgh 〔 (to nearest 05m)and dbh(to n e a r e s亡

o o lc m ) . T h e y W e r e fe lled and analysed.Growth rlngs were counted at stum p

h e.ght,at - ,3m(breas[ he ・ght)and a〔 2m m 【ervals to 〔he[op,T h e b a s e

d la m e t er of[he[op sect ・on Was recorded ,The number ofyears [aken [o

r each a g・ven helgh[ was determ ・ned by combln ・n8 CL1ma[ic data,plantation

records and annual r・ng COUn[S He ・ght(h)Was plotted aga ・nst age(years)

Two methods of slte lndex calcula 〔ion were tested viz:

(i) LInear transformed equa 〔lon

Basicequat.on 日d = a x
b

T r a n s f o r m e d t o log Hd = Log a 十 blog x.

Where Hd = dom ・nan 〔 height(m)

a,b = regresslon constant and coeff 工cientrespect ive.y

x = Age,y e a r s

S e p a r a t e m o d e l s W e r e m a d e fo r e a c h c o m p artmen 【 buttests conflrmed tha 亡

there was no s・gnlf ・can 〔 difference(P=0.01)between these p a r a t e m o d e l s

a n d c o m b ・n e d modeI For the whole forest; as far as the slopes of thec u r v e s

w e r e C o n c e r n e d , u l g n L f i c a n t d ・f fe r e nces were noted of the regression const-

ants. The Comb ・ned modeI Was adopted,
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The same daLa were 5ubJect ‐ed 〔O L1Ie Dcv ュdtlo ー、 meu 、od or ~1 仁c lnd c x

c uてVe modeuLng(Tve は e l969).tn thls me ヒhod all observati 。nS Were c0nV-

er ヒed 亡o gIVe helgh 亡S aヒ spec1fLed fl‐xed age interVals .These Were 4 ,8,

12, 16, 20, 24 years, For parallel observa[lons averageh e i g h ts and their

s t a n d a r d d e v l a t 1hons were calcula 仁ed a[ the beglnn1 ‐ng and att h e e n d o f

e a c h g r o w th p e r .o d( ム years) Curves were then drawn pass.ngthrough

selected he ・ght ↓nd ・cc 』, T 18urc 1 how~ bas ・c data for ・[c clils 1flca 七1on.

Th e 七W 0 m e〔t、o d 0r ~" ぐ Lndex CUrve n・odel lュnB Were compared ,

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

(・i)volume grow t h d a t a

ムO 0 r a n d o m1y 1ocated C1rcu1a て p1otrs of s.ze o,03 ha wereused, A [ e a c h

o f t h e p lots, threc[rees were se ・ec 仁ed randomly for gて。W〔h measurementS.

Their dlameters and he ・gh 〔s were measured accurately, ハt1i ncrement c o r e

w a s e x t racted from each[ree at bred t he ・g}}〔 andra d i a l g r o w th ( R ) fo r

t h e p a s t 5 , lo, 20 years was measured .AI1 the trees on the plot were meas-

ured for dbh and recorded Ln 2 cm dlame[er classes,lnd ・vidual treevo l u m e s

w e re ob ヒa1ned from[heequation

V g b,(D)2 x b2(h)7 + b,(D)2h x (D)(h2)

(^bdelsalaam l980)

V = volume

D = diame 仁er a仁 breas ヒ helght

h =height , m

b i---- 一一一b
‘

コ regress.on c。effic 工ents.

studies of skewness and kur 〔osis of diameterfrequency distr ・butions

were made for each compar[men[ 、

Table - l

THINNINGSCHEDULE FOR TEAK

Th.nning eまきg sp日 standIJ=& SPHremoved

lst ム 1600 475

2nd8 1125 250

3rd12 875 250

ムth16 625 250

5th20 375 125

C1earfell ・ng 60 250 250
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DOm ュnant
he・gh[
(m)

Dominant
he・gh[
(m)

^ge(years)

Fユg 2 Compar ユson bettJeen s.te ュndexcurveS c。nStrUcted by
deviation method and[hose constructed by equa[lon

5 10 1~ 20 2~

Age( 〉ears)

FIB 1 8aslc data for sl【e class 工flcat ュ。n

Dominant

he・gtl〔
(m)

Dominan 〔 3o
he・ght

// “ (m)

1' 2 5

Aぽ {YEARSI Age(years)

Fig 〕 Comparls 。n betyeen 亡he basic daじa and the sユヒe Fig 4 Sー[e Lndex curves for てeak a亡 M[ibwa,Tan 乙ania
ーndex curves c0nst てucted by 七he devla 〔i0nmethod (cons[ruc 〔ed by dev・a〔ion method)

20

15

io
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人人 員

FIg. 7 D-~tnbUt1on of KUrto~.5w ・d skev ′ness voーues for

V0「ーOUS C0mpurlment~

出典

Malende, Y.H. and Temu, A B,(1988) Site index curves andvolume growth

o f T eak (Tectona grand1s L.F.)at Mtibwa, Tanzania.G rowth and y i e l d

1 n t ropical mixed/moist forests(1988). Kuala Lumpur, Malaysia.
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為岬軸お虜鰯ぜお {チーク)
トリユダ ッ,柊トバ コ国

データ採取地の立地環境

2.5,1 RegeneraqOn w"h Teak(TeqOna grand 工S)

41. Teak plantatlons are formed a亡 a number of .oca 亡ions 1‐n Tr 工n工dad andthe pre f e r r e d

S o .・ i s a wel1 一dra ・ned clay loam of p日 5.5 亡。 6.2. The areasare generally undU1at.ng

and ra.nfall var.es from 1 500 "ばn/annum 亡o 2 500 n=〆 annum. A markeddry season is

・equ ・red for successful grow[h.

47. Worklng P1ans Were drawIn up for reserves ユn Wh.ch 亡eak planta ヒユons were 仁o be formed.

GeneraL1y 亡he reserve Was dLvlded lnto an ExpLoltationWorking Circle in Wh1ch にhe y工eld

was con 亡rolled by gir 亡h 1‐iml 仁s and a Teak Converslon work 工ng Circle 工n wh 工ch 亡hena t u r a l

f o r e s仁 Would be conver 亡ed 亡o teak durlng a 60 一year rotatLoQ. Sユnce the funds aVa エーable

for plan 亡・ng Were no[ assured several years ln advance it Was prescrlbed 仁hat 亡he COnver-

sLon work.ng c 工rcle Would be expanded annually at 亡heexpense of the a【ea of the Exp.oi 一

仁ation work 工ng C1rcle. When plant.ng Was to take place at 仁WO ormore centres , 仁he

w。rk.ng C1rc ・e was dlvided lnto[he appropriate nUにmber of felling ser.es,the managemen 〔

un ・t w ・〔hln wh ・ch [he compartmen[ Was.

48 . To encourage max ・mum explo ・tat ・on of compartmen[s before conversion,glr 〔h llmlts

Were removed 18 months before plant ・11g‐ A site for a .1flyingft nursery was also chosen.

The nursery sl[e Was clear-felled and burned ln the dry season of the yearbefore plantlng

(l ha of nursery for ムo ha of planta 亡工on to be formed)and nursery beds two-me 亡res w工de

formed betWeen contour dra ・ns of 25 cm depth. With the coming of therains [he beds were

sown at a spacLng of 15 cm x 15 cm. Germina[ion Was generally good,the bedsWere Weeded

after tWo months and seedlings thlnned 七o one plant per plant ュng spot.(Teak .lseedf. are

botanical ・y fruits and con 仁aLn up[o four seeds)

49 . ln the fol.oWing dry season the rema.nder of the compartment was under-brushed and

felled by 仁he ヒaungya farmers 仁hen fire-[raced and burned by departmen 仁alla b o u r ・ A t t h e

s t a r t o f t h e w e [ season 仁he nursery plants Were llfted' "stumpedll andp lanted out at a

spacing of approx ・mately 2 m x 2 m by openlng a hole in[he soLI Wi 〔h a sharp ‐pointed bar,

push,ng in the stumps to the level of the "collar ▼.then fir「rn・ng the so ・l around the stumps.

The [aungya farmers Whose areas averaged O A ha kep 亡 the teak weeded dur 工ng 仁he first year,

reaped the ・r crops and moved on at 〔he end of the year.

50. clean,ng of 〔he [eak was carried ou ヒ once or[w ・ce ・n the second yearand generally

once in the th ・rd year. Th ・nning commenced in the 5th year and theschedule for many

yearS was:

Year 5

Year lo

Year 15

Reduceteak to 亀 250/ha

Reduceteak 〔o 625/ha

Reduce teak to 310/ha.

F1ve yearly thinnings cont ・nued until[he 30th year,the aim being to form anevenly

dis ヒr ibu 亡ed crop With adequate space for croしm developmen[ Eor each 5ーyear per 工od.

Beyond the age of 30 years[he frequency of th ・nn ・ng depended on 〔he vigourof 〔he crop

and indications suggested Ehat on good quali[y sites the stockLng atrotation age wouLd

be abou 仁 75 一9O Frees/ha depending on vigour.

51. The prescriptions in the annual programmes included such items as fire protection,

main 〔enance of amenity strips along roadsldes,main 〔enance of offices,build ・ngs and

tools , the purchase of materials, 亡he extenslon of roads,etc. Anannual progra 」間me(a
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syn 仁hes 服 for ..lqstra 仁lon only) Would appear as m Table l and mfonna[ 工onWould a l s c b e

Lnc ・uded concern1I1g Expend1 亡ure Heads aga ュnst Wh.ch 亡he seVeral types of WorkWould be

charged.

52. Sample plots Were flrst laid out .n 仁he m工d T9201s and new plots havebeen regularly

added ・ Probably the plots have been SI 亡ed on areas of sl ユgh 仁.y be 亡仁er 仁hanaverage groWth

bu 仁 they p〔ov.de a good 工nd1‐ca ヒーon of grow 亡h over 亡he years. The records ofthese plots

were used between t966 and 1969 to for.n prov ュslonal yleld tables and the 1‐nformation below

is der ・ved from[h ・s source.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

53. FL 占u r tI l s h o w s 〔he heLgh[ 一age curVes 工n仁o Wh.ch 仁he inVes 亡1ga[ion d工vLded dle crop

and fてom 亡nese l亡 ls clear[ha[ from abou[[he 30 亡h year[he he 工gh[ groW 仁h fla 仁亡ens ra-

p・dly. The [o[al volume of the crop, Lnclud ・ng にhlnnLngs lsshown a[ rlgure 2 and [he

Mean Annual 工ncremen[s a[ FIgure 3 The resul[s shown by FIgureb l [o 3 are nowwholly

・nd ・ca[ ・ve of [he crop The more favourable posltlons of sample plo[s hasal read y b e e n

m e n [ lo n e d a n d Ln r e c e n [ y e a rs[hlnn 工ngs have fallen behlnd Schedule al[hough にhe sampLe

p 1‐o 亡s h a ve been[h 工nned and mea ured. Thus,1 仁 appears tha[ 亡hesa m p le p l o[ resul 亡s o v e r -

e sヒ1‐ma 亡e [he voLumes of 仁he surroundlng compartmen[s and [h エs excess 工sprobab l y .n 仁h e

r eglon of lo--)%.

FIgure l

Teak ・n Trln ・dad

日eIRht(m) 日eL8h 仁 一 Age

′′
′′

′′′′′〆′′′′′

He・ghtC1ass 1
25

iH--
‐ 11

孝三≧孝
三三三
ララ

′′
/

メート
eLgh[C1ass.・工20

15

　　　　
′

ーー------ Mean ofclass

lo

------ ‐ Range of C1ass

l0 2030 40 50 Years

-247-



FIgu てe 2

m haTeak ュn Tr.nldad

C1ass 1

C1ass 11

C1ass ltl

10 10 30 40 50years

H^ 【 FIgu てe 3

m/ha/year
Teak ・n Trln ・dad

トlean Annual lncremen ヒーAge

lo

C1ass[

10 20 30 A0 50years

出典
FA0 (1985). lntensive multiple ‐use forest management in the tropics ;

Analisis of case studies from lndia, Afr ica, Lat inAm e r ic a a n d t h e

C a r i b bean. FAO Forestry Paper 55.
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機穫 }繊細轍AC滋紙夢警瀞ツラ料 )
彩券増腸 守れ捻苅ば届 {チーク )

　 　　　　　　　　　　

データ採取地の立地環境

Lool」;1土tyI BPr ◎鴎d over 6nt1r 亀 te窄も」k P1aunt 偽′ 「B

Aユtitudol ○ - ツ凶 国

Rainf&111 1 2ラ0 一 1‐7ラ0 回国

D) 餓"調 on- 5 悶ontl 鳩

D亀t風 Bouro ◎1 po= 鳩山@nt lg偽国pl ◎ p l o t IE

巽、mob令r of plota 37

Mo 誘惑ur ◎国ont

opoo 土fioat1on- 8 0In dュ心【iotar u1 dもr b偽rk

成長 ・収穫 に関する表 , 図 , 式な ど

T1。1岬 幽 b選 れ。。1。。

ェ 11 エエエ NO.of

B t ela触

par あ "AV,d 1am ・

in oln (掌り
AV,d i闘 ・

in om (嵩も
AV.d iam,

ユn o国
糧 1

(m3/b

71
2
"
る3
6

鮎
閃

16.9
24.2

擬
48,5
55,8
62.2

64.5

lo・0
10.2

9.8
9.l

7.9
6.5
56
4.7

19.4
24.2
30.‐7

38.8
45。3
4 ・5
50.9

7・5
7.2
6。7
6.0

5.0
4.2

3。7

16.9
21.O

27.0

37.2
ュ9.6
40.4

5・5
5・3
5・0

3.9
3.3
2.8

1醐
如
卿
187
120
1韻
1罰

Remark8: CroP haa been thュnned a」nd thュnn1ng y1e1d 1ncluded 1n 顕A工.

嶺 。ight 。・。。。 b鵜 mm. 耽 。仰 Mght 。fth ・ 。Np ・t ・f・ra。。・ 聯 50 y。卵 鎖 d 。1幽 鯛
correBF ぬ nd to the h61ghtEI 1÷÷÷÷+24.4 一27.4 m; 11 ÷÷÷ヂ21.>‐‐24.4 miお鴎d 1ェ1 ÷→ 18.3-21. 〕 園.

琴 umb 。 。f 。“帖 /態 f鱗 “" 。。1調 “ " ・
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Tectona grandls - Tr l ridad( 4)

MA1 cu rves byheight classes

ma/ho

ll

lo

HE-GHTCLASS

▼}▲

8

7

O

AGE IN YEARS

出典

(4)M111or, A・D。 ProV1a1o れるユ れ 61d t偽b1o for teak 加 TrづLmd 鳥d.Ti 1nidL‘キーd &
1969 小obaそいo(unpub11 副iod)・

ダ イ ゾ エ ス ト デ ー タ : PI1 n d r e y , D G r o 響t h a n d y ・e l d o f p ]antat ・on spec ・es ・n

t l1e t r o P1cs ,FAO I983 所 収
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データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など
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( 2) Keogh, R K Dops teak hQYe a fUt ーlre 】n tropica1 A餌er;ca? Una6y1Va

ュ979 vo1 31 N O ユ2 6

( 3 ) M a t o B,8, DOBO 鱈 ption a nd analy βis of toak 回 剛 tation in ltablo

l972 6)q)eコ鴫血狐 taI Btation,Marti MatE 山 賊 a, Re・dBta Foー翰 BtaI B a川 ooa No.2,

(5)Renea, 0。V,B, A n inv68tigation on y ield 団 d plofitability of toak

l977 〆 闘 tatlonB in Bouth-weBt Nigal1a ・ WorkllwPapermn ぞ虐 1OForegtry

D6velol 純pant P1mjeot,
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(6) Tmansege もa1d, J, ReBultadoB PNI1mi 胆 NB d610 拘 olmlento de Teoto 鵬 A師 andia
l971 on eI E c姫 dor,(mpubliBhed),

(8) Vぬ lav, E.; Skoupy,J, 010 紙 幣 of toak 鏡 孜綿葛 lameoh.Silvloultula tloplo ・
1972 et "ubt1 輪 pl(鳩 , Fo1Nst)W Soil 班 oe ヱnatituta,Univo 陶 lty of Ag ぬ oultu ーN,

1116国 o,Cpoohoslo"1kda.

ダ イ ノ エ ス ト ラ 一 タ : Pandrcy , O G r o w t h an d y l e l d o fplantatIon spec,es ,n

t h e t r o p l cs ,FAO I983 所 収
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激緩 ;錦織壁稀 ミマツ群 } P無職 鰯卸そ鳶 終趣e孜鉾鞭鯛縦蕩, 勘岬婁然寿餌食払
え券鳶表瀞余虻海姫拝& 純妥憾減食じ蛸鱈ヒノキ料 ) 【琢ず瀞倉錨 鋸6卿耀き#鰯

繊 {イ》 ド

データ採取地の立地環境

ln Darjeeling Himalayas,there are

some poorly stocked and bーankareas above

2000 m. These areasare reforested wーth

p!“"ぎ Po/ “/", C" “だぶ瀞′s c卵白削′“"刀o,

C“IPress“s /“s""" ′co, 月bfey de′2M, TJ“gd

d"mo ぶα etc, ExceptP ノ〃"ぎ〃4!"/o tbe rate of

growth ofother species ls slow But pz〃"s

ぞα粥 /〃 gets aぼec【ed by snowwhich 15

common in tbe area. So,P!"" り‘““′。8α

(Sikk-m spruce)wasintroduced in the area

to study theprospects of the same This

species usuallyoccurs between 2600 ‐3350 nl

elevation in Lacben valーey of slkklm along

with 71s"gd 〆"mo ぶα, パウ鳶ぶぶP cm ウ′/′" and

乙orfx gr那 加 The specles has tall trees

which arewel ーover 60 m in height,

The trialwas undertaken in 2500 m

altitude in Pankhasart-3 compartment of

Kalimpong SpeciaI D1vision during l979,

Seeds ofsikkiln spruceWere procured

from the Chief Conservator of Forests,

S1kkim during l977,

NI1rserytechnique

Seeds were sown in thenursery at

Lava (altitude20C0m)duriugApril.Seeds

were dressed before sowing by B1itox

powder for elimination of pregermination

blight.

Seed beds were madewith course

sieved sand,free from calcariousmaterial

and fumgated w・th 4O%forinal ・ne. ln the

seed bed,se とdl.ngs were .rrlgated by knap-

sack sprayer

The seedl1ngs were prlcked out by

bolding rheneedles only, a賃er the 行rst 発 w

needles had come out.The seedlings were

then transplanted in 22 cm. × 7 5 cm,

polythene tube andretained for about

2舎 years,wben the seedl・ngsattained a

height of 25 to 30 cm,

Site cl1aracteristics oftrial area

The trial area ls baving 2500 m,

altitude with mean mullmum temperature

of 20C and meanmaximum temperature

of15oC. Rainfall is 3500 mm ,frost heavy

with 汁equent snow ‐fall during wlnter, The

soil issandy loam

observatiol1s

p,ts of 30cma were dug at 2m × 2m

spacing and seedlings of the same age and

almost of same stze of s・たた′m sPr"re,

C 叩 r錦跳ぶ, "pm ′oc化,S! ′ver 万 r and Pm “J

pqr" ′"were planted ln the tnal plot. The

regular maintenanceoperations like

weeding,mulchingwere carr1ed out and

smv1val of seedlings wererecorded. Tbe

final data on sutvival,height,collar girth

and condltion ofthe plantswere collected

during Apnl l986,which ispresented 1n

the 短 1ーowingTable.
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Table l

ル ヂor′7mice 可 mr ′ozぼ り ecz“ "′2ioo m,o ′r′′"de

s ec,e A e
l

surv,va, Hei ht :0ー,ar ,rthRemarksド 潔rtHeight :ollar gl「th
l n nrl. ln Crn.

Spec1es Age surv1vaI

P G

SIたね用 sPr"Ce 7 90 2.73 27 0 Promlslng

"em わcた 7 92 2 10 2之.I Promlslng

sz/ver万r 7 95 1.26 140Very slow

Pm “ぷpdr"′α 7 92 4,20 45.5 Promis.ng but
afFec【ed by snow

(7ばpreぶぶ"ぷCqぶたカー““"“α 7 85 2.15 221 N0t hea1thy

出典

Research Notes.lndian Fo 113(1987):150 ‐157.
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櫛糧 {脱線燭鵡 (ニレ料 }郷 "槍競お蕩霧癖婿 "鯵“a{ インド工捧ムタメ鰍繋A機機 【ア
オイ料}意メ群奪堀朝桝嬢鏡 綿癖AIは雛緩 むゞ 〆ャ料} 繊戚葛貰G凝縦÷鈍鞭縦軸じ緑較
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　
無 くイ詠耕

データ採取地の立地環境

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Tree m01直el窟PProach
T ibenumberofrequire 感 sampleplots forgrowth studies could be reduced ifinstead

of crop parameters llke c『op heーght,crop dlameter,basal a「ea/ba etc. as ipdcpendent

variables,theuseis madcof parameter related to single tree ol a gtoup oftrees. Tbis

cou1d sa危ly reduce the requirement theoret1cally to one te口th the number ofplotsdesired

by tradーtiOQaーmethod ifsamp1eplot tree葛are c1asSed mto teQ groupSfor the purp 。Se 。f tbe

study. ID practice more P1ots will be required to compensate for unavoidable irregular.愈y

ofdistributio ロ,stockingetc. The appーication of "Tree model approach" i口 growtbstudies

ls manageable now on account of‐ computer facil1ty. Growth studiesfor kqdom we【e

undertaken by this method(Singh,1981)andanalysisof few other specーes llke bの 鳴 物αfr

etG.ale under way.

Generalise 魂胆酬lelapproach
The-℃ arehostofotherspecieswhichcannot be tackled by theabove ways be(溺use

of still lesser data. Even an appr 。ximate estImate of theirgrowth would be prescntly

Welcomed as iaying out samP1eplotandthentheir subse額uent measuremeots Wouldtake time.

業濃碧言えo奮闘1gt廼雷d;嘉*董『墨冨樫繋c官憲喜弘呈露極寒雷雲謡豊穣旨書亘
Scheme' ・.

Nilgsoo's メメ購 "o盛鱒 hempe
lt is bi鵜edon the concept that relative development over time was ve-γ similar fb『

di賃erent species, ifrotationagelbrmaximt1m vol班貼 yieldwasused asmeasufement unit i.◎
,

ず the age was expre~sed as a perceDtage.of
‐
the age For maximum volume age. lt introduced

lew cooce s and dellnit・ons wblch are as under;

Re′研かeαge: Age expressed in per cent ofage for maximum volume production.

Re‘mireyield: Accumulatedyield as percent of accumulatedtotal yleld at the age of

nlximumvolumeproduction.

r,zi""′"g rorio: Accumulated thinings asPer cent of accumulatedtotal yield at the age of

naxlmum volume productlon.

The model originally suggested by CI1apma ロー-Richard was used togeneralise stand

ieve1opments, ローakiQg u≦e ofthe ldea ofexpress ーng the Stand deve1opment1n terms of 【e1at1ve

ーcーd ove 『re1atlve age. The geQera ーーsd functlOQ was as follow き;

Y ニ a(1 一 b ′1節)C

Y=relative yield,a=164.16,b=6.3582, c=2.8967 and

R=relative age.

(a, b and c are constants whlch wln give 38%ofrelativeyieldat50%ofrelativeage).

Relat.vey ーeld=164,16(1 ー 6,3582-(relatl ・eage ′I飾))2
・
も967
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The funct・ol1 yields theおollowiogvalues;

elativeage% 10 20 30 40 50 60 70 80 901oo

elative yield% 10 5.5 13.8 25.1 38.0 51.5 科 .9 77.7 89.4 100.0

leanannual

crement o.127 .315 .496 .649 .771 .862 .926 .967 .991 1,00O

From the above Function it emerges that at half the rotation age,the forests would

ごld 38% of the total volume yield obtainableatrotat め nage,lrrespectlveoflhespecies.

,s this steermg parameter of relative yield at tbe relative age of 50 which isーmportant

growthstudIes. Actuany Nilssoll tested his generalised fullctlon fbr yieldt able data of

′,deodαちび“′and 動じαα閉 "』hybrid and observeda vely close 賃t to tbat ofyield table
「ves(NI1sson,1978).

,A・1・ratio(atrotatio 口 age)/節 pheight rat壷。fqqction

Befb比 NII叙n山sJnfo遼w蝶鋸o‘Ls曲 掘潟H 鼎Qも形‐appH 総 代 館 IDぜ“ e爾慣 卿 帯 lof n 【l eren

qualit・es, it is necessary to 行1ld out a relationshiP be[Wee1lyield caPacity and

,duct-vitysites. Fromthestudyofyieldtables 節 rdi 任erentspecies,it wasobserved that

ーo of M.A.1. at rotation age (Ry)overcorresponding sitequalltyratio(X)relationship

s very simiーar fbr di宣e詑 ntspecies.ltisaPowercurveand the generalised M.A.1,ratio/

height ratIo n 1nc【ion came out as under(DiagrammaticallyshowninFigurel).

Ry;xl ・7鑓79

;quality ratio l.0 0.9 0,8 0.7 0.6 0,5 0.4 0.3 0.2 0.1

【1o ofh な.A,1. 1.○ .829 .67乙 .530 .40之 .291 .1ヲ5 .117 .057 ・017
‐otationages

Fig.1
f・O
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Nlain approaclI

T 1bc olaiQ approach 恥 r yield capacityestlmation thus is as 角 1lows:

1.Values ofcumulativo volume/ha and top beight are plotted separately agai眼 t
s口日田d age・

2. Data trend is discerned and curve for maximum cuDQu!ative voluo□ーe(termed
hereunder as yield caPacity)aodcor 「esPondmgtoPheightcurveare drawn. This
top height curl′e is asslgned sitequality l.0.

3. From yield capacity curve,therotation agc and M,A.1.are lbund.

4お÷台ば細田Hy÷分Filaa・EP御中IPu)』mrvl&≦;」長一Lsite-qual ーtメ÷払J6 etc.are generated. Here
,8 sitequalitycurvewillhave80%heightcorresponding 罰 声 而 ホロaliiyl,Ucurve 狐 dー
So on.

5, M.A.1.alld rotation fbr other site qualities are tben calculated 官omgeneralised
M.A,1,/Top heigbtratio 短 nction,For.8sitequalityM ‘A.1.ratioatrotationages
(R.8)isobtained,which gives

婚 ,AJ, fbr禽itequality .8 コ M.A.1.ofsite quality l.OXR.8

R醐錠m 触 te-ity ・8-R 伽 』 nめ綴 teq-ity1.ox “誓 賦 獅 珠

6, Yield ca‘pacityvaluesfordi 任erent s,te quahties are then calculatedand tabulated
為 y ming Nilgson's generalisedProductionscheme,

Estimatesofyield

Sitequality

Age ,.0 1 0.8
1

0.6
一

(y郎、)

T綜 t・ 1 港 il・ I T濡 t・ 1 憾 )1・ I To誌 t t 態 ~1・

SPeC-es 一月“○gdss “sPe 刀d“如

10 5.4 .74 4.3 .41 3.2 .17

20 8.4 1.52 6,7 .85 5,0 .42

30 12,0 2.02 9.6 1.21 7,2 .61

40 14.5 2.26 11.6 1.42 8.7 .75

50 16.2 2.34 12.7 1,53 9.7 .85

60 14.1 1.572

75 一 一 - - 11・7 ・941

Data pertain to natural fbrestsand are derivedfromBharatpur Divlsion s.P. No.1

&2,Baran Division s.P.No.1& 2,Bundi D1vision S.P.1& 2,jhalawar D1vision S,P. No. 1

& 2, Udaipur Division SP.No.1,Bundelkhand Division s,P.No.1,3,4 & 5.The sample

plots of Bundelkhand Division are of coppice orlgin a口d as tbese plots have deterDuned

{he top trend, so tbe yieldcapaclty reaects growth i口 copplce c rops,
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Site quallty

,.0 l o.8 1o.6

Top t.
-

Top 【.1 .A.1.
m) m3) m) ms)

Specles ー パ“ogefss 那 加夢 浦 α

16 4.4 .56 3.5 .31 2,6 .13

32 13.4 1.16 10,7 .65 8.0 .32

一48 ‐18.0ト ÷t53 -14.4 .古精 10だ8r .46-

64 21.2 1.72 17.0 1.08 12.7 .58

80 24.5 1.78 19.6 1.16 14.7 .64

95 一 一 21.4 1.196 一 一

19 一 一 闘 一 17.ヱ .71 6

・D ata Penaln 珪o natural 節 rests and alc derivedfro1n KomanDivision(B1bar)S,P.

No.6 & 8,Saranda Division (Bihar) S,P, No.14,15,16and Ramnagar Divisioo(U,P.)S,P,

o,40, As most of the plots were laid out after 70 years of age,hence init,althmping

/lcldsalcuokDown alldthere がo・e theestimates arecoosel~ative.

ゐ
華
-

- ,site 誓書1ity , …

I T富・1轍iH三瀦・ー ¥金自 選)ht・i 巻三
Species 一 Kydid m 伊ci個

3 5.5 2.16 4.4 1.61 3.3 .78
7 12.5 4.33 10.0 4.16 7.5 1.96

10 16.0 6.49 12.8 5.61 9.6 2.82
14 19.2 8.66 15.4 6.73 11.5 3.57
17 20.5 10.82 16.0 7.12 12.3 3.92
20 一 一 17.6 7271 一 一

25 一 一 14.2 4 350

Data pertain to piaotatiou crops and are derived flom Siwalik Divislolls.P.No.42,45

& 50 al1d Haldwam Divlslop S.P.No.54.

Site quality

Age
(yrs) 1.0 1 0.8f o.6

T福 t・ 1 格 ~1・ i T霊デt・ 1 轍 i1・1 ri盈ft・ 1 態 ~1・
SPecies--- パ′" “"7"se ズceおα

2 4.5 2.21 3.6 1.48 2.7 .73

3 7,0 4.~4 5.6 2.33 4.2 1.14
5 9,7 6.03 7.8 3.63 5.8 1.89

6 11.0 6.77 8.8 4.05 6.6 2.17

8 12.5 7.00 10.0 4.12 7.5 2.53
1O - - lo・8 4・704 -

2扉 412 一 一 - - 87

Data pertain to plaQt 口tion Crop and are derlved from Siwa ーik D1viSion sp.No.54,

Ram 口agar Division s.P. No.70 and Nepal1agar s.P.No 3.
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Site quality

Age
(yrs.) lo l o.8 0.6

f M欝 十To.ht・子 器・!・ J Topht・ 十 M瀞 1・

Species 一風塀opre/eG 加 増 r狗 肋

13 8.8 7.0 .90 5.3 .38‐

26 16.0 一 12,8 188 9,6.91
39 22.8 一 18.2 2.67 13.7 1.34
52 26.2 21.0 3.11 15,7 1.65,r
6~ 29.0 5.15 23,2 3.39 17.4 1,86i
77 一 - 24.2 3.461 一 ・一

97 一 一 18,9 2.070

Data pertain to odtural forests and are derived from Ramnagar Div-sIOII S.P. No.38
and 39,Haldwa 口i D1vlslon s.P.No.9,41& 42. Tbese plots were laid wheII stau・ds were

about 60 years of age alld henceinitial th-nping yieldsarenot includ{濯. 訂berelもroM.A,L
総 ufes a ro father conservative.

Sitequality

冨 t.-欄 ,.一計 編デー ,無→
.6
雇

SPecles-- β ombox ce 湯 q

1 2.5 4.73 2.0 1,84 1.5 ,77

3 6.5 9.74 5.2 6.08 3.9 2,99

4 7.4 12.93 5.9 7.77 4.4 3.91

6 10.0 14.50 8.0 9.54 6.0 5.20

7 12.0 15.00 9.6 9.94 7.2 5.58

8 10.0 10.08

10 一 - - 8.1 603

Data pertain mostly to plantation crops al1d are derivea from siwalik Division s.P。
No. 41, TaraI BI1abbar D'vision S.P.No.4 & 5,Haldwani Divlsion S P.No. 56 and

ー
Gorakhpur D1vision S.P.No.12.

出典

S・ngh, S,P and R s,Sharma(1982),Prov ・sional growth estlmates of som e

s p e c・e s o f m i x e d t r o pical forests, lnd ・an For,, ic3 : 230 ‐236,
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瀞種 ;guPHPRBIAC日紐 (ト寺汐イダサ料 ) 紬#0卸 e掴鰯 紬春r那加日ぷ癖 (擬ウプラ} .
霧鼓し燕雛嬢 {セ P ダメ料 ) 巽噂岸鞭畔溌瀦ぬDrop鰐力職 ~対浮パマホガ徽M),
鍬趣織CEA鐘(クロなメモドキ料 )儲療愈β幻給餌 餅′瀞≧{ムシジ)
鮒 RTACEAE( フト将窄料 ) 純β貿伊野海β幽閉ロメぉ(カメい鋲} ,
R筋 IACEAE( 学力 * 料 ) 癖静か綴り齢#′"轡 #カメ鯛鶏移籍 (外与謝バヤン) 〉
櫛縁斜鰍雛 AE {ムラサキ料 } 錆鈍りゑ冴" 麹繭闇 【郭ナレツテ )

表の樹種は以下参照
Cadamba : 鼻"それocepha ′"s chme 〃sな (カ ラ ンパ ヤ ン )

Cord1a : Cord′a a′′′odora( カナ レ ツテ )

Kauvula : E〃dosperm 〃m macrop ねy′′〃m (カ ウ ブ ラ )

Deg1uPta . E"ca′yPf"s deg/"Pfa( カ メ レ レ )

Maesops ls : 射aesoPs ′s e"′“"( ム シ ジ )

Mahogany : Sw舵 解〃′a maCrop"y ′/β (オ オ バ マ ホ ガニ ー )

データ採取地の立地環境

2 -A は、 JICA にょるビチレブ島広葉樹造林地森林調査報告書 (昭和 5 6年

3 月 ) に ょる もので ある。 この調 査は Ntkurua 地 区 を対象 とし、空 中写 真

( 19 7 8年 6 ~ 7 月撮 影 ) と o l ha の長方形標準地 9 2 か所 の実測 ( 19 8 0

年 9 ~1 0 月 ) に基づ くもので ある。表 3 ー 4 の数値 は、 これ らの資料か ら各種

成長因子ごとに回帰式を求めて修正 した推定値である。たた し、表 3 - 4 の脚注

にも述べてあるょぅに太線までが実測値に基づいて修正されたものであるが、太

線以外は回帰式から求めた参考表示である。

2 - Bは J ICA にょるビチレブ島広葉樹造林地森林生産力調査報告書 (昭和 57

年 3 月 )によるもので、調査結果は表 3 ー 5 に示すとおりである。 この調査は

Nukurua 地 区を対象 と し、標本 プ ロノト 0 05 ha( 幅 2 0m ×長 さ 2 5m )、 また

は o l ha( 幅 2 0 mx 長 さ 5 0 m ) の標隼地 14 0 か所 の実測調査 ( 1 9 8 1年

6 ~ 8月 ) と 2 ー A の資料とに基づくものである。回帰式を求めて実測値の修正

値 と将来推定値は 2 - A と同じ手法で、それに関する問題点は 2 - A で述べたと

おりで ある。

2 - C は 政 府 の Forestry Department,Management D1vl slon の 調 査 に ょ る

もので、そ の調査結 果 は表 3 ー 6 に示 す とお りで あ る。 この調査は NuL翻 rua 地区

とか な り立 地 条 件 の異 な る Galoa,Nubout ・n1,Yarawa 地 区 が 含 ま れ て い る の で

参考 となる。

-260-



成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

表 3 ‐ 4 2 A:J ICA に ょる造林成績調査 ( 1 9 8 0年 )

{1I Cadamba の造林成績

i{齢 (40
本 数

(ふ)

小 柳 --f-

(… )

・γメカ自律

(伽 )

′対襲い,“方所′手表

(〆)
材旅
("′)

MA I

(m・)

I

2

il

4

5

6

7

8

9

R 41

8 2 2

今111

a 0 7

ilod

a 0 2

3 0 0 18 5

2 Q5

182

2 Q9

2a4

2 5 9

2 82

21 4

38 4

5 8 8

80 4

I Q4 7

1110 9

} 58 8

1 88 3

15 7

て3 7

1 821

a 4 6 0

5 691

8 5 5‐7

12 04 8

16 2115

21112

36 9

60 7

86 5

11 3 8

14 2 6

1‐Z 20

2Q2 9

2 34 6

l o

11

12

13

1 4

15

16

1 7

29‐5

2 9 ~

2 9 4

2 9イ

2 9 3

2 93

2イ2

2 61

2て9

2117

R 14

3 32

3 4 9

31i6

3 83

4 QO

R 28

脅5 0

3て2

3113

イ 18

4 8 4

4 5 4

4 7 4

3乙0 5

3 ~ GB

8 94 3

‐la2 9

41Z2 5

51 3 3

5 55 0

5 97 8

2610 4

ii‐I Q2 9

2 67 0

iIQ0 3

辻 大概までは調合資料の回帰式による鯵ーLJ1f~Lれれ、

大線以外は参考表示

{2} Cardia

林 齢
(年)

本 数

(本)

金横憲

(屑)

平均直径

(鋼 )

胸高断面積
(網)

全材稽
(〆)

MA I

(畔)
I

2

3

4

5

6

7

8

9

適合なし

121

は1

5 5

て8

I Qo

1 21

141

161

181

2 QO

Q I G

Q6 2

18 5

236

36 4

518

69 8

90 3

1185

Q 27

1 5 9

4 51

94 3

16‐70

2 665

3 95 7

5 ~ 73

7 5 3 8

Q27

Q8 0

L5 0

23 6

a3 4

44 4

5 6 5

697

838

1 3

14

1 5

16

17

18

19

20

188

2Q I

21 3

2 26

238

25 0

2 62

22 4

286 一

2 37

2 5 6

2て4

2 91

3 Q9

3 27

3 4 4

3 61

3 28

3 fZ5

13 92 9 B7 6

12 610

S8 8

114 6

林 船 本 敷 金横憲 平均直径

注 (1)に同じ
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(3) 1くaul内J1a

林 齢
(4E)

本 数

(本)

全樹高
(m)

平均直径

(cm)

胸高断面積

(〆)
全材然
(〆)

MA I

(nf)

4

5

‐8

7

8

9

10

11

12

3 5 9

2 91

2 71

2 6 2

2 5 7

2 5 3

25 1

2 4 9

24 7

2 4 6

24 5

2 4 4

4 2

5 1

6 0

69

て7

86

9 4

I Q2

110

Q 8

20

34

5 0

67

85

I Q 5

125

14 6

167

I SO

21i l

QO I

Q0 8

Q24

Q50

1190

1 4 6

22 0

a l q

4 2 6

56 3

て24

911

84 2

15 8 5

2Z9 5

2 98 4

9 65 8

4 821

4 974

5 619

6 25 6

6 88 8

7 514

8136

84 2

7 9 3

14 9

IZ32

て2O

て11

て0 2

695

68 9

13

14

1 5

16

17

18

19

24 4

24 3

2 4 3

2 4 2

24 2

24 2

I L8

126

133

14 1

14L9

15 6

164

1て1

2 a4

2 61

2 86

312

3 a8

3 64

aa l

4 18

112 5

l a 68

1 641

1 94 6

2 283

2 65 5

3Q6 2

3 5 0 5

8て5 3

9 a65

9 97 4

10 5 7 9

1118 2

11 て81

12 a7 7

12 97 0

66 9

66 5

66 2

658

65 5

851

64 9

注 (1)に同じ

{4}Deglupta

林 齢
(年)

本 数

(太)
全樹高
('")

平均直径

(伽)

胸高断面積

(叶)
全拷稽
(唯)

MA I

(ボ)

8

9

10

11

12

13

14

15

16

適合なし

118

5 9

‐Z 6

96

115

135

1 5 5

114

194

21 4

288

25 3

213

18

4 0

68

88

113

14 0

166

194

2 22

2 51

2て9

309

338

3 68

3 99

4 29

QO O

QO O

Q I I

Q6 2

L7 2

83 8

5 4 9

て9 0

I Q 4 8

1314

1 5 81

184 5

2 L02

2 a51

2 5 9 0

2819

QO O

Q02

Q7 6

4 70

14 0 3

2911

4 90 3

7 248

982 4

12 5 2 9

15 28 8

18Q4 6

2 0て65

28 419

25 992

2 8心75

QO O

QO I

Q2 5

118

281

4 85

て0 0

a0 6

I Q9 2

125 3

l a9 0

1504

15 97

1li73

1て8 3

1‐Z80

17

18

19

20

3 38

3 5 3

3 iZ3

3 92

4 60

4 91

5 23

554

3Q8 8

3 24 7

3 447

3 68 6

30 861

3 31 50

3 584 2

37 438

1815

184 2

1860

197 0

注 ,【1)に同 じ
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{5} MaeSOPSIS

林 齢
(年)

本 数

(本)
全樹高

(“-)

平均直径

(伽 )

胸高断面積

(〆)
全材積

(〆)
MA I

(〆)
I

2

3

4

5

6

適合なし

12

IQ I

184

て1

107

1 4 6

′189

Q17

Q 6 9

15 6

27 9

4 3 8

6 3 2

Q9 8

0 8

84 1

12 0 2

2 69 6

3112 6

20 4

a14

42 6

8

9

10

11

1 2

18

14

15

16

17

18

19

86 3

112 9

539 4

7103

9 Q5 4

1125 0

13 69 2

16 381

19 318

22 5 06

2 59‐i4

29 63 5

83 5 7 8

3 71Z7 6

4 2 22 8

て71

88 8

I Q0 6

I L2 5

1 24 5

l a6 5

14 91

160 8

1て3 0

1852

19 7 5

2 Q9 9

2223

2 34 7

注 (1)に同じ

{6}Mahogany

林 齢

(年)

本 数

(太)

全樹高
(m)

平均直径

(伽 )

胸高断面積

(計)
全材稽

(叶)
MA I

( )

8

9

10

ヱI

12

13

14

15

16

1 7

18

19

2 0

2 9 6

2 2 2

214

2 0 7

20 3

2 0 0

19 7

19 4

19 3

19 2

19 0

18 9

18 8

187

187

18 6

Q4

I S

83

5 7

87

124

37

5 4

て2

a l

11 2

11 4

15 6

180

2 04

228

2 5 4

2 80

3 Q7

3 84

3 6 2

3 S O

419

Q0 2

QO 9

Q2 6

Q53

Q91

1 4 4

211

29 3

39 8

510

64 6

80 2

慧7 8

117 5

13 9 5

163 7

190 2

2 L9 2

2 5 0 7

90 6

126 6

1 53 3

1‐ZR 6

189 4

42 3

4 5 3

4 2 2

883

34 7

316

4 4 4 284 7185

注 (1)に同し
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表 3 - 5 2 ‐ B:J ICA に よる造林成績調査 ( 1 9 8 2年 )

{1} Cadamba

林 齢
(年)

全林 木
平均樹高

(m)

上層木
平均樹高

(m)

姿勢木
平均樹高

(伽 )

平均直径

(叫奄a)

胸高断面積

(myha)

材 積

(叫亀a)

MA I

(ロジ ha)

樹冠半径

(加)

.▲

n乙

触

32

鰻

34

ûU

ûリ

2

6

=̂V

d̂

QO O

Q2 9

=̂V

9"

0
0

即

Q4 0

141

R

4

5

6

7

8

9

l o

69

I Q2

l a l

15 6

1て7

19 6

213

2 2 7

て4

110

14 1

1 67

190

2 Q9

2 26

2 4LI

I Q 5

l a 8

169

19 8

2 26

2 5 3

2 て8

3 Q4

8

14

1 8

2 2

2 6

2 9

31

3 3

181

4 6 2

8 2 3

122 2

163 3

2 Q 3 9

2 43 5

2 815

12

31

61

10 3

15 6

2 2 2

2 9 9

3 8 8

40

て8

122

1て2

2 23

2て 8

3 32

3 8 8

215

26 5

ao o

3 2 6

34 6

36 2

37 5

38 5

11

12

13

14

15

1 6

17

18

19

2 0

2 4 1

2 5 3

2 64

2て4

2 84

2 93

3 QI

3 09

316

3 23

2 54

2 6 6

2て7

2 8 6

2 9 5

3 Q 4

311

3 L9

3 25

3 32

3 28

3 5 2

3 て5

3 98

4 21

4 4 3

4 65

4 86

5 Q7

5 28

3 5

3 6

3 8

3 9

4 0

41

4 2

4 3

4 4

4 4

31 2 9

3 5 2 5

3 85 5

4 L6 9

4 4 6 8

4て 5 3

5 Q2 5

5 28 5

5 5 3 4

5て72

39 4

40 2

4 0 8

414

419

42 3

42 7

43 1

43 4

43 7

注 1(1)

(2)

(3)

全林木平均樹高
上層木平均樹高
優勢木平均樹高

St 飢 d(AII Trees)Average He1giIt

UpperTrees Average Helght

DomlnantTrees Average Helght

一樹高の高い順を選ひ、 ha 当たり 4 0本をとる。

大線内か実測範囲、大線外は参考表示

平均樹高は常に良好な成長を示し、全林木では 5年生で 1 31m 、 1 0年生で 2 27 m 、
優勢木ては 5年生で 16 9 m 、 10 年生で 3 Q 4m となる。平均直径でも平均樹高とほぼ
同様の傾向かみられる。胸高断面積は 5年生て急速に増大する。材積は 10 年で 3 8 8ぼ、
MA Iは 3 8 8 可と著 しく大きい。樹冠半径 もきわめて大きく 5年生で 3m となる。
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{2) Cordla 林 飴

(年)

全 林 本
平均樹高
(m)

上 層 木
平均樹病

(m)

侵 略 木
平均御高

("-)

平均直径

(cm)

胸高断面積

(中グha)

全 材 税

(ペン/ha)

MA I

(吋ソha

樹冠半径

(“- )

I

2

0
4

28

岬

29

Q 5

イ3

0

3

Q0 5

Q4 0

0

0

0

0

Q38

LO 9

6

7

8

9

10

8 0

I QO

62

11O

ヱー2

I BO

144

1 5 5

1 64

1‐Z I

87

122

14 9

1 69

184

196

20 5

2 1 2

18

20

22 2

871

56 2

て9 2

ーQ6 4

l a7 6

4 6

I

25

4 2

5 5

6 6

てq

て9

83

1 5 8

19 2

218

23 8

25 4

267

27 8

288

1 2

13

14

1 5

1 6

1 7

1 8

19

2 0

112

117

1 83

187

19 2

1116

t a 9

2Q3

20 6

1て8

183

187

191

1 94

197

2 QO

2 Q2

2 Q4

2 Q 6

218

2 23

2 27

2 80

2 33

2 85

2 a7

2 38

2 39

2 5

26

2 7

2 8

30

31

3 2

3 3

34

212 6

2 5 6 3 10 4

114

12 3

131

1il 9

14 7

15 3

16 0

16 6

87

88

88

87

87

86

8S

84

83

30 4

al l

317

32 2

82 7

83 2

aR 6

841

34 4

注 1 平均樹高 (1)と同じ

2 (1)と同し

3 初期成も長か良く5年生項まではCadam鱗に次〈成長を示すか、その後の成長は劣るょ
うである。

{3' Kauvula 林 齢

(年)

全 朴 木
平均樹高

(加)

上 層 木
平均樹綜

(加)

優勢木
平均樹高

{“;)

平均直径

(伽)

胸高断面積

(可ソha)

全 材 統

(う布B)

M A I

(蔵/ha)

樹冠半径

(m)

I

2

Q7

25

Q9

29

24

4 5 2

Q0 3 QO 9

Q5 0

“了

X̂U

qv

Û

.ー

ソ̂"

4 1

5 5

66

1Z5

83

9 I

97

I Q3

I Q9

114

IZ 8

86

92

9 9

I Q4

109

114

14 0

14 7

I S

17

19

2ー

Q7 7

128

19 5

22 8

37 6

4 9 2

62 6

IZ7 7

S4 6

11

9

l o

14

18

2 5

3 5

4 8

6 5

8 7

23

20

23

26

a l

39

4 8

5 9

7 3

Q9 4

L31

L6 2

L8 9

212

23 2

250

26 6

281

29 4

"̂

lq

-b

ĥU

?̂′

▲11『
-11"

11

11

-1」r

123

127

131

} 85

l a 9

14 2

I L8

122

1 26

129

ュa3

l a 6

13 9

14 2

まて5

181

187

1 83

199

2 2

2 4

2 6

2 8

3 0

3 2

3 3

3 5

184 2

15 6 9

1815

2 Q82

2 3 6 9

2 67 6

3 Q0 5

a0 6

a18

32 8

33 8

848

85 7

36 5

37 3

注 1 平均樹高は(1)Cadamta と同じ

2 (1)と同じ

3 成長は遅く全林木平均御高は 10 年生でCddambaの半分以下である。
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{4)Deglupta 林 齢

(年)

全林木

手隻ダi高
上層ネ
平均柵高

(m)

体 勢木
平均間高
{'")

平均直径

(餌 )

胸高断面積

(hジha)

全 材箱

(試シ「ha)

MA I

(一/ha)

樹冠半径

(m)

I

2

QO

L2

Q I

13

Q2

22

0

I

QO II

QO O

0

0

QO R

Q R 6

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

ld

15

16

3 7

67

97

IZS

151

12 4

196

21 5

2 aイ

2 5 0

2 66

2 80

2 94

3 Q7

42

て5

1 07

137

16il

la8

209

229

24 7

263

2‐Z8

291

3 Q4

3 15

5 5

9 I

126

1 5 9

lao

21 9

2 4 6

212

29 6

3 19

3 4 0

3 61

3 81

4 QO

a

7

io

13

17

2 0

2 4

2 7

ao

i13

a s

3 9

4 2

4 5

QO 9

ハ5‐I

15 2

a0 5

S 02

130

97 6

12マ1

1イ8 8

114 4

lfl9 4

2237

2 4 7 1

2119 6

I

6

16

3 0

4 7

6 5

8 4

i o a

12 2

14 0

15 8

17 5

191

2 0 6

Q8 6

l q5

17 6

210

23 9

263

284

30 2

317

3a o

34 2

353

86 2

371

18

319

3 30

3 41

3 51

3 26

8 37

3 4 6

3 55

418

4 3 6

4 5 3

41i9

48

50

5 3

5 5

2 911

3117

8 a14

3 5 01

87 8

885

39 2

a9 8

注 .1 平均田高はの Cadamba に同じ

2 0)に画し

a 初期成長はかなり劣るか、その扶急速に仲ひてカタノハと同程度の良好な成長を示ナ。

なお、胸高断面積が 5年生で僅かに L5 2〆にナさないのは、高い枯死率と関係かゐる。

このことは参捕物・10 年生で 10 3可、 16 年生で2 0 6 耐の備かたことにも影響して

いる。

{51 M iahogany 林 飴 全 林 上 層 木 侭林 飴

(年)

全林木
平均開高
(m)

上層木
上均桝高

(m)

侭勢木
平均印高

(朋)

平均直径

(帆 )

的高断面積

("とし/ha)

全 材 f斉

(げとし/hB)

MA I

(げシ a

樹冠半径

(m)

I

2

QO

Q7

QO

Q9

QO

14

0

I

QO O

Q0 2

I

6

Lo

80

QOS

02 3

a

4

5

6

7

27

5 6

86

11 5

14 0

3 2

62

9 2

IZO

1 4 5

4 4

て9

112

14 2

1 68

3

5

8

1 0

ー3

16

18

20

2 2

24

26

2 8

a o

3 2

114

3 6

37

Q16

QS I

10 7

18 8

Z7 5

a81

亀99

627

て64

90 8

IQ5 9

1216

1378

15 4 5

ー116

1891

2Q70

13

2 0

2 5

2 9

3 3

43

5 0

5 0

ー8

亀7

Q4 6

Q7 0

Q9 5

119

14 2

16 6

18 9

212

23 4

25 6

27 9

ao o

a2 2

34 3

36 5

88 6

ん0 7

8

.9

l o

11

IZ

la

14

賞5

16

17

la

19

20

163

184

202

219

2 3 4

2 4 6

25 8

269

219

2 88

2 96

a Q3

3 10

ー67

186

2tla

Z18

2 32

24 4

2 5 4

2 64

2て3

2 81

2 88

2 95

3 01

227

3 9 2 25 2 4 2 7

注 1 平均樹高は{1)Cadam臆 と同し

2 {ー)と同じ

3 初期成長は最も劣り、全林木平均御高で 3年生時に僅かに 27 mであるが、その後は

願調な成長を示し 10 年生では 2 Q 2m となるo

衿1冠半径は 5年生ては l mにも満たないか着実な成長を続け 2 0年生℃は 4 m を超え
るo ・
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表 3 ‐ 6 2 ‐ C:

{1} Mahogany 固定標準地成長成績

Si te
(個所 )

林

齢
年

本

数
ぐネソ ha)

本
当
材
横

全

材

積
("ジha)

脚

榊

優 勢 木
Predom ー肥 nt

Crop

Ht

(m)

Htm

(加)

直径

(cm)

Ht

(m)

Htm

(m)

直径

(伽)

N 曲山 ua

11

11

12

12

14

14

15

15

15

16

16

16

17

17

17

17

198

213

213

168

342

73,;

217

114

173

217

217

i l 9

153

183

14 9

163

Q3 23

Q298

Q4R5

Q439

0791

Q388

Q5 う2

Q4 59

Q621

Q371

Q457

Q680

Q599

Q394

Q764

Q770

64

94

92

73

270

284

120

52

107

80

99

80

91

72

l i3

125

58

85

て7

61

193

2Q3

80

35

9I

50

62

50

54

42

66

て4

19

18

23

21

24

25

25

22

22

21

25

24

22

21

28

25

lo

8

13

11

l o

14

11

11

12

13

11

18

9

lo

12

11

3 5

32

88

37

43

28

48

41

4 5

35

40

4 7

4 6

36

47

48

18

17

23

19

20

20

22

20

23

21

22

23

21

20

27

23

9

7

12

9

8

9

11

lo

11

11

9

11

8

7

11

9

25

24

30

30

28

20

ill

31

32

26

30

36

33

27

34

39

Tovata/

Kalabu

2
3

23

23

23

188

188

243

287

looo

Q995

Q808

Q665

183

186

196

190

80

81

85

83

32

30

2 9

29

11

11

11

14

57

59

54

51

29

27

25

2 5

13

11

lo

11

4 5

43

39

36

Nadarlvatu

2
3

23

44

257

257

79

Q536

Q682

1883

137

175

148

60

て6

a4

24

25

27

11

12

13

40

50

74

22

28

27

9

13

14

31

33

68

住 .Crop=S1ze ofaverage Tree

Predom.nent = Best 4 trees lnevery Q 202 ha p1ot

=2 0stems メキr ha

資料 . Forestry De 閤 rtment ‐Colo ‐ 1一 Suva

(J , G ,Groome 雌 d Assoc ーates N,Z,)
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(2) 南部 フィ ノーの マホガニー造林地 (19 6 2~19 6 7年植栽 )

個 所
林 齢

(年)
植栽本数

(本/ha )

現在本数 (%)
(本/ha)

平均直径
(cm)

胸高断面積
(ボンha)

全材積

(mソha)

M A I

(mソha)

Galoa

l o

l o

11

12

1 2

l il

14

15

1 6

918

4 4 R

3 2 2

4 4 0

3 6 7

3 4 2

3 3 7

ii1 3

3 7 7

119(37 )

146(33 )

131(4o)

106 (24 )

80(21)

124 (3 6 )

126 (37 )

83(26 )

l oii (27 )

124

14 5

190

2 23

I S O

2 28

2 85

2 67

2 97

23 4

45 4

5 5 6

94 5

63 5

て4 7

118 6

9 6 3

137 2

84

14 3 6

2 23 8

2 28

137

2 80

4 80

2 JZ 5

4 35

Q8 4

14 7

20 3

19

114

215

a5

1 8 3

271

Nabout lnl

12

13

14

1 5

2 6 3

3 3 3

2 83

4 3 5

114 (43 )

118 (35 )

97(34 )

135 (3I )

167

2 13

2 22

2て8

a9 4

て0 9

55 7

136 5

141 3

2て○2

2 33

5 31

11 8

218

1 6 6

35 4

Yara ＼ya

15

16

16

1 65

165

4 4 4

4 3 8

416

3 8 9

2 9 6

104 (23 )

103 (23)

109(26 )

74 (19)

104 (35)

2 9 4

3 Q I

3 25

2 fZ 9

2 35

1831

14 6 6

1 4 27

I Q0 3

516

4 33 5

4 35 9

5 382

2 て9 8

2 9 4 6

28 9

27 2

33 6

17 5

17 8

Nu1 くul‐ua

.▲

.▲

.▲

.▲

ソ̂"

ソ̂"

Û

RU

RU

工4

11

1▲

1▲

1▲

11

11

1▲

1▲

1↓

1▲

3 2 1

314

2 4 2

3 2 7

3 5 0

3 8 8

3 01

4 61

3 31

414

15b(48)

157(50 )

68(28)

100(30 )

168 (48 )

127 (32 )

135 (44 )

193 (4 I )

103 (31)

246(59 )

2 2

2 81

2 Q I

2 3

2 25

2 51

2 39

2 5 8

2 4 6

2 23

fZ 8 3

821

35 9

5 5 7

87 9

80 2

90 6

132 8

て6 5

138 6

3 5 2 2

3 86 7

1 26

2 4 5 7

3 98 2

4 Q4

3 63 6

6 Q3 5

3 44 9

6 QI 9

a2

85 2

115

22 3

33 2

33 7

28

46 4

26 5

43

注 ,(1) 林齢は 1 9 7 8年の測定時のものである。

(2) 測定値は 19 8 0年のサイクロノWally 前のもので、現在はサイクロノで約 2 0 % か失わ

れている。たた 」 Nukur晒 地区はサイクロ / の被害は大 きくなかったo

出典 ‐ Managem 孤 t D1v1s1on,SUVA ,FIJI .

( J G.Groome and Asboc ・ate N.Z. より )
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(3) NUKURUA 6広葉樹固定標準地資料 ( 1 9 8 0年 7月 )

林 齢

(年壁)

木 数

(ポ/ha)

Prfdominmt

優 勢 木
Crop

全 木
胸 高
断面積

(ボンha )

全材積

(, /ha)

MA I

(mシ ha)

p,。t l
ノ柘

Area

(ha)梼も尉直@#樟祷 iも平
Anthocephaluq ch lnensl s

25

26
ム8

2 8

a i

4 8
4 8
4 8
5 1

5 6

5 6
JZO

て○

91 7

9 1 7

3 6 6

3 3 5

10 3 8

1、0 25

2 fl o

1、0 2 5

1,0 2 5
ii 3 5

2 3 0

3 5 1

2 6 0
3 4 6

18 0

3 4 6

1 8 0

1

3

3

2

1
6

4

7
3

5
2

8

5
2

9

.ふ
ーふ
ー▲
1ー
li
1i
ll▲
.▲
.▲
ソ̂"
ソ̂し
nと
ン̂"
"Kり
りし

17

2 3

2 0
9

1 7

24

2 2

3 5

2 0
ii6

ii2

4 0
3 8

4 6
4 5

8

l o

I R

1 2

1 1

15

14

1 5

l a

2 il

2 2

2 4

2 5

2 9

2 8

13

15

1 5

1 5

12

17

1 6

2 3

16
2 5

2 8

2 8

a l

8 0
3 5

4 9

5 9

196

188

28

2 4 9

230
14 8

‐16

185

15 9

216
1 41

2 5 4

17 8

2 89

8 83

12 9

12 2 7

168

1 9 2

17 4

110

3 26

2 0 8

17 8

2 ぢ7

17 0

8 5 il

2 4 4

96

1 2 8

4 61

4 3 8

4
4 QO

3 6il

2 2 9

64
R 71

3 Q9

i167

2 4 3

3 85

2 66

005

011,Q02ha

009 ,Q08ha

010 ,Q08ha

017 ,Q02ha

009

010

011

017

005

008 ,Q15ha

005

008
005 ,Q202ha

008

Cordld dl l1odord
nhU
Rv
Rv

4

8

8 i室lilt・喜ぼ E基E含蓄!諜至誠灘
Endos Permum macrophyl lum

5 0

5 0

118

118

1 5 5

3 4 2

2 4 3

3 2 7

2 3 8

1,3 2 5

1 2

13

2 0

18

16

21

21

2 5

3 0

2 3

0

2

8

6

4

11
1」
1↓
11
11

16

1 5

19

21

17

Z O

4 7
93

88
q l o

I B ,Q202

14

13

14 ,Q202

EucalypLus deglupta
6 6

66
I Q8

I Q8

I Q 8

1 5 8

15 8

15 8

3 80

4 7 0
2 0 5

1 3 5

6 0
]9 0

12 5

6 0

ro
ro
ro
文U
nxu
ou
“f
nv

リム
nソレ
ハメU
I1
リム
パー
nソし
.̂

3 2

3 0

4 6

2 5

3 3

5 8
R 6

4 9

2 4

2 2

3 0

1 6

2 6

4 3
24

37

2 2

2 0
3 0

1 6

2 9

3 8

2 4

4 2

14 7

1 5 4

1 4 9

28

4 0 4
2 2 4

~ 8

871

15 Q I
1 4 7 5

▲18 28

2 Q 4

4 4 6

117 0 6

5 07

14 3 2

2 27

2 2 3

1 6 9

19

41

2 35

3 2
9 I

21 ,t1202

22 ,Q202

138 ,Q2

139 ,Q2

140 ,Q2

138

139

140

Maesopsls emlnl l

撫 1葺き副 榊 田圭表上琵一言“騒ぎT駕彊綴参
S＼"etenia mdcl 。phy11a Gd ヱoa
5 5

5 5

I Q5

I Q5

11 5

11 5

163

16 5

1 5 3

15 8

13 8

12 8

17 3

16 3

13 8

16 8

8

R

18
18

20
18

2 4

2 5

11

9

2 5

2 2

2 9

2 7

4 0

4 6

6

6

1 7

17

17

17

2 2

21

7

6
18

18

2 0

1 9

a o

31

Q8

Q6
38

82

5 6

4 8
I Q 4

I Z7

20

69

2 Q7

1て4

312

2 66

615

7 5 8

Q4

1 3

ao
17
27
2 3

38

4 6

3

4
3
4
l
2
2
l
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3 - I Nukurua 地域 の造林地 と調査地

ヌクレア地区はビチレブ島東南部に位置する。政府は現住民の土地を リース し

て 1 9 6 1年以降天然林を切 り開き当初は東側の K・ngs Road に接する部分か ら

西北方に向けて表 3 - 7 に示す とおり造林を進めている。

表 3 - 7 ヌクルァ地域の造林概況

番号 造林期間 (年 ) 面 積 (ha) 備 考

l マホガニーの

列状植栽地

19 61-19 71

19 7 6‐ 19 80

43 722

4 512

表 3 - 1参照

′j、 計 8234 "

2 6樹種を主とする

列状植栽地

1971 ‐ 19 7 2

19 74 ‐ 19 80

4 a7

1、8128

表 3 - 1参照

小 計 1.8 65 5

JICA( 昭 57 )報告による3 造林未済地 4 2 5 0

小 計 4 2 5 0
“" 、 L一 心

合 件 て104 9

1 9 8 0年 J I C A は、表 3 ー 7 に示 す "a 2 の 6樹種 を主 として列状植栽 した

区域を対象 として、造林面積の少ないマエソビシスを除 く 5樹種の人工林生産力

を調査 し、その調査結果に基づいて痛 3の造林未済地 425ha の適地適木を策定

した 。

3 - 2 森林生産力調査概要

① 地形 地区は波状 ない し小起伏の地形で、浅いクリークに沿って僅かに開

析斜面が発達 している。

② 標準地 調査 標準 プ ロノ トの大 きさは oo5ha( 幅 2 0 m ×長 さ 5 0m) ま

たは o l ha( 幅 2 0 mx 長さ 5 0m) の長方形 と し、 これ に よって列状 植栽 の

2 ~ 3 列 が入 る ょ ぅに した。 フ ロッ トは 1 4 0個所 を設定 し、樹種毎 に林齢、

樹高、胸高直径、櫛冠半径、形質級、枯損原因を調査 した。

⑨ 立地調査 土壌調査は 2 0 カ所以上を調査 し、表 3 ー 8に示すように腐植

ラ トル ソ A 型、 B 型、 C 型 、 D 型 及びグライ土 に区分 した。
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表 3 - 8 ヌクレア地区熱帯雨林地域の土壌分類

高次
分類

低次 分 類
地 形 と
堆積様式 土地断面の形態的特徴 要 点

A 型

腐植 ラ トソ ル

鈍 頂 峰 部

残 精 土

A 層 . て 5YR 、よく発達 した塊状構

造
B 層 ・上部 ‐て 5 YR~ 5YR 弱い

塊状構造、埴土

下部 ‐ 2 5YR~ l oR 重塙

土 非常に堅

狭い峯の残積土で、 B

層上部から赤土癖(25

YR-1OR) が発達 し

てい る。

B 型

退化腐植ラトノル

広い平坦蜂部

残 積 土

A層 7 5 YR 弱い塊状構造

B 層 上部 - て 5 YR~ 5 YR 、比較

的厚い、ややカベ状、埴

土
下部 - 2 5 YR 、重埴土

広い峰の残精土で B層

下部に赤色土壌 ( 25

YR -1 O R )が発達

してい る。

C 型

ラトノル土材料

からできた土壌

中 ・急、斜地形

同 行 土

A層 . て 5 YR 、弱い塊状構造

B層 15 YR 、風化岩混入、埴質

C 層 ・7 5 YR 、風化岩侵入、埴質、

カベ状

斜面の同行上で層位の
配列が不規則で、同行

物質を混入する。

D 型

ややクライ土が

か った腐植 ラ ト

ノレノ

山脚平坦地

崩 糖 性

A 層 て 5Y‐R 弱い塊状構造

R層 . て 5 YR 重埴土、カベ状

B喧)層 5Y‐R 25YR の斑あり、

重埴土、カベ状

山脚平坦地の崩積土で、

下層に弱いグライ斑が

ある。

腐植 ラ トノルと

関連を持ったク

ライ土

クリーク近 く

の山脚平坦地

崩 積 土

A層 :て5 YR 弱い塊状構造

B@) 層 .2 5Y 重埴土、グライ斑お

よび鉄斑、カベ状

G 層 : て 5 Y 重槌土、鉄条あり、

時々湧水あり

クリーク沿い平坦地の

崩積土で、下部にクラ

イ層が発達している

局所地形は尾根部、山腹部、谷部に区分 した。傾斜区分は平 ( 0~50) 、緩

~10 、中 ( 11~200) 、 急 ( 210 以上 ) の 4 区分 とした。方位 は N 、

S 、 E 、 W の 4 区 分 と した。

④ 生産力判定基準の作成 造林地はマホガニー以下はすべて幼齢で標本プロ

ノトは 3 ~1 0年生に分布するので位置指数の判定には 5年生時の平均樹高

を採用 した。 この指数の決定には F・ji政府が作成 した地位別樹高の曲線

( HIght/Age Graph and sIte C1ass lndex) に よっ た。 例 え ば Cadamba

で、標本 プ ロノトの林齢 7年 の平均 樹高が 1 8 m の場合は、図 3 -1 の地位

別樹高曲線から地位指数 として 5年生時の平均樹高 1 3 2 m としている。な

お平均樹高は林分が幼齢のため全林木の平均樹高にょっている。

か くて立地要因 ( S1te Factor )として、土壌型 と局所地形との間の相関

係数は o 8 と高いので、これをはず して局所的な立地条件に影響する要因と

して次 の 4 因子 とカテゴ リーを設定 した。
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要因ぬ＼乏ミト I 2 3 4

土 壌

傾 斜

方 位

型 A

平

N

型 B

緩

S

型 C

中

E

グライ土

急

W

⑥ 樹種別、カテゴリー組合せ別森林生産力

樹種別、要因別のカテゴリーのスコア変化状況の計笑の結果、次の傾向が

見出され た。

土壌型 :森林生産力か らみて、 A<B<C<D の順に生産力の高いことが予

想され た。 カ ウブラを除 いてその傾 向が あ り、 と くに成長 の早 いカダ ンバ、

デグル ブタはその傾向が明 らかである。

傾斜 :森林生産力からみて、平坦地 (上 )、平担地 (下 )、緩斜地、中 ・急

斜地の傾向があると予想される。それは、同じ平坦地でも斜面上部では残積

的、斜面下部ては崩積的土壌が多く、生産力にも関係することが考えられた

か らである。 このような傾向は各樹種に共通 して認められた。

方位 :各樹種ともS方向の生産力が高い結果を示 した。

森林生産力判定基準表は各要因の多変量解析法にょって計算されたスコア

で 表 3 - 9 の とお り示 され た。

表 3 - 9 森林生産力判定基準表

要因 カテゴリー /仏 Cadamba Deglupta Cordla Kauvu1a Mahogany

土

壌

型

A 型 1

B 型 2

C 型 3

D 型 4

‐ 69 5

‐ 37 5

‐ 25 7

QO O

62 3

‐ 62 3

‐ a5 4

QO O

‐ Q9 4

Q8 2

279

QO O

20 9

‐ Q4 5

- a2 6

QO O

ー L15

‐ 25 5

- 2 3 0

QO O

傾

斜

平 (上) 1

平 (下) 2

緩 3

中 ・焦 4

-Q71

Q05

‐ 15 6

QO O

‐ L71

‐ Q6 5

‐ Q0 6

QO O

Q16

L9 8

‐ ZO O

QO O

‐ 4 0 3

Q0 5

‐ 43 5

QO O

‐ a3 0

‐ 27 6

- Q4 0

0 0 0

方

位

N I

S 2

E 3

W 4

1 11

184 9

14 9 9

1642

1602

1て19

1 5 2 4

I Q1 5

て51

9 3 5

94 0

て4 3

I QO9

I Q7 5

65 8

836

t180

187 5

1181

I Q0 2
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この基準表の使い方は生産力を推定 しょうとする場所について、その立地条

件に応 じて各立地要因毎の該当カテゴリーのスコア値を引き出 し、 これを合計

す る ことに よって平均樹高 の推定値 を求める ものである。例 えば Cadamba の

立 地 が 土 壌 型 1 、 傾 斜 1 、 方 位 1 の カ テ ゴ リー の平 均 樹 高 は 、 -69 5 一 0 71

十 17 11=9 4 5 m とな る o

森林生産力判定基準表の実用にあたって、届地ごとに上記の加算作用を行う

手間を省 〈ため、 予 じめ全ての組合せにょる樹種別の椎定平均樹高を計算 し

て 作 成 した の が 表 3 - 1 0 て ある。
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5 10 15 と〇 5 1015 2〇
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-273-



夫 - I D 樹種別、 カテ ゴ リー組合せ別 森林′t舟 力計 曾夫

土方傾
壌位斜 CADAMBA nEGLUPTA CORDIA KAUVULA 態 HOG馴
1 1 1
1 ー2
1 1 3
1 1 4
1 2 1
1 2 2
1 2 J
1 2 4
1 3 1
1 3 2
1 3 『
I J 4
1 4 1
1 4 2
1 4 3
1 4 4
2 1 1
2 1 2
2 1 J
2 1 4
2 2 1
2 2 2
2 2 J
2 2 4
2 J I
2 i 2
2 3 J
2 J 4
2 4 1
2 4 ‘
2 4 3
2 4 4
i l l
i 1 2
J 1 i
3 1′I
J 2 1
J 2 2
3 2 i
i 2 4
i J I
J i 2
J i i
J J 4

、;4 1
、;4 2
3 4 J
3 4 4

′1 1 1
4 1 2
4 1 3
4 1 4
4 2 1
4 2 2
4 2 J
4 2 4
4 3 1
4 3 2
4 3 J
4 3 4
4 4 1
4 4 2
4 4 3
4 4 4

9 4 5'れ
10 8 3
7 3 3
8 7 6

10 21
11 5 9
8 0 9
9 5 2
8 6 0
9 9 8
6 4 8
7 91

1016
11 5 4
8 0 4
9 4 7

12 6 5
14 0 3
10 5 3
11 9 6
I J d l
1 4 7 9
11 2 9
12 7 2
1 1 8 0
1 3 18
q fi 8

11 11
l i 3 6
14 7 4
11 2 4
1 2 6 7
1 3 8 3
1 5 21
11 71
l i 14
1 4 5 9
1 5 9 7
1 2 4 7
l i 9 0
1 2 9 8
14 6 6
10 8 6
1 2 2 9
1 4 5 4
1 5 9 2
1 2 4 2
I J 8 5
1 6 4 0
1 7 7 8
1 4 2 8
15 71
1 7 16
1 8 5 4
1 5 0 4
1 6 4 7
1 5 5 5
l b 9 J
I J 4 J
14 8 6
1711
18 4 9
1 4 9 9
1 6 4 2

8 0 8 ,“
9 2 5
7 3 0
2 21
9 1 4

10 31
8 3 6
i 2 7
9 7 3

10 9 0
8 9 5

、;8 6
9 7 9

10 9 6
9 01
J 9 2
8 0 8
9 2 5
7 3 0
2 2 1
914

1 0 31
8 J 6
i 2 7
9 7 J

10 9 0
8 9 5
;8 6
9 7 9

10 9 6
9 0 1
i 9 2

1 0 7 7
11 9 4
9 9 9
4 9 0

11 8 3
13 0 0
11 0 5
5 9 6

1 2 4 2
I J 5 9
11 6 4

6 5 5
1 2 4 8
1、j 6 5
11 7 0
6 61

1 4 3 1
1 5 4 8
I J 5 J
8 4 4

1 5 i 7
l b 5 4
1 4 5 9
9 5 0

1 5 9 6
1 7 1 3
1 51 8
1 0 0 9
1 6 0 2
1 7 19
1 5 2 4
101 5

6 7 3 '〃
8 5 7
8 fi 2
fi 6 5
8 5 5

10 3 9
10 4 4
8 4 7
4 5 7
6 4 1
6 4 fi
4 4 9
6 5 7
8 41
8 4 6
6 4 9
8 4 9

1〇3 つ
1O J 8
8 4 1

l o l
1 2 1 5
1 2 2 0
1 2 2 J
6 J I
8 1 7
8 2
6 2 5
8 3 3

1 0 1 7
10 2 2
8 2 5

10 4 6
1 2 3 0
1 2 3 5
10 3 8
1 2 2 8
1 4 1 2
14 17
1 2 2 0
8 j o

10 1 4
1 0 1 9
8 2 2

1 O J O
1 2 1 4
1 2 1 9
1 0 2 2

7 {)7
9 5 1
9 5 6
7 5 9
9 4 9

11 3 3
i 13 8
9 4 1
5 5 1
7 3 5
7 4 0
5 4 3
7 5 1
9 i 5
9 4 0
7 4 3

8 1 5 77,?
8 8 1
4 6 4
6 4 2

1 2 2 3
1 2 8 9
8 7 2

10 5 0
7 8 3
8 4 9
4 3 2
6 1 0

1 21 8
12 8 4
8 6 7

1 0 4 5
5 6 1
6 2 7
21 0
3 8 8
り 6 9

1 0 ,;~
6 1 8
7 9 fi
~ 2 9
5 9 5
1 7 8
,;写 6
9 6 4

l o i o
6 1 J
7 9 1
2 8 0
3 4 6
0 7 1
1 0 7
6 8 8
7 5 4
3 3 7
51 5
2 4 8
J 1 4
1 O J
0 7 5
6 8 i
7 4 9
J J 2
5 1 0
6 0 6
b 7 2
2 5 5
4 i i

1 0 14
10 8 0
6 6 J
84 1
5 7 4
6 4 0
2 2 3
4 01

1 0 0 9
10 7 5
6 5 8
8 3 6

5 3 5 m
9 3 0
7 3 6
5 5 7
5 8 9
9 8 4
7 9 0
6 11
8 2 5

1 2 2 0
1 0 2 6
8 4 7
8 6 5

1 2 6 0
10 6 6
8 8 7
3 9 5
7 9 0
5 9 6
4 17
4 4 9
8 4 4
0 5 0
イ7 1
6 8 5

10 8 0
8 8 0
7 0 7
7 2 5

112 0
9 2 6
7 4 7
4 2 0
8 15
6 21
4 4 2
4 7 4
8 6 9
6 7 5
4 9 6
7 1 0

110 5
9 11
7 J 2
7 写○

11 4 5
9 5 1
7 7 2
()5 0

1 0 4 5
8 51
6 7 2
7 0 4

10 9 9
9 0 5
7 2 6
9 4 0

I J 3 5
11 4 1
9 6 2
9 8 0

I J 7 5
」1 8 1
10 0 2

出典

南方造林協会 :フィジー国ビチレブ島東南部の林業開発促進に関する調査報告書、南方造
林、No.27 、 (1983)
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樹種 ↓ロATISC献納ぢ(ダディスカ科き 0歳a脚鰭合β堀 atr蕩膿 tエリマ 鞭操A), 鵜轍 TACEAE
{ブトモモ料 ) ぎ数""卿細野海 9超Pfa ~カメレレ KA鞭細紋E), CO郷 RETAC熱妻
(シ穿メ浄料 ) 鳶だ母麹βーな るr栽β会" {ブ ラウンター考ナ リア 離職雛 ARIA. 日.)

園 ;パプアニュm ギニア

データ採取地の立地環境

この地の気温は、年間平均気温 26~28 ℃、降雨量は、 3,800 ~4,500}J/M 年てあり、

異常気候 (多雨 or 乾季が厳しい) は 5~ 7年間隙にて発生する。

乾季は、 5月~10 月、雨季は11~ 4月であるが、この地区の乾季は、通常年の場

合は、月間最低雨量は、 10OM/ふ{前後である。 植付けは、雨期に行われるか、

通年植林も多少の瀧水を行えば、可能である。 病虫害も殆と無い。

成長 ・収穫 に関ずる表 , 図 , 式な ど

(イ) 成長記録
成長記録の測定の為、 1981年よりサンプルプロット(0 5 HA 基準 ) の設定と開始

開始 した。

① 植付年別/ 機種別サンプルプロット設定状況

＼＼＼、樹種
＼＼＼、

植付年
KAMERERE ER日" TERMINALIA B 合 計

1 9 6 8

1 9 7 8

1 9 7 6

1 9 7 7

1 9 7 8

1 9 8 2

1 9 8 3

1 9 8 4

(1) 伐採済
1

4

2

3

1 0

3

n/
ム

ー
↓

.
↓

3

(1)

1

4

2

3

1 2

4

4

合計 2 3(1) 4 3 3 0(1)
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② カメレレの成長曲線及び残存本数/HA は次の様になる。
SBLC-

GLOWTH FIGURE OFREFORESTED KAMARERE
SBLC--(1989)

(植 林 カ メ レ レの成 長 状 況 )

SPACING(植栽間隙)
　　　

ヨ

A

"

′、

A

A 鼠

/ノ
×

× ×
×

× △
× 〆

/
＼◎

/
≠傷-≧

r o
′
′

く ◎トーo
う
′

×,

・ × ×

÷序⑭プ

d/

〆
ゾ

A
A

A
〈 × ×

×

×

X 4 × 4EXISTED PIECI兆
× )
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上位木 IDo本/HA と下位木及び平均値対比

(19 8 8年調)

プロプト

No

機

種

樹

齢

上位100本 下 位 木 平 均

平

均

径

平

均

高

単
材
積

蓄

積

量

平

均

径

平

均

高

単
材
積

蓄

積

量

平

均

径

平

均

高

単
材
積

蓄

積

量

本

数
単位

Cm m m 3 m 3 CID m m 3 m 3 Cm m m 3 m 3 本

カノレレ

{4メ4)

16 47 5 50 0 d67 346 7

(82%)

28 2 37 6 0,968 75 5

(18%)

39 0 44 6 2 372 422 2

(IDO%)

178

へ{リ カメレレ

{3メ3)

12 39 7 39 3 2 070 207,0
7
(名296)

25 2 30 3 0,692 81 6

(2896}

32 2 34 9 1 366 288 6

(100%)

216

ー
L

カメレレ

{3ズ3)

12 40 0 39 8 2 117 211 7

{100%)

40 39 8 2 117 211 7

(ID祷ろ)

loo

20 カメレレ

(4ズ4)

12 42 2 40 8 2 404 240 8

{8296)

29 5 30 1 0 991 5ー 5

{28%)

37 8 38 5 1 921 292

{loo90

152

‘ カノレレ

(4ズ4)

12 40 8 41 3 2 33 233 〈

(73%)

28 8 34 9 0,95 86 f

(27%)

35,l 38 3 1 68 343 ′

(10096)

190

・ カメレレ

(4x4)

li 40 1 43 2 2 23 223

(69%

27 4 34 9 0 85 104 1

(31%)

33 1 34 6 1 19

{i〇OSの

・222
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ブo“

No

樹

種

樹

齢

上位100本 下 位 木 平 均

平

均

径

平
均
高

単
材
積

蓄

積

量

平

均

径

平
均
高

単
材
積

蓄
積
量

平
均
径

平
均
高

単
材
積

蓄
積
量

本

数
単位 伽 m m 3 m 3 伽 m m 3 m 3 Cm m m 3 m 3 本

r カメレレ

313)

日 35,6 37 5 L 649 164 9

(S9%)

36 5 31,6 0 741 72,6

{31%)

31,6 34 6 L I99 237,5

IDo9‘)

198

カメレレ

(4ス4}

30 3 28 0 896 89 6

(45%)

0 367 111 1

(55%}

22 5 25 2 Q 498 200 7

000'≦)

402

22

ター

ナリア

(4x4)

ー
し 23 6 22 3 0 44 44 と

{32%}

4 0,236 95,6

(68%)

19 4 20 0 0 278 140,0

(loo'≦}

504

23

夕べ

ナリア

(3ズ3)
も 20,9 22,4 0 34 34,

(19%

5

)

0,18 146 …

(81%)

16,5 20 5 0,203 180 8

(ID膿め

892

19 工リマ

(5ス5)

cnv 34,3 25 5 1,09 109

(469等

2

)

0 45 126

(54%

26 9 21,6 0 62 235 毛

(loo%}

378

21 エリ7

(4x4)
~ 30 5 24 8 0 83 83

("%

3

}
Q,26 118

{59%

22,5 19 3 0 36 202

(IDO夕≦

554

26 工リマ

(5ヱ5}

33 7 25 1 1 04 104

(65%

l

}
0 47 56,

(35%

29 0 22.9 0 73 16Q, 218

出典

森正次 :有用早生樹種の植林促進による熱帯林の再生について、㈱日商岩井植林事業促進
室 (1991)
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機種 }齢 RみC鞠 E( 夕り料 ) 瀞檎怜総 Q摺 紬講 i醐 (イ鑓コ), 擬 L鼠CE鷲 (セ》ダシ料 }

疑網爺癖対紛雑馨篇豪醇拝“蕩梓鞘踏{# ベリ), 温 ゑ#go炉端β (ティアマ) 潮廠燭

′卿肥磯川 (アツ U カマ串ガ ; 榊 ), 離州穣碇 AE {? 力学専科 ) r′egb蝋群 焔

桜鵠鯉そ# {マコレ). 組織ゑ鷲敷 E( 学力本科 } 曲鑓凍鯛 遊戯か jぬ“ ミヒ守勢打 )

国 }ガーナ

データ採取地の立地環境

48. m 亡he Study area in Ghana covered by 亡he Grea 亡er Kakum WorkmgP1an (1963) , 仁he

仁otal ‐ area of the Select 工on worklng c1‐rcle amounts ヒo 377 km2 and 仁h 工S was d工vlded 工nto

fつur fe ヱling Ser 工es,each serles corresPonding WI 仁h 七he 仁o仁al area 。f a t1‐mberharvest 工ng

しoncess 工onaire . The yield Was regulated under a System in Which trees ○fmore 亡han l. 5 m

g工rth(48 cm dbh)Wou ヱd g工ve equa ヱ annua1 ‐ yle.ds for 仁he per1 ‐od up to 臨 e dme When 亡he

curren[ imma[ure trees at ヒain explol 仁able g工て亡h5. voIUqne tables are unaval.able and

basa ヱ area, WhLch 工S bel 工eved 仁o bear a d工rect re.at ・onshlp to Volume 工nrespect of 亡rees

oVer 3 皿 girth(95 cm dbh)Was used ・ The time Wh 工ch 仁rees Cake 亡。 pass from ..5 m gユr t h

亡o exp1rO 工[ab ヱe s.ze has been es 仁ヱma ヒed as fo1‐1OWS:

C1ass l a l .5 ‐ 3 m 60years

C1assl b l .5 - 3 m 45 years

C1ass1l a l.5 - 3 m 50 years

C1ass .工 b 1.5 ー 2 m 3。 yea てS

The eXplo 工tab 工e yユeld was calculated( 仁he Kヱnloch and Jack me 仁hod)by dlvid 工ng the total

h。ppus basal area 。f all trees above l .5 m glrth by the[1me of passage. The calculated

y工eld 工s just 工hed by 仁he forecast method of pro]ec 亡ing 亡he groWmg stock,lessthe annual

yield, Co the next felling cycle ass はming a 75 ヱ survival ra にe ・ The fell ュngc y c l e u n t i l

19 7 1 W a S 2 5 yearS and 亡he area 。f the annual coupe Was 。b仁ained by dividlng the area 。f

the fell 工ng Series by the perlod of the cycle ・ The y工e1‐d Was selectedfrom the u p p e r

g irth classes dOWnwards untll 仁he prescr 工bed y1‐eヱd was reached,minlmU 皿 girth .ヱmi 亡s be 工ng

enforced.

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

4 9 . As an example of how th.S calcula[ion Was applied 工n practice ヒhe y工eーd c a t c u . a t i o n

f o r c la s s l s p e cies in the Gais ・e Felling Series of the Greater KakulnWorking P1an area

Was as follows:

SpeclesC1ass

C1ass ISpecies Chlor 。ph 。raexceISa

Entandr 。phragma cyl 工ndricum

Entandr 。phragma angolense

Khaya ivorenS1s

T1eghetnella heckel ユユ

Nauclea diderr 工chl 工

Netproductive area of F.S. 2 678 ha

FellingCyc le 25 years

AnnuaICoupe l07 ha
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Yュeld calculatlons fOrC1ass t specleS

G1r[h (m) 0.91-1.52 1.53-2.14 2.15 ‐2.74 2.75-3.35 3.36 ‐3.96 3.97-4.57 4.58 十

NO. of 亡rees

on l o18 ha

Basal area

(m2)

439 554

147.4

414

195.8

325

240.2

137

145.8

137

198.5

32

60.9

To[al basal

area (m2) 988.6

Es ヒエmated basalarea on 988.6 x 2 678 2

F.S.of approx.2 678 ha
=

,o,8 m

AnnuaIYield by Kinloch and

Jack with 60 divisor (see paragraph

48above) 988.6 x 2 678

1 018x 60

43.34 m2

Appor[lonmen[ of Y1eld

G1rth (m) 1.53 ‐2 14 2.15-2.74 2.75 ‐3. 〕5 3.36-3.96 3.97-4.57 ム・58 十

No oftrees Per

Coupe of l07 ha

Basal area

(m2)

58

15,49

44

20.81

34

25.19

lq

14.90

14

20 ‐34

3

5.67

Y1eld of 43.34

m2 from 2・ム3 14.90 20.34 5.67

1.e. all 亡rees of mo てe than 3.36 m g.rth pluS 9.6% of 仁he 2.75 一3.35 m class .

出典

FA0 (1985). lntensive multiple ‐use forest management in the tropics ;

Analisis of case studies from lndia, Africa, Lat inAm e r ic a a n d t h e

C a r i b bean, FAO Forestry Paper 55,
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撒漉い S↑E解脱 IACEAE{ ア才ギ U稗 ) 舘ゆ樽蛸為#" 繕おr8湖西〃ね{オペ手工. 祭り, サンバ ),
庚鱒縦桂鯛疑 (マメ料 ),P 彰触感 "ぞゑ轟rr及欝ゑ森′縦 #縄 ミダベマ , ダホマキ .

楓BRAC妄縞 (夢ワ碑〕鞘そ耀oA加瀬 拳x蜂起荘 (イロコ オドゥム )
圏 { ガーナ

Table 2.の樹種は以下参照

ODUM :C 方/oroP 方ora exce′sa (イ ロ コ , オ ドウム )

WAWA :rr ′P′ocね′fo“ sc′eroxy ′o〃 (オ ペ チ エ , ワ ワ , サ ンバ )

DAHOMA:P ′Pfade 〃′asfr 〃m afr′ca〃〃の (ダ ベ マ , ダ ホマ )

データ採取地の立地環境

NATIONALFOREST INVENTORIES

打hreena 【lonalfore tlnventorleshavebecnu-ldertakenllIGhanaslncc 日記 1950~ nlef ーrst

of us k1nd was can-edout 加 twcen l952and l970with a samplmg ーntensーーy of3-5% and

as{lmples ーzeof2plots 膳 r259 qkmofproductivehighforest slncethlsw 婚 the 館 st time

and thcdynam softhcforestwa notwcllknown,someassumptlons had tobemadcwh ーch

li・C1uded,the tーmeofp 霊ssagefrom one girthcーassーoanother,lime taken by a lree lo reach

maturity,and the mortahty loS cS In the varーous g-rlh cl【鵜ses

ln or(lcr to obtil1n moreinformat ーonon thedynamicsof ーhe forcslsfo 「futmemanage ‐

inent, Permanent SampleP1ot Sps)weresE 豆led-n l969 ThcLead ーngDcsirable D)

C()- eP【was uscd to de(ermine wiHch trces to reCord m lhe samP1e P1oー A LD Was any

eCOnomlc treeor cedhng whーch wa 1ー人ely lobe ofmos 【vaiilc at thc next felling cycle

Thc second natlonal lilventory which was uildcr lhc ~ponsorship of the Food aild

A8rlcLiltureorg 皿 isaーlonandthcUni!edN 組 lon DcvelopinelltPrograminc(FAO/ 魁 NDP)

had a sample si?e o「jugl over 150000h;lwitllasanlpllilg illtell~ityof5%Thiswasbetweeil

l980and l983‐
Tow 【ぽd~ thecndofthe mos- recentone(1985 一1988),theForcstlnvei 、toryProJ に t(FIP)

wh}Ch w 婚 al a san)pl.ng ーnleilsityof025%andcovercdanarcaof546,0001 紙 con~- ting of

43 ForesI Rc~e 「ves,theps p programmewasre-vitalised

Thls lーine、lhe LDconceptwascon~ ーderedii・appropr1ateforlong ‐termstudlesofforest

dlan 呂e n ぬ inn--I rca oi、~ assigi1ed were ーh【lt,firstly,tree rccruitinent 、 inortallty alld

coinpe ーitlon can only bc fully underslood when {}lcentlrc lrec popーjla--011ib monitored,

bccoildly, ccoiloinlcv 副 ueoftrcespcclcsisllableiochangeovcrtlmc lnaddltloil, !he vc理

lowrccoveryofLDsmean ーthatihc1nformal1onlobcobtalncdw 毅slimltcd llwastherefore

dccーded to me 鴻 ure alitrccsgrca に「than locmdiameteralbreast}1e ーghl(dbh).

The Fores"y Department ‘sP‐S P programme has one nlam and scveralsubsid1aryobJcc ‐

{ーves,namely.

to provide the data reqUired 「ormo(leningnatural forests

aim hellce.

‐ Predict future yleld o「SPは -行cProducts;estimatethceffectofsite,anddlsturbance,oi 、

forest comPosition ar1d produclion; 【1nd monitorloiIg-tcnn sーtechanges ‐

P1otshavetx;enlaldoutmproportiontothealeaofForestReselvcswithlileachofthemaJor

forest tyPes described by Hall and swa,ne,1981,with few modif,cations to su,t local

condluons.W1thlneachForestManagementUnit(50,oooha),loplotshavebeenrandoinilly

1α)ated w,thin avar ーablenumberofstrata Strata,denti6edto ‐date 11re

topog-aphicallx)s1 【lon, hllltop,upPerslope,lowerslope,valley tpttom, swairnp

logging h,story; recentlogging,nologging
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S1x hun 山 ed plots (350newand250old)bel ーcvedtobemanagcable ln trlelong te1m and

sufflclenl toPr()vlde 【hclnlbrmatlon requlredhavcb( ×)n establishe(iThe most slgnlflc組lt

leccnta(Mmontothefleldl)rocedure1sthemeamrementofasub ‐samplewlthln t!leplot for

sapllrlgs(1leeswlthdbhlntherangeof2 ‐1化 m)Thlswastoin 日oduceregencratlon suIVeys

ll・PS P~ T、me betweensuccess1vemel 韓urements have txごen set for 5 years

ThcF1p iーselfhadamongothers,twomall ・objectives,

G)statlclnventory

Undel t-le stat1c lnventoーy esーlmatcs oftilc naーlonill slock ofcommc 「clallog volume

wuhm thcForestRese~esofGh 【uIawercfound Th,sw 紙 donebymeansofTempor 町 y

silmpleP1ots せ Sps)Theneedfor ーrllswi聡 cntlcal 鮎 t『lerchat)11ltatedtlmberlndustly

Wa 1)uttmg ever mcre 洩S1ng pressure()n “le forest The resultantconcern was that

demandwasoutstnpplngsupply,and

(11)dynamic lnventory

Underth ーs theobJect 】vcwi1~touPdatethcDeP 【1nn1cnt‘ssyslein ofdynamic lnvcnloi‐y

by lman ofPermanentSampleP1o ーs(PSPS)

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Formulation oflndividuaI SpeciesYield Tables

Y1e1d ーablebfor3 『 eCIe-e1ec 【ed 。ut()t14 『 ecleい funpledonthe( “dps p'barepre もented

m Table 2 Foreach 柳 ecie ,thebtockmg, ーroーn 山 eTS P~ ーい 1,own by 山 ameter cl鶏 e

Abo the med ー(細 tree volume oi each c履い 1 kn()wn Average1ncrement ＼1()readI C1im

もummmzedfromPS P.もareglven Tmleo 軍 鶏縦 gethr(}ugheachcl そい 1・c須culated 鶏 cl番 ・

wIdth (200mm)dlvideobymemlncrement

The growth もhown refers to dle volumeU1atwillgrowlntoac 震い・lron・U1e cla~~ below

lt・s calculated 鮎 山 e volun・e of the Preceding cl後 ,tline theaverage Propoiuon oi

もurvlvmg 日ees,ーlme Q1eaveragePercentage U1iltwillmove up mto the next cl澄も

nleAAC 為山e1ncrement1ntoacla 恥 tun銀 山etotmpr( 縦 ucuvefore tarea きmume 山 n

山 ese 旧blea 1 3 mllh()n ha lt怒・ume 山 at"'ec 趣 ・1(州′erboulld 甘y1 じ水 ena the felling

di掴neter lunit

For exmnple,forodum,the120cmcl 心 inclーー(le tiee・ 11仮 nlandaMve The average

grow 山 1ntomatcl 爪 1 0022nlylli ソyrimtlonimy Th1 ・i＼ーhevolulllethatcould he【el民政・n

aふu tmned ba＼1 to q1at MZe l1mIt

Tdble 2 YーeldTd ー、1傑h for3 もelected "*cle~,odum,u ′dWd,Ddhoind

ODUM IO-29 30÷49Diameter Cm

TreeVol m3

Stocklng Nma

lncrcmcn 【ーm 犯′yr

T"nepa 、、 yrく

Growth m1" ・ダ yr

A 〈C m3/yr

Cm -

n[・3 038

N 伯 a 036

ーm 犯′yr 3 3ー

く 6048

160
117
3 75
5339
OWI
1395

50÷69
3 69
013
4 86
4114
0004

5059

70÷89
6 69
009
593
3114 コ170 34 ロ
0008

10503

0022
28650

90一109

1061
007
5 93
コ3 70
0014
18()68

110十

15 47
007
5 86

W へWA DIJIneter cm

Trcc Vol m1

Stock ・nS N′ha

lncrcn ・en ー lm 九′yr

Tunepdbb yr~

Grow ーh m) 伯 Myr

AAC 1ni/yr

lo‐29

030
203
918
2178

10一29

036
275
594
33 66

30÷49
156
l ol
8 54
23 42
0014
18206

30‐‐49

147
061
8 98
22 28

50÷69
4 08
090
6 74
29 67
0060

77り44

DAHOMA Dー鑓ne【er Cm

TreeVol m1TreeVol nn

Stocklng ト"hd

lncrementnun yr

TUr1nepaSS yrも

50÷69
3 36
0 44
1115
1794

70‐89 90-109 110十

8 06 13 68 2i 06
076048 036
678 5 5(}4 60
29 49 36 3643 48
0104
135779

70÷89
605
031
8 32
24似

90-109

13 68
048
5 5(}
36 36
0131
170558

90-LO9

9 54
018
5 82
34 39

0135

1ー0+

13 84
012
5 82
34 36
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Growth I・・3伯 a/yr oo06 0029 0058 0045 0033

人AC n・i/yr 8418 37751 75569 58904 43278

出典

MIchaeI Yaw Poku 一Marboah(19 鑓 ) Natlonal lnventriess e rv in g g lo v a l

m o d e l l n g o f f o r e s t r e s o u r c e s T h e c h a n a l a n experlence The F・nn ・sh

Forest Research lnstltute,Research Papers 444
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その他 に単独湖機とLT 分鋸や轄癒かり裁も碍] ブラ無学州臥 w》
19櫛績について＼穴陥聞 {細燕d 勢岬線板 fro閉じ凝 船嫌 La"珠 春尊順 ~ゑrld萩彬軸 )
に掛けて鎚灘G

データ採取地の立地環境

The data on l9 specles(see the Table)are based on the yleldta b l e s , y le ld

f lg u r e s , a n d e s t imated yleld published / Unpubllshed by plant1ngco u n t r・e s , o f

th e l 9 s p e c le s , s e v en belong to the humid troplcs, four to troplcalh ig h la n d s

a n d elght to sem ・冊arld areas, whl ・e indicatln g yーeld of the specles, a ve r y

m o dest approach has been adopted,The mean annual increment(m3/ ha / year)

mentioned indicates y・eld only on average sl teswi t h o u t u s in g f e r t l l lz e r a n d

lrrlgatlon, and at the rotatlon age appropr ・ate for the number ofs t e m s p e r

h e c ta r e c o m m o n ly planted, Extreme cases(1,e, y1eld on the best and poorest

s1tes)have beerー excluded, lnformation aboutt h e m a jo r c l lm a t ic v a r la b l e s w h e r e

s p e c l e s a r e belng ralsed has also been provlded,

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

Y1eld‐m〆leI

CI1,.閣日lcvllrl瑚b一le8

R(Xn鋒on Wood ylold No d 対 wdl帖ー Mean aIMn、lal 翰臥〆

伊oa on MA1 ttelm 脚 憎叩e mimaーl d~
&p矧一船・ year1} (nz1′個 } iKk物ro {m} (mm) ny回航8

Humid troPHCS

Aはαa 開 聞 0 1鵬 2馴 0剛 1鴻 17節 46
aur′c"′′わ′m′s

/ぬ/bだ′a 8]0 25÷4の 8001200 01 200 2αP4000 02

なにafar′a

CasUa ′ma 7‐10 6‐10 16 0心 2500 01400 7ヌト1400 3‐4

eqリ′Ser′わ /′a

Euca αprus 10 1012 2駒心3000 010()0 1回心 1 500 34

refer′co′“′S

Gme ′ma a′たり′ea 51 〇 2ひ3〇 1αメ}16〇〇 〇〔&α0 1QOK}25 〇〇 24

バラesban′a 10 2〇25 2駒K}3000 050010OK}25()o few

grand ′〃o‘a

s跨り鱒′リm cumm ′ 20‐25 69 81コ心 1200 0‐500 1510K}250o na

TroPーcalhigh 1and

Acac′a meams 〃 8‐10 20‐25 1節 01500 10CK}25(}0 30K}1 600 34

EtUca虜Prus 8‐12 2025 16 0〇 2500 130K}3 000 90K}1800 2‐3

9′obu/〃s

Eu(沼似駆りs &lo 20‐25 1御心2500 021W 1αα04000 02

9〔and′s

G(ev′//ea fobusra lo‐15 1ひ 12 8CO1200 810K}21(力 70K:ト1 200 2石

S eml.a バd areas

Acac′a n′′〆′ca 1520 35 7α:ト1000 0‐500 25℃ト7ミ50 58

/Aα2c′a io"′/′s l(}12 2241 80K:ト12〔P LOW 1and Upto l oo0 6‐10

′A′b′z′a′ebbek l(>15 5‐7 110K:"600 01400SOK}1 000 26

叙 ad′‘acma &10 46 1冊 1醐 0剛 鄭 1醐 57
′nd′Ca
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Cass′a s′amea 7‐10 8‐10 1&メ}2 500 01 000 615に}9ミ50 46

08/be′9′a s′巣;oo 1 20 5‐8 110K:ト1600 010()0 75k}2000 5

Euca仰山s lo15 58 脇 1加 納 2醐 塀 1醐 46

cama/d り/ens′s

Euca/yprus 8‐10 7 0 160001 000 25k}500 5‐7

m′C′orh鋭フa

IW,th re!orenceto the a駅)ve specーes the follow-n9m,n-murn and max-mum tem〆…「aturespravaーl hurn‐d troplcs,1635.C,
tropICalhlgh lands 年320 C and sem--and areas 4』ぬ.c 2Dned we-9ht ,ntonne=sJh副yr

出典
Pandey,D (19g'′) Yield model of plantations inthe troplcs.Unasylva

157月 58,Vo1 39
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瀞徽 :鰻灘腿ゑCEA際タケ戦 }
日鉄簿bob客

灘 }イ ンド

データ採取地の立地環境

Materlal andM e th o d s

A n a r e a o f l . 5 h a was cleared ln Aprl l, 1981 and preparedf or plan t l n g

ba m b o o s a t th e Va n VIgyan Kendra, Chessa, lt ls surrounded by ane l e p h a n t P r o o f

t r e n c h t o a v o ld elephant damage, which was later modifled bycoverlng wlth

spl ltted bamboos and ultlmately replaced by an electrlcpower fen.n8 SyStem The

rh1zomes / offsets of d1fferent bamboos were collected from varlousp la c e s o f

A r u n a c h a I P ra d e sh a n d e ls e w h e r e a n d w e r e p lanted 1n p・ts of slze45 〉〈4 5〉〈4 5 c m

a t s paclng of 4 m × 4 m, The detal.S of the source of rh.zomes are glven 1n Table

l. The bambusetum waS started by the flrst author and most of thec o lle c t io n w e r e

m a d e by h lm w h en h e w a s sllvlculturist, ArunachaI PradeSh.

observatlon s

S t u d l e s o n p h e n o l o gy, growth, culm ・nltiatlon, natural regeneratlon, etc,

are belng carrled out, The following observatlons were recorded regularly,1, No,

of new shootS, 2, G1rth, 3, Helght, 4. F1owerlng, damage etc,Table 2

p r o v・d e s th e da ta r ec o r d ed a t th ls ba m bu s e tum d ur in g August,1988,

Table l

Namd* ーes ′ 円蹴 蜘 ect,。n
1R

臨

2 3

βの }の zぱq q′m7d′′mcp α F.R.1,Dehra DunAugust,1982

β わα′coo α RamPur,Assam M【ay, 1981

β ム〃′77の 7′てα F.R1,Dehra Du1IAugust,1982

β.g/""c “ ce′',F Kal1mpong,VVest BengaI June, 1983

β /0′7gば〃に"/頒α Lekabal ・,A P. M[arch, 1988

β “z′rqm ~ladhupur,Assam M【ay, 198 ー

β"m わ‘′↑"sP(Htjo) Yachuh,A.P.June, 1982

β pd//′〆q ndadhupur,Assalm nなay, 198ー

βのめ " α sp se・jusa,A.P.May, 1981

β 〃。′ymor 〆 m F.R I.,Dellra Dun Aug., 1982

βのめ乙ばα sp.(small) Madhupur,Assam Ma 1981

β『“/dq(bーg) Madhupur,Assam May, 1981

β v“/gdrお Banderdewa,A.P. Aug., 1982

勘 m 加 孤 sp.(Routa) Routa,A ・P ・ May, 1984

β"mb"sqsp ・(Ma ーthang) Z1ro,AFJune, 1982

Bomb"msp.(TaP1i)Z1ro,A.P. Jt刀1e, 1982

βの“わ"即 sp.chessa,A.P. SeP,, 1984

Ce〆 "′os履物 兇 m ル c′mmmm T1ddlng,Lohit,A.P.May, 1986

C pergm α′e F.R.1,Dehra Dun Aug , i982
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C pag ′αcde(Khe11ong) Khe1ーong,A p sep, 1984

Dg7d ′◇cq/"′'ぞzば 友α〃山瀞‘ F.R T ,Dehra Dun Aug, 1988

D たのれ!′!。〃"Chessa,A.P. 鮎【ay, 1981

D ′,7の“あの殻C劇揺 F.R1,Deh ・a Dun Aug , 1982

D s!" ““s F.R.t ,Dehra Dun Aug, 1982

D 漣たた〃,7のヱ卵s Kalaktang,A.P M[ay, 1985

D のにも。cq′"′,ms sp.Selari,A.P. Sep , 1984

(Comd )

2 3

Dmoc/z わ o 〃7αc/e//の 7d〃 F R T ,Dehra Dun Aug , 1982

G!gqmo メーわ d “7"cm m ご/!」" Khellong,A p sep , 1984

ハイβ/ocq〃〃"bocc 虎′α F.R r,Dchra Dun Aug, 1988

材 doc αノα〃〃‘ゞ co′p“"α川 "m F R1,Deh 「a Dun Au 1988

0XJ ノごe′iα“′/だ′"" わ" ′′zにα F.R1,Dehra Dun Aug , 1982

o q/わoc′/′"′α F R1,Dehra Dun Aug , 1982

QYJ'′の姫川 /md sp (Med 逓増 )Chowkhmll,A I) Jul), 1983

′)/リノ〃の rqc/りぶ′“に"/‘ヱmF R[ Dehra Dun Aug , 1982

Ps α肩のαぶαノ"p αーに"F R1,Dehra Dun Aug , 1982

Pぶado ′Qc/り川′“〃〆 J′'のリノ/′"… Ballderdewa, A P Apr ー1, 1986

丁/リリふりsrqc/z“ ○′′yer! Chessa,AP(or ・淳良 dlyfronI FRt)MAy, 1986

βαmbz′msp(Nal) MadhuPu Assam ML1y, 1981

β伽 2わz′m sp(Nal) Chessa,A P M ay, 1982

βのめ "sα sP, (Nangal) MadhuPur,Assam May, 1981

1n the 1n1t1al years of establlshnlent lntensーve care and regular weedmg were done 、

followmg routme sーlvicukuml pracーlces

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

TAble 2

Gro"'r′zdq ′q α"dc" ′“ヱProd"c"o ′・ /zeβα川 boos ー′1 βα′“棚 解白〃'?,ソロバンig'□′zにend′",C ′尾 M

,ずF鷺一翼豊麗
M1n Aver ht.Average

glrーh of
culn(Cm)

M【ax,girth
ofcuーm
(cm)

Date of
piantlng heーgh[ or

culm(m)
heightof of culm
cuーm(m) (m)

2 3 4 5 6 7 8 9

β"′打加 Jd orm 〆′′?αぽα Aug '82 32 11 20,5 23 8 15,5 51

β 加′cooα May ,81 34 9 215 30 5 17.5 33

β,り"′′"○打た" Aug '82 30 11 20,0 24 6 4,5 14 32

β,g′""ぐどに enぶ Aug ,82 5 2 3,5 3 5 1.5 2 5 NumerouS

β ′◇“gおp′ぐ"′似 " ~[ar ,88 Recent ーntr○ductI0n

β "乙"""; May ,8王 29 6 175 26 3 ー4.5 58
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β伽 7わ‘fiα sP(H1io)

　 　　　　　　　

βm7の【ぼd SP

　　　　　　　　　　　　　

βmぬけ肌 sP(smal ー)

β !〆""(bーg)

　 　　　　　　　　

βm め‘ぼα sP.(Routa)

-‘lo‐ (Maltllmg)

-do ‐ (Tdpu)

-do ‐

α 〆 "/ofrdc′-」wm 力に/mmmm

C pe 増川 cde

C, 〆′gmd/e(Khellong)

Jun '82

May '8ー

May '81

Aug '82

May '81

May '81

Aug '82

May '84

Jun '82

Jun '82

Sep '84

May '86

Aug '82

SeP '84

18 0

17 0
12 5

17.25

17 73

18 5

11.0

13 0

12,O

14,5

10 5

2
6
28

刀

お

28

28

18

幻
1
7
2
1
1
8

くJ

ハU
′0
ー4

1
1
「/

n
v
▲斗

く
J
“/

R
U
「i

11 4 7,5

18 9,5 13,75

20 5 12 5

　　　

　　

く
ノ
4
T
A
I
′h=
▲4

′hU
1
1
へ/』
r)

4
「
111

=̂
V
n
V
ハ
V
n
V
I
J
′
○
′
。

q
/
=̂
V
=̂
V
r
)

　　　
　　　
　　

　　
　　

　　

　　　
　　
　　

　
　

4 1 5 2,75 8

13 7 10 0 38

11 1,5 6 25 20

20 5

26 5
21

16

25

28

9

14

14,5

15
8

12 75
15 5

12 5

li o
14 0

16,O

5 25

8 0

8 75

9 75

4 5

D ぞ“drocq/" ′ァ7zfぶわm′7d‘i‘‘

D /7mm!ro 〃"

　 　　　　　　　　　

　 　　　　　　

D. 瀞たたけ"ensぞs

De れd′oc〆 "“‘"ぶ sp.

D 〃′oc/′/od ′''""/′"〃‘′〃

G ばα "◇メー/oq′7zdc′o"dc/ ヴα

煽ぐ′oco 〃〃" ル"" 炎 m

　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　

Oxy だ“""′/'似α dby ぶ豆′z′cα

o d/Doc‘/!"′"

oxyre′mm/7pmw(Madang)

′)/zy//○肘 qCムンゞrd′c"′"′"

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

pぶe"〆o鑓qcり似′7zβo′ymor 〆 z躍れ

rたンoぶo瀞 qc/zys o/弾け ど

βαmb 那αsP(Nal)

-do- (Nal)

‐do- (Nanga ー)

2 3 4 5 6 7 8 9

Aug '88

May '81

Aug '82

Aug '82

MIAY '85

Scp '84

Aug '82

Scp '84

Aug '88

Aug ,88

Aug '82

へug '82

Jul '83

Aug '82

Aug '82

Apr '86

Nfay '86

May '81

~【ay '82

ハday ・8ー

Recent ーntroduct1on

30 5 10 20,75 18 5 7 12 75 36

26 11 18 0 i9 6 125 62

16 8 12 0 8 3 65 68

25 10 16 5 1S6 13 5 18

14 5 9 5 5 1,5 3 25 6

8 5 3 5 75 6 2 4,0 54

28 6 17、0 13 3 8,0 16

Rcccnt introduct ーon

Reccnt ーn【roducL1on

l9 5 120 18 6 120 52

i9 6 12 5 16 5 105 27

26 6 16 0 12 3 75 44

14 2 8 0 8 3

3 1 2 0 3 0 5

5 5

175

434

Numerous

6 3 40 49 2 3 0 7

7 2 45 7 1 4,0 11

14 4 3 8 7 20 3 115 85



樹穣 {融鵬=8鵡跳E{タケ料〕

データ採取地の立地環境

調査の対象としたG 1evls 竹林はミンダナオ島のダバオ市郊外にあり1970年代の初めに造成され

ている。この地域の年間降雨量は表 1に示すとおり年間2000m m 内外であり, はっきりとした乾期

がなく年間を通 じて適当な降雨に恵まれている。周辺にはハナナやパイナップルの果樹園が多 く植

物の生育に敵 している。他のS 1umanpao竹林はフィリピン大学ロスバニオス分校附属植物園内にあ

り, ほぼ同じ頃に造成されている。この附近の年間降雨量は表 2のように年間約 100omm くらいで

あり比較的少なく,12 月 ~ 4月には乾期となるが , 霧のかかることが多 く地下水に恵まれ, 植物の

生育に適 している。

これらの竹林について , 前者は1982年 10月 , 後者は 1983年 5月 , 生態調査の常法にしたがって現

存量や生産力を調べた。すなわち , 調査プロット内の全立竹の胸高直径を測定 した後 , 直径階別に

9 ~10 本の標本竹を伐倒 して枝 ・幹別に重量を計り,D2H との相対生長法により地上部現存量を推

定 した。

20

也
26

(′刀

2? )
◎ (′之,

2? ⑪
‘′“
α7 <"")

i2

(注) 竹株の大きさ
(A) 1年生竹の本数

図 I G懲り'②ioc/z/oα彰ひ霜 林内の竹株の分布 と立竹本数
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式な ど

表3 調査竹林の林分構成
(per ha)

1本数1割合(%)ー躍増票1平郡高T株数鳥篭議
(Gzg の 7′oc/z′餌 ′e〃zs)

1 年 生 竹 2597 27 9 6 2 153 111

2年生以上の竹 6693 72 1 6 7 17 328 7

合 計 9290 100 0 6 5 16 7 233 39 8

(Sdz‘zosfddzyz‘m ′"“zの 2Pの )

1 年 生 竹 10915 28 7 3 7 95 4 7

2年生以上の竹 27102 713 3 4 8 3117

合 計 38017 100 0 3 5 8 6 231216 4

表4 竹林の地上部現存量

G 侮りzs S 自助 2の 2Pαo P f2d z‘′zs P 慶治 em 如 P 加 川 b郷 oーdes

本 数 1000本/ha 9 3 38 0 8 8 152 9 9

平均胸高直径 cm 6 5 3 5 9 2 44 7 2

平均竹高 m 16 7 8 6 13 3 9 214 1

幹重量 ton/ha l15 8 42 6 87 6 36 6 61 2

枝重量 ton/ha 22 2 9 6 12 5 7 2 13 7

業重量 ton/ha 88 58 55 4 4 60

地上部重量 ton/ha 146 8 58 2 105 6 48 2 80 9

物質密度 kg/m3 0 88 0 67 0 80 0 52 0 57

葉の平均長 cm 30 6 21 9 9 1 9 2

葉の平均巾 cm 61 33 12 11

葉の平均面積 cm2 142 9 53 4 7 6 7 6

葉の平均重量 g 0 65 0 31 0 036 0 041

面積/重量 cm/g 219 8 172 3 211 1 185 4

葉面積指数 ha/ha l9 4 10 0 116 81

出典

鈴木健敬 :タケ類の特性と造林技術、熱帯農林集報、No.65 、94~97.(1989)
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海種 ;緑納BUSAC疑獄タケ料 )

園 ナコイジビ》

データ採取地の立地環境

調査の対象としたG.levis 竹林はミンタナオ島のダバオ市郊外にあり1970年代の初めに造成され

ている。この地域の年間降雨量は表 1に示すとおり年間2000m m 内外であり, はっきりとした乾期

がなく年間を通 じて適当な降雨に恵まれている。周辺にはバナナやパイナップルの果樹園が多 く植

物 の生育 に敵 して いる。他 の S,lumanpao 竹林 はフィ リピン大学 ロスバニオス分校附属植物園内にあ

り, ほぼ同 じ頃に造成されている。この附近の年間降雨量は表 2のように年間約 100omm くらいで

あり比較的少なく,12 月 ~ 4月には乾期となるが , 霧のかかることが多く地下水に恵まれ , 植物の

生育 に適 して いる。

これらの竹林について , 前者は 1982年 10月 , 後者は 1983年 5月 , 生態調査の常法にしたがって現

存量や生産力を調べた。すなわち , 調査プロット内の全立竹の胸高直径を測定 した後 , 直径階別に

9 ~10 本の標本竹を伐倒 して枝 ・幹別に重量を計り,D2H との相対生長法により地上部現存量を推

定 した。

9 m

12

m

⑫◎金
認 ⑦
④渉

@〉@

渉 ◎◎
◎

◎
⑦
④◎

◎

◎⑦
図 2 Sc殻zosAzcれ跡""/ “徹α可知o 林内の

竹株の分布と立竹本数
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成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

表3 調査竹林の林分構成
(per ha)

本数1割合(%)1孟霊廟平富高株数閣 議
(Gtgのdodz′oα !仰 ;s)

1 年 生 竹 2597 27 9 6 2 15 3111

2年生以上の竹 6693 721 6 7 17 328 7

合 計 9290 100 0 6 5 16 7 23339 8

(Sc/zzzo鞘αdzy‘‘'〃′"'〃の 2pの )

1 年 生 竹 10915 28 7 3 7 95 4 7

2年生以上の竹 27102 713 3 4 8 3117

合 計 38017 100 0 3 5 8 6 231216 4

表 4 竹林の地上部現存量

G を ws S 無用のゆαo P ed昭雄 P P"るgn( 如 P 加 川 bz‘soides

本 数 1000本/ha 9 3 38 0 8 8 152 9 9

平均胸高直径 cm 6 5 3 5 9 2 44 7 2

平均竹高 m 16 7 8 6 13 3 9 2141

幹重量 ton/ha l15 8 42 6 87 6 36 6 61 2

枝重量 ton/ha 22 2 9 6 12 5 7 2 13 7

薬重量 ton/ha 88 58 55 44 60

地上部重量 ton/ha 146 8 58 2 105 6 48 2 80 9

物質密度 kg/m3 0 88 0 67 0 80 0 52 0 57

葉の平均長 cm 30 6 21 9 9 1 9 2

葉の平均巾 cm 61 33 12 11

葉の平均面積 cm2 142 9 53 4 7 6 7 6

葉の平均重量 g 0 65 0 31 0 036 0 041

面積/重量 cm/g 219 8 172 3 211 1 185 4

葉面積指数 ha/ha l9 4 10 0 116 81

出典

鈴木健敬 :タケ類の特性と造林技術、熱帯農林集報、No.65 、94~97.(1989)
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樹種 ‘鰯郷鵬A湖紬だ{ダケ料 } #, 熊鰭o#βメ 鼠 /麟鱈卸館〃届婁品 # 加減ゑ(パイボン),
紬鷹卿 sオザメ鰯 r炉 {ダイサ ンヂ券 ), 飽 燈触醗為鯛如 {熔甜 (ムー リー )

国 }パンツ亨デシユ

データ採取地の立地環境

ハベaterials and ハqethods

Twenty ‐負ve offqets of βα捕る“;&

W/‘gdm sdl たまd (Lacal name ・ Bariatah

Bash 川 ,Balz) ′a), βα朋わ"頒 加 たoDO RO ×bも

(l n Baroballs,Bdrua, Barモーk,Valkd*

β"′''ぞmm ′の増′s/'mddm Gamble exBrandlg

(1‐n T am 、 Talla),and 肋 mom α 如けぜ

(L n M ー」・、Mttmga,Mak ーa)＼vcreconected,

from dlf丁erent locdー1t-es or Ban 1adesh and

planted .n the centra ーBan.bu~etutn ofBFRT “

Ch ・ttagong ln Mdy,1972 S1n1Itarly 鉦 teen

part-clumPs(agrouPor30 任sets jomted by

rー・ーzome neck)or Me ゎ mm7" bdcc 虎′"

Roxb (l n: Mull, Pdーya)were also

collected from theforestb o「 Chlttdgong

HIーI Tract and sylhet during M[ay,

1972 and planted ふIーnu1tdneous1y in the

Bdn・busetum

The plantmg ~ーte＼Va~of sma ーl hーーls

＼vIth about 30%s ーopefacmgeast The Soil

on the ・Lope wassandy loam to clay

loam,wel ーdramed,Jqd ーc wlth pHaround

5 5、 overーaymg a 100~e aー1uvla ー parent

mater ーals The landwas under the

ーn"ucnce of troplcal mon~oon cーlmate

havmg mean annual aーrtemperature

lo‐35oC, so1l temperature 20‐230C and total

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

Table

自用川口rノ“′を mm( ′G) ぬり'リノ刀(ノほぼ『捌 """!gr 破か"!

annua ー ra.nfaーー 2500 mm-3000mm Raln-

rall ls hーgh durmg thetast pa「t of May to

へugust and dry months arefrom october

to n/larch

Studles were carrーcd out on 20

c1unIPs m each or ーhe rour βの77肋′ゞ "

speeーes whereas lo clumps weretaken for

届 わαcc灸 mFull gown (FG) culms

聖 oduced ln a1l the dump of t萱le e Gve

bamboo Specーes were markeJ e＼′ぐry year by

d1任erent coloured pdーnls ro「 recogn ーzlng

the ageofboth culnl(ye もr of emergence)

‘uld clump Medqur ご 1ーents on ーhe nu.nb ごr

o「 FG culmsproduced per clun・p culm

dーameter at bre が t l1c1ght(DBH)and the-「

length, and annua ー ー.・Crease of the 四 rーh

of each clump ・verc me ・ u1ed one year

Jner (1973)the pLーnta,ーon Data were

ーごcorded every year at the end of the

g1。wth penod(D こcem5}r)and these obser-

＼LじLーons contmued fL、r SLーb equcnt teI1 yea ー

L
、
Ion・ 1973 to l982) Durmg the tudy

i、ごnod ‘111ー11e clumPs or these five bamboo

小にーes weーe al1owed[0 grow ーn undlsturbcd

condlt ーon and no fell1ng operd ーlons ・vere

prac ーlced

l

　 　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　

C1ump
age

(year)

αgem ル′pb の 77クDOS βec耀 〆 βの増 /"d郷 /′

β 1'"′gq′ば

FGC1ump
culms gl「th

(Nos) (cm)

β わ"/coo α

FG C1u11lp
clums glrth

(Nos) (cm)

β ′り“gばβ′"‘/q′"

FC Cーump
culms glrーh

(Nos) (cm)

Mean vdlue 士 SE

FG Cーump t FG ぐlump
cuーms g,rーh- culmsgirth十

} (cm)(Nos) (cm)1(Nos)

1 1 6 50 0 12 28 5 1 8 30 0 3 0 87 0 2 592 2
(1973) 02 45 02 20 04 52 05 132 0 520 5

2 2 8 105 0 2 3 66 3 2 7 66 5 3 8 153 0 5 6 145 9
(1974) 03 100 09 135 06 130 04 ー66 17 232
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3 32 1626 17 ー02 0 4 1 140 2 8 2 243 0 12 5 3010
(1975) 。7 220 02 140 06 165 13 283 25 4乙。

4 5 3 273,4 2 7 177 0 6 2 222,0 5 7 307 0 16 4 395 4
(1976) 12 355 04 226 05 24,7 0.9 36 5 4 2533

5 )2 378 0 3 2 232 0 7 0 286 4 8 8 439 3 23 6 529 3
(1977) 1,7 503 08 380 13 206 2 3 56 3 7 2 1056

6 36 4563 22 2500 67 3720 45 46」0 253 6243
(1978) 08 62 ー 04 2~'4 」,3 28 2 10 510 46 1152

7 32 5083 24 3ー2 5 5 0 430 0 4 9 520 i266 8054
(i979) 06 644 05 325 10 350 12 420 87 146 1

8 3 2 555,〇 1 8 32〇5 6 6 5〇76 37 527 之 25 ー 980 6
(1980) 06 75 8 05 240 14 666 03 616 62 1705

9 2 6 603 0 2 2 376 0 5 8 648 3 4 8 5710 31 1 1268 0
(1981) 06 58,0 05 537 ! 0 1096 ー8 57,6 8 0 247 0

10 2 8 705 0 2 2 4 14 2 5 7 690 0 2 7 586,7 35 7 i432 3
(ー982) 0,7 目 45 05 583 1,6 1323 04 207,8 13,3 28-ー0 一

C1ump raised through offset planting in l972 1eft undlsturbed upto l983.

Note : The second row of each year are ± sE,

Fig.1

18

A コBAMBUSA VU]GARIS

B118・8ALC 〇QA

C*B・LONGーsP「"cULAtぬ

DZB・TULDA

EE MEL0cANNA BACCーFERA

14

12

エ

　　　
　
き6

4

1 2 3 4 5 6 7 89 10

1973CLUMP AGE (YIEAR- 19CLUMPAGE (YIEAR - 19 82

Rate and Pattern of clutl[IPexPans-on at diITe「ent age ln the 賃vebamboo sPecles

of Bangladesh
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Fig 2

A;BAMBUSAVULGAR ーS
B;B BALC 。OA
C;BLONG1spICULATA

D二8TULDA
E=MELOCANNA BACCIFERA

^
E
)
ト
エ
リー
W
ェ

C
D

　　　
　　　
D養蚕監

　 　　　
　　

ー 2 3 4 5 6 7 89 10
1973 CLUMP AGE (YEAR ) 1982

G1oWth rate of fuーーgrown culm Produced at di甘erent age13 日1el ive bamboo

species of Bangladesh.

出典

Banik, Ratan Lal(1988).lnvestigation on the CulmP ro d uc t io n a nd C 1um p

Exp an t io n B ehav iou r o f F iv e B am b oo Species of Bangladesh.lndian Fo
114 : 576 ‐583.
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樹鍾 }馨鰯 BusACEゑE( 奏ケ料 ) 総群寿"婚 脱猫鱗宥媛 {スパイ =- バツマー )

鳳

データ採取地の立地環境

2) 材料と方法
さし木による育苗は 1981年 6月 ~12 月の約 6か月

間 に , フ ィ リビノ大学 ロスハ ニオス分校 内の苗畑て

行 な った。 供試 した竹種 は , βのめ "激 励z‘′'?βαi7",

βのめぎてs" " ‘忽の zs,DB れdγocα如 'zzfs “2の れ "その z婚 ,

Gzg の 7わ c/2/鯛 /鋤 zs,Sdzzzos 如 c′zyz‘''z‘“'m の 5 種 類

てある。さしH け用の竹幹材料は分校内のマキ リン

植物園より採取した。さし穂としては,1 年生竹の先

端部を除き,2 節をつけて切断した竹幹を用いた。さ

し付は苗畑に埋幹の形て水平植えした。半年後に掘

り出して, 発芽, 発根 , 生存状態などをしらへた。

さらに, 上記により育成したタケ苗を立地環境の

異なる 2か所に植栽 した。その つはフィリピ /大

学 ロスハニオス分校附属演習林てある。植栽地は標

高約 300m, 」-質は粘質壌土てあり, 周辺には熱帯

降市林か生育している。年間降雨量は looo mm 内外

と少なく,11 月 ~4 月は乾期となるが, 霧のかかる

ことか多く, 地下水にも恵まれ, 植物の牛青には適

して い る。 こ こには , β ゎ加川〃俗解 ,S /mm,G をジバ

成長 ・収穫に関する表 , 図 , 式など

鮎ヒメ裟droな#超嬢ぽ#欝8轄村 "ノゑ鰯浅にパイヨグ ), 鱗ョ隣 #きQ強′嫌 煙群β

の 3竹種を 1982年 4月に植栽し, 無施肥区と施肥区

に分けた。施肥区には 1株当り 400gr すっ 2回, 舶

載時 と 6か月後,言f 800 g1の化成肥料 (14 14

14) を施与した。 1983年 5月, 毎竹調合と標本竹の

掘出しによる部分星の測定を行なった。他の --か所

は ル ノノ島中部 のハ ノタハ ノカ ノ地域 てあ る。 ここ

は熱帯降市林が破壊され, 消失した後広大な草地と
なっている所て土地はやせてし・る。年間降而量は 2000

mnl 内外と前者より多いが, 時期的に集中し, 雨期

には洪水となることがある反面,6 ヵ月以上は極端に

乾燥する9) 現在 日比協力による造下i、プ p ノエクトが

進 め られてお り, 乾燥 や , やせ地 に強 いアカノア類 ,

マ ノ類その他か植栽 されてい る。 ここには , 同 しく

前述の さし木 に よ り育成 した 5 竹 種 , β bZzmz8αi7",

β ひ川 gom,S, た'“"G 定礎馬 D “2g“ zZ‘mmfs, の 竹

苗を 1982年 8月に植栽後 , 上記の造林プ p ノエク i・

要員により生長経過か定期的に調査された。

表 2 マキリ/演習林に植栽した 3竹種の生長状況

Kauayan tln1k( β始め "繊 鋭 "加数 72の

N
(本)

D
(cm)

H
(m) ‐

Ws

(kg)
WB
(kg)

WL
(kg)

WT
(kg)

lndex

(WT)
WS/WL

竹 苗

対 照 株

施 肥 株

2 1

4 6

8 3

0 67

1 44

2 26

1 41

2 53

3 67

118

5 74

0 64

2 90

0 39

1 88

2 21

10 50

100

475

3.02

3 05

Anos(Sc/"zos ね c′zy"“z わ加 )

竹 苗

対 照 株

施 肥 株

4 5

19 0

41 8

0 38

0 83

1 06

0 92

1 62

2 19

0 85

2 90

0 33

115

0 64

2 18

1 82

6 23

100

342

1 32

1 33

Bolo(Gzg の zroご/2めα /eひ婚)

竹 苗

対 照 株

施 肥 株

3 3

8 5

9 0

0 72

1 56

2 16

1 42

2 78

3 70

2 01

4 50

1 38

3 01

119

2 53

4 58

10 04

100

219

1.69

1 78

WS 幹重量 ,WB 枝重量 ,WL 葉重量 WT=Ws 十 WB 十 WL
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表 3 パノタハ / カ /に植栽した 5竹種の生長状況

竹 種 方お朋友蛸α

わ′z‘“2eの Zd

βの }め"sd

〃z‘磐の 7S

Sごね拷os超d けそ{′}7
′zmα

D の2dm 倣わ“2r‘s
7,2の ,7′zd““婚、

G!gm"o 倣 わd
セジzS

1株当り平均本数
最小-最大

5 9
4-8

4 6
2-8

9 0
2-23

7 1
3-21

21 2
3-‐42

平均地際直径 cm
最小-最大

1 63
0 40-4 6

1 62
0‐8一 3‐5

112 .
0 2-3 5

1 38
0 2-3 5

0 74
0‐2-‐1 2

平 均 竹 高 m
最小-最大

1 84 1‐79 117 1 58 0 76
0 37一 1 300 64一4 10 0 60一3 94 0 28-3 33 0 56-3 51

N X D 2H 28‐8 21 6 13 2 21 4 8 8

出典

鈴木健敬 :タケ類の育苗と造林試験、熱帯農業集報、No.65 、98~101 。 (1989)
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